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序

　本県には、旧石器時代をはじめとする１万箇所を超す遺跡や貴重な埋蔵文化財が数多く残されて
います。それらは、地域の風土と歴史が生み出した遺産であり、本県の歴史や文化、伝統を正しく
理解するのに欠くことのできない歴史資料です。同時に、それらは県民のみならず国民的財産であり、
将来にわたって大切に保存し、活用を図らなければなりません。
　一方、豊かな県土づくりには公共事業や社会資本整備が必要ですが、それらの開発にあたっては、
環境との調和はもちろんのこと、地中に埋もれ、その土地とともにある埋蔵文化財保護との調和も
求められるところです。
　当事業団埋蔵文化財センターは、設立以来、岩手県教育委員会の指導と調整のもとに、開発事業
によってやむを得ず消滅する遺跡の緊急発掘調査を行い、その調査の記録を保存する措置をとって
まいりました。
　本報告書は、経営体育成基盤整備事業南下幅北部地区に関連して平成23・24年度に行われた奥州
市胆沢区石田Ⅰ・Ⅱ遺跡の発掘調査成果をまとめたものです。今回の調査により、最北の前方後円
墳とされる角塚古墳を造営したのと同じ古墳時代の遺構・遺物が見つかりました。このことから、
石田Ⅰ・Ⅱ遺跡の古墳時代集落の人々と、角塚古墳とは何らかの関連性があると考えられます。今
回の調査結果は、古墳時代における胆沢地区の歴史を知る上で貴重な資料となると思われます。本
書が広く活用され、埋蔵文化財についての関心や理解につながると同時に、その保護や活用、学術
研究、教育活動などに役立てられれば幸いです。
　最後になりましたが、発掘調査及び報告書の作成にあたり、ご理解とご協力をいただきました岩
手県県南広域振興局農政部農村整備室をはじめとする関係各位に対し、深く感謝の意を表します。

　平成27年３月

公益財団法人　岩手県文化振興事業団

理事長　菅　野　洋　樹



例　　　言

１　本報告書は、岩手県奥州市胆沢区南都田字石田28ほかに所在する石田Ⅰ・Ⅱ遺跡の発掘調査結
果を収録したものである。

２　本遺跡の発掘調査は、「経営体育成基盤整備事業南下幅北部地区」に関わる事前の緊急発掘調査
である。調査は岩手県教育委員会事務局生涯学習文化課と岩手県県南広域振興局農政部農村整備
室との協議を経て、公益財団法人岩手県文化振興事業団埋蔵文化財センターが実施した。なお、
費用負担は岩手県教育委員会が岩手県県南広域振興局農政部に農家負担分を補助している。

３　本遺跡の調査成果の概略は、岩手県文化振興事業団埋蔵文化財調査報告書第600集『平成23年度
発掘調査報告書』及び第620集『平成24年度発掘調査報告書』に公表しているが、本書の内容を優先
するものとする。

４　岩手県遺跡台帳に登録されている遺跡コード番号並びに遺跡略号は、以下の通りである。
　　石田Ⅰ・Ⅱ遺跡　番号：NE15-2308　略号：IDⅠ・Ⅱ-11、IDⅠ・Ⅱ-12
５　各遺跡の調査期間・調査面積（調査対象面積）・担当者は、以下のとおりである。

野外調査
野外調査期間 調査面積 担当者

平成23年６月14日～
平成23年12月２日

3,404㎡
本調査:2,474㎡、確認調査:930㎡

米田　寛、溜　浩二郎、
西澤正晴、川又　晋

平成24年４月９日～
平成24年８月29日

3,497㎡
本調査:2,577㎡、確認調査:920㎡

米田　寛、西澤正晴、佐藤英雄、
鈴木博之、小野寺純也

室内整理
室内整理期間 担当者

平成 23 年 11 月 1 日  ～  平成 24 年 ３ 月 31 日 米田　寛
平成 24 年 ５ 月７日  ～  平成 25 年 ３ 月 29 日 米田　寛
平成 25 年 ４ 月１日  ～  平成 25 年 11 月 30 日 米田　寛　丸山直美

６　野外調査での遺構写真撮影は調査担当者、遺物写真撮影は当センター写真撮影を専門とする期
限付職員が担当した。

７　本報告書の執筆は、第１章第１節を岩手県県南広域振興局農政部農村整備室が、その他を米田
が執筆し、編集は米田が担当した。

８　石器実測の一部は（株）ラングに委託した。
９　出土遺物の鑑定・分析・保存処理業務委託は次の機関・職員に委託した。

放射性炭素年代測定……………  株式会社 加速器分析研究所
須恵器胎土分析…………………  （株）第四紀地質研究所
炭化材同定………………………  阿部　利吉（岩手県木炭協会）
炭化種子・炭化物同定分析……  古代の森研究舎
琥珀産地同定分析 ……………… （財）元興寺文化財研究所
鉄製品科学分析・保存処理……  岩手県立博物館
黒曜石産地同定分析……………  明治大学 研究・知財戦略機構
動物遺存体同定…………………  佐々木　務（岩手県教育委員会）



10　本報告書に掲載した地図は以下の通りである。
国土交通省国土地理院１：50,000地形図「北上」（ＮJ－54－14－13）
国土交通省国土地理院１：50,000地形図「水沢」（ＮJ－54－14－14）
国土交通省国土地理院１：25,000地形図「水沢」（ＮJ－54－14－14－1）
国土交通省国土地理院１：25,000地形図「陸中江刺」（ＮJ－54－14－14－２）
国土交通省国土地理院１：25,000地形図「供養塚」（ＮJ－54－14－14－３）
国土交通省国土地理院１：25,000地形図「金ヶ崎」（ＮJ－54－14－14－４）

11　野外調査及び報告書作成にあたり、次の方々及び関連機関の協力を得た（敬称略・順不同）。
高倉　純、柏木大延、小針大志、宇部則保、田中美穂、高橋與右衛門、千葉正彦、櫻井友梓、
高橋千晶、佐藤良和、辻　秀人、村田晃一、西岡誠司、末木啓介、菅原祥夫、佐久間正明、坂
口　一、徳江秀夫、深澤敦仁、田中広明、高橋照彦、岩手県教育委員会、奥州市教育委員会、（公
財）奥州市埋蔵文化財調査センター

12　本遺跡から出土した遺物及び調査に関わる資料は、岩手県立埋蔵文化財センターにおいて保管
している。

凡　　　例

（１）図版構成

　遺構図版は地区ごとに建物跡（竪穴建物跡、掘立柱建物跡）、土坑、溝、不定形遺構、ピットの順
で種類ごとに掲載した。遺物図版は、第二分冊に種別ごとに掲載した。

（２）図版縮尺

Ａ）遺構図版	 遺構平面・断面は１/50を基本とし、大型遺構については１/60、1/100、
ピット群については1/200等適宜変更し、版面にスケールを付した。カ
マド断面は１/30で統一した。

Ｂ）遺物図版	 第二分冊の凡例参照
Ｃ）写真図版	 第二分冊の凡例参照

（３）図版凡例

　図中に使用した記号とアミ掛け濃度の凡例は以下のとおりである。それ以外については図版ごと
に凡例を示している。

礫・石 焼土範囲地山・水路等

＜遺構＞

炭化材



掘り込み範囲

掘り込み範囲 掘り込み
範囲 掘り込み範囲

竪穴建物跡掘形類型

土坑１

柱穴

カマド

長

幅

長 幅

※建物内土坑名称は、土坑１、土坑２・・・
　単独の土坑は、１号土坑、２号土坑・・・

A類
（周縁部を掘り込む）

B類
（中央部を掘り込む）

C類
（片側を掘り込む）

D類
（全体的に掘り込む）
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Ⅰ　調査に至る経過

１　調　査　経　緯

　石田Ⅰ・Ⅱ遺跡は、「経営体育成基盤整備事業南下幅北部地区」のほ場整備工事に伴い、その事業
区域内に存在することから発掘調査を実施することとなったものである。
　本地区は奥州市水沢区中心部より、西に４㎞の胆沢区南都田字石田地内に位置し、現況は小区画・
不整形な水田で、かつ幅員狭小な農道となっていることから、作業効率が悪く、また用排水兼用の
土側溝水路のため、用水不足や排水不良となっており、維持管理に支障を来しているところである。
　このため、本事業地区においては、大区画ほ場整備を実施することで、農作業の効率化、生産コ
ストの削減、生産性の向上等を図り、農地集積による安定した経営体および担い手農家の育成を目
的として事業着手したものである。
　当事業の施行に係る埋蔵文化財の取扱いについては、県南広域振興局農政部農村整備室から平成
20年11月13日付け県南広農整149-1号「経営体育成基盤整備事業南下幅北部地区における埋蔵文化財試
掘調査について（依頼）」により岩手県教育委員会に対して試掘調査の依頼を行った。
　依頼を受けた岩手県教育委員会は平成21年３月10日から11日にかけて試掘調査を実施し、工事に
着手するには当該遺跡の発掘調査が必要となる旨を、平成21年６月25日付け教生第447号「埋蔵文化
財の試掘調査について（回答）」により回答してきた。
　この回答を受け、当農村整備室は平成23年９月８日付け、県南広農整134-4号「埋蔵文化財試掘結果
による工法協議について」により、盛土工法による保存箇所と、発掘調査による記録保存箇所につい
て協議を行った。
　その結果を踏まえて当農村整備室は、岩手県教育委員会の調整を受けて、平成23年４月13日付けで
公益財団法人岩手県文化振興事業団との間で委託契約を締結し、発掘調査を実施することとなった。
　なお、平成24年度まで継続調査を行うこととなり、平成24年４月２日付けで同事業団と再度委託
契約を締結し、発掘調査を実施した。　　　　　　　　　（岩手県県南広域振興局農政部農村整備室）

２　調　査　経　過

　平成23年６月14日より調査を開始した。調査地は遺跡範囲の北西～中央にまたがり、調査区現況
は水田、農道、用水路である。調査区西側をＡ～Ｃ区、東側をＤ～Ｋ区に区分した。９月14日、岩
手県教育委員会生涯学習文化課、岩手県県南広域振興局農政部農村整備室、公益財団法人岩手県文
化振興事業団埋蔵文化財センターによる部分終了確認検査が行われ、Ａ～Ｃ区の調査を終了した。
10月15日に現地説明会を開催し、150名近い来客があった。平成23年度の調査は12月２日で終了した。
　平成24年度調査は、４月９日より開始し、前年度からの継続範囲の調査を行った。Ｄ・Ｇ・Ｊ区
では、湧水が著しく調査が困難であった。特に、暗渠排水路が複数設置される場所での竪穴建物跡
調査において、床面や貼床土の認識が困難な事例も複数あった。７月21日に現地説明会を開催し、
100名を越える来客があった。８月２日に終了確認検査を受け、平成24年８月29日に埋戻し作業等を
含めた野外調査が終了した。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（米田）
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Ⅱ　立 地 と 環 境

１　遺 跡 の 位 置

　石田Ⅰ・Ⅱ遺跡は、奥州市胆沢区南都田に所在する。JR東北本線水沢駅から西方５㎞の胆沢扇状
地の低位段丘面上に位置する。その位置は国土地理院発行の地形図1/25,000「供養塚」NJ-54-14-14-2
図幅に含まれており、北緯39度８分50秒～39度８分43秒、東経141度６分12秒～141度６分26秒付近〔世
界測地系〕である。遺跡の北側には扇状地から北上川に向かって東西に流れる胆沢川が、南側にはほ
ぼ並行して国道397号線が走る。国指定史跡の角塚古墳は、本遺跡から西南西約1.2㎞に位置する。遺
跡範囲は、調査前現況では、大部分が水田で、そのほか宅地や農道となっている。また、本遺跡の
西側には沢田遺跡、北側には堰田遺跡、机地遺跡が位置している。

２　地 理 的 環 境

　石田Ⅰ・Ⅱ遺跡は、岩手県奥州市胆沢区南都田字石田に所在する。奥州市は平成18年２月20日の
市町村合併により、水沢市・江刺市・前沢町・胆沢町・衣川村の５市町村を集め新設された名称で
ある。遺跡の所在する胆沢区（旧胆沢町）は岩手県南の内陸部に位置し、西側の奥羽山脈と東側の北
上山地に挟まれた南北に長い北上盆地にある。この盆地は南流する北上川によって盛岡以北を上流
域、盛岡～前沢間を中流域、前沢以南を下流域と３区域に区分されている。胆沢区はこの中流域南
端に位置し、北は金ヶ崎町、東は水沢区、南は衣川区と境を接している。
　北上川は岩手県内に南北に延びる北上低地帯を南流し、宮城県石巻市で太平洋に注ぐ全長249km、
流域面積10,150㎡の東北地方有数の河川である。流路は低地帯の東側に偏り、また北上川に注ぐ支流
のうち大きな河川の殆どが奥羽山脈に源をもつことから、扇状地や段丘の発達は奥羽山脈に接する
西側で良好である。これらの扇状地は北上川の支流で開析され、発達した河岸段丘や扇状地、河岸
平野および起伏量の小さい丘陵地が互いに入り組む構造となっている。
　本遺跡の所在する胆沢区においてもこの傾向はそのまま現れるが、南流する北上川によって分断
される東部と西部では対照的な様相を示している。東部地域は北上山地が近くに迫る丘陵地帯を呈
し、標高90m以上の浸食面と標高50 ～ 90mの段丘面が認められ、多くの小支谷によって分断されて
いる。一方、西部地域は胆沢区の若柳、市野々を扇頂部とする広大な胆沢扇状地の東部に位置する。
この扇状地は大きく高位・中位・低位の段丘に区分され、さらにその中で細分されている。胆沢川
南岸の高位段丘面（一首坂段丘）から、中位段丘面（胆沢段丘：比高上位から順に上野原、横道、堀切、
福原に４細分）、低位段丘面（水沢段丘：水沢高位段丘と水沢低位段丘に細分）へと続く。低位段丘面は、
高・中位段丘を取り巻くように北と南、扇端部に広がっている。すなわち、低位段丘面の堆積物は
胆沢川から前沢区にまで広がっており、北上低地帯にまで及んでいる。石田Ⅰ・Ⅱ遺跡は、低位段
丘面の水沢段丘面のうち、水沢低位段丘面に位置している。
　胆沢扇状地低位段丘面は水沢高位段丘面（標高40 ～ 290ｍ）と水沢低位段丘面（標高38 ～ 120ｍ）に
分けられる。水沢高位段丘面の形成年代は、花泉段丘（35,000 ～ 21,430yBP）に対比されている（斎藤
1978）。また、胆沢扇状地の段丘区分を示した柱状図上に、水沢段丘の形成年代が19560＋540yBP（大
上・吉田1984）と記載されている。これは、水沢段丘の堆積物（木炭）の14Ｃ年代である。しかし、水
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第１図　遺跡位置図

奥州市 遺跡位置
●

N
東

経
14

1
度

北緯 40 度



− 4 −

↑
胆
沢
ダ
ム

↑
胆
沢
ダ
ム

国
道
397
号

国
道
397
号

水
沢
市
街
地
↓

水
沢
市
街
地
↓

Ｊ
区
Ｊ
区

Ｃ
区
Ｃ
区

Ａ区Ａ区

Ｄ区Ｄ区

Ｇ区Ｇ区

境
田
堰

境
田
堰

第２図　調査区位置図

２　地理的環境



− 5 −
第３図　地形分類図

Ⅱ　立地と環境
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第４図　周辺の遺跡分布

２　地理的環境
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No. 遺跡名 種別 時代 遺構・遺物 所在地
1 香取根館 城館跡 中世 土塁、堀 胆沢区若柳字新里
2 中井 散布地 平安 須恵器 胆沢区南都田字中井
3 寺屋敷 散布地 平安 土師器 胆沢区南都田字五松林
4 河原田 散布地 平安 土師器 胆沢区南都田字猪川
5 新屋敷 散布地 平安 土師器 胆沢区南都田字猪川
6 蝦夷塚古墳 古墳 奈良 土師器、須恵器、マウンド 胆沢区南都田字駒堂
7 小姓堂 散布地 平安 土師器 胆沢区南都田字駒堂
8 外記Ⅱ 散布地 縄文、平安 縄文土器、土師器 胆沢区南都田字外記
9 外記Ⅰ 散布地 縄文 縄文土器 胆沢区南都田字外記
10 新里館（若柳方八丁） 城館跡 平安 土師器、須恵器、堀 胆沢区若柳字島塚
11 清水下 散布地 弥生・平安 弥生土器、縄文早期土器片、石包丁、土師器 胆沢区南都田字清水下
12 漆町 散布地 縄文・弥生・奈良・平安 土師器、須恵器、縄文早期土器片 胆沢区南都田字漆町
13 二本木 散布地 奈良・平安 土師器、須恵器、墨書土器、暗文土器 胆沢区南都田字清水下
14 銭倉 散布地 奈良・平安 土師器 胆沢区南都田字銭倉
15 要害（止々井館） 散布地・城館跡 奈良・平安・近世 土師器、須恵器、土塁 胆沢区南都田字本木
16 角塚古墳 古墳 古墳時代 埴輪 胆沢区南都田字塚田
17 塚田 散布地 奈良・平安 土師器、須恵器、※奈良時代の土器 胆沢区南都田字塚田
18 机地館（盛興館） 城館跡 中世 水堀 胆沢区南都田字古城
19 堰田 散布地 平安 土師器 胆沢区南都田字堰田
20 机地 散布地 奈良・平安 土師器 胆沢区南都田字机地
21 沢田 散布地 奈良・平安 土師器 胆沢区南都田字沢田
22 宇南田 集落跡 平安 土師器 胆沢区南都田字宇南田

23 石田Ⅰ・Ⅱ 集落跡 縄文・弥生・古墳・奈良・
平安・中世 土師器、須恵器、石包丁、黒曜石 胆沢区南都田字石田

24 箸塚 散布地 縄文・古代 縄文土器、土師器 胆沢区若柳字箸塚
25 若柳要害館 城館跡 中近世 土師器 胆沢区南都田字害館
26 十文字 散布地 縄文・古代 縄文土器（早期）、土師器、石匙、石鏃 胆沢区小山字上十文字
27 芦の随 散布地 縄文・平安 縄文土器（前・中）、石器、土師器 胆沢区若柳字芦の森
28 石行 散布地 縄文・古代・近世 土師器、須恵器 胆沢区南都田字石行
29 小十文字 集落跡 縄文・古代 縄文土器（前期）、土師器 ( 平安） 胆沢区南都田字小十文字
30 作屋敷 祭祀跡・集落跡 古代 土師合甕、土師器、須恵器 胆沢区南都田字作屋敷
31 尼坂 散布地・集落跡 縄文・古代 縄文土器（早・前期）、石器、装飾具、土師器 胆沢区南都田字尼坂
32 牡丹野 散布地 古代・縄文 縄文土器、土師器、須恵器 胆沢区南都田字牡丹野
33 広岡館（飯坂館） 城館跡 中世 二重堀、土塁 胆沢区南都田字国分
34 国分 散布地 古代・近世 縄文土器、土師器、須恵器、石鏃、石斧 胆沢区南都田字国分
35 川端 散布地 平安 土師器 胆沢区南都田字大道
36 堤 散布地 平安 土師器 胆沢区南都田字四ツ柱
37 糀谷田 散布地 縄文・古代 縄文土器（前期）、土師器 胆沢区南都田字糀谷田
38 片子沢 散布地 縄文・古代 縄文土器、土師器、須恵器、フレーク 胆沢区南都田字片子沢
39 浅野 散布地 縄文・古代 縄文土器、土師器、須恵器、土偶、弥生土器 胆沢区南都田字浅野
40 浅野前 集落跡 縄文・古代 縄文土器（前・中期）、須恵器、土師器 胆沢区南都田字浅野
41 鶴田Ⅰ 散布地 平安 土師器 胆沢区南都田字鶴田
42 鶴田Ⅱ 散布地 縄文・平安 縄文土器、土師器、須恵器、フレーク 胆沢区南都田字鶴田
43 鶴田古墳群 古墳群 古代 胆沢区南都田字鶴田
44 濁川 集落跡 縄文・平安 縄文土器（前・晩期）、土師器、須恵器 胆沢区南都田字濁川
45 合野 散布地 縄文・古代 縄文土器（前・晩期）、石鏃 胆沢区南都田字合野
46 森下 散布地 縄文・古代 土師器、竪穴住居跡 胆沢区南都田字森下
47 南蛸の手 散布地 縄文 縄文土器 胆沢区小山字南蛸の手
48 森Ⅰ 散布地 平安 土師器 胆沢区小山字森
49 森Ⅱ 散布地 平安 土師器 胆沢区小山字上長根
50 中島 散布地 縄文・古代 縄文土器（前・中期）、石器、装飾具、土師器 胆沢区小山字大深沢
51 附野森 散布地 縄文・中世 縄文土器、陶磁器 胆沢区小山字附野森
52 南笹森 散布地 縄文 縄文土器（前期）、石鏃、石匙 胆沢区小山字南笹森、昼沢
53 峠 散布地 縄文 縄文土器 胆沢区小山字北峠
54 小山方八丁館 城館跡 中世・近世 空濠、三郭 胆沢区小山字方八丁
55 大畑 散布地 縄文 縄文土器（前・中期）、石器 胆沢区小山字前大畑
56 油地 散布地 縄文・古代 縄文土器（中期）、石斧、土師器 胆沢区小山字西油地
57 後大畑 散布地 縄文 縄文土器（中期）、石器 胆沢区小山字後大畑
58 船戸 散布地 縄文 縄文土器（中期）、石斧、石鏃、石匙 胆沢区小山字斉藤
59 壇山 散布地 縄文・古代 縄文土器、土師器、須恵器 胆沢区小山字斉藤
60 念仏塚 散布地 縄文 縄文土器（中期） 胆沢区小山字北赤堰
61 恩俗長根 散布地 縄文 縄文土器（中期）、石鏃 胆沢区小山字恩俗長根
62 明山 散布地 縄文 縄文土器、石器 胆沢区小山字明山
63 上恩俗 散布地 縄文 縄文土器（前・中期） 胆沢区小山字上恩俗
64 長根 散布地 縄文 縄文土器 胆沢区小山字長根

第１表　周辺の遺跡一覧　※岩手県遺跡台帳システムより引用（遺跡番号は台帳システムに準ずる）

Ⅱ　立地と環境
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No. 遺跡名 種別 時代 遺構・遺物 所在地
65 中谷地 散布地 平安 土師器 胆沢区小山字上中谷地
66 四ツ屋 散布地 平安 土師器 胆沢区小山字下中谷地
67 高日向北 縄文？ 土坑３基、陥し穴状遺構１基 胆沢区小山字前四ツ屋
68 小田切 散布地 縄文 縄文土器（前期）、弥生土器、石斧、陥し穴状遺構 胆沢区小山字小田切
69 上狼ヶ志田 散布地 縄文 フレーク 胆沢区小山上狼ヶ志田
70 狐森 散布地 縄文・平安 縄文土器、土師器 胆沢区小山字狐森
71 渋民沢 散布地 縄文 縄文土器（中期） 胆沢区若柳字渋民
101 中半入 集落跡・古墳 平安 土師器、須恵器、弥生土器 水沢区佐倉河字中半入
102 半入豪族屋敷 環濠屋敷 中・近世 濠 水沢区佐倉河字中半入
103 兵法田 散布地 縄文・平安 土師器、須恵器、石組炉 水沢区佐倉河字西田中
104 中ノ目 散布地 平安 土師器 水沢区佐倉河字中ノ目
105 太田Ⅰ 集落跡 平安 土師器、須恵器 水沢区佐倉河字太田
106 太田Ⅱ 散布地 平安 土師器、須恵器 水沢区佐倉河字太田
107 太田Ⅲ 散布地 平安 土師器、 水沢区佐倉河字太田
108 玉ノ木Ⅰ 散布地 平安 土師器 水沢区佐倉河字玉ノ木
109 玉の木Ⅱ 散布地 平安 土師器、須恵器 水沢区佐倉河字玉ノ木
110 石畑 散布地 平安 土師器 水沢区佐倉河字石畑
111 曽根田（常楽寺舘） 散布地・城館跡 平安 土師器 水沢区佐倉河字曾根田
112 銭倉 散布地 平安 土師器 水沢区佐倉河字五味田
113 高谷宿 散布地 平安 土師器 水沢区字高谷宿
114 崩田 散布地 奈良・平安 土師器、須恵器 水沢区佐倉河字崩田
115 喜正坊 集落跡 奈良・平安 土師器 水沢区佐倉河字喜正坊
116 今泉 集落跡 古墳～平安 竪穴住居群、土師器、須恵器 水沢区佐倉河字今泉
117 今泉Ⅱ 集落跡 奈良・平安 土師器、須恵器 水沢区佐倉河字今泉
118 今泉Ⅲ 集落跡 奈良・平安 土師器、須恵器 水沢区佐倉河字今泉
119 玉貫 散布地 奈良 土師器、須恵器 水沢区佐倉河字玉貫
120 膳性 集落跡 古墳～平安 土師器、須恵器、フレーク 水沢区佐倉河字膳性
121 玉貫前 集落跡 奈良 土師器、須恵器 水沢区佐倉河字玉貫
122 佐野舘（タテッパタケ） 城館跡 中世 平場 水沢区佐倉河字宿
123 宿 集落跡 奈良・平安・近世 土師器、須恵器 水沢区佐倉河字宿
124 富田（Ａ） 散布地 縄文・平安 縄文土器、土師器、須恵器 水沢区佐倉河字富田
125 富田（Ｂ） 散布地 縄文 縄文土器、スクレーバー 水沢区佐倉河字富田
126 獅子鼻 散布地 平安 土師器、須恵器 水沢区佐倉河字獅子鼻

127 大曽根 散布地 縄文・奈良・平安 縄文土器（早～前期）、土師器、スクレーパー、フ
レーク 水沢区佐倉河字大曽根

128 上舘（古舘・速瀬舘） 城館跡 中世 平場、堀 水沢区佐倉河字北田中
129 八ツ口 集落跡 平安 土師器、須恵器 水沢区佐倉河字八ツ口
130 北田中 集落跡 平安 土師器、須恵器、須恵器系土器 水沢区佐倉河字北田中
131 胆沢城（方八丁） 城柵跡 平安 土師器、須恵器、郭 水沢区佐倉河字渋田他
132 北舘（川端舘・長斎舘） 散布地・城館跡 奈良・平安・近世 土師器、須恵器 水沢区佐倉河字北舘
133 祇園 集落跡 平安 土師器、須恵器 水沢区佐倉河字祇園
134 権現堂 集落跡 奈良 土師器 水沢区佐倉河字権現堂
135 三ヶ町 散布地 平安 土師器、須恵器 水沢区佐倉河字三ヶ町
136 八幡巾 集落跡 縄文 縄文土器（後期）、石匙、石鉄、小形、石斧 水沢区佐倉河字北幅
137 藤古 集落跡 縄文・平安 須恵器 水沢区佐倉河字藤古
138 外和田 散布地 平安 土師器 水沢区佐倉河字外和田
139 伯済寺 集落跡・官衙跡 平安 土師器、須恵器 水沢区佐倉河字薬師堂
140 杉本Ⅰ 散布地 縄文 縄文土器（晩期）、土師器 水沢区佐倉河字杉本
141 杉本Ⅱ 集落跡 平安 土師器、須恵器 水沢区佐倉河字杉本
142 竈堂 散布地・祠社 平安 土師器 水沢区佐倉河字竈堂
143 竈堂Ⅱ 集落跡 中世 水沢区佐倉河字中田
144 東大畑 集落跡 縄文・奈良・平安 土師器、須恵器、フレーク 水沢区佐倉河字東大畑
145 東大畑Ⅰ 集落跡 縄文・平安 土師器、須恵器、石鏃 水沢区佐倉河字東大畑
146 東大畑Ⅱ 散布地 平安 須恵器 水沢区佐倉河字東大畑
147 面塚 集落跡 古墳・奈良 土師器、須恵器 水沢区佐倉河字面塚
148 高山 集落跡 古墳 竪穴住居跡、土師器 水沢区佐倉河字西高山
149 西大畑 散布地 古墳・平安 竪穴住居跡、土師器、須恵器 水沢区佐倉河字西大畑
150 五千刈 散布地 縄文 縄文土器 水沢区字小中
151 西舘 散布地 平安 土師器 水沢区佐倉河字西舘

152 築舘（塩釜古舘）・松
本舘 城館跡 中世 平場 水沢区字築舘

153 稲荷田 散布地 平安 土師器 水沢区字平沢
154 幅下 散布地 縄文 縄文土器（中期） 水沢区字幅下
155 里鎗 集落跡 縄文 縄文土器（晩期）、石器、土偶 水沢区字里鎗反町他
156 東幅 散布地 縄文 縄文土器 水沢区佐倉河字東幅
157 腰廻 散布地 平安 土師器、須恵器 水沢区佐倉河字腰廻
158 道本 散布地 平安 土師器、須恵器 水沢区佐倉河字道本

２　地理的環境
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No. 遺跡名 種別 時代 遺構・遺物 所在地
159 久田 散布地 平安 土師器、須恵器 水沢区佐倉河字久田
160 元宿 散布地 平安 土師器、須恵器 水沢区佐倉河字元宿
161 南久田 散布地 平安 土師器、須恵器 水沢区佐倉河字久田
162 中城 散布地 縄文 縄文土器 水沢区字中城
163 釜石 散布地 縄文 縄文土器 水沢区佐倉河字釜石
164 北栗林 散布地 縄文 縄文土器 水沢区北栗林
165 小石田 散布地 縄文後期・晩期・弥生 縄文土器・弥生土器・土師器 水沢区字聖天
166 水沢女子高敷地 散布地 平安 土師器、須恵器 水沢区字搦手丁
167 水沢城（要害） 城館跡 中世・近世 水沢区大手町一丁目他
168 新小路 散布地 縄文 縄文土器（後・晩期）、石器 水沢区字新小路
169 西光田Ⅰ 散布地 平安 土師器、須恵器 水沢区字西光田
170 西光田Ⅱ 集落跡 平安 土師器、須恵器 水沢区字西光田
171 西光田Ⅲ 散布地 平安 土師器 水沢区字西光田
172 大明神 集落跡 平安 土師器、須恵器 水沢区字大明神
173 足袋針Ⅰ 集落跡 縄文・平安 縄文土器、土師器、須恵器 水沢区字足袋針・大明神
174 足袋針Ⅱ 集落跡 平安 土師器、須恵器 水沢区字大明神
175 寺領 散布地 奈良・平安 土師器、須恵器 水沢区字寺領
176 石田 集落跡 奈良・平安 土師器、須恵器 水沢区字西寺領
177 後田 集落跡 奈良・平安 土師器、須恵器 水沢区字後田
178 要害舘 城館跡 中世 平場 水沢区字後田
179 一本杉 散布地 平安 土器 水沢区字釜田
180 南矢中 集落跡 平安 土師器、須恵器 水沢区字南矢中
181 南矢中Ⅱ 集落跡 平安 土師器、須恵器 水沢区字南矢中
182 西田Ⅰ 集落跡 平安 縄文土器、土師器、須恵器 水沢区字西田
183 西田Ⅱ 集落跡 平安 土師器、須恵器 水沢区字西田
184 前谷地 集落跡 平安 土師器、須恵器 水沢区字前谷地
185 寿安舘（福原舘） 城館跡 中世 平場 水沢区字福原
186 北田 集落跡 縄文・平安 縄文土器、土師器、須恵器 水沢区字北田
187 高屋敷 集落跡 平安 土師器、須恵器 水沢区字高屋敷・字北田
188 福原 集落跡 平安 土師器、須恵器 水沢区字福原
189 大橋 散布地 平安 土師器 水沢区字大橋
190 駈上 散布地 縄文 縄文土器（早期） 水沢区星ヶ岡町字天文台通り
191 駒形神社公園 散布地 縄文 縄文土器（中期）、石器 水沢区中上野町
192 東上野 散布地 縄文 縄文土器（中期） 水沢区東上野町
193 小山崎 散布地 縄文・平安 縄文土器（中期）、土師器、須恵器 水沢区山崎町
194 見分森 生産跡 平安 土師器、須恵器 水沢区字見分森
195 森下Ⅱ 散布地 縄文 縄文土器（前期） 水沢区字森下
196 袖谷地Ⅰ 集落跡 平安 土師器、須恵器 水沢区字袖谷地
197 袖谷地Ⅱ 散布地 平安 土師器、須恵器 水沢区字袖谷地
198 袖谷地Ⅲ 集落跡 平安 土師器、須恵器 水沢区字袖谷地
199 袖谷地Ⅳ 集落跡 縄文・平安 土師器、須恵器、フレーク 水沢区字袖谷地
200 龍ケ馬場 散布地 縄文・平安 縄文土器、土師器、須恵器 水沢区字龍ケ馬場
201 雷神Ⅰ 集落跡 平安 土師器、須恵器 水沢区真城字雷神他
202 真城ガ丘団地 集落跡 平安 土師器、須恵器、砥石、炭火米、栗、クルミの実 水沢区真城字真城ヶ丘
203 浜田 散布地 縄文・平安 縄文土器、土師器、須恵器 水沢区真城字浜田
204 上林下 散布地 古代 土師器 水沢区真城字上林下
205 中林下 集落跡 平安 土師器、須恵器 水沢区真城字中林下
206 中林Ａ 集落跡 平安 土師器、須恵器 水沢区真城字中林
207 中林Ｂ 集落跡 平安 土師器、須恵器 水沢区真城字中林
208 中林Ⅲ 散布地 平安 土師器、須恵器 水沢区真城字中林
209 馬籠舘 城館跡 中世 石の枕、仏壇用祭祀器 水沢区真城字馬篭舘
210 堤ケ沢Ⅰ 集落跡 平安 土師器、須恵器 水沢区真城字堤ケ沢
211 堤ケ沢Ⅱ 集落跡 平安 土師器、須恵器 水沢区真城字堤ケ沢
212 折居舘 城館跡 中世 水沢区真城字中崎
213 要害 城館跡 中・近世 濠、土塁、単郭 水沢区真城字要害
301 北舘 環濠屋敷跡 中世 土師器 前沢区古城字北舘
302 北舘東Ⅱ 散布地 縄文・古代 前沢区古城字北舘東
303 砂子田 散布地 古代 土師器 前沢区古城字砂子田
304 舘合下 散布地 平安 土師器、須恵器 前沢区古城字舘合下
305 下町 散布地 縄文・平安 縄文土器、石器、土師器、須恵器 前沢区古城字下町他
306 熊野 散布地 平安 瓦 前沢区古城字幅
307 幅 散布地・瓦窯跡？ 縄文・平安 縄文土器・土師器・焼土 前沢区古城字幅他
308 前堀 散布地 縄文・古代 前沢区古城字前堀
309 八郎舘 散布地・城館跡 平安・中世・縄文 土師器、須恵器、堀、郭 前沢区古城字高代寺
310 宗角舘 城館跡 中世・平安 溝、柱穴、白磁、かわらけ 前沢区古城字姥沢
311 明後沢 散布地・城館跡？ 平安 布目瓦・屋根瓦・鬼瓦 前沢区古城字明後沢・姥沢
312 鳥子沢 散布地・城館跡 平安・中世 堀跡・土師器 前沢区古城字鳥子沢

Ⅱ　立地と環境
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No. 遺跡名 種別 時代 遺構・遺物 所在地
313 古城外ヶ沢 散布地 古代・縄文前期 縄文土器（中期）、土師器、球状石器 前沢区古城字外ヶ沢
401 川目 散布地 奈良・平安 土師器、須恵器 金ヶ崎町西根李田
402 三居寺館 城館跡 中世 堀、土塁、平場、郭 金ヶ崎町西根雛子沢
403 雛子沢 散布地 奈良・近世 土師器 金ヶ崎町西根雛子沢
404 萱刈場 散布地 縄文 縄文土器（中、後、晩期）、石鏃、小玉 金ヶ崎町西根萱刈場
405 坂水 散布地 縄文 縄文土器（中期） 金ヶ崎町西根和田・坂水
406 滑利 散布地 縄文～中世 縄文土器（中期）、土師器、須恵器、石棒 金ヶ崎町西根滑利
407 取揚石 集落跡 奈良・平安 ･ 縄文 縄文土器 金ヶ崎町西根取揚石
408 藤巻 散布地 縄文 縄文土器 金ヶ崎町西根藤巻
409 清水畑 散布地 縄文 縄文土器（晩期）、石鏃、磨製  石斧 金ヶ崎町永沢清水
410 黒沢 散布地 奈良・平安 縄文土器（晩期） 金ヶ崎町永沢南黒沢
411 道場 古墳（円） 奈良・縄文 縄文土器（前、中期）、土師器 金ヶ崎町西根道場
412 畑田 散布地 奈良・平安 土師器、須恵器、直刀、刀子、  ガラス小玉 金ヶ崎町西根下畑田
413 勾玉社下 散布地 奈良・平安 土師器、須恵器 金ヶ崎町西根前谷地
414 前谷地 散布地 奈良・平安 土師器、須恵器 金ヶ崎町西根前谷地
415 五郎屋敷古墳 古墳 奈良 須恵器、管玉、直刀、五鈴鏡、轡金口 金ヶ崎町西根荒屋敷
416 荒屋敷 散布地 奈良・平安 土師器、須恵器 金ヶ崎町西根荒屋敷
417 三反田古墳 古墳（円） 奈良 金ヶ崎町西根三反田
418 五葉館跡 城館跡 平安・中世 土師器・堀・郭 金ヶ崎町西根揚場
419 揚場 奈良・平安・中世 土師器・須恵器・掘立柱 金ヶ崎町西根揚場
420 揚場古墳 古墳（円） 奈良・中世 勾玉、刀 金ヶ崎町西根揚場
421 二ノ宮古墳 古墳 古墳・奈良・平安 金ヶ崎町西根二ノ宮後

422 鳥海柵跡（弥三郎館）
　 城柵跡 平安・奈良 土師器、須恵器、郭、堀 金ヶ崎町西根原添下、鳥海

423 西根 集落跡 奈良・平安 土師器 金ヶ崎町西根原添下
424 頭坊館 城館跡 中世 金ヶ崎町永栄永沢頭坊下
425 堀切後 散布地 奈良・平安 土師器 金ヶ崎町永沢堀切後
426 堀切 散布地 縄文 縄文土器 金ヶ崎町永沢堀切
427 長坂後 散布地 弥生～平安 弥生土器、土師器 金ヶ崎町永沢長坂後
428 長坂前 散布地 縄文 縄文土器（晩期） 金ヶ崎町永沢長坂前
429 横沢 散布地 縄文 縄文土器（中期） 金ヶ崎町永沢横沢
430 関田 経塚 中世 金ヶ崎町永沢関田
431 米ぼさつ供養塚 塚 近世 石碑 金ヶ崎町永沢橋本
432 春慶 散布地 縄文 石器 金ヶ崎町永沢春慶
433 清水 散布地 弥生 弥生土器 金ヶ崎町永沢清水
434 関谷 散布地 縄文 縄文土器（晩期） 金ヶ崎町永沢関合
435 関合 散布地 縄文 縄文土器 金ヶ崎町永沢関合
436 宿田 散布地 縄文 縄文土器（晩期） 金ヶ崎町永沢宿田
437 踊子 散布地 縄文 縄文土器（晩期） 金ヶ崎町永沢踊子
438 明道 散布地・城館跡 奈良・平安・中世 土師器 金ヶ崎町永沢明道
439 的岡 散布地 奈良・平安 土師器 金ヶ崎町永栄的岡
440 ヌカ塚古墳 古墳（円） 奈良 土師器 金ヶ崎町永栄的岡沢
441 平林後 散布地 縄文～平安 縄文土器（中期）、土師器、石棒、石鏃 金ヶ崎町永沢平林後
442 細越城 城館跡 中世 堀、土塁、平場 金ヶ崎町永栄茶畑
443 後養害 環濠屋敷 中世 土塁 金ヶ崎町永栄後養害
444 笹森 散布地 縄文 縄文土器（晩期） 金ヶ崎町永沢笹森
445 不動沢 散布地 縄文 縄文土器（前期） 金ヶ崎町永沢不動沢
446 観音寺廃寺 寺院跡 中世 礎石、平場、塚 金ヶ崎町永沢大林
447 八幡館 城館跡 平安・中世 堀、土塁、平場、郭 金ヶ崎町永栄九石
448 柏山館跡 城館跡、集落 旧石器～中世 堀、平場、竪穴住居 金ヶ崎町永沢下館他
449 下田谷 散布地 奈良・平安 土師器、須恵器 金ヶ崎町永栄下田谷
450 斉林寺 散布地 奈良・平安・縄文 土師器、須恵器、石斧 金ヶ崎町永栄斉林寺
451 百岡 集落跡 縄文～平安 土師器、石鏃、硯、石臼、明銭 金ヶ崎町永栄沖
452 飛鳥田Ⅱ 散布地 奈良 土師器 金ヶ崎町永栄飛鳥田
453 飛鳥田 古墳（円） 奈良 土師器 金ヶ崎町永栄飛鳥田
454 林崎 散布地 奈良・平安 土師器、須恵器 金ヶ崎町永栄林崎
455 寒入田 散布地 奈良・平安 土師器 金ヶ崎町永栄寒入田
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沢高位段丘面上の奥州市前沢区水尻遺跡から後期旧石器時代前半期の石器群が確認されており、ま
た、水尻遺跡より南南東約６㎞に位置する鵜ノ木遺跡も、水沢高位段丘面上に立地し、水尻遺跡と
同様の石器群が確認されている。現在の年代観では、後期旧石器時代の前半と後半に分けられる時
期頃に降下した姶良・丹沢火山灰（ＡＴ）が約25000 ～ 26000yBP（約29000CalyBP）とされており、水
尻遺跡と鵜ノ木遺跡の石器群はそれよりも確実に古い。水沢高位段丘の形成年代は、再考する必要
性がある。

３　歴 史 的 環 境

旧石器時代

　旧石器時代の遺跡は胆沢扇状地に分布している。胆沢扇状地の中位段丘面には下嵐江Ⅰ・Ⅱ遺跡、
上萩森遺跡、岩洞堤遺跡、二の台長根遺跡など、石器集中部が確認された遺跡が複数ある。低位段
丘面では水尻遺跡と鵜ノ木遺跡で石器集中部が確認されている。第２節に記載したとおり、胆沢扇
状地の低位段丘面に位置する水沢高位段丘面は、年代測定値を参考としてこれまで約２万年前に形
成されたと考えられてきた。この形成年代が正しければ、水尻遺跡と鵜ノ木遺跡の石器群は約２万
年前以降となるが、編年学的研究成果からはそれよりも古いＡＴ降下前の石器群と考えられる。水
沢高位段丘面の年代測定資料が増加すれば、このミスマッチは次第に解消されていくものと期待さ
れる。後期旧石器時代前半期の石器群は、上萩森遺跡、二の台長根遺跡、鵜ノ木遺跡で確認され、
台形石器と打面残置のナイフ形石器が出土している。一方、後期旧石器時代後半期の石器群としては、
いわゆる「真正の石刃技法」を保有していることが特徴のひとつであるが、岩洞堤遺跡や北上川東岸
の生母宿遺跡でその存在が明らかとなっている。

縄文時代・弥生時代

　縄文時代の遺跡は胆沢区内で85 ヵ所登録されているが、前期～中期の遺跡が多い。南都田地区と
その周辺では、漆町遺跡（12）から早期中葉の貝殻文系土器が出土しているほか、芦の随遺跡（27）は
前期～中期の集落跡が発掘調査されている。小十文字遺跡からは早期後半から前期初頭の土器が出
土している。
　弥生時代では清水下遺跡（11）、漆町遺跡（12）など水沢低位段丘面上にも遺跡の形成が見られる。
また、角塚古墳（16）、牡丹野遺跡（32）、中半入遺跡（101）、石田Ⅰ・Ⅱ遺跡（23）でも弥生土器が出土
している。

古墳時代

　古墳と集落遺跡が確認されている。奥州市では国指定史跡の角塚古墳（16）が５世紀後半に造営さ
れている。また、いわゆる終末期古墳に位置づけられる蝦夷塚古墳（６）、糀谷田古墳（37）、鶴田古
墳群（43）、見分森古墳（194）が存在する。金ヵ崎町の館山遺跡（大林城跡）では、円筒埴輪片が出土し
ており、角塚古墳造営時の埴輪窯の存在を証明するものか、あるいは別時代の人々によって角塚古
墳に設置されていた埴輪が持ち込まれたと考えられている。沢田遺跡（21）は角塚古墳に近距離にあ
る集落であるが、近年、角塚古墳造営時期に近い５世紀末～６世紀の墳墓や土坑墓が見つかっている。
　集落では、角塚古墳の東方に石田Ⅰ・Ⅱ遺跡（23）、北方に中半入遺跡（101）など５世紀～ 6世紀代
の集落が見つかっており、角塚古墳造営に関与したムラと考えられる。このほか、５～６世紀の集
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落と墓域である沢田遺跡（21）、５世紀後半の集落の面塚遺跡（147）、４世紀後半以降の集落の高山遺
跡（148）、６～７世紀集落の膳性遺跡（120）などがある。
　７世紀代は畿内勢力の影響が強い地域では、「飛鳥時代」と認識する。関東以北では従来の研究に
したがい古墳時代後期後半と認識するのが一般的である。近年各都道府県及び市町村によって、飛
鳥時代名称を使用することが増加しているが、本書では、従前の古墳時代後期後半の時代名称を使
用している。７世紀前半は小規模な遺跡が散見される程度で、数も少ない。膳性遺跡（120）、今泉（116）
などがある。しかし、７世紀後半以降は集落数も増加していく。膳性遺跡（120）、今泉（116）、上餅
田遺跡、杉の堂、玉貫（119）、石田Ⅰ・Ⅱ（23）、中半入（101）などがある。

古代

　奥州市内は非常に多くの古代遺跡の発掘調査が行われている。
　奈良時代では、漆町遺跡（12）、二本木遺跡（13）、要害遺跡（15）、机地（20）、塚田遺跡（17）、石田Ⅰ・
Ⅱ遺跡（23）、石田（176）、堤遺跡（36）、小十文字遺跡（29）などがある。これらの多くは水沢高位段丘
面上に展開しており、低位面の遺跡分布は低い。奈良時代に水沢低位段丘面の地下水上昇があり、
集落域の変更を余儀なくされた可能性が考えられる。
　平安時代の遺跡は非常に多く、沢田遺跡（21）、宇南田遺跡（22）、尼坂遺跡（31）、牡丹野遺跡（32）、
作屋敷（30）、川端（35）、堤（36）などがある。水沢区では、古代城柵の胆沢城跡（131）もあり、この時
期の大規模な集落が形成されている。南都田地区の遺跡では作屋敷遺跡と堤遺跡から須恵器甕が出
土している。これら須恵器甕の中には器面の発砲が顕著な個体も散見されるため、須恵器窯が遺跡
周辺に存在したことの間接的な証拠である。石田１・Ⅱ遺跡より南に３kmに位置する独立丘陵に見
分森公園が存在し、その範囲にある見分森遺跡（194）では須恵器窯が発掘調査によって確認されてい
る。見分森遺跡は南都田地区平安時代遺跡への須恵器供給源であった可能性が考えられる。
　ほかに、前沢区では昭和38年に県史跡に指定された明後沢遺跡がある。水沢区胆沢城、江刺区瀬
谷子窯跡群と同笵関係にある瓦が大量に出土している。古くから城柵説、窯跡説、寺院説などの仮
説がたてられ、古代東北史において重要視されてきた。これまでの調査により、明後沢遺跡では平
安時代の集落と粘土採掘坑が検出され、瓦、かわらけ、渥美・常滑産陶器、白磁、青磁が出土して
いる。

中世・近世

　胆沢区内で登録されている遺跡は25 ヵ所ある。広岡舘跡（飯坂館）（33）、小山方八丁館（54）、若柳
要害館（25）、香取根館（１）などがある。中世前期は確認されている遺跡が少なく、中世末から遺跡
数が増加する。国分遺跡（34）もそのひとつであり、近世初頭以降の伊達藩領内における発展と遺跡
数の増加は連動していると考えられる。
　最近の発掘調査で、中世の資料は、沢田遺跡（21）で12世紀のかわらけ、白磁四耳壺、白磁碗、13
～ 15世紀の古瀬戸窯産陶器、石田Ⅰ・Ⅱ遺跡（23）で12世紀の常滑産陶器と13 ～ 15世紀の古瀬戸窯産
陶器、国分遺跡（34）で16世紀末の唐津産陶器と中国産磁器、隣接する牡丹野遺跡（32）で12世紀の常
滑窯産陶器、作屋敷遺跡（30）で15世紀の連弁文青磁椀片と16 ～ 17世紀の瀬戸・美濃系陶器椀片が出
土している。牡丹野遺跡の12世紀陶器は河川跡から出土している。
　近世発掘調査例としては、国分遺跡（34）で近世初頭の瀬戸・美濃産陶器や唐津産陶器、牡丹野遺
跡（32）で肥前産陶器、尼坂遺跡（31）で18世紀の大堀相馬産陶器椀が出土している。また、沢田遺跡

３　歴史的環境
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と石田Ⅰ・Ⅱ遺跡でも肥前産磁器が出土しているが、遺構出土資料ではない。
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　Ⅲ　遺 構 と 遺 物
　

　１　概　　　要　
　遺跡範囲は南都田字上石田地内である。調査前現況は水田、畑地、宅地、農道であった。遺跡は
胆沢扇状地低位段丘の水沢低位段丘面上に位置している。調査面積は6,901㎡で、本調査は5,051㎡、
確認調査1,850㎡である。
　調査区はＡ～Ｍ区の計13 ヵ所に分けた（第６図）。検出遺構は、竪穴建物跡78棟、掘立柱建物跡３棟、
柱穴列１列、土坑33基、溝20条、不定形遺構６基、ピット247個、河川跡２条である遺構は５世紀～
６世紀と、７世紀中頃～８世紀、９世紀後半～ 10世紀前葉に大別される。
　出土遺物は、土師器、須恵器、陶磁器、縄文土器、弥生土器、剥片石器（黒曜石製掻器、剥片、砕片、
石鏃等）、礫石器（敲磨器、敲石、磨石、方割石、鉄床石、砥石）、鉄製品（馬具、鉄鉗等）、土製品（勾
玉、紡錘車等）、石製品（石包丁、石製模造品、紡錘車等）、羽口、炉壁、鉄滓、粘土塊、炭化材、炭
化種子、骨片、琥珀塊である。
　

　（１）地 区 別 概 要

　野外調査では、調査区をＡ～Ｍ区に分離した（第６図）。
　Ａ区は現況が水田である。水田耕作土が厚く堆積し、重機による表土掘削時は、湧水が著しく、
また、並走する用水路から水が染み出し、常に水が溜りやすい環境であった。幅２ｍの東西に細長
い調査区で、遺構分布密度は低い。調査区東側は湧水が著しく、ゴム製パイプや塩化ビニール管に
よる暗渠排水施設が複数設置されていた。それら暗渠の設置標高よりも低い位置で、遺構が僅かに
残っていた。暗渠設置標高よりも下からは、河川跡と考えられる範囲が見つかった。この河川跡の
岸部分に相当する場所に、５世紀末～６世紀初頭の竪穴建物跡の一部（１号竪穴建物跡）が見つかっ
た。湧水が激しく、水中ポンプを常時稼働しながらの調査であった。また、調査区東端で基本層序
用の土層観察を行った。
　Ｂ区は現況が水田でＴ字状の範囲である。北部に内容確認調査区がある。水田床土を重機によっ
て掘削すると砂質土層（Ⅲ層）が現れた。これを遺構検出面として精査したところ、竪穴建物跡３棟、
土坑３基、溝２条、柱穴状土坑40個が見つかった。Ｂ区は北側の堆積が良好で、Ⅲ層が水田造成に
よる削平を免れていたが、南側はⅢ層の堆積が非常に薄く、削平が進んでいた。遺構は、６世紀中
頃（４号竪穴建物跡）、７世紀後半～８世紀前半（３・４号建物跡、１・３号土坑）、９世紀後半～ 10
世紀（２号土坑）、近現代？（柱穴群Ｐ１～Ｐ69）に分けられる。また、３・４号竪穴建物跡の堆積土
から、10世紀代の土師器坏がまとまって出土している。そのため、10世紀代の遺構（墓壙・廃棄穴等）
が重複していた可能性も考えられるが、確認できなかった。
　Ｃ区は、現況が水路と水田である。表土（Ⅰ層）を重機で掘削すると、礫層が一部で露出するほど
削平が進んでいた。調査区東側には、Ａ区で検出された河川跡範囲が続いていることが判明した。
1948年（昭和23年）撮影の米軍航空写真では、この河川跡範囲らしき部分の色調が周りと異なること
から、航空写真撮影時は小河川流路が存在していた可能性もある。５～７号竪穴建物跡、１号掘立
柱建物跡、４～８号土坑、３～６号溝を検出した。
　Ｄ区は、Ａ区の東側の延長上にある幅２ｍの水路敷設予定区である。河川跡よりも東側にあり、
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Ⅲ　遺構と遺物

第２表　遺構名新旧対応表

野外調査時 報告書記載 野外調査時 報告書記載 野外調査時 報告書記載

A1 号住状 → 1 号竪穴建物跡 Ｇ北 107 → 51 号竪穴建物跡 G2 号土坑 → 17 号土坑

B1 号住 → 2 号竪穴建物跡 Ｇ北 108 → 52 号竪穴建物跡 G 北 SK1 → 18 号土坑

B2 号住 → 3 号竪穴建物跡 Ｇ北 109 → 53 号竪穴建物跡 G 北 SK2 → 19 号土坑

B3 号住 → 4 号竪穴建物跡 Ｇ北 110 → 54 号竪穴建物跡 G 北 SK3 → 20 号土坑

C1 号住 → 5 号竪穴建物跡 Ｇ北 111 → 55 号竪穴建物跡 G 北 SK4 → 21 号土坑

C2 号住 → 6 号竪穴建物跡 Ｇ北 112 → 56 号竪穴建物跡 G 北 SK7 → 22 号土坑

C3 号住 → 7 号竪穴建物跡 Ｇ北 113 → 57 号竪穴建物跡 G 北 SK8 → 23 号土坑

D 区 SI １A → 8 号竪穴建物跡 H1 号住 → 58 号竪穴建物跡 G 北 SK9 → 24 号土坑

D 区 SI １B → 9 号竪穴建物跡 H2 号住 → 59 号竪穴建物跡 G 北 SK12 → 25 号土坑

D 区 SI ２ → 10 号竪穴建物跡 I1 号住 → 60 号竪穴建物跡 H1 号土坑 → 26 号土坑

D 区 SI ３ → 11 号竪穴建物跡 I2 号住 → 61 号竪穴建物跡 H2 号土坑 → 27 号土坑

D 区 SI ４ → 12 号竪穴建物跡 I3 号住 → 62 号竪穴建物跡 H3 号土坑 → 28 号土坑

D 区 SI ５ → 13 号竪穴建物跡 I4 号住 → 63 号竪穴建物跡 H4 号土坑 → 29 号土坑

D 区 SI ７ → 14 号竪穴建物跡 I5 号住 → 64 号竪穴建物跡 H 区 P1 → 30 号土坑

D 区 SI ８ → 15 号竪穴建物跡 I6 号住 → 65 号竪穴建物跡 I1 号土坑 → 31 号土坑

F1 号住 → 16 号竪穴建物跡 I7 号住 → 66 号竪穴建物跡 I3 号土坑 → 32 号土坑

F2 号住 → 17 号竪穴建物跡 I8 号住 → 67 号竪穴建物跡 J101 号土坑 → 33 号土坑

F3 号住 → 18 号竪穴建物跡 J1 号住 → 68 号竪穴建物跡

F4 号住 → 19 号竪穴建物跡 J2 号住 → 69 号竪穴建物跡 B1 号溝 → 1 号溝

F5 号住 → 20 号竪穴建物跡 J3 号住 → 70 号竪穴建物跡 B2 号溝 → 2 号溝

F6 号住 → 21 号竪穴建物跡 J4 号住 → 71 号竪穴建物跡 C1 号溝 → 3 号溝

F7 号住 → 22 号竪穴建物跡 K1 号住 → 72 号竪穴建物跡 C2 号溝 → 4 号溝

F1 住状 → 23 号竪穴建物跡 K2 号住 → 73 号竪穴建物跡 C3 号溝 → 5 号溝

G1 号住 → 24 号竪穴建物跡 K3 号住 → 74 号竪穴建物跡 C4 号溝 → 6 号溝

G2 号住 → 25 号竪穴建物跡 K4 号住 → 75 号竪穴建物跡 C5 号溝 → 7 号溝

G3 号住 → 26 号竪穴建物跡 K5 号住 → 76 号竪穴建物跡 D-E・SD1 → 8 号溝

G4 号住 → 27 号竪穴建物跡 K6 号住 → 77 号竪穴建物跡 D・SD2 → 9 号溝

G5 号住 → 28 号竪穴建物跡 K7 号住 → 78 号竪穴建物跡 D・SD3 → 10 号溝

G6 号住 → 29 号竪穴建物跡 E・SD2 → 11 号溝

G7 号住 → 30 号竪穴建物跡 C1 号柱穴列 → 1 号掘立柱建物跡 G1 号溝 → 12 号溝

G8 号住 → 31 号竪穴建物跡 D・SB1 → 2 号掘立柱建物跡 G2 号溝 → 13 号溝

G9 号住 → 32 号竪穴建物跡 G 北 SD102 → 3 号掘立柱建物跡 G 北 SD101 → 14 号溝

G10 号住 → 33 号竪穴建物跡 B1 号柱穴列 → 1 号柱穴列 G 北 SD103 → 15 号溝

G11 号住 → 34 号竪穴建物跡 G 北 SD104 → 16 号溝

G12 号住 → 35 号竪穴建物跡 B1 号土坑 → 1 号土坑 G 北 SD105 → 17 号溝

G13 号住 → 36 号竪穴建物跡 B2 号土坑 → 2 号土坑 I9 号溝 → 18 号溝

G14 号住 → 37 号竪穴建物跡 B1 号住状 → 3 号土坑 I10 号溝 → 19 号溝

G15 号住 → 38 号竪穴建物跡 C1 号土坑 → 4 号土坑 J1 号溝 → 20 号溝

G16 号住 → 39 号竪穴建物跡 C2 号土坑 → 5 号土坑

G17 号住 → 40 号竪穴建物跡 C3 号土坑 → 6 号土坑 G 北 SX101 → 1 号不定形遺構

G18 号住 → 41 号竪穴建物跡 C4 号土坑 → 7 号土坑 G 北 SX102 → 2 号不定形遺構

G19 号住 → 42 号竪穴建物跡 C5 号土坑 → 8 号土坑 G 北 SX103 → 3 号不定形遺構

G20 号住 → 43 号竪穴建物跡 Ｄ・SK1 → 9 号土坑 G 北 SX105 → 4 号不定形遺構

G21 号住 → 44 号竪穴建物跡 Ｄ・SK2 → 10 号土坑 K・SX1 → 5 号不定形遺構

Ｇ北 101 ｂ → 45 号竪穴建物跡 Ｄ・SK3 → 11 号土坑 K・SX2 → 6 号不定形遺構

Ｇ北 102 → 46 号竪穴建物跡 Ｄ・SK5 → 12 号土坑

Ｇ北 103 → 47 号竪穴建物跡 Ｄ・SK4 → 13 号土坑 J・SX １ → 1 号河川跡

Ｇ北 104 → 48 号竪穴建物跡 F 区 P1 → 14 号土坑 J・SX ２ → 2 号河川跡

Ｇ北 105 → 49 号竪穴建物跡 F1 号土坑 → 15 号土坑

Ｇ北 106 → 50 号竪穴建物跡 G1 号土坑 → 16 号土坑
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１　概要

調査当初は遺構が少ないと予想していたが、最も建物跡が密集する範囲のひとつであった。５世紀
後半～６世紀初頭（８～ 12号竪穴建物跡）、７世紀後半～８世紀前半（13 ～ 15号竪穴建物跡）を筆頭に、
２号掘立柱建物跡、９～ 13号土坑、８～ 10号溝がある。東側は湿地帯に隣接していた可能性があり、
古代の水田跡の検出も期待された。Ａ・Ｃ区の河川跡より東側は、1948年（昭和23年）撮影の米軍航
空写真で確認すると、北西から南東にかけて伸びる微高地がある。この微高地上にＤ・Ｅ・Ｆ・Ｇ・
Ｈ・Ｉ・Ｊ区が設定された。仮にこの微高地ごとに古墳時代集落が成立しているならば、河川跡を
挟んで、西側（Ａ～Ｃ区）と東側（Ｄ～Ｊ区）で向かい合った集落が存在したことになる。
　Ｅ区はＤ区の西側に位置する。当初は、舗装道路の拡幅を目的とする確認調査区316㎡（幅３ｍ）
と水路設置を目的とする本調査区240㎡に分かれていた。しかし、拡幅範囲はすでに盛土造成で整え
られており、工事掘削深度も盛土の厚さを越えて低くならないことが後に判明した。そのため、現
地協議によって、この確認調査区範囲を調査範囲から除外した。Ｅ区では、８・11号溝を検出した。
　Ｆ区は東西に長い幅５ｍの調査区である。南側に用水路が走り、用水路範囲を部分的に掘削したが、
Ｕ字状フリューム管敷設時の掘削によって、すでに削平されていた。Ｆ区西側は、現代耕作痕が多
数あり、古墳時代遺構が削られていた。一方、Ｆ区東側は、中央に現代の暗渠排水施設が残存し、
非常に湧水しやすい環境であった。Ｆ区では竪穴建物跡、土坑、柱穴状土坑の調査を行った。この
うち、５世紀後半～６世紀の遺構は、21号竪穴建物跡、14・15号土坑が該当する。７世紀後半～８
世紀では、16 ～ 18・20・22・23号竪穴建物跡が該当する。19号竪穴建物跡は、出土遺物から古代の
鍛冶工房の可能性が想定されていたが、年代測定値は中世であった。
　Ｇ区は、確認調査区と本調査区が南北に細長く並行している。北部は湧水が著しい。竪穴建物跡
数が最も多い地区で、24 ～ 57号竪穴建物跡を検出した。５世紀後半～６世紀の遺構は、29・32・
34・40・43・45・47号竪穴建物跡がある。このうち、34号竪穴建物跡は、張出部に隅丸方形の土坑
を有し、カマドは短煙道である。それ以外の竪穴建物跡は概ね７世紀後半～８世紀前半に位置付け
られる。また、３号掘立柱建物跡を検出した。周囲に溝を廻らす２×２間の総柱建物跡で、倉庫と
考えられる。７世紀後半～８世紀前半の竪穴建物跡のカマド軸方向と一致し、溝堆積土から同時期
の遺物が出土する。岩手県内において奈良時代前半にまで遡る古代の掘立柱建物跡は見つかってお
らず、本遺跡が初例の可能性がある。その他の遺構として16 ～ 25号土坑、12 ～ 17号溝、１～４号
不定形遺構を検出している。不定形遺構の中で１号不定形遺構は、焼け弾けた土師器片が多量に出
土し土器焼成遺構と考えられる。
　Ｈ区は、Ｇ区の東側、水路北側にある水路拡幅予定区である。58・59号竪穴建物跡と26 ～ 30号土
坑が見つかった。59号竪穴建物跡は範囲がＩ区に跨って分布する。Ｈ区の東側は、沼地となってい
たようである。
　Ｉ区は幅２ｍの本調査区（水路拡幅予定区）と、幅５ｍの内容確認調査区（農道敷設予定区）に分か
れる。東側はＨ区と同様に沼地である。Ｉ区東側は、水田区画ごとにトレンチを設定して現代耕作
土を掘り下げたところ、礫層まで到達した。したがって、沼地部分は水田造成時に掘り下げられて、
古墳時代の遺構・遺物はすでに消失したと考えられる。なお、トレンチ掘削後に、地権者からの聞
き取りに調査によって沼地の存在と、水田造成時の掘削状況について御教授いただいた。また当地
の耕作では、よく耕作機が埋まる被害が多かったという。このことから、Ｄ～Ｍ区の微高地は、Ａ・
Ｃ区に跨って南北にあった河川跡を西側の境界とし、東側は沼地が境界と考えられる。Ｉ区西側は
60 ～ 67号竪穴建物跡、31・32号土坑、18・19号溝を検出した。なお、複数の現代溝が南北に走る。
　Ｊ区は、微高地を東西に横断するように設定された調査区である。東側には、Ｈ・Ｉ区で確認さ
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Ⅲ　遺構と遺物

れた沼地が広がっている。J区東端部を掘り下げたところ、To-a火山灰が見つかったが、遺構は把握
できなかった。J区は68 ～ 71号竪穴建物跡、33号土坑（馬埋葬施設）、20号溝、１・２号河川跡を検
出した。河川跡からは、４世紀後半～５世紀中頃に特徴的な高坏や二重口縁壺が出土した。中でも
二重口縁壺は土圧で割れることもなく略完形で出土した。
　Ｋ区はＧ区中央に隣接する幅２ｍの水路予定区である。既存の水路を拡張するように設定されて
いるため、幅２ｍのうち、１ｍ分は水路によって削平されている。72 ～ 78号竪穴建物跡、ピット群
を検出した。
　Ｌ区はＪ区の西側に位置する幅２ｍの調査区で、削平が進んでいた。遺構は現代溝１条のみである。
　Ｍ区はＪ区の南側に位置する幅２ｍの調査区で、湧水が著しく、微量の土師器片が出土した。Ｍ
区がＤ～Ｊ区の微高地の南端なのか、あるいは別の微高地なのかは、調査区幅が狭く、またＪ区と
接していないことから判断できなかった。

（２）時期別遺構概要

　遺構は、古墳時代中期～後期前葉と、古墳時代後期末～奈良時代前半、平安時代に帰属する。そ
の他、現代遺構や時期不明の溝、柱穴が見つかった。古墳時代中期後葉～後期前葉は、実年代では
５世紀後半～６世紀前半にあたると考えられるが、角塚古墳造営時期以降に集落の形成があり、今
回の調査では、竪穴建物跡16棟が確認されている。古墳時代後期後葉～奈良時代前半は、実年代で、
７世紀後半～８世紀にあたると考えられるが、竪穴建物跡53棟が確認されている。平安時代前半の
うち、10世紀前葉の竪穴建物跡３棟が確認されている。石田Ⅰ・Ⅱ遺跡の立地する水沢低位段丘は
いくつかの小河川（現在は堰として整備されている）によって区切られるが、本遺跡の北を東西に流
れる境田堰から南へ向かうに従って遺構帰属時期が新しくなる傾向にある。具体的には、５～６世
紀建物跡は、湧水の著しいやや北部と北東部（Ａ・Ｄ・Ｇ区北部）に多く分布する。7世紀後半～ 8世
紀前半の竪穴建物跡は５～６世紀のそれとほぼ重なりつつ広範囲に分布する。しかし、奈良時代中
頃以降になると、より南部に分布の中心が移る。

（３）時期別遺物概要

　石田Ⅰ・Ⅱ遺跡の立地する水沢低位段丘面の形成年代は約3,000年前とされている。このため、水
沢低位段丘面上における人類の積極的な活動痕跡は、縄文時代晩期頃からであり、それ以前は、散
発的に遺物が見つかる程度である。ただし、縄文時代晩期や弥生時代については、土器や石器など
の遺物が多数みつかることはあっても、遺構を把握できていないのが現状である。
　遺物は、縄文土器片、弥生土器片が少量出土するほかは、大半が古墳時代～平安時代に帰属する。
土師器、須恵器、石器、石製品、土製品、鉄製品のほか、琥珀塊、鍛冶滓、動物骨片、植物種子、
炭化材が出土している。また、12世紀代の国産陶器、江戸時代以降の国産陶磁器と木製品が出土し
ている。古墳時代以降の遺物分布に明確な地理的偏在性はないが、縄文・弥生土器は、微高地の縁
辺部から出土する傾向にある。Ｃ区河川跡近接地や、Ｄ区東側などである。
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２　調査・整理の方法

（１）野　外　調　査

　既存の３級基準点から世界測地系座標にしたがってグリッドを組み、遺物の取り上げを行ってい
る。ただし、この既存の３級基準点は、平成23年３月11日に起こった東北地方太平洋沖地震によって、
奥州市胆沢区では２ｍ近く東に移動した。その後、報道等によって、東に移動したものが、余震を
断続的に繰り返しながら、少しずつ西へ戻っているとされた。このような状況下で、安易に新しく
補正された基準点を利用しても、日々数値が移動することで、座標値の更新を繰り返す可能性があ
るため、一先ず既存の座標値でグリッドを組んで、余震がほぼ終息した時期に公表される補正プロ
グラムを利用して、補正値を割り出すこととした。補正値は、国土地理院で公表された「座標補正パ
ラメータ」と「標高補正パラメータ」（最終更新日2011年10月31日）で出力された数値を記載する。
　　　使用した座標補正パラメータ：touhokutaiheiyouoki2011.par  Ver.1.0.0  009
　　　使用した標高補正パラメータ：touhokutaiheiyouoki2011 h.par  Ver.1.0.0  009
　世界測地系（座標系10）で示す。設置した基準点は以下のとおりである。なお、本書中の座標値と
標高地の記載は、特に言及しない限りすべて補正前数値である。下記の補正データから、調査範囲
は平成23年3月11日以降、南に約1.4ｍ、東に約2.4ｍ移動し、標高は約10cm下降したと言える。
　
　 
　　 

　遺構はレベル水準器、光波測量器と電子平板システム（Cubic社製実測支援システム「遺構くん」）を
用いて図化した。

［補正前数値］

基１:X=-94695.000m、Y=23360.000m、H=68.770m
基２:X=-94740.000m、Y=23395.000m、H=68.522m
基３:X=-94621.000m、Y=23545.000m、H=67.776m
基４:X=-94718.000m、Y=23555.000m、H=67.886m
基５:X=-94708.000m、Y=23654.000m、H=67.049m
基６:X=-94612.000m、Y=23642.000m、H=67.180m
基７:X=-94710.000m、Y=23673.000m、H=66.969m
基８:X=-94780.000m、Y=23680.000m、H=67.204m
基９:X=-94822.000m、Y=23685.000m、H=67.172m
区１:X=-94630.000m、Y=23420.000m、H=68.459m
区２:X=-94624.000m、Y=23480.000m、H=68.035m
区３:X=-94690.000m、Y=23389.000m、H=68.733m
区４:X=-94732.000m、Y=23480.000m、H=68.156m
区５:X=-94650.000m、Y=23664.000m、H=67.008m
区６:X=-94670.000m、Y=23667.000m、H=66.990m
区７:X=-94728.000m、Y=23673.000m、H=67.151m
区８:X=-94728.000m、Y=23683.000m、H=67.106m
区９:X=-94786.000m、Y=23617.000m、H=67.748m
区10:X=-94807.000m、Y=23618.000m、H=67.774m
区11:X=-94821.000m、Y=23694.000m、H=66.846m

［補正後数値］

基１:X=-94696.405m、Y=23362.393m、H=68.667m
基２:X=-94741.405m、Y=23397.395m、H=68.418m
基３:X=-94622.406m、Y=23547.394m、H=67.672m
基４:X=-94719.407m、Y=23557.397m、H=67.782m
基５:X=-94709.408m、Y=23656.398m、H=66.944m
基６:X=-94613.407m、Y=23644.396m、H=67.076m
基７:X=-94711.408m、Y=23675.398m、H=66.864m
基８:X=-94781.408m、Y=23682.400m、H=67.099m
基９:X=-94823.408m、Y=23687.401m、H=67.062m
区１:X=-94631.405m、Y=23422.393m、H=68.356m
区２:X=-94625.409m、Y=23482.393m、H=67.931m
区３:X=-94691.405m、Y=23391.393m、H=68.630m
区４:X=-94733.406m、Y=23482.396m、H=68.052m
区５:X=-94651.408m、Y=23666.397m、H=66.903m
区６:X=-94671.408m、Y=23669.397m、H=66.885m
区７:X=-94729.408m、Y=23675.399m、H=67.046m
区８:X=-94729.408m、Y=23685.399m、H=67.001m
区９:X=-94787.408m、Y=23619.399m、H=67.643m
区10:X=-94808.407m、Y=23620.400m、H=67.669m
区11:X=-94822.409m、Y=23696.401m、H=66.740m

２　調査・整理の方法
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（２）室内整理と遺物分類

　遺構図面は電子データを加工して、版下を作成した。遺物は洗浄、接合、復元作業を経て実測、
計測、実測図トレースを行い、図版の作成を行った。図化は出土遺物のうち、遺構内出土遺物を優
先し、その中でも口径推定可能な資料を優先したが、適宜破片資料も掲載した。

３　基　本　層　序

（１）石田Ⅰ・Ⅱ遺跡の地層

色　　調：小山正忠・竹原秀雄編2006『新版　標準土色帖2006年度版』農林水産省農林水産技術
会議事務局監修・財団法人日本色彩研究所色票監修に基づいた。

形成要因：判断可能な限り、括弧内に記載した。例えば（カマド袖部）、（人為堆積）等。
粘　　性：６段階で区分し、土層注記表に番号を付した。５＝「強」、４＝「やや強」、３＝「やや弱」、

２＝「弱」、１＝「微」、０＝「無」。例えば砂層では「無」と「微」が、粘土層では「強」と「や
や強」の区分が多くなる。

し ま り：４段階を設定区分とした。４＝「密」、３＝「やや密」、２＝「やや粗」、１＝「粗」の地
層の含水量によって少なからず左右されるが、粘土層や細粒の砂では「密」や「やや密」
に、粗粒の砂や土では「やや粗」や　「粗」の区分が多くなる。

包 含 物：炭化物、焼土、遺物、礫、植物根、火山灰、ベースとなる土壌以外の混入土壌・砂・
粘土等の量と形状を記載した。記載にあたっては、上記の『新版　標準土色帖2006年
度版』に従った。

　
　本遺跡は第２章で紹介したとおり、胆沢扇状地の低位段丘面のうち、水沢低位段丘面上に位置する。
基盤となる層は、水沢低位段丘面を構成する礫層（Ⅵ層）で、約3,000年前に形成された。その上位に
水性堆積の砂質シルト層（Ⅴ層）や黒色粘土層（Ⅳ層）が堆積しており、稀に縄文土器・弥生土器片が
混入しているが、明確な縄文時代、あるいは弥生時代の生活面とは認めがたい。その上部にやや厚
く褐色砂質シルト層（Ⅲ層）が堆積する。水田耕作による削平が及んでいない限りは、このⅢ層面が
遺構検出面である。その上位は黒～暗褐色土、褐灰色土（Ⅱ層）で、圃場整備以前の堆積土層である。
Ⅱ層は、河川跡に近い範囲や湿地状範囲でⅡa層とⅡb層に細分可能であった。Ⅱa層は、グライ化層で、
昭和時代の遺物が混入するⅠ層の形成後にグライ化が進行したと考えられる。Ⅱb層は、砂粒を多く
含むオリーブ黒色土で、Ⅲ層起源の砂粒を巻き込んで形成されたと考えられる。耕作土さらにその
上には近現代の水田造成後の耕作土・盛土（Ⅰ層）が堆積する。Ⅰ層は近現代に形成された。Ⅰa層・
Ⅰb層・Ⅰc層に細分可能であり、Ⅰc層からは昭和時代のガラス片が出土している。
　遺跡範囲内は、ほ場整備や長年の耕作によって削平と盛土が繰り返されている。そのため、Ⅱ層
の堆積が確認できるのは、地形的にやや標高の低い湿地や、河川跡付近であった。調査区の大半は
微高地で、Ⅰ層の掘削後は、Ⅲ層、若しくはⅣ層が露出した。
　Ⅰ層は重機による掘削を行った。遺構検出作業は、Ⅱb層、Ⅲ層上面、Ⅳ層上面でそれぞれ行って
いる。後世の削平を免れたⅡ層残存範囲では、Ⅱb層中から古墳時代中期の遺構が確認された。した
がって、古墳時代の生活面は、Ⅱb層中にあったと考えられる。

Ⅲ　遺構と遺物
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　基本層序

　Ⅰａ層　10YR5/2　灰黄褐色土（耕作土）層厚20 ～ 40cm　粘性やや強、しまりやや祖
　Ⅰｂ層　10YR6/2　灰黄褐色土（耕作土）層厚10 ～ 20cm　粘性やや強、しまりやや粗、酸化鉄3％
　Ⅰｃ層　10YR6/1　褐灰色土（耕作土）層厚5 ～ 30cm　粘性やや強、しまりやや粗、細粒砂5％、
　Ⅱａ層　10YR4/1　褐灰色土　（旧表土：グライ化）層厚5 ～ 15cm　粘性やや弱、しまりやや粗、
　　　　　細粒砂5%
　Ⅱｂ層　7.5Y3/2　オリーブ黒色土（旧表土：古墳時代中期の検出面）層厚5 ～ 20㎝　粘性やや弱、
　　　　　しまり粗、細粒砂30%
　Ⅲ　層　10YR4/6　褐色砂～砂質シルト（水性堆積：遺構検出面、洪水砂に由来か）層厚0 ～ 40㎝、
　　　　　粘性微、しまりやや密、遺物包含
　Ⅳ　層　10YR1.7/1  黒色シルト・黒色粘土（水性堆積：段丘離水後の土壌化層か？）層厚30 ～　　
　　　　　50cm、粘性強、しまり密、
　Ⅴ　層　10YR5/2　灰黄褐色砂・粘土（水性堆積）層厚0 ～ 20cm　粘性やや強、しまりやや粗
　Ⅵ　層　砂礫層（段丘礫層：約3,000年前に形成）層厚不明
　
　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

３　基本層序

A区

Ⅰa

Ⅰb
Ⅰc上

Ⅰc下
Ⅱa
Ⅱb

D区東端

Ⅰ

Ⅱa

Ⅲ
Ⅳ

Ⅱb

Ⅴ

J区西端

Ⅰ

Ⅲ

Ⅳ
Ⅴ

Ⅵ

68.500m

68.000m

67.500m

67.000m

66.500m

66.000m

65.500m

68.500m

68.000m

67.500m

67.000m

66.500m

66.000m

65.500m

1m0 1：50

第５図　基本土層



− 21 −

（２）周辺遺跡との対応関係

　石田Ⅰ・Ⅱ遺跡周辺の発掘調査成果をもとに、遺跡間での地層の対応関係を第３表に示す。本遺
跡（胆沢区石田Ⅰ・Ⅱ遺跡）では、大半がⅢ層上面を遺構検出面とし、堆積状況の良好な地区ではⅡb
層中を遺構検出面とした。最も古い遺構は古墳時代中期〜後期である。近隣の水沢区石田Ⅱ遺跡・
寺領遺跡・西光田Ⅰ遺跡Ⅱ層は、本遺跡Ⅲ層と対応し、縄文時代晩期の遺構が同一面上で確認され
る面であると報告書に記載されている（岩文振1988）。このことから、胆沢扇状地の水沢低位段丘面
上は、縄文時代晩期に離水し、離水後の湿地環境時に本遺跡Ⅲ～Ⅴ層に相当する地層が形成された
と考えられる。したがって、今後の本遺跡周辺の遺跡発掘調査で本遺跡Ⅲ層上面相当を遺構検出面
とした場合、弥生時代以降の遺構の発見される可能性がある。しかし、古代以前の水田範囲は、近
現代の水田造成範囲とあまり変わらないためか、発見が困難である。生産遺構の把握には、小河川
や河川跡近辺を精力的に調査することが望まれる。古代の水田跡は中半入遺跡で確認されており、
火山灰に覆われた水田跡の検出は比較的容易であったが、それ以外の時期の水田は検出困難であっ
たようである。
　胆沢扇状地において鍵層となるのは、To-a層（石田Ⅰ・ⅡのⅡ層内包含、中半入Ⅴ層）と、段丘離
水後に安定した層と考えられる褐色砂質シルト層（石田Ⅰ・ⅡのⅢ層、石田Ⅱ・寺領、西光田ⅠのⅡ層、
中半入のⅧ層）と水沢低位段丘礫層（石田Ⅰ・ⅡのⅥ層、石田Ⅱ・寺領、西光田ⅠのⅦ層、中半入の
ⅩⅠ層）である。

　第３表　遺跡間の地層対比

土層の性質 色調 形成時期

奥州市
胆沢区
石田

Ⅰ・Ⅱ
（2011・

2012）

奥州市
水沢区

石田Ⅱ・
寺領・

西光田Ⅰ
（1987）

奥州市
胆沢区
中半入

（1998・
1999・
2002）

水田耕作土・盛土 暗褐色 現代 Ⅰ Ⅰ Ⅰ
旧水田耕作土 灰黄褐色、褐色 昭和以前 　 　 Ⅱ
自然堆積砂・粘土層 にぶい黄褐色～灰黄褐色 　 　 　 Ⅲ
To-a上層水田 暗～黒 平安後期以降 Ⅱ 　 Ⅳ
To-a 灰白色～灰色 西暦915年頃 　 　 Ⅴ
To-a下層水田 暗～黒 平安前期以前 　 　 Ⅵ
古墳時代水田 暗～黒 古墳時代 　 　 Ⅶ
褐色砂質シルト 白～灰黄色褐色 縄文晩期以前 Ⅲ Ⅱ Ⅷ
黒褐色シルト・粘土 黒 縄文晩期以前 Ⅳ Ⅲ Ⅸ
褐色砂質シルト 白～灰黄色褐色 縄文晩期以前 Ⅴ Ⅳ Ⅹ
黒褐色シルト 黒褐色 縄文晩期以前 　 Ⅴ 　
にぶい黄褐色粗砂 にぶい黄褐色～褐色 縄文晩期以前 　 Ⅵ 　
礫層（水沢低位段丘礫） 　 約3,000年前 Ⅵ Ⅶ ⅩⅠ

Ⅲ　遺構と遺物



− 22 −

４　検　出　遺　構

（１）Ａ　　　区

　１号竪穴建物跡（遺構図版12、遺物図版１・２・64・76・97、写真図版３）
＜検出状況＞Ａ区のⅡＢ6nグリッドに位置する。現況は水田である。河川跡範囲内にあり、湧水が
著しく、堆積土の色調による検出作業が困難であった。水田床土を除去したところ、ゴムホース管
を利用した暗渠排水施設を検出した。この暗渠排水施設よりやや下方で、土師器と礫が密集して出
土し始めた。これを何らかの遺構と想定し、遺構検出作業を行ったところ、オリーブ黒色土内に、
黒褐色土の範囲が確認された。
＜規模・形状＞平面形は隅丸長方形と考えられる。調査区内は北・東・西壁が見つかった。遺物の
分布から、竪穴建物跡の北壁付近と考えられる。規模は（北-南）0.5m、（西-東）2.95mで、最深部は
検出面から67.2cmである。調査区内床面積は0.57㎡である。湧水によって壁や床面ラインがやや不明
瞭であったが、壁は10㎝程度の立ち上がりラインが確認できた。底面は平坦であるが、東側に向かっ
て緩やかに下降している。カマドをはじめとする付属施設は確認できなかった。
＜堆積土＞黒褐色土である。調査面と調査区壁面からの絶え間ない湧水で、堆積層は細分困難であっ
た。そのため、建物跡堆積土は１層として報告する。本来は貼床面と掘形ラインが確認できるはず
であるが、掘形ラインは把握できなかった。第１層は、Ⅱa層とⅡb層に挟まれている。粘性は弱く、
しまりも粗い。砂粒が少なく、下位層のⅡb層に砂粒が多く含まれていることで、Ⅱb層と分離可能
であった。遺物が多量に含まれているが、人為堆積か自然堆積かは判断できなかった。
＜遺物分布＞土師器坏が建物跡北壁際に複数枚重なった状態で２ヵ所見つかった。その周辺に礫が
散在していた。土師器坏は、重ねられて壁際に遺棄されたと考えられる。
＜遺物＞土師器、須恵器、石器、陶磁器が出土している。

【土師器坏・椀】1 ～ 23は坏、24は椀である。坏は形態にバラエティーがあり、口縁が内弯気味に立
ち上がる椀型（２～５・15）、口縁が外反（１・６～ 14・16 ～ 23）に大別される。さらに、底部形状で
丸底、平底に分けられる。坏は５世紀後半～６世紀初頭の特徴を有する。坏は５世紀中頃に比べて
やや大型で、口縁部の外湾するものが増加している。また、微弱ながら２・16の内面が黒色処理さ
れている。これらの坏類は体部がケズリもしくはナデ調整である。

【須恵器壺】1001は肩部片である。肩の張出しは小さい。外面はタタキの後にカキメ調整されている。
1001は大阪府邑窯産の可能性がある。ただし胎土は陶邑窯産としては粗雑である。陶邑須恵器編年
Ⅰ型式５段階～Ⅱ型式３段階（中村1981）までの壺類に見られる特徴を有する。これらの段階の壺類
は前時期に比較して粗雑さが顕著で、外面タタキの後にカキメ調整がなされる資料が一定量ある。
胎土分析の結果は第Ⅳ章に記載したので参照されたい。

【石器】6001・6002は黒曜石製掻器である。6201・6202はデイサイト製方割石である。
＜時期＞出土遺物の年代から、５世紀末～６世紀初頭と考えられる。

（２）Ｂ　　　区

　２号竪穴建物跡（遺構図版13、遺物図版２・76・91・105、写真図版４）
＜検出状況＞ⅡＡ23iグリッドの確認調査区に位置する。現況は水田である。Ⅲ層上面で黒褐色～褐
灰色土がモザイク状に分布する不整形プランを検出した。

４　検出遺構
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＜規模・形状＞遺構内容確認調査区に位置する。本遺構は、床面調査までとし、掘形の深さ・形状
は把握していない。調査区外の遺構範囲は水路によって一部削平されているが、水路より北側につ
いては、遺構が残存している可能性が高い。今回の調査区は、本遺構の南半にあたる。平面形は方
形もしくは長方形と考えられる。規模は（西-東）4.05m、検出面から床面までの深さ18cmである。調
査区内床面積は、4.88㎡である。本遺構の床面はⅢ層を掘り込んで構築されている。柱穴を１個確認
した。
＜堆積土＞褐灰色土を第１層と第２層に分離した。１層は砂粒混入量が多く、Ⅲ層由来の砂粒が混
入したと考えられる。２層は床面直上の堆積層で、しまりがやや密である。
＜柱穴＞１個検出した。主柱穴の可能性がある。
＜遺物分布＞床面上で胴部下半部～底部が遺存する壺（28）とほぼ完形の坏（26）が伏せられた状態で
出土した。南東区は、南西区比べて若干遺物分布密度が高い。なお、25の土師器坏片が本遺構床面
と３号竪穴建物跡堆積土で遺構間接合する。
＜遺物＞土師器、石器が出土している。

【土師器坏】25 ～ 27の３点図示した。いずれも口縁が直線的に立ち上がる器形で、25・26は内面黒
色処理、27は外面黒色処理されている。26は平底風有段坏だが、内面の段は顕著でない。

【土師器壺】28は胴下部～底部片で、底部径は小さい。内外面ハケ調整で、焼成は良好であるが、器
面の摩耗は著しい。

【石器】6003は黒曜石製掻器である。6158・6159は敲石、6295はデイサイト製台石である。
＜時期＞出土遺物から７世紀末〜８世紀前半である。
　
　３号竪穴建物跡（遺構図版14・15・16、遺物図版３・64・76・84・89・92・97・98、写真図版４・５）
＜検出状況＞ⅡＡ23ℓグリッドの確認調査区に位置する。現況は水田である。Ⅲ層上面で炭化物の
やや多い褐灰色の不整形プランを検出した。検出時に東側の境界は明確であったが、西側の境界は
不鮮明であった。
＜規模・形状＞調査区幅７ｍのうち、北側５ｍが内容確認調査区、南側２ｍが本調査区である。本
遺構は、本調査区範囲のみでその性格を把握するのが困難と考えられたため、県教育委員会と協議
を行い、内容確認調査区も含めて調査区内の全掘を実施した。調査区の北側に用水路が並行し、水
が染み出してくる状態であり、かつ、掘削面からも湧水した。そのため、柱穴の痕跡を確認するの
が困難であった。カマド煙道部と建物跡北東部は水路造成時に削平されたと考えられる。本遺構の
一部が調査区外に及ぶため全体形は不明であるが、概ね長方形と考えられる。調査区内規模は（北西-
南東）7.32ｍ、（南西-北東）6.75ｍ、検出面から床面までの深さ24㎝である。調査区内床面積は37.80㎡、
全体推定床面積は45.00㎡である。本遺構の床面はⅢ層を掘り込んで構築されている。ピット７個の
うち、４個（P １・２・４・７）は主柱穴と考えられる。カマドは北西壁中央よりもわずかに西寄り
に設置されていた。
＜堆積土＞６層に区分した。1層は褐灰色土で炭化材と礫を多量に包含する。２層は灰白色土で、炭
化材と遺物を多量に包含する。３層は壁際に埋没過程初期に形成されるいわゆる三角堆積層である。
床面は２・３層直下である。４層は黒褐色土で建物跡壁溝内の堆積土である。５層は褐灰色土で、
焼土が混入している。６層は貼床部分とⅢ層を合わせた範囲である。すなわち湧水により貼床部分
を把握困難のため、掘り下げ過ぎた可能性がある。建物跡掘形は、Ⅳ層までは到達していない。建
物跡構築時は、Ⅲ層内で掘削をやめて床を貼ったと考えられる。
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＜掘形＞中央部を浅く、縁辺を深く掘り込むＡ類である。
＜カマド＞北西壁中央より、やや西寄りに構築されている。長煙道で、心材に礫が使われている。
当初、カマドが建物跡北西壁中央にあると想定しており、北西壁中央部の甕が３個体逆位並列配置
される範囲付近に灰白色砂と粘土粒子が散在していたことから芯材に土師器を使用したカマド範囲
であろうと考えていた。しかし、この部分はカマド脇の甕置き場であった。建物跡１層掘削時にカ
マド上にあった構築材の一部を第１層内の礫と混同して除去してしまったため、カマド残存部の砂
質粘土範囲を正確に把握することができず、結果的にカマド燃焼部範囲の一部を掘削してしまった
可能性が高い。
　カマド調査区内全長；1.26ｍ、燃焼部長；0.87ｍ、煙道部調査区内全長；0.39ｍ、
　燃焼部焼土範囲；0.53×0.50ｍ、被熱土厚；12㎝
　燃焼部焼土範囲内に礫の支脚が横位に２個配置されている。
＜ピット＞７個確認した。このうち、P1・P2・P4・P7の４個が主柱穴と考えられる。
＜遺物分布＞第１層内出土資料は、礫とその下部に炭化材である。第１層出土礫は、四方の壁から
１ｍ～ 1.4ｍ程度の範囲に密度が高く、全体としては四角形の範囲に礫が分布する。礫サイズによる
差は明確でないが、大型礫は概ね壁ラインにほぼ並行配置となる。礫の下部に位置するのは炭化材
である。炭化材は、建物堆積土上部から出土している。根太や床板材の可能性も否定できないが、
堆積状況から屋根材か壁材と考えられる。大・小の礫は屋根上に設置された重石、若しくは材の押
さえ具して機能したと想定される。炭化材は建物跡の東西壁付近で分布密度が高い。第２層は、第
１層と床面との間に薄く堆積している。そのため床面出土遺物と接合する破片が出土している。床
面での遺物分布密度は、壁際とカマド付近で高く、特に完形に近い個体は北西壁周辺に分布する。
北東部に黒曜石製掻器がまとまって出土している。北西部壁際に獣骨密集部がある。獣骨密集は、
27号竪穴建物跡でも北西部壁際で見つかっており、居住空間の利用方法における本遺構との共通性
が窺われる。カマド付近は、甕が多く出土している。カマド東側には、４個の甕が倒立状態、すな
わち口縁を下にして伏せられた状態で見つかった。このうち３個は並列配置であった。一方、西側
は甕２個が倒れた状態で見つかり、壺１個が立位で見つかった。本遺構は、屋根が崩壊して遺構内
に落下してきたと考えられるため、その衝撃で立位の土器類が倒れることは容易に想像されるが、
一部の土器が立位のままであったことは、屋根落下以前に本遺構の埋没が進み、遺物も若干埋没し
た状態であった可能性が考えられる。25の土師器坏が本遺構堆積土と２号竪穴建物跡床面で遺構間
接合する。また、37の土師器甕が、３号土坑堆積土と本遺構カマド内出土資料で遺構間接合する。
＜遺物＞土師器、須恵器、石器、炭化種子、骨片が出土している。

【土師器坏・高坏】29・30は坏、31は高坏脚部である。29は回転ナデ調整の坏で９世紀末以降と考え
られる。30は丸底坏で内外面黒色処理され、体部はケズリ調整である。31の高坏脚部は底面に線刻「×」
がある。

【土師器壺】32・33を図示した。２点とも胴部中央に最大径がある。32は頸部の段が弱く、丁寧なハ
ケ調整を施す。

【土師器甕・須恵器甕】土師器甕は34 ～ 45を図示した。すべて口縁部に最大径がある。45は本遺構と
４号竪穴建物跡の遺構間接合資料である。36の小型甕は受け口状口縁でハケ調整である。34・35・
37 ～ 39・41 ～ 45は口縁が外反して開く器形でハケ調整である。須恵器では、1003 ～ 1009の大甕片
が出土している。第Ⅳ章の須恵器胎土分析によれば、東北産と推定される。

【石器】6004 ～ 6006は黒曜石製掻器、6101は黒曜石製石核、6145は頁岩製片刃礫器、6160 ～ 6163は
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敲石、6203 ～ 6216は方割石である。6006は北上川流域産、6004は湯の倉産である。方割石は、側面
が自然面と分割面２面で構成される平面三角形もしくは台形が主体である。明確な使用痕跡はみら
れないが、稀に正面に微弱な磨面が形成される。しかし、本遺構内出土資料にその痕跡は認められ
ない。

【炭化材】屋根材と考えられる資料（炭１・２・４・５）は肉眼鑑定している。結果、すべてクリ材であっ
た。また、カマド燃焼部内土壌をサンプリングし、植物化石同定を行った結果、アワ、ヒエ、クル
ミとクリ材が検出された。クリ材は燃料としての利用が考えられる。

【獣骨】食糧残渣と考えられるもので、北西部隅に薄く平坦に堆積していた。破砕片が主体を占める
ため鑑定可能な資料はほとんどないが、一部が小動物（リス・ネズミ等）の骨と、シカの四肢骨と同
定された。
＜時期＞遺構の特徴と出土遺物から７世紀後半～８世紀前半の特徴を有する。また、屋根材と考え
られる炭化材２点のＡＭＳ年代測定の結果、１点は２σで７世紀代、１σで７世紀中頃の年代を得た。
もう１点は２σで７世紀後半～８世紀初頭、１σで７世紀後半の年代を得た。
　
　４号竪穴建物跡（遺構図版17・18、遺物図版５・６・64・76・83・84・98・113、写真図版６）
＜検出状況＞ⅢＡ4nグリッドの本発掘調査区に位置する。現況は水田で、調査区幅２ｍである。Ⅲ
層面上で、大礫が見え始め、その付近でカマド煙道部プランが確認できた。検出作業では建物壁ラ
インが判然としなかった。
＜規模・形状＞時期不明のピット群と重なっており、幅２ｍの調査区であったことから、どのピッ
トが本遺構帰属の主柱穴と捉えうるのか不明である。南側は近現代の溝で削られている。本遺構の
大半が調査区外に及ぶため全体形は不明であるが、概ね方形と考えられる。調査区内規模は（北-南）
4.90ｍ、検出面から床面までの深さ19㎝である。面積は不明である。本遺構の床面はⅢ層を掘り込ん
で構築されている。カマドは北壁に設置されていた。
＜堆積土＞２層に区分した。第1層は黒褐色土で、炭化物と遺物を多く包含する。本遺構の堆積土で
あり、床面にまで及んでいる。第２層は灰黄褐色土で、Ⅲ層起源の砂質シルトが混入している。明
確な貼床部分は堆積層からは判断できなかった。
＜掘形＞Ⅲ層内に掘形ラインがあったと考えられるが、貼床の痕跡を確認できなかった。調査はⅢ
層をすべて除去するところまで掘り下げてみたが、Ⅳ層上面が掘形ラインと一致するとは考え難い。
＜カマド＞北壁中央に位置すると考えられる。長煙道を持ち、袖部の心材に礫が使われている。カ
マド上の遺物は、遺棄された状態と考えられる。燃焼部焼土範囲内に礫の支脚が１個配置されている。
　カマド全長；2.27ｍ、燃焼部長；0.70ｍ、煙道部長；1.57ｍ、
　燃焼部焼土範囲；0.55×0.46ｍ、被熱土厚；10㎝
＜ピット＞建物跡範囲内に15個あるが、時期不明である。堆積土第１層と同様の色調・混入物の柱
穴はＢ区P29・30・66の３個のみであり、この３個のピットが本遺構の構成要素の可能性がある。
＜遺物分布＞第１層上部に平安時代のロクロ坏やナデ甕が出土していることから、調査区の東側に
平安時代の建物跡が重なっている可能性があるが、プランを確認できなかった。第1層下部～床面は、
古墳時代後期前葉の土師器坏がカマド付近でまとまって出土している。カマド上では、高坏、甑、
甕が出土している。
＜遺物＞土師器、須恵器、石器、炭化種子、骨片が出土している。

【土師器坏・高坏】46 ～ 56・58を図示した。坏・高坏は古墳時代後期前葉（46 ～ 50・58）と平安時代（51

Ⅲ　遺構と遺物
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～ 56）に分かれる。46 ～ 56・58は丸底有段で口縁部が外傾しながら直線的に開く器形である。住社
式段階の特徴を有する。46は丸底で口縁部が外傾しながら直立気味に立ち上がる器形で、須恵器坏
の模倣形態と考えられる。内面は黒色処理されミガキが顕著である。58の高坏は中実脚部を持ち、
坏部形状は49に類似する。51 ～ 56は回転ナデ調整でほぼ完形品である。本遺構に一括廃棄もしくは
墓壙等への埋納の可能性もあるが、土層観察からは判断できなかった。53 ～ 56は器高が低く10世紀
前葉の特徴を有する。

【土師器壺】57はカマド上面から出土した胴部片で、62は堆積土出土である。
【土師器甕】59 ～ 61・63 ～ 73を図示した。60・66がカマド袖内部、65・68がカマド煙道部、64が燃
焼部から出土している。頸部の段が不明瞭で、口縁部径が胴部最大径よりもわずかに大きい資料が
主体である。内外面ハケ調整がみられる。

【土師器甑】66がカマド煙道部上面から出土している。器形は長胴甕の底面を取り除いたタイプであ
る。外面は縦方向に丁寧なハケ調整がみられる。

【石器】6007 ～ 6009は黒曜石製掻器、6102は黒曜石製石核である。6087・6088は黒曜石製剥片で、
掻器刃部再生剥片である。6217は方割石で平面三角形である。

【土製品】7019は頁岩製勾玉片である。
＜時期＞明確な遺構構築時期は不明であるが、カマド内及びカマド周辺の出土遺物は６世紀中頃の
特徴を有する。10世紀前葉の遺物は本遺構の年代とは異なると考えられる。また、ＡＭＳ年代測定
の結果（Ⅳ章参照）、15世紀の年代を得た。
　
　１号土坑（遺構図版19、遺物図版６、写真図版７）
＜検出状況＞ⅡＡ24iグリッドに位置する。現況は水田である。北側に２号竪穴建物跡、東側に３号
竪穴建物跡がある。Ⅲ層面で黒褐色の不整形プランを検出した。
＜規模・形状＞平面形は不整形である。断面形は皿形である。規模は0.65×0.58mで、深さ14cmである。
＜遺構の性格＞廃棄穴（ゴミ穴）と想定される。
＜堆積土＞２層に区分した。第１層は褐灰色土で、炭化物を多く包含する。第２層はにぶい黄褐砂
である。
＜遺物＞土師器、黒曜石製石器が出土している。

【土師器甕】74が出土している。
＜時期＞遺構の配置関係と堆積土から、２・３号竪穴建物跡と同時期の7世紀後半～８世紀前半であ
る。
　
　２号土坑（遺構図版19、遺物図版７、写真図版７）
＜検出状況＞ⅢＡ9oグリッドに位置する。現況は水田である。Ⅲ層面で黒褐色の半楕円形プランを
検出した。
＜規模・形状＞平面形は半楕円形である。断面形は椀形である。調査区内規模は0.59×0.65mで、深
さ22cmである。
＜遺構の性格＞ロクロ土師器坏の一括廃棄あるいは一括埋納遺構である。本遺構が単独の土坑なの
か、建物内土坑なのかは判断できなかった。
＜堆積土＞単層の人為堆積で、褐灰色土である。
＜遺物＞土師器、須恵器、陶磁器が出土している。

４　検出遺構
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【土師器坏】75 ～ 88を図示した。回転ナデ調整の坏が完形に近い状態で出土している。内面黒色処
理されるのは85・87の２個体のみである。
＜時期＞出土遺物から10世紀前半である。
　
　３号土坑（遺構図版19、遺物図版７・98、写真図版７）
＜検出状況＞ⅢＡ1nグリッドの本発掘調査区に位置する。現況は水田である。南側が１号溝（現代
か？）に切られている。Ⅲ層面上で、不整形の黒褐色プラン中央に大量の土師器片を検出した。
＜規模・形状＞南側は、１号溝で削られている。本遺構の大半が調査区外に及ぶため全体形は不明
である。調査区内規模は（北-南）2.86ｍ、（西-東）1.40m、検出面から底面までの深さ26㎝である。面
積は不明である。本遺構の床面はⅢ層を掘り込んで構築されている。底面は平坦でない。
＜堆積土＞２層に区分した。第1層は黒褐色土で、炭化物と遺物を多く包含する人為堆積層である。
第２層は褐灰色土で、遺物を少量包含し、砂粒量が多い。
＜遺物分布＞第１層内に多量の遺物が廃棄された状態で出土した。遺物の大半が破砕片で廃棄され
た遺物と考えらえる。分布密度は中央部付近が高い。土師器甕片（37）は破片が３号竪穴建物跡と本
遺構にそれぞれ分布し接合する。
＜遺構の性格＞遺構間接合資料の存在から、本遺構は３号竪穴建物跡居住者が利用した廃棄穴（ゴミ
穴）の可能性が考えられる。
＜遺物＞土師器、須恵器、石器、陶磁器が出土している。

【土師器坏・高坏】89・90は坏、91は高坏脚部である。丸底で口縁部がやや外反する器形である。内
面は黒色処理されている。

【土師器壺・甕】92・93は壺、94は壺甕類である。93は胴部中央が膨らみ、口縁部は外傾しながら開く。
【石器】6218 ～ 6221は方割石である。３号竪穴建物跡出土資料よりも厚手である。
＜時期＞出土遺物から７世紀後半～８世紀前半の特徴を有する。遺構間接合関係のある３号竪穴建
物跡と同一時期であろう。
　
　1号溝（遺構図版７）
＜検出状況＞ⅢＡ1nグリッドに位置する。現況は水田である。Ⅲ層面で暗褐色土プランを検出した。
＜規模・形状＞調査区内規模は長さ2.47m、幅4.01m、検出面からの深さ33cmである。
＜堆積土＞Ⅰ層を包含する。水田造成以前に利用していた溝と考えられる。
＜配置＞２号溝と並行し、３号土坑を切る。
＜遺物＞なし。
＜時期＞堆積土から、近現代と考えられる。
　
　２号溝（遺構図版７）
＜検出状況＞ⅢＡ2nグリッドに位置する。現況は水田である。Ⅲ層面で暗褐色土プランを検出した。
＜規模・形状＞調査区内規模は長さ2.50m、幅0.28m、検出面からの深さ11cmである。
＜堆積土＞Ⅰ層を包含する。水田造成以前に利用していた溝もしくは畔痕跡と考えられる。
＜配置＞１号溝と並行する。
＜遺物＞なし。
＜時期＞堆積土から、近現代と考えられる。

Ⅲ　遺構と遺物
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　1号柱穴列（遺構図版７、写真図版７）
＜検出状況＞ⅡＡ24ｆグリッドに位置する。現況は水田である。検出時に北東-南西方向に複数の柱
穴が確認できた。
＜形態＞調査区内の８個のピット（P １～ P ８）で構成される。全体形状は不明であるが、掘立柱建
物跡の一部かどうかは判断できない。柵列の可能性もある。
＜柱間寸法＞柱間寸法は一定でない。また、１尺＝30.3㎝とした場合、いずれの柱間も0.5尺単位に
はならない。
＜配置＞２列の柱穴列が並行している可能性もあるが、柱間に規則性が見られないことから、判別
できない。
＜堆積土＞褐灰色土～砂である。柱痕跡が残るのはP ５のみである。
＜遺物＞なし。
＜時期＞不明である。
　
　Ｂ区ピット群（遺構図版20、写真図版７）
　Ｂ区の東側調査区にピットが密集する。調査区幅が狭く、列状配置を抽出するに至らなかった。
柱の多くは、Ⅰ層面直下から掘りこまれている。大半が近世以降の構築と考えられる。なお、1947
年撮影の米軍航空写真には、Ｂ区ピット群上に建物跡が見当たらない。

（３）Ｃ　　　区　

　５号竪穴建物跡（遺構図版21、遺物図版８・９・64・71・112・115、写真図版８）
＜検出状況＞ⅢＡ11iグリッドに位置する。現況は水田で、調査区幅４ｍである。平成20年度試掘調
査で発見された遺構である。Ⅰ層を掘削すると、Ⅲ層が薄く残存していた。検出面上は、カクラン
が多く、Ⅳ層が露出している範囲、段丘礫層（Ⅵ層）が露出している範囲などが確認された。
＜規模・形状＞南側が調査区外へと続くと考えられる。全体形状は不明であるが、方形基調の竪穴
建物跡である。東壁の南寄りに焼土が残存していることから、カマドが設置されていた可能性がある。
調査区内規模は（北-南）3.58m、（西-東）4.65mである。焼土範囲は0.95×0.70mである。
＜掘形＞湧水が著しく類型は判別できないが、東側に窪みが多い傾向にある。
＜堆積土＞黒褐色土主体である。堆積土は炭化物を多く含む。
＜遺物分布＞多量の土師器坏と甕が出土している。多くが堆積土下部から床面にかけて出土してい
る。また、流れ込みによる自然礫が多い。
＜遺物＞土師器、須恵器、石器、鉄製品、陶磁器、炭化物が出土している。

【土師器坏・椀】95 ～ 124は坏、125・126は高台付坏、127 ～ 130は高台付坏椀類である。坏類は回
転ナデ調整で、器高が低い傾向にあり、底径も小さい。100 ～ 102・107・108・114は内面黒色処理
されている。９世紀後半～ 10世紀前葉の特徴を有する。

【土師器甕】131 ～ 135を図示した。133・134は回転ナデ調整である。131・135は短い口縁部が外傾
する。

【須恵器坏】1015・1019を図示した。回転ナデ調整である。
【須恵器壺甕類】1014・1016 ～ 1018・1020・1021を図示した。1020・1021は大甕片で、1020内面に
はアテグ痕とハケ調整が残る。

【陶磁器】3001は近世～近代の東北産陶器の取手部で、堆積土出土である。

４　検出遺構
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【石器】6326は床面出土の凝灰岩製砥石である。
【鉄製品】8003は堆積土出土の火打金片である。
＜時期＞遺構の特徴と出土遺物の年代から、９世紀後半～ 10世紀前葉である。
　
　６号竪穴建物跡（遺構図版22、遺物図版９・64、写真図版９）
＜検出状況＞ⅢＡ10tグリッドに位置する。現況は水田である。Ⅲ層を検出面とした。礫が露出する
範囲で、まばらに土器が分布していた。Ⅲ層よりもやや砂粒の多い黒～黒褐色土の方形プランを検
出した。
＜規模・形状＞調査区南側に並行する用水路によって、南側は削平されている。全体形は不明であ
るが、概ね方形と考えられる。調査区内規模は（北-南）2.72ｍ、（西-東）3.92ｍ、床面までの深さ12
㎝である。調査区内床面積は9.73㎡である。床面上に土坑が１基構築されている。本遺構の床面はⅢ
層を掘り込んで構築されている。
＜堆積土＞黒褐色土内に炭化物が少量含まれている。貼床部は黄褐色土が混入する。
＜構成要素＞土坑が１基配置されている。本遺構の中央部に位置すると考えられる。
＜掘形＞湧水と南側消失により不明であるが、全体的に掘り窪められている。
＜土坑１＞規模：0.83×0.47ｍ、床面からの深さ：18㎝
＜焼土１＞規模：0.50×0.61ｍ
＜遺物分布＞堆積土出土を主体とするが、床面、焼土範囲、貼床内からも出土している。焼土周辺
で須恵器大甕片が出土している。
＜遺物＞土師器、須恵器が出土している。

【土師器坏】136 ～ 139・142を図示した。138・142は底径が小さく口縁が直線的に開く器形である。
137は貼床土出土で粘土紐巻き上げ痕が明瞭である。

【土師器鉢】140は床面出土で内面黒色処理されていることから鉢と捉えた。
【土師器羽釜】141は回転ナデ調整の羽釜口縁部片である。
【土師器甕】143 ～ 146を図示した。
【須恵器坏】1022が貼床土から出土している。
【須恵器瓶類】1023・1024は同一個体の可能性のある瓶類である。床面から出土している。
【須恵器甕】1025・1026は大甕片で、焼土周辺で出土した。
【鉄製品】8004の釘が堆積土から出土している。
＜時期＞遺構の特徴と出土遺物から、９世紀後半～ 10世紀前葉である。
　
　７号竪穴建物跡（遺構図版23、遺物図版10・65・115、写真図版10）
＜検出状況＞ⅢＢ9dグリッドに位置する。現況は水田である。Ⅲ層を検出面とした。大型ピット群
のある範囲で黒褐色土の方形プランを検出した。
＜規模・形状＞調査区南側に並行する用水路によって、南側は削平されている。全体形は不明であ
るが、概ね方形と考えられる。調査区内規模は（北-南）1.52ｍ、（西-東）4.75ｍである。調査区内床
面積は7.36㎡である。床面上にピットが３個確認されたが、本遺構に伴うかを判断できなかった。
＜堆積土＞黒褐色土内に炭化物が少量含まれている。貼床部は灰黄褐色土と黒色土の混合層である。
＜掘形＞湧水と南側消失により不明であるが、全体的に掘り窪められている。
＜遺物分布＞堆積土からの出土で占められる。

Ⅲ　遺構と遺物
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＜遺物＞土師器、須恵器、鉄製品、陶磁器が出土している。
【土師器坏】147 ～ 153を図示した。153は高台部である。147・151・152は器高が深く、148は浅い。
【土師器甕】154・155は堆積土出土の甕類である。
【須恵器坏】  回転ナデ調整の1029が堆積土から出土している。
【須恵器甕】1027・1028・1030が出土している。1030は壺の可能性もある。
＜時期＞遺構の特徴と出土遺物から、９世紀後半～ 10世紀前葉である。
　
　１号掘立柱建物跡（遺構図版24、遺物図版10・65、写真図版12）
＜検出状況＞ⅢＢ9dグリッドに位置する。現況は水田である。７号竪穴建物跡と重複するピット群
で構成される。
＜規模・形状＞調査区内規模は長さ（東-西）8.94mを測る。調査区の幅が狭く根拠に欠けるが、形状
からは、東西２間に庇部が付属するタイプの掘立柱建物跡が想定される。列状配置はＣ区P10・16・
38 〜 40とP17・22・23）で構成される。
＜柱間寸法＞柱間寸法は一定でないが、１尺＝30.3㎝とした場合、６尺、7.5尺、８尺等0.5尺単位と
なる。
＜配置＞７号竪穴建物跡と重複するが、新旧関係は不明である。
＜堆積土＞構成するピットの堆積土は黒褐色土主体である。
＜遺物＞ピット内から土師器、須恵器が出土している。

【土師器】158・159の坏は回転糸切痕がある。
【須恵器】1033の坏は回転ナデ調整である。1034の甕はP38出土でケズリ調整である。
＜時期＞出土遺物から９世紀後半～ 10世紀前葉と考えられる。
　
　４号土坑（遺構図版25、写真図版11）
＜検出状況＞ⅢＡ11jグリッドに位置する。現況は水田である。Ⅲ層を検出面とした。４号竪穴建物
跡の北東に位置する。黒～黒褐色土のプランを検出した。
＜規模・形状＞北側が調査区外へ続く。全体形は不明であるが、概ね楕円形と考えられる。
調査区内規模は2.15×0.83ｍ、検出面からの深さは46㎝である。
＜堆積土＞３層に分離した。灰黄褐色土主体である。
＜遺物＞なし。
＜時期＞不明である。
　
　５号土坑（遺構図版25、写真図版11）
＜検出状況＞ⅢＡ11rグリッドに位置する。現況は水田である。Ⅲ層を検出面とした。５号竪穴建物
跡の西側に位置する。
＜規模・形状＞南側が水路によって削平されている。全体形は不明である。
調査区内規模は0.94×0.45ｍ、検出面からの深さは30㎝である。
＜堆積土＞３層に分離した。黒褐色土主体である。
＜遺物＞土師器と須恵器の小片が出土している。
＜時期＞古代である。

４　検出遺構
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　６号土坑（遺構図版25、写真図版11）
＜検出状況＞ⅢＢ9gグリッドに位置する。現況は水田である。Ⅲ層を検出面とした。ⅢＢ区は東へ
行くほど湧水が著しい。２号掘立柱建物跡の東側に位置する。
＜規模・形状＞規模は1.32×1.14ｍ、検出面からの深さは26㎝、平面形は楕円形である。
＜堆積土＞５層に分離した。大粒の炭化物が微量混入する。黒褐色土主体である。
＜遺物＞なし。
＜時期＞不明である。
　
　７号土坑（遺構図版25、遺物図版10・65、写真図版11）
＜検出状況＞ⅢＡ11jグリッドに位置する。現況は水田である。Ⅲ層を検出面とした。４号竪穴建物
跡の東側に位置する。灰黄褐色土の周縁に黒褐色土の楕円形プランを検出した。
＜規模・形状＞規模は1.52×0.85ｍ、検出面からの深さは24㎝、平面形は楕円形である。
＜堆積土＞５層に分離した。炭化物が微量混入する。
＜遺物＞土師器と須恵器の小片が出土している。

【土師器坏】156を図示した。回転ナデ調整で、直線的に開く器形である。
【須恵器壺類】1031は堆積土出土で、回転ナデ調整後に胴下部をケズリ調整している。
＜時期＞出土遺物から９世紀後半～ 10世紀前葉である。
　
　８号土坑（遺構図版25、遺物図版10、写真図版11）
＜検出状況＞ⅢＡ11fグリッドに位置する。現況は水田である。Ⅲ層を検出面とした。Ｃ区西端部に
位置する。湧水が著しく、近世以降の溝も検出されている範囲で、黒褐色土の円形プランを検出した。
＜規模・形状＞規模は1.64×1.37ｍ、検出面からの深さは24㎝、平面形は楕円形である。
＜堆積土＞３層に分離した。褐灰色土は多量の炭化物を包含する。
＜遺物＞土師器の小片が出土している。

【土師器坏】157を図示した。堆積土出土の丸底坏で内面黒色処理される。外面体部はナデとケズリ
調整で段は不明瞭である。内面のミガキ調整は横方向である。
＜時期＞出土遺物が堆積土出土のため不明であるが、出土遺物は７世紀後半～８世紀前半の特徴を
有する。
　
　３号溝（遺構図版26、遺物図版71、写真図版11）
＜検出状況＞ⅢＡ11hグリッドに位置する。現況は水田である。Ⅲ層面で灰黄褐色プランを検出した。
＜規模・形状＞調査区内規模は長さ10.63m、幅0.60m、検出面からの深さ45cmである。
＜堆積土＞３層に分離した。褐灰色土シルト層である。灰黄褐色土が混入する。
＜配置＞５号竪穴建物跡、７号土坑と重複し、これらを切る。
＜遺物＞土師器片、須恵器片、陶磁器が出土している。

【陶磁器】3002の中世陶器が堆積土から出土している。3002は14 ～ 15世紀の瀬戸産灰釉瓶子口縁部
である。
＜時期＞遺構の重複関係と出土遺物から、中世の可能性がある。

　

Ⅲ　遺構と遺物
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　４号溝（遺構図版26、写真図版11）
＜検出状況＞ⅢＡ10nグリッドに位置する。現況は水田である。Ⅲ層面で調査区幅に直行する褐灰色
プランを検出した。
＜規模・形状＞調査区内規模は長さ3.54m、幅0.70m、検出面からの深さ18cmである。
＜堆積土＞２層に分離した。褐灰色灰黄褐色土シルト層の下位に灰黄褐色砂が堆積している。
＜配置＞Ｂ区とＣ区の境界付近に位置する。
＜遺物＞土師器片が出土している。
＜時期＞堆積土から近世以降と考えられる。
　
　５号溝（遺構図版26、遺物図版65、写真図版11）
＜検出状況＞ⅢＡ11kグリッドに位置する。現況は水田である。Ⅲ層面で黒褐色プランを検出した。
＜規模・形状＞調査区内規模は長さ3.67m、幅2.05m、検出面からの深さ36cmである。
＜堆積土＞２層に分離した。上位が黒褐色シルト層、下位が黒褐色粘土層である。
＜配置＞５号竪穴建物跡の東側に位置する。
＜遺物＞土師器片、須恵器片が出土している。

【須恵器甕】1032の甕口縁部片が堆積土から出土している。
＜時期＞不明である。
　
　６号溝（遺構図版26、写真図版12）
＜検出状況＞ⅢＢ8tグリッドに位置する。現況は水田である。Ⅲ層面で黒褐色プランを検出した。
＜規模・形状＞調査区内規模は長さ4.87m、幅0.60m、検出面からの深さ14cmである。
＜堆積土＞単層で黒褐色土層である。
＜配置＞Ｃ区東側を南北に流れる河川跡の東側に位置する。
＜遺物＞土師器片、須恵器片が出土している。
＜時期＞不明である。
　
　７号溝（遺構図版26、写真図版12）
＜検出状況＞ⅢＡ11eグリッドに位置する。現況は水田である。Ⅲ層面でにぶい黄橙色プランを検出
した。
＜規模・形状＞調査区内規模は長さ6.25m、幅0.78m、検出面からの深さ18cmである。
＜堆積土＞にぶい黄橙色シルトの単層である。
＜配置＞Ｃ区西端部で湧水が著しい。８号土坑と重複するが、新旧関係は把握できていない。
＜遺物＞なし。
＜時期＞不明であるが、新旧関係の不明な８号土坑堆積土から７世紀後半～８世紀前半の坏が出土
しており、古墳～奈良時代の可能性も否定できない。

　Ｃ区ピット群（遺構図版27、写真図版12）
　Ｃ区の西部と東部にそれぞれ密集する。西部はＢ区との境界付近に密集し、Ｂ区ピット群との関
連性も考えられる。西部のピットはＢ区ピット群と同様、Ⅰ層面直下から掘りこまれており、大半
が近世以降の構築と考えられる。東部は１号掘立柱建物跡を構成する柱穴が含まれている。

４　検出遺構
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（４）Ｄ・Ｅ区　

　８号竪穴建物跡（遺構図版28、遺物図版10・65・77・89、写真図版13）
＜検出状況＞ⅡＣ4fグリッドに位置する。現況は水田である。Ⅲ層上面で暗褐色～黒褐色の方形プラ
ンを検出した。
＜規模・形状＞調査区幅２ｍの範囲内での規模は不明であるが、建物東西方向の推定値は3.70mであ
る。検出面からの深さは31㎝である。南西部に張出部を有する。張出部底面は平坦でない。調査区
内床面積は7.17㎡、全体床面積は不明である。
＜堆積土＞６層に区分した。暗褐色～黒褐色土主体である。第５層が貼床層である。上位の層は締
まりが強い。第６層は張出部堆積土である。
＜掘形＞全体形不明のため把握できないが、調査区内では全体的に掘り窪められている。
＜張出部＞カマドの可能性を考慮して断割った。シルトの堆積が認められる。
＜配置＞９号竪穴建物跡と重複し、これに切られる。
＜遺物分布＞堆積土からの出土である。西壁張出部から高坏（164）が出土している。
＜遺物＞土師器、須恵器、黒曜石製石器が出土している。

【土師器高坏】164の高坏脚部は張出部出土で外面はナデ調整である。
【土師器甕・須恵器甕】165の土師器甕はハケ調整で長い口縁部が外傾する。
【石器】6010・6011・6085は黒曜石製で、6010・6011が掻器、6085が楔形石器である。
＜時期＞明確な構築時期は不明であるが、出土遺物は５世紀後半〜６世紀の特徴を有する。
　
　９号竪穴建物跡（遺構図版28、写真図版13）
＜検出状況＞ⅡＣ5fグリッドに位置する。現況は水田である。Ⅲ層上面で灰黄褐色プランを検出した。
＜規模・形状＞８号竪穴建物南西部と重複する。建物の大部分が調査区外のため規模・形状は不明
である。調査区内床面積は0.33㎡、全体床面積は不明である。
＜堆積土＞２層に区分した。黄褐色土が混入する。
＜掘形＞全体形状が把握できないため不明である。
＜配置＞８号竪穴建物跡と重複し、これを切る。
＜遺物＞なし。
＜時期＞堆積土から古墳時代である。明確な構築時期は不明であるが、８号竪穴建物跡よりも新しい。
　
　10号竪穴建物跡（遺構図版29、遺物図版10・65・77・83・84・113、写真図版14）
＜検出状況＞ⅡＣ4gグリッドに位置する。現況は水田である。Ⅲ層上面で暗褐色～黒褐色の方形プ
ランを検出した。
＜規模・形状＞調査区幅２ｍの範囲内での規模は（北西-南東）3.00m、（北東-南西）3.18mである。検
出面からの深さは58㎝である。南東部に張出状の平坦部があるが、別遺構の可能性もある。調査区
内床面積は4.09㎡、全体床面積は不明である。
＜堆積土＞７層に区分した。暗褐色～黒褐色土主体である。第７層が貼床層である。下位層は粘性
が強く、上位層は締まりが強い。
＜掘形＞全体的に掘り窪めるＤ類である。
＜遺物分布＞堆積土からの出土である。

Ⅲ　遺構と遺物
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＜遺物＞土師器、須恵器、黒曜石製石器、石器、琥珀塊が出土している。
【土師器坏】166の坏は丸底で内面体部がミガキ調整され、内外面赤彩塗布後に被熱している。167の
坏は浅黄橙色でナデ調整である。

【土師器甕・須恵器甕】168の土師器甕は口縁部が直線的に開く器形で、体部のハケ調整は摩耗して
いる。須恵器甕は1038・1039・1040を図示した。1040は輪積痕が明瞭である。

【石器】6012・6013・6014・6089・6094・6103は湯の倉産黒曜石製で、6012 ～ 6014が掻器、6089が
掻器刃部再生剥片、6094が両極剥片、6103が石核である。

【琥珀】7001は琥珀塊である。第Ⅳ章に理化学分析結果を掲載している。不純物を含むが、スペクト
ル観察から久慈・いわき系の可能性が高いとの結果を得た。
＜時期＞明確な構築時期は不明であるが、堆積土から古墳時代である。堆積土出土遺物は５世紀後
半～６世紀初頭の特徴を有する。
　
　11号竪穴建物跡（遺構図版30、遺物図版10・11・65・70・73・77・83、写真図版15）
＜検出状況＞ⅡＣ5dグリッドに位置する。現況は水田である。Ⅲ層面で黒褐色の不整形プランを検
出した。
＜規模・形状＞調査区幅２ｍの範囲内での規模は不明である。検出面から床面までの深さは16㎝で
ある。東壁が不整形で、西壁と正対しないが、調査区幅が狭く検証できなかった。調査区内床面積
は8.89㎡、全体床面積は不明である。
＜堆積土＞４層に区分した。黒褐色土主体である。第４層が貼床層である。第２層は焼土層である。
＜掘形＞中央部を浅く、外縁部を深く掘り窪めるＡ類である。
＜配置＞２号掘立柱建物跡と重複する。
＜遺物分布＞堆積土からの出土である。
＜遺物＞土師器、弥生土器、須恵器、黒曜石製石器が出土している。

【土師器坏】169 ～ 174を図示した。摩耗で不明瞭な資料もあるが内外面赤彩塗布が主体である。169
は口縁が短くミガキ調整が顕著である。

【土師器甕・須恵器甕】土師器甕は175 ～ 178、須恵器甕は1041・1042を図示した。土師器甕はナデ調
整である。

【ミニチュア】2001は坏形である。
【弥生土器】4001・4002は堆積土出土のRL縄文を施す弥生土器である。
【石器】6015・6096は黒曜石製で、6015が掻器、6096が剥片である。
＜時期＞明確な構築時期は不明であるが、堆積土から古墳時代である。堆積土出土の須恵器坏蓋模
倣形態の土師器坏は、５世紀後半～６世紀初頭の特徴を有する。
　
　12号竪穴建物跡（遺構図版31、遺物図版11・65、写真図版16）
＜検出状況＞ⅡＣ5bグリッドに位置する。現況は水田である。Ⅲ層面で黒褐色の方形プランを７号
溝調査中に検出した。
＜規模・形状＞調査区幅２ｍの範囲内での規模は不明である。東西長5.10ｍ、検出面から床面までの
深さは20㎝である。調査区内床面積は9.48㎡、全体床面積は不明である。
＜堆積土＞黒褐色シルトの単層である。
＜掘形＞不明である。

４　検出遺構
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＜遺物分布＞東壁及びP ２付近に坏が出土している。
＜遺物＞土師器、弥生土器、須恵器、黒曜石製石器が出土している。

【土師器坏】179 ～ 181を図示した。179は口縁が直線的に外反する。181は須恵器坏蓋模倣坏と考え
られる。

【土師器甕】182の土師器甕はハケメ調整で、本遺構と13号竪穴建物跡と遺構間接合関係がある。
＜時期＞明確な構築時期は不明であるが、堆積土出土遺物は５世紀後半～６世紀初頭の特徴を有す
る。

　13号竪穴建物跡（遺構図版32・33、遺物図版11・12・66・75・77・78・87・115、写真図版17）
＜検出状況＞ⅡＣ4kグリッドに位置する。現況は水田である。Ⅲ層上面で褐灰色～黒褐色のプラン
を検出した。
＜規模・形状＞調査区幅２ｍの範囲内での規模は不明である。検出面からの深さは34㎝である。調
査区内床面積は13.10㎡、全体床面積は不明である。
＜堆積土＞４層に区分した。第４層が貼床層である。シルトと粘土で構成され、上部が褐灰色、下
部が黒褐色土である。
＜掘形＞床面の半分にあたる北東側を掘り窪める。Ｃ類と考えられる。
＜カマド＞西壁に設置されている。調査は越冬を余儀なくされ平成11年度と12年度に跨って行われ
た。カマド上部構造は削平されている。長煙道を持ち燃焼部の焼土範囲は広く明瞭で、支脚を２個
横位に配置する。支脚は5042の土製支脚と198の土師器甕底部の転用である。鍛冶関連の遺物が出土
していることから、カマドでの鍛冶作業も否定はできない。また、調査区外の本遺構内に鍛冶関連
遺構が存在する可能性も否定できない。鍛冶滓が出土したのはカマド内ではなく建物床面である。
燃焼部右奥から焚口方向に向かって裂痕が見られる。カマド使用時の燃料や灰の搔き出し痕と考え
られる。
　カマド全長；2.10ｍ、燃焼部長；1.10ｍ、燃焼部幅；0.90ｍ、煙道部調査区内全長；1.00ｍ、
　燃焼部焼土範囲；0.74×0.77ｍ、被熱土厚；４㎝
＜土坑１＞規模は0.88×0.52ｍで、深さは18㎝である。堆積土上部に土師器甕類、焼土を含む。
＜遺物分布＞カマド内とカマド周辺に分布する。カマド内から鞴羽口が出土している。
＜遺物＞土師器、須恵器、石器、鞴羽口、土製支脚、炉壁、鉄製品、鉄滓が出土している。

【土師器坏・高坏】183 ～ 189・191・192の坏と190・193の高坏を図示した。内面の段が不明瞭な資
料が主体である。186は内面黒色処理されており、半球形で短い口縁部を持つ。190の高坏と191の坏
は内面黒色処理で外面赤彩塗布されている。192は堆積土出土の平安時代のロクロ坏である。

【土師器甕・須恵器甕】194 ～ 201が土師器甕、1043 ～ 1045が須恵器甕である。土師器甕は口縁部に
最大径のある長胴甕が主体である。198はカマド内で支脚転用されている。

【鞴羽口】5036 ～ 5038がカマド内とその周辺から出土している。支脚に転用されたものか、もしく
はカマドを鍛冶炉として利用したのかは、判断できなかった。

【土製支脚】5042はカマド周辺床面で出土した。
【石器】6016 ～ 6026は黒曜石製掻器である。6075は黒曜石製両極剥片、6129は頁岩製掻器である。
【鉄製品】8005は鉄片であるが刀子片の可能性も考えられる。
＜時期＞遺構の特徴と床面出土遺物から、７世紀後半～８世紀前半である。また、カマド内焼土採
取炭化物のＡＭＳ年代測定の結果、２σで７世紀後半～８世紀初頭、１σで７世紀後半の年代を得た。
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＜所見＞本遺構の年代は、遺物の年代とＡＭＳ年代測定値からみて上記幅の中で捉えたが、鍛冶滓、
炉壁、鞴羽口の存在は、製鉄関連作業を本遺構内で行った可能性を示すことから、古墳時代末～奈
良時代前半の鍛冶関連作業の一旦を示す調査例となった。
　
　14号竪穴建物跡（遺構図版34、遺物図版13・14・66・75・78・83・84・112、写真図版18）
＜検出状況＞ⅡＣ4nグリッドに位置する。現況は水田である。Ⅲ層上面で褐灰色～暗褐灰色のプラ
ンを検出した。
＜規模・形状＞調査区幅２ｍの範囲内での規模は不明である。検出面から床面まで深さは25㎝である。
調査区内床面積は16.02㎡、全体床面積は不明であるが壁長が少なくとも８ｍ以上ある大型竪穴建物
跡である。カマドが西壁に設置されている。
＜堆積土＞３層に区分した。第３層が貼床層である。シルトで構成され、自然堆積である。
＜掘形＞調査対象面積が狭いため、不明であるが、全体的に掘り下げているＤ類の可能性がある。
＜カマド＞西壁に設置されている。上部構造は削平されている。煙道が調査区外へ続く。燃焼部ドー
ムは長い。13号竪穴建物跡と同様に、カマド右脇から鍛冶関連の遺物が出土しているため、調査区
外の本遺構内に鍛冶関連施設が存在する可能性も否定できない。
　調査区内カマド全長；1.45ｍ、燃焼部長；0.85ｍ、燃焼部幅；0.88ｍ、煙道部調査区内全長；0.60ｍ、
燃焼部焼土範囲；0.45×0.40ｍ、被熱土厚；５㎝
＜遺物分布＞カマド周辺と南東部に分布する。
＜遺物＞土師器、須恵器、石器、鞴羽口が出土している。

【土師器坏・高坏】202 ～ 207の坏と208・209の高坏を図示した。202の坏は平底風で、長い口縁が直
線的に開く器形である。202・206は内面に段を有する。205は口径12.4㎝の小型坏である。高坏はケ
ズリ・ナデ調整されている。

【土師器椀・鉢】210は椀、211は大型の坏形を呈する鉢である。
【土師器壺甕・須恵器甕】217が土師器壺、214 ～ 216・218・219が土師器甕、1046が須恵器甕である。
土師器甕のうち中型～大型は長胴タイプで、胴部中央から上部が直線的に立ち上がり、口縁部が外
傾する器形が多い。216は口縁部が長く、胴部のハケ・ナデ調整が摩耗している。

【鞴羽口】5039がカマド周辺から出土している。
【石器】6027 ～ 6031は黒曜石製掻器である。6097・6098は黒曜石製剥片、6104は黒曜石製石核である。
6327はデイサイト製砥石である。
＜時期＞遺構の特徴と床面出土遺物から、７世紀後半～８世紀前半である。
　
　15号竪穴建物跡（遺構図版36、遺物図版14・78、写真図版19）
＜検出状況＞ⅡＣ4mグリッドに位置する。現況は水田である。Ⅲ層上面で褐灰色プランを検出した。
＜規模・形状＞調査区幅２ｍの範囲内での規模は不明である。検出面から床面まで深さは21㎝である。
調査区内床面積は2.56㎡、全体床面積は不明である。
＜堆積土＞褐灰色シルトの単層である。
＜掘形＞調査対象面積が狭いため、不明である。
＜土坑１＞規模は1.20×0.85ｍで、床面からの深さは14㎝である。　
＜遺物分布＞堆積土から出土している。
＜遺物＞土師器、須恵器、黒曜石製石器、陶磁器が出土している。

４　検出遺構
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【土師器鉢】220は鉢類で小型甕の可能性も考えられる。内面はハケ調整後にミガキ調整されている。
【土師器壺・甕】222は壺でナデ調整である。221・223は小型甕で、口縁部が受け口状を呈し口縁部
に最大径がある。

【石器】6034は黒曜石製掻器である。素材端部に刃部を形成する。
＜時期＞遺構の特徴と出土遺物から、７世紀後半～８世紀前半である。

　２号掘立柱建物跡（遺構図版38、写真図版19）
＜検出状況＞ⅡＣ5dグリッドに位置する。現況は水田である。11号竪穴建物跡と重複するピット群
で構成される。
＜規模・形状＞調査区内規模は（東-西）4.28mを測る。ピット７個を検出した。調査区の幅が狭く根
拠に欠けるが、配置から近世以降の民家が想定される。
＜柱間寸法＞柱間寸法は一定でない。１尺＝30.3㎝とした場合、3.3尺、５尺がある。
＜配置＞11号竪穴建物跡と重複する。
＜堆積土＞構成するピットの堆積土は黒褐色土主体である。
＜遺物＞なし。
＜時期＞建物型式から近世以降と考えられる。
　
　９号土坑（遺構図版37、遺物図版14・88、写真図版19）
＜検出状況＞ⅡＣ5cグリッドに位置する。現況は水田である。Ⅲ層を検出面とした。12号竪穴建物
跡と重複する黒褐色プランを検出した。
＜規模・形状＞南側が調査区外へ続く。全体形は不明である。調査区内規模は1.32×1.12ｍ、検出面
からの深さは14㎝である。
＜堆積土＞２層に分離した。黒褐色シルト層で、第１層に炭化物と焼土が混入する。
＜配置＞12号竪穴建物跡と重複し、これを切る。
＜遺物＞土師器、石器が出土している。

【土師器坏】224・225は堆積土出土の内面黒色処理された丸底坏で、内面の屈曲は不明瞭である。
【土師器甕】226・227は堆積土出土の小型甕で、226は口縁部が強く屈曲して開き、227は頸部の段が
明瞭である。

【石器】6136は堆積土出土の頁岩製剥片である。
＜時期＞遺構の特徴と出土遺物から、７世紀後半～８世紀前半である。
　
　10号土坑（遺構図版37、写真図版19）
＜検出状況＞ⅡＣ4mグリッドに位置する。現況は水田である。Ⅲ層を検出面とした。15号竪穴建物
跡と重複する黒褐色プランを検出した。
＜規模・形状＞北側が調査区外へ続く。全体形は不明であるが、概ね楕円形である。調査区内規模
は1.78×2.15ｍ、検出面からの深さは15㎝である。副穴１個を伴う。
＜堆積土＞黒褐色粘土質シルトの単層である。
＜遺物＞土師器片、弥生土器片、黒曜石製石器が出土している。
＜時期＞堆積土の特徴と出土遺物から、７世紀後半～８世紀前半である。
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　11号土坑（遺構図版37、遺物図版78・112、写真図版19）
＜検出状況＞ⅡＣ4mグリッドに位置する。現況は水田である。Ⅲ層を検出面とした。12号土坑と重
複する黒褐色プランを検出した。
＜規模・形状＞南側が調査区外へ続く。全体形は不明であるが、竪穴建物跡の可能性もある。調査
区内規模は0.61×2.13ｍ、検出面からの深さは55㎝である。
＜堆積土＞３層に区分した。黒褐色粘質シルトで、上位層に炭化物が混入する。
＜配置＞12号土坑と重複し、これに切られる。なお、12号土坑は13号竪穴建物跡（７世紀後半～８世
紀前半）に切られる。
＜遺物＞土師器、石器が出土している。

【ミニチュア】2002は堆積土出土の坏形のミニチュアで、指圧痕による成形である。
【石器】6032は黒曜石製掻器である。6328は凝灰岩製砥石である
＜時期＞遺構の重複関係、堆積土の特徴と出土遺物から、７世紀後半～８世紀前半である。
　
　12号土坑（遺構図版37、遺物図版15、写真図版19）
＜検出状況＞ⅡＣ4mグリッドに位置する。現況は水田である。Ⅲ層を検出面とした。11号土坑と13
号竪穴建物跡と重複する褐灰色プランを検出した。
＜規模・形状＞南側が調査区外へ続く。全体形は不明であるが、楕円形の可能性がある。調査区内
規模は0.62×1.00ｍ、検出面からの深さは34㎝である。
＜堆積土＞３層に区分した。褐灰色粘土質シルトで、上位層に炭化物が混入する。
＜配置＞11号土坑と重複し、これを切る。また、13号竪穴建物跡（7世紀後半～ 8世紀前半）と重複し、
これに切られる。
＜遺物＞土師器、須恵器、石器、陶磁器が出土している。

【土師器坏】228 ～ 232を図示した。堆積土出土で、外底部はナデもしくはケズリ調整である。229は
平底で内面黒色処理と赤彩塗布の可能性がある。

【土師器甕】232は外面ハケ、内面ナデ調整である。
【石器】6033は堆積土出土の黒曜石製掻器である。
＜時期＞遺構の重複関係、堆積土の特徴と出土遺物から、７世紀後半～８世紀前半である。
　
　13号土坑（遺構図版37、写真図版20）
＜検出状況＞ⅡＣ4iグリッドに位置する。現況は水田である。Ⅲ層を検出面とし、褐灰色プランを検
出した。
＜規模・形状＞南側が調査区外へ続く。全体形は不明であるが、楕円形の可能性がある。調査区内
規模は0.45×1.60ｍ、検出面からの深さは34㎝である。
＜堆積土＞２層に区分した。上位が褐灰色シルトで、下位が黒褐色シルトである。
＜配置＞８号溝と重複する。新旧関係は不明である。
＜遺物＞土師器片が堆積土から出土している。
＜時期＞不明である。
　
　８号溝（遺構図版39、遺物図版66・73・79・83、写真図版20）
＜検出状況＞Ｄ・Ｅ区に跨り、北端がⅡＣ5cグリッドに位置する。現況は水田である。Ⅲ層面で黒
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褐色プランを検出した。
＜規模・形状＞調査区内規模はＤ区範囲が長さ2.07m、幅2.19m、検出面からの深さ40cm、Ｅ区範囲
が長さ9.70m、幅2.07m、検出面からの深さ37cm、Ｄ・Ｅ区間推定長は19.63ｍである。水路跡の可能
性が考えられる。
＜堆積土＞北部が２層、南部が４層に区分できた。下位層はグライ化している。
＜配置＞11号溝及び12号竪穴建物跡と重複し、これらを切る。
＜遺物＞土師器、須恵器、弥生土器、黒曜石製石器、陶磁器が出土している。

【土師器高坏】190は本遺構と13号竪穴建物跡で出土し、遺構間接合する。190は内面赤彩塗布されて
いる。

【須恵器甕】1048・1049の甕片がＥ区範囲から出土している。
【陶磁器】3003は常滑産陶器片で12世紀代である。押印が明瞭に残る。
【縄文・弥生土器】4003は沈線とＲＬ縄文に特徴のある弥生後期の土器である。
【石器】6035・6090は黒曜石製で、6035が掻器、6090が掻器刃部再生剥片である。
【木製品】9001は曲物蓋である。
＜時期＞最も新しい遺物が12世紀の常滑産陶器であることから、中世の可能性がある。
　
　９号溝（遺構図版40、写真図版20）
＜検出状況＞ⅡＣ5gグリッドに位置する。現況は水田である。Ⅲ層面で黒褐色プランを検出した。
＜規模・形状＞調査区内規模は、長さ7.28m、幅1.68m、検出面からの深さ42㎝である。水路跡の可
能性が考えられる。
＜堆積土＞黒褐色シルトの単層だが、東部側に混入物が多い傾向にある。
＜配置＞13号土坑と重複する。
＜遺物＞土師器、黒曜石製石器が堆積土から出土している。
＜時期＞不明である。
　
　10号溝（遺構図版40、写真図版20）
＜検出状況＞ⅡＣ5gグリッドに位置する。現況は水田である。Ⅲ層面で黒褐色プランを検出した。
＜規模・形状＞調査区内規模は、長さ2.17m、幅0.65m、検出面からの深さ16㎝である。
＜堆積土＞黒褐色シルトの単層である。
＜配置＞10号竪穴建物跡の西側に位置する。
＜遺物＞土師器が堆積土から出土している。
＜時期＞不明である。
　
　11号溝（遺構図版39、遺物図版11・79、写真図版21）
＜検出状況＞ⅡＣ6bグリッドに位置する。現況は水田である。Ⅲ層面で黒褐色プランを検出した。
＜規模・形状＞調査区内規模は、長さ2.50m、幅1.03m、検出面からの深さ12㎝である。
＜堆積土＞黒褐色砂質シルトの単層である。
＜配置＞８号溝と直行し、これに切られる
＜遺物＞土師器、黒曜石製石器が堆積土から出土している。

【土師器坏】233・234は堆積土出土で、233は口縁部が内弯し、口縁部ヨコナデ幅が狭い。234は体部
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～底部がケズリ調整で、口縁が直線的に立ち上がる。
【土師器鉢・甕】235は内面黒色処理されており、鉢と考えられる。236は小型甕で口縁部に最大径が
ある。

【石器】6037は　黒曜石製掻器で刃部が側縁部にも及ぶ。
＜時期＞８号溝よりも古いが、不明である。堆積土出土遺物は７世紀～８世紀の特徴を有するが、
本遺構構築時に調査区外の竪穴建物跡を掘り込み、その遺物が流れ込んだ可能性も否定できないた
め、時期不明とする。

　Ｄ区ピット群（遺構図版41、写真図版21）
　Ｄ区西部のⅡＣ5c ～ⅡＣ5hグリッドにかけてのピットを一括する。Ｄ区には計20個のピットがあ
り２群に分けられる。ⅡＣ5cグリッド付近は、２号掘立柱建物跡を構成する柱穴群である。もう１
群はⅡＣ4mグリッドの14・15号竪穴建物跡と重複している。２号掘立柱建物跡は近世以降の可能性
が高い。

　Ｅ区ピット群（遺構図版42、写真図版21）
　Ｅ区北側の８号溝に沿うように分布するピット群を一括する。Ｅ区は計12個のピットが存在する。
ピット群の時期は不明である。
　
（５）Ｆ　　　区

　16号竪穴建物跡（遺構図版43・44、遺物図版15・16・17・18・66・73・74・79、写真図版22）
＜検出状況＞Ｆ区東部のⅢＣ4vグリッドに位置する。現況は水田である。Ｆ区西部とは標高差があ
り湧水量も多い。暗渠排水溝も複数設置されていた。木製の暗渠排水範囲を中央とする方形の黒褐
色プランを検出した。
＜規模・形状＞中央を暗渠排水が走りカクランされており、南側が調査区外へと続く。調査区内規
模は（北東-南西）5.64ｍ、（北西-南東）5.05ｍで、平面形は方形と考えられる。検出面から床面まで
の深さは20㎝である。調査区内床面積は18.38㎡、全体床面積は不明である。
＜堆積土＞各土層断面で注記してあるため、各断面で共通番号での堆積層表示ではないが、概ね上
位層が炭化物を含む黒褐色土で、下位層が黒色土である。貼床土（A-A’・B－B’第９層）は南側の湧
水量の著しい範囲では厚い傾向がある。
＜配置＞17号竪穴建物跡と隣接する。
＜掘形＞南側の調査区外と中央部のカクランにより判断しがたいが、縁辺部を掘り込むＡ類の可能
性がある。
＜カマド＞北西壁中央に位置する。長煙道を持ち、袖部の心材に礫が使われている。
　カマド全長；2.12ｍ、燃焼部長；0.72ｍ、煙道部長；1.40ｍ、
　燃焼部焼土範囲；0.58×0.62ｍ、被熱土厚；４㎝
＜ピット＞４個のピットが確認され、P ２・３・４が主柱穴と考えられる。なお各ピットの検出面
がそれぞれ異なる。床面でプランを捉えたピットはない。
＜遺物分布＞カマド右脇に甕片を主体とする多量の遺物が出土した。
＜遺物＞土師器片、弥生土器、須恵器、石器、土製品、鉄製品、陶磁器、種子、骨片が出土している。

【土師器坏・高坏】237・238は坏で内外面ミガキ調整され、238は内面体部の段が明瞭である。239 ～
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242は高坏である。坏と同様に内外面ミガキ調整が主体である。241の脚部は中空で輪積痕が明瞭に
残る。

【土師器壺・土師器甕・須恵器甕】243 ～ 246は土師器壺、247 ～ 267は土師器甕、1050は須恵器甕で
ある。244は短頸壺で内外面赤彩塗布される。243・246は胴中央に最大径がある。243は口縁ヨコナ
デにより、段状沈線のような窪みが形成されている。口縁が外傾・外反（247 ～ 250・252・254・256
～ 259・264）と口縁内弯・受け口状（251・260・261）に大別される。口縁外傾・外反は頸部の段が強
調されていない資料が主体であるのに対し、内弯・受け口状は頸部段が明瞭である。

【弥生土器】4005は貼床土から出土した。
【土製品】5027は形状不明の土製品である。
【石器】6038・6039は黒曜石製掻器である。
【鉄製品】8010の近現代のハサミがカクラン土から出土している。
＜時期＞遺構の特徴と出土遺物の年代から、７世紀後半～８世紀前半である。
　
　17号竪穴建物跡（遺構図版45、遺物図版18・19・66・70・74・114、写真図版23）
＜検出状況＞Ｆ区東部のⅢＣ4xグリッドに位置する。現況は水田である。南北に走る暗渠排水溝に
よって東側が破壊されている。方形の黒褐色プランを検出した。
＜規模・形状＞北側が調査区外へと続く。調査区内規模は（北東-南西）5.08ｍ、（北西-南東）3.68ｍで、
平面形は方形と考えられる。検出面から床面までの深さは25㎝である。調査区内床面積は13.48㎡、
全体床面積は不明である。掘形調査時に建物中央にピット１個を検出した。
＜堆積土＞各土層断面で注記してあるため、堆積層の番号をそろえていないが、概ね上位から下位
層に向かうにつれて炭化材のサイズと出土量が増す。床面付近では板状の炭化材を包含している。
炭化材分布から、本遺構は焼失建物と考えられる。
＜配置＞16号竪穴建物跡と隣接する。
＜掘形＞湧水が著しく不明であるが、全体的に掘り窪められた可能性がある。
＜遺物分布＞建物壁周辺に分布する。傾向としては他の同時期の竪穴建物に比べて赤彩塗布の土師
器出土量が多い。
＜遺物＞土師器片、須恵器、石器、土製品、鉄滓、陶磁器、石製品、種子、骨片が出土している。

【土師器坏】268 ～ 277を図示した。内面黒色処理主体であるが、274・275・277は内外面赤彩塗布さ
れている。269・270・272は内底面がタテミガキで口縁部がヨコミガキである。

【土師器鉢】278は内面赤彩塗布されていることから、鉢と考えられえる。
【土師器甑】279は単孔式で、内面が幅の狭いナデ調整で外面がケズリ調整である。
【土師器壺・土師器甕・須恵器甕】280・281は土師器壺、282 ～ 286は土師器甕、1051は須恵器甕で
ある。280は床面と貼床内から出土した。内外面赤彩塗布されている。284は口縁部が直線的に立ち
上がる。285は口縁部ハケ調整後のヨコナデによって沈線が形成されている。

【ミニチュア】2003 ～ 2007が出土している。2003・2005・2007は黒斑が残る。2004・2006・2007は
坏形を呈し、2007はヘラ工具によって成形されている。

【土製品】5001は堆積土出土の土玉、5013は堆積土出土の紡錘車である。
【石製品】7038は堆積土出土の石包丁で、２カ所の孔部を持ち左半部が欠損している。擦痕は横方向
に多い。弥生時代に特徴的な遺物である。
＜時期＞遺構の特徴と出土遺物の年代から、７世紀後半～８世紀前半である。
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　18号竪穴建物跡（遺構図版46・47、遺物図版19・20・21・22・66・70・74・87・89・104・112・
114・115、写真図版24・25）
＜検出状況＞Ｆ区東部のⅢＤ3eグリッドに位置する。現況は水田で、南側が排水路によって破壊さ
れている。湧水が著しく水路からの流水もある範囲で、方形の黒褐色プランを検出した。
＜規模・形状＞南側が調査区外へと続くが、カクランと水路によって消失している可能性が高い。
調査区内規模は（北-南）4.73ｍ、（西-東）5.20ｍで、平面形は長方形と考えられる。検出面から床面
までの深さは30㎝である。調査区内床面積は16.72㎡、全体床面積は不明である。
＜堆積土＞各土層断面で注記したため、断面間で堆積層を統一していないが、シルトや砂粒の混合
が多い。床面上で炭化物が微量出土している。A-A’第６層が22号竪穴建物跡の堆積土と考えられる
が、土層観察中に明確に把握できていない。
＜配置＞22号竪穴建物跡と重複し、これを切る。22号竪穴建物跡は本遺構調査途中で、その存在が
判明したため、土層堆積での新旧関係を野外調査段階では把握しきれていなかった。新旧関係の根
拠は室内整理時の写真・断面図による上記の堆積土の検討による。
＜掘形＞南側のカクランにより判断しがたいが、全体的に掘り込むＤ類の可能性がある。
＜カマド＞北壁中央に位置する。甕と高坏を支脚に転用し、２個横位に配置する。煙道部は長煙道
である。燃焼部奥と煙道内からミニチュア土器が出土していることから、カマド廃絶時の祭祀痕跡
と考えられる。
　カマド全長；3.02ｍ、燃焼部長；0.92ｍ、煙道部長；2.10ｍ、燃焼部幅；0.96ｍ、
　燃焼部焼土範囲；0.64×0.60ｍ、被熱土厚；９㎝
＜遺物分布＞遺物はカマド内とカマド周辺に分布する。また、大型の円礫が堆積土上部で直線状に
分布する。堆積土上部からの大礫が方形や直線状など規格性をもって分布するのは３号竪穴建物跡
にも見られた現象であり、建物廃絶後の廃棄場として利用された結果とするよりも、屋根材の重石
が落下した可能性があることを指摘しておく。
＜遺物＞土師器、須恵器、石器、土製品、石製品、陶磁器、種子、骨片が出土している。

【土師器坏・高坏・鉢】287 ～ 292は坏、293 ～ 298は高坏、299は鉢である。290と295がカマド支脚
転用され、カマド燃焼部内で、焚口方向から見て（右側）290と316の甕が、（左側）295と311・312の
甕が重なっている。287は平底風で外底面に箆書「＋」があり、内外面黒色処理される。288は椀型を
呈し口縁部が内弯する。289は平底風で外底面はケズリ調整である。291は器高が深く内面の段が明
瞭である。高坏は脚の短い資料で占められる。坏・高坏はハケ調整→ミガキ調整が少なく、ケズリ・
ナデ調整→ミガキ調整が主体である。299は大型の坏形を呈する鉢で、内外面黒色処理されている。

【土師器壺・片口・甕】300・301・303・305は壺、302は片口、304・306 ～ 320は甕である。壺は撫
で肩主体であるが、305は胴上部に最大径がある。302は鉢形を呈する片口で、注口部付近をケズリ
調整する。304・306 ～ 310・312 ～ 317・320は口縁部に最大径がある。中型～大型の甕（307・309・
310・317）は胴部が直線的に立ち上がる器形である。壺とは対照的に、甕はハケ・ナデ調整→ミガキ
調整が主体を占め、ケズリ調整は319を除いて存在しない。319は底部欠損で不明だが、厚い器壁と
粗い調整から甑の可能性が考えられる。316は底部木葉痕があり、口縁部は段状沈線が３条廻る。

【須恵器坏・壺甕類・甕】1052は甕、1053は壺甕類、1054 ～ 1056は坏である。1056が床面出土で、
それ以外は堆積土出土である。1052は大甕の口縁部片で器台転用された可能性がある。1053はタタ
キ痕が明瞭であるが、器壁が薄い壺類の可能性がある。1054 ～ 1056は底部回転ナデ調整である。
1056は写真掲載資料である。
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【ミニチュア】2008 ～ 2011が出土している。2008は床面、2009はカマド燃焼部内、2010・2011は煙
道部出土である。カマド祭祀との関連性が考えられる出土位置であり、いずれも坏形を呈する。

【土製品】5008は堆積土出土の土玉、5028はカマド内出土の土製品である。
【石器】6126は堆積土出土の頁岩製石鏃、6146は床面出土の頁岩製磨製石斧、6329・6330は凝灰岩製
砥石である。

【石製品】7033は有孔石未成品と考えられる。穿孔作業が中断して貫通していない。
＜時期＞遺構の特徴と出土遺物の年代から、７世紀後半～８世紀前半である。８世紀中頃以降に次
第に主体となっていく平底もしくは平底風のうち器壁の薄い精巧な坏類は、本遺構では組成しない。
このことから年代幅に８世紀中頃を入れていない。なお、床面出土炭化材のＡＭＳ年代測定の結果、
２σで７世紀後半～８世紀後半、１σで７世紀後半～８世紀初頭（42.0％）、８世紀中頃（26.2％）を得
た。

　19号竪穴建物跡（遺構図版48、遺物図版66・75・79・90・105・109・110・111・115、写真図版25）
＜検出状況＞Ｆ区西部のⅢＣ5ｐグリッドに位置する。現況は水田である。耕作土を除去すると鉄滓、
スス焦げた礫が散在していた。不整形の灰黄褐色プランを検出した。
＜規模・形状＞北側が調査区外へ続く。鉄滓と炭化物が散在していたことから、工房跡と想定して
掘り下げた。調査区内規模は（東-西）2.68ｍ、（北-南）2.35ｍで、平面形は不整形である。検出面か
らの深さは35㎝である。西側壁付近に階段状の段差がある。調査区内床面積は3.67㎡、全体床面積は
不明である。
＜堆積土＞３層に区分した。いずれの堆積層にも炭化物が混入する。上位層で礫の混入量が多く、
ロクロ土師器坏の出土も第１層中である。
＜配置＞21号竪穴建物跡・15号土坑と隣接する。
＜遺物分布＞堆積土上部からの鉄滓、焼礫の出土が多い。
＜遺物＞土師器片、須恵器、石器、鉄製品、鞴羽口、炉壁、鉄滓が出土している。

【土師器坏】小片のため図示していないが、堆積土上部から回転ナデ調整の坏片が出土している。
【須恵器瓶・甕】1057は堆積土出土の瓶類の高台部片で東北地方では８世紀に出現する。1058・1059
は甕片である。

【鞴羽口】5040は幅7.65㎝の鞴羽口先端部である。
【石器】6040は黒曜石製掻器、6148は石英斑岩製敲磨器で、分割されているため方割石の機能が想定
される。6296はデイサイト製台石、6318 ～ 6323はデイサイト製鉄床石である。

【鉄製品】8001は小型の鉄鉗である。本資料は保存処理を行っている。
【木製品】9002は漆皿片である。
＜遺構の性格＞鍛冶工房跡と考えられるが、焼土や炉跡は確認できなかった。
＜時期＞中世の可能性が高い。ＡＭＳ年代測定の結果、床面炭化材は15世紀の年代を得た。一方、
時期決定の根拠となる遺物は堆積土上部出土資料しかなくその年代は８～９世紀代である。年代測
定値を優先し中世の可能性を指摘する。
　
　20号竪穴建物跡（遺構図版49、遺物図版22・70・74、写真図版25）
＜検出状況＞Ｆ区西部のⅢＣ5jグリッドに位置する。現況は水田である。Ｆ区西部は耕作によって削
平が進んでおり、Ⅲ層上面もカクランされていた。円形基調の黄橙色～褐灰色プランを検出した。
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＜規模・形状＞北側が調査区外へ続く。調査区内規模は（東-西）4.98ｍ、（北-南）2.04ｍで、平面形
は方形でない。検出面からの深さは22㎝である。調査区内床面積は6.32㎡、全体床面積は不明である。
柱穴は２個確認した。
＜堆積土＞２層に区分した。貼床層は確認できなかった。堆積層は砂粒と炭化物粒を含む。
＜掘形＞不明である。
＜ピット＞２個確認した。いずれも浅く主柱穴かは判断できない。Ｐ１の堆積土から遺物が出土し
ている。
＜遺物分布＞堆積土からの出土が多い。Ｐ１・Ｐ２の間に壺類破片が分布する。
＜遺物＞土師器、須恵器、土製品、鍛冶滓が出土している。

【土師器坏】321・322の坏は内面黒色処理され、322は平底風である。
【土師器壺】323 ～ 325の土師器壺を図示した。323・324は外面胴部がケズリ・ハケ調整後にミガキ
調整される。325は頸部に沈線状の段を有する。いずれも胴部中央に最大径があると考えられる。

【ミニチュア】2012は高坏脚部形である。胎土に粗砂が混入する。
【土製品】5002・5003は土玉である。
＜時期＞床面出土遺物から、７世紀末～８世紀中頃である。
　
　21号竪穴建物跡（遺構図版51、遺物図版22・23・66・73・79・83・84・98・105・112、写真図版
26）
＜検出状況＞Ｆ区西部のⅢＣ5ｎグリッドに位置する。現況は水田である。耕作土を除去すると５〜
６世紀代の土師器が散在していた。また、建物範囲中央を太い２条の耕作痕が走る。灰黄褐色シル
トと黒褐色土がモザイク状に分布する不整形プランを検出した。
＜規模・形状＞南側が調査区外へ続く。ベルトをかけて掘り下げた段階では２棟の重複を想定して
いたが、堆積層からは判断できなかったため、１棟の竪穴建物として報告する。調査区内規模は（東-
西）7.76ｍ、（北-南）4.70ｍで、平面形は方形である。検出面からの深さは33㎝である。調査区内床
面積は32.55㎡、全体床面積は不明である。ピットは７個確認した。調査過程で、P １・２・３・５
を主柱穴とし、焼土をカマド燃焼部とする本遺構範囲の半分の規模の竪穴建物跡を想定したが、断
面上での壁の検討とピットの堆積状況などから根拠に欠けた。
＜堆積土＞Ｐ３を含めて４層に区分した。焼土面とピットの確認面を根拠に第４層を貼床層と認識
したが、床面は水平ラインを保っていない範囲もある。現代耕作痕からの推定であるが、本遺構は
湧水も著しかったことから、耕作時や今回の調査における重機による表土掘削時の機械重量で堆積
層が歪んだ可能性が高い。歪みは特に耕作痕に近づくほど顕著であった。貼床部は黒褐色土である。
＜掘形＞上記の歪みのため不明であるが、全体的に掘り窪めるＤ類の可能性は残る。
＜ピット＞７個確認した。いずれも浅く主柱穴と判断できない。Ｐ２・４・５が列状配置の可能性
があり別時期の遺構の可能性を考慮したが、いずれのピットも本遺構の第１層を除去後に検出でき
たことから、本遺構に伴うと判断した。
＜焼土＞北壁東側付近にある。この焼土がカマド燃焼部の痕跡である可能性を考慮し、煙道部の有
無をトレンチで確認したが、見つからなかった。ただし、本遺構と時期の近い竪穴建物跡設置カマ
ド（34・47号竪穴建物跡等）は短煙道で壁を極端に抉らない設置方法が取られている。本遺構のよう
な削平の進んだ建物跡ではカマド煙道部も削平されてしまった可能性が考えられる。したがって、
カマドの設置されなかった竪穴建物とは断定できず、この焼土がいかなる目的の痕跡かは判断でき
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ない。
＜配置＞19号竪穴建物跡・15号土坑と隣接する。
＜遺物分布＞耕作痕堆積土からの出土が多いが、焼土付近とピット内から赤彩塗布された土師器片
が出土している。
＜遺物＞土師器、須恵器、縄文・弥生土器、石器、炉壁、鉄滓、骨片が出土している。製鉄関連遺
物は19号竪穴建物跡（中世）からの流入の可能性があり、本遺構に帰属するかは不明である。

【土師器坏・須恵器坏】土師器坏は326 ～ 332を図示した。須恵器坏は1061を図示した。330・331・
333は底部平底で外面底部をケズリ調整する。326・327・330・333は口縁外形、331は口縁内弯である。
内外面赤彩塗布は326 ～ 328・330・332・334である。1061は回転ケズリ調整される須恵器坏底部片で、
胎土分析を実施している。

【土師器甕・須恵器甕】335 ～ 337は土師器甕、1060・1062は須恵器甕片である。335 ～ 337は一部ケ
ズリ調整でほとんどがナデ調整されている。335・337は胴中央部に最大径がある。

【縄文・弥生土器】4006 ～ 4012を図示した。縄文晩期～弥生時代の土器で器壁が薄く、節が小さい。
【石器】6041 ～ 6043は黒曜石製掻器、6086は黒曜石製楔形石器、6105は黒曜石製石核、6222は安山
岩製方割石、6297はデイサイト製台石、6331はホルンフェルス製砥石である。
＜時期＞床面及びピット内出土遺物から、５世紀後半～６世紀初頭である。
　
　22号竪穴建物跡（遺構図版52、写真図版27）
＜検出状況＞Ｆ区東部のⅢＤ4fグリッドに位置する。18号竪穴建物の東壁調査中に張出状に広がる方
形プランを検出した。
＜規模・形状＞カマド範囲と東壁以外は18号竪穴建物跡に削平されているため全体規模は不明であ
るが、残存規模は（北-南）3.28ｍ、（西-東）0.75ｍで、平面形は方形と考えられる。検出面から床面
までの深さは27㎝である。
＜堆積土＞18号竪穴建物跡のA-A’第６層が本遺構の堆積土と考えられる。カマドは袖部や燃焼部焼
土が僅かに残存していた。煙道部は暗褐色土が堆積する。
＜配置＞18号竪穴建物跡と重複し、本遺構が古い。
＜掘形＞不明である。
＜カマド＞東壁中央に位置する。袖部が18号竪穴建物跡に削平されている。煙道部は長煙道の掘込
式で、煙道の天井は灰黄褐色粘土で造られている。
　残存カマド全長；1.65ｍ、燃焼部長；0.50ｍ、煙道部長；1.15ｍ、燃焼部幅；0.73ｍ、
　燃焼部焼土範囲は0.49×0.35ｍ、被熱土厚は３㎝
＜遺物分布＞堆積土から微量出土した。
＜遺物＞土師器片が僅かに出土した。
＜時期＞遺構の特徴と18号竪穴建物跡との重複関係から、７世紀後半～８世紀前半である。
　
　23号竪穴建物跡（遺構図版50、遺物図版23、写真図版27）
＜検出状況＞Ｆ区西部のⅢＣ5ｎグリッドに位置する。現況は水田である。耕作土の除去後に、コの
字状のプランを検出した。
＜規模・形状＞溝状であるが、形状から竪穴建物跡の掘形であり、建物外縁部を掘り窪めるＡ類に
該当すると判断した。中央部には土師器が出土している。建物内土坑の可能性もあるが、堆積層か

Ⅲ　遺構と遺物



− 46 −

らは判断できなかった。掘形の規模は（東-西）2.50ｍ、（北-南）2.39ｍで、検出面から掘形底面まで
深さは４㎝である。
＜堆積土＞貼床の堆積１層の残存と認識した。
＜掘形＞中央を浅く、外縁部を深く掘り窪めるＡ類である。
＜配置＞22号竪穴建物跡の西側に位置する。
＜遺物分布＞中央部床面相当部から土師器甕が出土している。
＜遺物＞土師器が出土している。

【土師器甕】338の土師器甕が中央部から出土している。外面ケズリ・ナデ調整で胴部中央からは直
線的に立ち上がる。胴上部はススの付着が著しい。
＜時期＞床面相当部出土遺物から、５世紀末～６世紀である。

　14号土坑（遺構図版53、遺物図版23、写真図版27）
＜検出状況＞ⅢＣ6ｍグリッドに位置する。現況は水田である。Ⅲ層を検出面とし、完形の土師器壺
の出土範囲を検出し、断割ったところ掘り込みが認められたため土坑とした。
＜規模・形状＞小土坑で規模は0.42×0.37ｍ、検出面からの深さは13㎝、平面形は楕円形である。
＜堆積土＞灰黄褐色砂の単層である。人為的に埋設された可能性が高い。
＜配置＞21号竪穴建物跡の西側に隣接する。
＜遺物＞339の土師器壺が横位で出土した。口縁部が長く直線的に開く。
＜時期＞出土遺物から５世紀後半～６世紀初頭である。
　
　15号土坑（遺構図版53、遺物図版23、写真図版27）
＜検出状況＞ⅢＣ6qグリッドに位置する。現況は水田である。21号竪穴建物跡の東側で楕円形プラ
ンを検出した。
＜規模・形状＞規模は0.77×0.69ｍ、検出面からの深さは11㎝、平面形は楕円形である。
＜堆積土＞褐灰色砂と黒褐色土の２層に区分した。廃棄穴の可能性がある。
＜配置＞21号竪穴建物跡の東側に隣接する。
＜遺物＞土師器片が数点出土している。340の甕は口縁部片である。
＜時期＞出土遺物から５世紀後半～６世紀初頭である。
　
（６）Ｇ　　　区

　24号竪穴建物跡（遺構図版54・55・56・57、遺物図版24・25・26・27・28・66・70・74・75・79・
80・87・90・92・98・99・105・112、写真図版28）
＜検出状況＞ⅢＤ4gグリッドに位置する。現況は水田で、G区とH区に跨る。中央部が東西に流れる
水路によって破壊されている。湧水が著しく水路からの流水もある範囲で、方形の黒褐色プランを
検出した。
＜規模・形状＞規模は竪穴部が（北-南）8.32ｍ、（西-東）8.60ｍで、張出部を含めると（北-南）9.60m
である。平面形は方形で四隅のうち、南東部が消失しているが、丸みを帯びる形状である。検出面
から床面までの深さは30㎝である。消失部を含む推定床面積は58.87㎡である。構成要素としてカマド、
壁溝、ピット、張出部、焼土がある。
＜堆積土＞貼床部までは６層に区分した。第６層が貼床とⅢ層の混合層である。第２層に偏平な大
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礫が包含され、建物北東部に多い。第３層は灰白色シルト層で、建物中央が高く縁辺が低いマウン
ド状の堆積層である。第２層との関係から屋根材に用いられた粘土質シルトが屋根の崩壊によって
堆積したと想定される。第４層は褐灰色粘土で遺物が多量に包含する。第３層との境界に多量の炭
化物が筋状に堆積していた。土屋根材の土の下に葺かれた材木や萱などが炭化したと考えられる。
第４層内出土遺物は上部に遺物量が多い。第５層は壁際の堆積層である。第６層は貼床と第Ⅲ層を
一括せざるを得なかった。第４層面以下は湧水が激しく、貼床部の褐灰色粘土と第Ⅲ層の黒褐色土
の見分けが不鮮明となった。そのため、貼床層が断面図上のような厚い堆積層であったかは判断で
きない。第７層は、本遺構外縁部に帯状に堆積していた範囲を断割った。周堤帯範囲の可能性がある。
Ⅲ層よりも固く締まっている。
＜配置＞25号竪穴建物跡と重複し、これに切られる。
＜掘形＞上記第６層の堆積状況からは根拠に欠けるが、６層除去後の形状は中央部が窪むＢ類であっ
た。
＜カマド＞北壁中央に位置する。煙道部が消失し、燃焼部の残存状況も不良で、袖部が僅かに残存
する。25号竪穴建物構築時に削平されたと考えられる。床面のカマド右脇には多量の土師器甕が出
土した。中型～大型甕が重ねられた状態で４個体がヨコ倒れして存在する。
　カマド全長；不明、燃焼部長；0.79ｍ、煙道部長；不明、燃焼部幅；0.80ｍ、
　燃焼部焼土範囲；0.45×0.43ｍ、被熱土厚；８㎝
＜張出部＞南壁中央に位置する。建物床面よりも一段高く、中央に焼土１が形成される。張出部規
模は（北-南）1.06ｍ、（西-東）1.45ｍで平面形は長方形である。焼土１内から炭化米等の穀類が出土
しており、調理施設として利用された可能性がある。
＜ピット＞14個確認した。このうち、主柱穴となりうるのは、Ｐ５・９・10・13・14である。当初
はＰ１・２が主柱穴となりうると想定していたが、南側に対応する規模の柱穴が存在していない。
Ｐ７・Ｐ８は梯子穴の可能性がある。
＜壁溝＞北東と北西コーナー沿いに残存している。
＜焼土＞焼土１；規模0.57×0.65ｍ、被熱土厚９㎝
　　　　焼土２；規模0.28×0.41ｍ、被熱土厚５㎝
　　　　焼土３；規模0.26×0.27ｍ、被熱土厚５㎝
　焼土１からは炭化米が大量に出土し、このうち２点をＡＭＳ年代測定している。
＜遺物分布＞遺物は建物内で万遍なく出土するが、カマド右脇、東半部に形状を留めた遺物が多い。
第４層～床面にかけて多量に遺物が出土する。
＜遺物＞土師器、須恵器、石器、土製品、鞴羽口、陶磁器、炭化種子、骨片、粘土塊が出土している。

【土師器坏・高坏・鉢】341 ～ 359・367は坏、360 ～ 366は高坏、368・369は鉢である。342は床面、
346は貼床内、347 ～ 349は第４層から出土している。坏は口縁部が直線的か内傾を主体とする。345
は口径が9.8㎝の小型坏で口縁部ヨコナデ範囲の狭く内外面を丁寧にミガキ調整する。347 ～ 349は内
面のミガキ調整方向が口縁部と底部で異なり、内面の段が残る。351は底部の厚い平底坏で内面黒色
処理される。外体部～底部は弱いナデか摩耗と考えられるが、丸底坏製作過程で準備された厚い平
底の底部をケズリ落さずに焼成された可能性も考えられる。354は平底坏でハケ調整が摩耗している。
358は内外面赤彩塗布された５～６世紀の坏である。359の小型坏は体部ケズリ調整である。367は大
型坏で内外面ミガキ調整である。高坏はいずれも短脚で内面黒色処理されている。361の高坏脚部に
は円形の透孔が穿たれている。368・369の鉢はケズリ調整される。
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【土師器壺・甕】370 ～ 373・375は壺、374・376 ～ 398は甕である。371の壺は撫肩で外面をミガキ
調整している。373・375は胴部中央に最大径があり、口縁は受け口状となる。374・376・377・378・
379・381がカマド右脇床面から出土している。共通項はハケ調整後にミガキ調整され、口縁部に最
大径があり、頸部が屈曲して口縁部が外傾・外反する。サイズに関わらず長胴タイプである。これ
以外の甕もハケ調整かハケ→ミガキ調整が主体である。ハケ・ケズリ調整は390がある。396は口縁
に段状沈線が３条廻る。

【須恵器甕】1063 ～ 1065である。1063・1065は胎土分析を実施した。
【ミニチュア】2013 ～ 2017が出土している。2013は甕形で、ヘラ状工具でナデ調整されている。
2014 ～ 2016は坏形、2017は甕型である。いずれも建物中央部の堆積土から出土している。

【土製品】5014・5015は紡錘車、5029・5030は牙状である。
【鞴羽口】5041は小破片のため写真掲載とした。
【石器】6044 ～ 6048は堆積土出土の黒曜石製掻器、6128は貼床土出土の頁岩製尖頭器、6149 ～ 6151
デイサイト製敲磨器、6164はデイサイト製敲石、6223 ～ 6229は方割石、6298 ～ 6300は台石、6332
～ 6334は砥石である。
＜時期＞遺構の特徴と出土遺物の年代から、７世紀後半～８世紀前半である。なお、床面出土炭化
材と張出部焼土１出土炭化米２点のＡＭＳ年代測定の結果、２σで７世紀後半～９世紀、１σで７
世紀後半～８世紀前半の範囲である。
　
　25号竪穴建物跡（遺構図版54・55・56・57、遺物図版28・29・66・92・95・99・115、写真図版30）
＜検出状況＞ⅢＤ3ｇグリッドに位置する。現況は水田で、24号竪穴建物跡の北側、26号竪穴建物跡
の西側に位置する方形の黒褐色プランを検出した。検出時は、24号竪穴建物跡に付属する工房跡的
性格の建物か、24号竪穴建物跡と26号竪穴建物跡を結ぶ回廊状施設の可能性も考慮し、本遺構を含
む３棟の新旧関係を確認するためのベルトを設定した。
＜規模・形状＞規模は（北-南）3.12ｍ、（西-東）2.69ｍで、平面形は方形である。東壁は26号竪穴建
物跡に切られている。検出面から床面までの深さは48㎝である。床面積は4.62㎡である。
＜堆積土＞床面までは４層に区分した。24号竪穴建物跡との混合を避けるため、三桁で表記した。
床面下位の第104層は湧水のため貼床層か掘り過ぎたのか判断できなかった。第101層に破片遺物が
多く包含され、第103b ～ 104層では形状復元可能な資料が豊富に出土した。102 ～ 103b層は炭化物
を多く含む。第６層はⅣ層の崩落土と考えられるが、湧水と雨水により判断できなかった。24号竪
穴建物跡の埋没後に本遺構の101 ～ 103b層が堆積している。第104層堆積時は、24号竪穴建物跡が埋
まりきっていないとすれば、第104層も24号竪穴建物跡廃絶後の堆積と考えられる。26号竪穴建物跡
は本遺構を切る堆積であるが境界線は不鮮明であった。
＜配置＞24・26号竪穴建物跡と重複し、新旧関係は24→本遺構→26号である。
＜掘形＞湧水のため不明である。
＜遺物分布＞遺物は上位層で多量に出土する。建物中央の第101層内に炭化物集中、建物北側の第
103b層面に礫集中部が形成されていた。礫集中付近に骨片が散在していたことから、礫集中部付近
に炉が存在していた可能性がある。
＜遺物＞土師器、須恵器、石器、骨片が出土している。

【土師器坏・高坏・椀・鉢】399 ～ 402・404・405・407 ～ 409は坏、411 ～ 413・415は高坏、403・
406は椀、416・417は鉢である。402が第104層内、400・402・404・407・408・411が床面と認識した
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第104層上面で出土している。402は小型坏で底部ケズリ調整である。401・405・407・408は平底風
で口縁が直線的に開く器形である。411の高坏は脚部に透し穴がある。413・415の高坏は坏部が402
と類似形態である。内面段が明瞭な資料は400・415である。403・406の椀と416・417の鉢は内外面
をミガキ調整する。

【土師器壺・甕】410・414・418は壺、419 ～ 424は甕である。410・414・419 ～ 422は第104層上面か
ら出土している。414の壺は胴部中央に最大径がある。419・422は長胴甕で胴部径がやや広い。

【須恵器坏・甕】1066は甕、1067は坏である。２点とも胎土分析を実施した。1067は第104層出土で、
底部回転ヘラケズリ調整で平底風である。７世紀第３四半期～８世紀第２四半期までの年代幅が考
えられる。

【石器】6165・6166堆積土出土の敲石、6188は磨石、6230 ～ 6233は方割石である。方割石は他の竪
穴建物跡出土資料よりも大型品の比率が高い。

【鉄製品】8002は第104層上面出土の轡の引手部である。
＜時期＞遺構の新旧関係と出土遺物の年代から、７世紀末～８世紀前半である。なお、第104層上面
出土炭化材のＡＭＳ年代測定の結果、２σで７世紀後半～９世紀、１σでは７世紀末～８世紀前半、
８世紀後半、８世紀末～９世紀初頭などの範囲に分かれた。

　26号竪穴建物跡（遺構図版58・59、遺物図版29・30・31・66・80・93・95・99・106・111、写真図
版31）
＜検出状況＞ⅢＤ1gグリッドに位置する。現況は水田で、12号溝と25号竪穴建物跡に挟まれた方形
の黒褐色プランを検出した。重機による表土掘削時に須恵器大甕片が１点出土した。
＜規模・形状＞北壁とカマド範囲が12号溝によって壊されている。堆積土掘削時から地面が歪むほ
ど湧水が激しい範囲であった。残存規模は（北-南）5.50ｍ、（西-東）5.39ｍで、平面形は方形で四隅
のうち、北西部が消失しているが、北東部では角張っている。検出面から床面までの深さは27㎝で
ある。消失部を含む推定床面積は28.15㎡である。構成要素としてピット５個を確認した。
＜堆積土＞貼床部まで５層に区分した。第４層が貼床土とⅢ層の未分化層である。湧水により分層
の根拠に乏しかったため、第４層として一括した。第１～ 3b層から須恵器大甕片が出土した。床面
は第４層上面と考えられるが、本遺構内は湧水により沈み込みやすいことから、調査時の重機や農
耕機械の重量によって堆積土が歪んだと考えられる。
＜配置＞25号竪穴建物跡と重複し、これを切る。また12号溝（近現代）と重複し、これに切られる。
＜掘形＞上記第４層の堆積状況からは根拠に欠けるが、４層除去後の形状は中央部が浅く、壁周縁
部が窪むＡ類であった。
＜焼土１＞北壁中央に位置していたカマド燃焼部と考えられる。12号溝によってほぼ全範囲が壊さ
れ、焼土が僅かに残る。
　焼土範囲；0.19×0.27ｍ、被熱土厚；４㎝
＜ピット＞５個確認した。このうち、主柱穴となりうるのは、Ｐ１～４である。
＜遺物分布＞須恵器大甕片は建物中央部、土師器甕はカマド脇に分布する。
＜遺物＞土師器、須恵器、石器、陶磁器が出土している。

【土師器坏・高坏】425は坏、426は高坏でいずれも堆積土上部出土である。425は内外面赤彩塗布で
外面ハケ調整である。426は脚部をナデ調整し坏部をハケ・ミガキ調整する。

【土師器壺・甕】427は壺、428 ～ 435は甕である。427は口縁受け口状で、胴部中央に最大径がある。
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甕はケズリ調整が主体となっている。429・430・431・433が該当する。
【須恵器甕】1068の大甕口縁部は本遺跡出土土器の中で最大の資料である。口縁部のみ選択的に建物
内に持ち込まれ、同規模の甕の器台として使用された可能性が考えられる。並行沈線区画内に列点
文を配置する。頸部の接合部はハケ調整されている。

【石器】6049は堆積土出土の黒曜石製掻器、6167はデイサイト製敲石、6189は安山岩製磨石、6234 ～
6236は方割石、6301は台石、6325は石皿である。
＜時期＞遺構の重複関係と出土遺物の年代から、８世紀前半～中頃である。なお、床面出土炭化材
１点のＡＭＳ年代測定結果は、２σで７世紀末～９世紀前葉、１σで７世紀末～８世紀中頃と８世
紀後半の範囲である。
　
　27号竪穴建物跡（遺構図版60・61・62、遺物図版31・32・33・34・70・73・80・83・99・106・
114、写真図版32・33）
＜検出状況＞ⅡＤ23gグリッドに位置する。現況は水田で、方形の黄褐色シルトと暗褐色土が混合す
るプランを検出した。検出時に28号竪穴建物跡との重複関係は不明であった。
＜規模・形状＞規模は（北-南）4.34ｍ、（西-東）4.43ｍで、平面形は方形で四隅は丸みがある。検出
面から床面までの深さは30㎝である。床面積は17.15㎡である。構成要素としてカマド、土坑、ピッ
トがある。
＜堆積土＞28号竪穴建物跡との混合を避けるため、3桁番号を付けた。貼床部までは７層に区分した。
第107層が貼床層である。第104層は遺物を多量に包含する。第102 ～ 107層まで炭化物が混入する。
第102 ～ 104層は北側からの流れ込みによって形成されている。
＜配置＞28号竪穴建物跡と重複し、これを切る。ただし、断面観察時は不明瞭で再三検討した結果、
28号竪穴建物跡の灰白色粘土を含む層（28号第２層）が本遺構に切られている範囲を確認できたので、
これを根拠とした。
＜掘形＞全体的に掘り込むＤ類である。
＜カマド＞北壁中央に位置する。煙道は長煙道で、壁内部には灰白色シルトや粘土を張り込んでい
ることから、掘込式である。燃焼部内は支脚として礫１個を設置している。燃焼部堆積土は炭化物層、
骨片層、焼土層となる。骨片層には獣骨が含まれていることから、食糧残滓の骨を廃棄したものと
考えられる。袖部は灰白色シルトと暗褐色土の混合で、当初は袖部がすべて消失しているようにも
見えたが、袖部内面に被熱による変色と硬質部（カマド第６層）があることと、焚口想定範囲付近に
灰白色シルトが残っていることを残存の根拠とした。床面のカマド右脇には多量の土師器が出土し
た。
　カマド全長；2.07ｍ、燃焼部長；0.69ｍ、煙道部長；1.38ｍ、燃焼部幅0.95ｍ、
　燃焼部焼土範囲；0.44×0.43ｍ、被熱土厚；４㎝
＜土坑＞２基確認した。いずれも浅い。
　　　　土坑１は規模0.50×0.81ｍ、床面からの深さ12㎝
　　　　土坑２は規模0.89×0.97ｍ、床面からの深さ14㎝
＜ピット＞４個確認した。いずれも主柱穴である。
＜遺物分布＞第102層に礫、第103 ～ 104層に遺物が多量に出土する。第102層の礫は建物中央部の方
形範囲に分布し、壁付近は分布密度が低い。同様の分布は３・18・24号竪穴建物跡で確認されている。
土師器甕が建物中央部に集中している。床面の北西コーナー部に骨片集中部が形成される。
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− 51 −

＜遺物＞土師器、弥生土器、須恵器、石器、土製品、石製品、陶磁器、炭化種子、骨片、粘土塊が
出土している。

【土師器坏・高坏・鉢】436 ～ 438は坏、439は鉢、440は高坏である。436・438・439は床面出土である。
436・437は小型坏、438は大型坏で、内外面がミガキ調整される。438は内面の段が明瞭である。439
は口径20㎝を測る坏形の鉢である。

【土師器壺・甕】441 ～ 445は壺、446 ～ 463は甕である。441 ～ 444・446 ～ 459は床面出土である。
壺は胴部中央～下半に最大径があり、ハケ調整→ミガキ調整が主体である。449・450・452・457の
長胴甕は、長い胴部の中央から上半にかけてほぼ直線的に立ち上がる。甕はハケ調整が主体で、ハ
ケ調整→ミガキ調整も一定量存在する。

【ミニチュア】2022は堆積土上部出土で丸底の坏形を呈する。
【弥生土器】4013は堆積土上部出土である。
【石器】6050は堆積土出土の黒曜石製掻器、6099は堆積土の黒曜石製剥片、6237・6238は方割石、
6302は台石である。

【石製品】7032は床面出土の有孔石である。表面の擦痕は確認できない。
＜時期＞遺構の特徴と出土遺物の年代から、７世紀中頃～７世紀後半である。なお、床面出土炭化
材のＡＭＳ年代測定の結果、２σで６世紀末～７世紀後半、１σで７世紀初頭～７世紀中頃の範囲
である。
　
　28号竪穴建物跡（遺構図版60・61・62、遺物図版34・95・100・106、写真図版34）
＜検出状況＞ⅡＤ25gグリッドに位置する。現況は水田で、方形の黒褐色プランを検出した。検出時
に27号竪穴建物跡との重複関係は不明であった。
＜規模・形状＞規模は（北-南）2.96ｍ、（西-東）2.90ｍで、平面形は方形である。検出面から床面ま
での深さは27㎝である。床面積は6.03㎡である。構成要素として土坑１基を確認した。
＜堆積土＞貼床部までは３層に、貼床部は２層に区分した。湧水が激しく床面の把握が困難であっ
たが、根拠としては土坑検出面と礫密集部の底面とが一致するラインを床面とした。
＜配置＞27号竪穴建物跡と重複し、これに切られる。ただし、断面観察時は不明瞭で再三検討した
結果、28号竪穴建物跡の灰白色粘土を含む層（28号第２層）が27号竪穴建物跡に切られている範囲が
確認できたので、これを根拠とした。
＜掘形＞東西壁にピット状に深く掘り込むことから、縁辺部を掘り込むＡ類の範疇である。
＜土坑＞１基が建物中央に位置し、土坑の上面には礫集中がある。
　　　　土坑１は規模0.74×0.82ｍ、床面からの深さ24㎝
＜遺物分布＞中央部に土師器や礫が分布する。
＜遺物＞土師器、石器、骨片が出土している。

【土師器坏・鉢】464 ～ 467は坏、469は鉢である。465 ～ 467が床面出土である。464は堆積土出土で
橙色を呈し、半球形で体部がケズリ調整され、口縁部が短い。いわゆる関東系土器の特徴を有する
が厚手であり、関東系土器をさらに模倣した可能性が考えられる。465 ～ 467は内外面をミガキ調整
している。466は平底で、外底面に「＋」の刻書がある。

【土師器壺】468・470である。
【石器】6190は床面出土のデイサイト製磨石、6239・6240は床面出土の石英斑岩製方割石、6303・
6304は床面出土のデイサイト製台石である。

Ⅲ　遺構と遺物
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＜時期＞本遺構と27号竪穴建物跡の重複関係が正しければ、７世紀中頃～７世紀後半と考えられる。
出土遺物は７世紀後半～８世紀前半の特徴を有するため、遺構の重複関係を再検討する必要性があ
る。
　
　29号竪穴建物跡（遺構図版63、遺物図版34、写真図版35）
＜検出状況＞ⅢＤ1hグリッドに位置する。現況は水田で、26号竪穴建物跡の東側に方形の褐灰色プ
ランを検出した。検出時に26号竪穴建物跡との重複関係は不明であった。
＜規模・形状＞東側が調査区外へ続く。調査区内規模は（北-南）6.54ｍ、（西-東）2.34ｍで、平面形
は方形と考えられコーナー部は角張る。西壁中央に張出部を持つが、12号溝によって一部破壊され
ている。検出面から床面までの深さは49㎝である。調査区内床面積は7.943㎡である。構成要素とし
て土坑１基を確認した。
＜堆積土＞貼床部までを４層に区分した。貼床部は第４層である。床面は12号溝下位が歪む。
＜配置＞26号竪穴建物跡と隣接するが、重複しない。また、12号溝に切られる。
＜掘形＞不明であるが、北西部が深く掘り込まれている。
＜土坑＞１基が北西部に位置する。
　　　　土坑１は規模0.78×0.70ｍ、床面からの深さ17㎝
＜遺物分布＞南西部から完形に近い土師器坏２点が出土した。
＜遺物＞土師器が出土している。

【土師器坏・鉢・甕】471は坏、472は鉢、473・474は甕ですべて床面出土である。471・472は平底で
器壁が厚い。
＜時期＞遺構の形態と床面出土遺物から５世紀後半～６世紀初頭である。
　
　30号竪穴建物跡（遺構図版64、遺物図版34、写真図版36）
＜検出状況＞内容確認調査区内のⅡＤ25fグリッドに位置する。現況は水田で、検出作業とトレンチ
による深さの把握を行った。27号竪穴建物跡の北西で方形と考えられる灰黄褐色と暗褐色土の混合
するプランを検出した。
＜規模・形状＞湧水により検出面が不明瞭のため正確ではないが、検出面での規模は（北-南）3.68ｍ、

（西-東）2.92ｍで、平面形は隅丸方形と考えられる。検出面から底面までの深さは25㎝である。床面
は湧水のため判断できなかった。
＜堆積土＞２層に区分した。Ⅳ層由来の黒褐色シルトが混入する。
＜配置＞27号竪穴建物跡と隣接する。
＜掘形＞不明である。
＜遺物分布＞北西部の検出面上に礫が散在している。
＜遺物＞土師器が出土している。

【土師器甑】475・476がトレンチから出土した。同一個体であるが合成せず図示した。外底部をナデ・
ケズリ調整、胴上部をナデ・ケズリ・ミガキ調整する。単孔式である。
＜時期＞検出面上の遺物からは判断できないが、遺物は7世紀～８世紀の特徴を有する。
　
　31号竪穴建物跡（遺構図版65、遺物図版35・74・80、写真図版36）
＜検出状況＞内容確認調査区内のⅡＤ23fグリッドに位置する。現況は水田で、検出作業とトレンチ
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による深さの把握を行った。30号竪穴建物跡の北側で不整形の褐灰色プランを検出した。
＜規模・形状＞湧水により検出面が不明瞭のため正確ではない。検出面での規模は（北-南）5.13ｍ、（西
-東）4.89ｍで、平面形は判断できない。検出面から底面までの深さは26㎝である。
＜堆積土＞４層に区分した。第４層が貼床部である。検出面から第２層にかけて礫が多く分布する。
＜配置＞30号竪穴建物跡と隣接する。
＜掘形＞全体形状は不明であるが、断面からは中央部が浅く縁辺部が深く掘り込まれる。
＜遺物分布＞検出面中央部に礫が散在している。
＜遺物＞主にトレンチ内から土師器、黒曜石製石器、土製品が出土している。

【土師器坏・鉢】477は坏、478は坏形の鉢である。478は口縁部をミガキ調整する。
【土師器壺・甕】479・480は壺、481 ～ 483は甕である。480は胴部がソロバン玉状を呈し胴下部をケ
ズリ調整される。甕は長胴タイプで、外面は481がナデ・ミガキ調整、482がナデ・ケズリ調整、483
がハケ調整である。

【土製品】5004は厚みのある土玉である。
【石器】6051は黒曜石製掻器である。
＜時期＞出土遺物が検出面～第１層出土のため判断できないが、遺物は7世紀後半～８世紀前半の特
徴を有する。
　
　32号竪穴建物跡（遺構図版66・67・68、遺物図版35・36・37・66・67・74・75・83・90・106・
114、写真図版37）
＜検出状況＞ⅡＤ22gグリッドに位置する。現況は水田で、33号竪穴建物跡と重複し、直角に近いコー
ナー部を有する方形の黒褐色プランを検出した。検出時に33号竪穴建物跡との重複関係は不明であっ
た。
＜規模・形状＞東側が調査区外に続き、調査区境界に排水用のトレンチを事前に掘っていたため一
部を削平している。調査区内規模は（北-南）7.04ｍ、（西-東）6.15ｍ、推定規模は（西-東）6.55mで、
平面形は方形で隅は直角に近い角張った形状である。検出面から床面までの深さは36㎝である。調
査区内床面積は40.36㎡、推定床面積は45㎡である。構成要素としてカマド、土坑、ピット、間仕切
もしくは転ばし根太痕と考えらえる溝が床面上にある。
＜堆積土＞貼床部までは８層に区分した。第８層が貼床層である。西方向からの流入による自然堆
積層主体である。第７層はにぶい黄褐色シルトに黒色土が混入し硬く締まる。床面中央部にマウン
ド状に堆積していたことから、土屋根材の崩落によって堆積したと考えられる。第１・２・６層に
白色シルトが混入していることから、周堤帯崩落土の流入が想定される。
＜配置＞33号竪穴建物跡と重複し、これに切られる。調査区壁の断面観察で、本遺構カマドの崩落
土が33号竪穴建物跡の壁ラインに切られていることを確認できたので、これを根拠とした。
＜掘形＞中央を浅く、縁辺部を深く掘り込むＡ類である。
＜カマド＞東壁の南寄りに位置する。調査区境の排水用トレンチ掘削中に芯材の礫２個と燃焼部焼
土が露出した。調査区外のカマド燃焼部を県教育委員会の指示のもと追加調査した。袖部の褐灰色
粘土と天井部灰黄褐色粘土の締りが悪く、流出したと考えられる。北側へ流出したカマド構築粘土
が調査区壁で33号竪穴建物跡に切られているのが確認できた。煙道部堆積土は黒褐色土である。燃
焼部には土製支脚（5043）が使用されている。天井部崩落土上位から須恵器甕片（1070）が出土してい
る。
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　カマド全長；不明、燃焼部長；不明、煙道部長；不明、燃焼部幅；1.06ｍ、
　燃焼部焼土範囲；0.33×0.39ｍ、被熱土厚；５㎝
＜土坑＞１基確認した。土坑１は炭化物を多量に包含する。
　　　　土坑１は規模1.06×0.73ｍ、床面からの深さ33㎝
＜ピット＞10個確認した。配置から主柱穴はＰ１・３・７・８である。
＜遺物分布＞カマド周辺と床面のピット周辺に多い。土屋根材と考えらえるマウンド状堆積層（第７
層）に覆われた床面からも出土している。本遺構内出土遺物のなかには33号竪穴建物跡に帰属する資
料も含まれていると考えられる。
＜遺物＞土師器、弥生土器、須恵器、石器、土製品、石製品、粘土塊が出土している。

【土師器坏・椀・鉢類】484 ～ 489は坏、490は椀、491 ～ 493は鉢類である。484・492はカマド出土、
490はカマド内と床面に破片が分布する。485 ～ 487は床面出土である。体部の調整にナデ・ケズリ・
ミガキがある。484は体部ナデ調整、485は体部ケズリ調整である。486は体部ケズリ調整とヨコミガ
キ調整で内外面赤彩塗布される。487は口縁部が短く内傾する。490の椀外面にススが付着する。492
の鉢は器壁が厚く体部ケズリ調整である。

【土師器壺・甕】495・496・498・499は壺、494・497・500・501は甕である。カマド出土は494・
495・496・500で、床面出土は494・497・500・501である。494・500はカマドと床面に破片が分布する。
壺は胴部中央に最大径がある。498・499は短い口縁が外傾する。甕はナデ・ケズリ・ミガキ調整主
体で、ハケ調整は497のみである。

【須恵器坏蓋・甕】1069は堆積土出土の坏蓋で体部を回転ナデ、天井部を回転ケズリ調整する。ＴＫ
23 ～ 47段階と考えられる。口端部の窪みが明瞭である。1070はカマド上面から出土した甕である。

【土製品】5005は土玉、5043はカマド内出土の棒状支脚である。
【石器】6091は堆積土出土の黒曜石製剥片、6152は床面出土のデイサイト製敲磨器、6305は堆積土出
土の台石である。

【石製品】7024 ～ 7028は頁岩製石製模造品である。7025・7026は床面、7027・7028はカマド袖内部
から出土した。
＜時期＞遺構の特徴と出土遺物の年代から、５世紀後半～６世紀初頭である。
　
　33号竪穴建物跡（遺構図版69・70、遺物図版37・38・67・75・80・87・91・100、写真図版38）
＜検出状況＞ⅡＤ21gグリッドに位置する。現況は水田で、32号竪穴建物跡と重複し、直角に近いコー
ナー部を有する方形の黒褐色プランを検出した。検出時に32号竪穴建物跡との重複関係は不明であっ
た。
＜規模・形状＞東側が調査区外に続き、調査区境界に排水用のトレンチを事前に掘っていたため一
部削平された。調査区内規模は（北-南）5.35ｍ、（西-東）4.49ｍで、平面形は方形で隅は直角に近い
角張った形状である。検出面から床面までの深さは23㎝である。調査区内床面積は17.42㎡、全体床
面積は不明である。構成要素としてカマド、ピットが床面上にある。
＜堆積土＞貼床層まで４層に区分した。貼床層は第４層である。建物中央では32号竪穴建物跡堆積
土との境界が不明瞭であったが、調査区東壁の観察では中央部に確認できた。第２層に炭化材が多
量に出土した。床面よりも浮いた状態であることから床板・根太ではなく、屋根材や垂木と考えら
れる。焼土は見られなかったが、炭化物の状況から本遺構は焼失建物の可能性がある。
＜配置＞32号竪穴建物跡と重複し、これを切る。調査区壁の断面観察で、32号竪穴建物跡カマドの
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崩落土が本遺構の壁ラインで切られていることを確認できたので、これを根拠とした。
＜掘形＞不明である。
＜カマド＞北壁の中央と東寄りの２箇所設置された。カマド１・２とも燃焼部焚口からの炭化物流
出範囲がある。カマド２では礫を芯材として用いている。
カマド１
　カマド全長；3.00ｍ、燃焼部長；1.00ｍ、煙道部長；2.00ｍ、燃焼部幅；0.97ｍ、
　燃焼部焼土範囲；0.61×0.47ｍ、被熱土厚；６㎝
カマド２
　煙道部長；1.20ｍ、燃焼部焼土範囲；0.41×0.44ｍ
＜ピット＞３個確認した。配置から主柱穴はＰ１・２である。
＜遺物分布＞カマド周辺と床面中央に多い。
＜遺物＞土師器、須恵器、石器、土製品、骨片、粘土塊が出土している。

【土師器坏・鉢】502 ～ 507が坏、508が鉢である。502がカマド１焼土面、503が貼床土出土である。
502は内外面ミガキ調整の丸底坏である。503は502と同形態で、体部のケズリ調整後にミガキ調整す
る。506は32号竪穴建物跡帰属の可能性がある。508は縦方向にナデ調整が施される。

【土師器壺・甕】509は壺、510 ～ 512は甕である。509の壺は胴部中央に最大径があり、外面をナデ
調整する。511は口縁部が長く外反する小型甕で外面ケズリ調整である。

【須恵器𤭯・壺甕類】1071・1073は同一個体と考えられる𤭯で、ＴＫ23段階と考えられる。1071は床
面出土資料である。1072は壺甕類の頸部片である。1074・1075は甕である。

【土製品】5044は堆積土出土の支脚である。
【石器】6052は床面出土の黒曜石製掻器、6135は台形を呈する石器で素材剥片を横位に用いる。6153
は堆積土出土の凝灰岩製敲磨器、6241は床面出土の方割石である。

【石製品】7024 ～ 7028は頁岩製石製模造品である。7025・7026は床面、7027・7028はカマド袖内部
から出土した。
＜時期＞遺構の特徴と出土遺物の年代から、７世紀後半～８世紀前半である。なお、第２層出土炭
化物とＰ２出土柱材のＡＭＳ年代測定の結果、２層出土炭化物が２σで７世紀後半～８世紀後半、
１σで７世紀後半～８世紀初頭と８世紀中頃の範囲で、Ｐ２柱材は２σで６世紀末～７世紀後半、
１σで７世紀前半～中頃の範囲である。
　
　34号竪穴建物跡（遺構図版71・72・73・74、遺物図版38・39・40・41・67・70・80・84・88・93・
95・100・101・106・107・108・113・114、写真図版39・40）
＜検出状況＞ⅡＤ19fグリッドに位置する。本遺構の西側は内容確認調査区内であるが、県教育委員
会の指示のもと本調査を行った。現況は水田で、32・33号竪穴建物跡と隣接する。また、35号竪穴
建物跡と重複するが、湧水により検出時での重複関係は不明であった。
＜規模・形状＞西壁の一部が35号竪穴建物跡との重複によって消失している。建物の北西隅と南東
隅が調査区外へ続く。調査区内規模は（北-南）7.26ｍ、（西-東）7.08ｍで張出部を含む規模は（北-南）7.78m
である。平面形は方形で隅は直角に近い角張った形状である。検出面から床面までの深さは30㎝で
ある。調査区内床面積は43.17㎡、推定全体床面積は44.08㎡である。構成要素としてカマド、壁溝、
間仕切りもしくは根太痕、ピット、土坑がある。特に南壁中央に設置される張出部の土坑が注目さ
れる。
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＜堆積土＞貼床層まで６層に区分した。貼床層は第６層である。断面観察では35号竪穴建物跡堆積
土との差は明瞭であった。第２～４層から多量に遺物が出土した。
＜配置＞33・35号竪穴建物跡と重複し、これに切られる。視認可能な重複関係ではないが、建物外
縁に周堤帯が廻っていたと仮定すると、構築時期が近いと考えられる32号竪穴建物跡との重複関係
が想定される。
＜掘形＞中央を浅く、縁辺部を深く掘り込むＡ類である。
＜カマド＞北壁の中央に設置される。煙道は短煙道で、燃焼部は芯材に礫を使用する。支脚は礫を
使用している。カマド第９層はピット状である。第10層は焼土を含むことから、カマド使用→再構
築時に形成→芯材の再設置の順番が考えられる。
　カマド全長；1.40ｍ、燃焼部長；0.85ｍ、煙道部長；0.55ｍ、燃焼部幅；1.15ｍ、
　燃焼部焼土範囲；0.83×0.48ｍ、被熱土厚；５㎝
＜土坑＞４基が南側に集中する。土坑３はいわゆる張出ピットで、本書では土坑として扱う。
　　土坑１は規模0.72×0.89ｍ、床面からの深さ25㎝、平面不整形
　　土坑２は規模0.74×0.99ｍ、床面からの深さ36㎝、平面楕円形
　　土坑３は規模1.23×1.17ｍ、床面からの深さ35㎝、平面隅丸方形
　　土坑４は規模0.82×0.83ｍ、床面からの深さ15㎝、平面楕円形
＜ピット＞13個確認した。配置から主柱穴はＰ1・２・３・10・11・12・13である。
＜遺物分布＞カマド周辺と北壁に多量に分布する。また南側張出部で完形の坏が出土している。
＜遺物＞土師器、須恵器、石器、石製品、骨片、粘土塊、琥珀が出土している。

【土師器坏・高坏・椀・鉢】513 ～ 530は坏、531は高坏、532は椀、533・534は鉢である。床面出土
は513 ～ 519、521・526・528・531・533・534、 貼 床 出 土 が524・525・532、 カ マ ド が519・522・
523・527・528である。坏は丸底、平底があり、内外面赤彩塗布が主体である。口縁部は外傾（513・
517 ～ 520・522・528）、外反（515・523・526・527・529・530）、内弯（514）、直立（516・521・524）
がある。内面黒色処理は529・531がある。

【土師器甑】535・536は床面出土である。鉢形で単孔である。
【土師器壺・甕】537 ～ 545は壺ないしは壺甕類、545 ～ 553は甕である。床面出土は537 ～ 542・544
～ 548・550・552・、カマド出土は538・541・552である。537は明赤褐色を呈し、赤彩塗布していな
い（第二分冊カラー写真図版３参照）。本遺跡出土資料のなかで赤彩塗布せずに地の色が赤色となる
ような資料は少ない。器壁がやや厚手で、器台転用された544（口縁～胴部資料）の中に納められる
ようして置かれていた。外面ナデ・ミガキ調整で外面胴部中央に大きな黒斑が残る。壺は胴部楕円
形が多く、頸部径の広い資料主体である。外面調整は、542・543・544・545の頸部にハケ調整が見
られるが、胴部全体はナデ主体である。547の甕は床面出土であるが、器形から重複する35号竪穴建
物跡に帰属する可能性がある。537と重なって出土した544は器台転用されたと考えられる。壺に見
られなかったケズリ調整が、甕の外面で多く観察できる。546・548・550・552の外面にケズリ調整
が残る。主体がナデ調整なのは壺と同傾向である。

【須恵器坏・𤭯・壺甕類】1076は堆積土出土の坏で、底部回転ケズリ調整でＴＫ23 ～ 47段階である。
1077・1078は𤭯で、1078は床面出土である。1077は頸部、1078は頸部と胴上部に波状文を施す。Ｔ
Ｋ23段階と考えられる。1079 ～ 1083は壺甕類である。

【須恵器坏・𤭯・壺甕類】1076は堆積土出土の坏で、底部回転ケズリ調整でＴＫ23 ～ 47段階である。
1077・1078は𤭯で、1078は床面出土である。1077は頸部、1078は頸部と胴上部に波状文を施す。Ｔ
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Ｋ23段階と考えられる。1079 ～ 1083は壺甕類である。
【ミニチュア】2018は貼床土出土で指圧痕が見られる。
【石器】6053 ～ 6055は黒曜石製掻器、6106 ～ 6109は黒曜石製石核である。6137＋6138＋6139は黒曜
石製剥片の接合資料である。6168 ～ 6171は敲石、6191・6192は磨石、6242 ～ 6258は方割石、6306
～ 6312は台石である。6245 ～ 6250・6308は床面出土である。

【石製品】7018は床面出土の頁岩製平玉、7029は堆積土出土の頁岩製石製模造品である。
＜時期＞遺構の特徴と出土遺物の年代から、５世紀後半～６世紀初頭である。なお、床面出土須恵
器はＴＫ208 ～ 47段階で、ＴＫ23段階を中心とする。また、貼床内出土炭化物のＡＭＳ年代測定の
結果、２σで５世紀初頭～６世紀前半、１σで５世紀前半、５世紀中頃、５世紀後半～６世紀前半
の範囲で、５世紀後半〜６世紀前半の率が高い。
　
　35号竪穴建物跡（遺構図版75、遺物図版41・42・67・70・74・80・101、写真図版36）
＜検出状況＞ⅡＤ21fグリッドの内容確認調査区に位置する。現況は水田で、34号竪穴建物跡と重複
するが、湧水により検出時での重複関係は不明であった。遺構検出とトレンチ調査で終了する予定
であったが、東半部とカマドの調査も行った。ただし、湧水が著しく形状把握は困難であった。
＜規模・形状＞西側が調査区外へ続く。床面標高は34号竪穴建物跡より低い。調査区内規模は（北-南）
4.08ｍ、（西-東）3.86ｍで、平面形は隅丸方形である。検出面から床面までの深さは30㎝である。確
認調査のため調査区内床面積は不明である。構成要素としてカマドを検出した。
＜堆積土＞貼床層まで３層に区分した。貼床層は第３層である。断面観察では34号竪穴建物跡堆積
土との差は明瞭であった。第１層は礫を多量に包含する。
＜配置＞34号竪穴建物跡と重複し、これを切る。
＜掘形＞不明である。
＜カマド＞北壁に設置される。煙道は長煙道で、燃焼部は芯材に礫を使用する。
　カマド全長；1.70ｍ、燃焼部長；0.60ｍ、煙道部長；1.10ｍ、燃焼部幅；0.89ｍ、
　燃焼部焼土範囲；0.34×0.35ｍ、被熱土厚；４㎝
＜遺物分布＞検出面～第１層に礫が散在している。
＜遺物＞土師器、須恵器、石器、土製品、骨片が出土している。34号竪穴建物跡に帰属する遺物も
包含していると考えられる。

【土師器坏・高坏】554 ～ 556・558は坏、557は高坏坏部である。554は口縁外反の小型坏である。
555・557は内面黒色処理、556は内外面黒色処理される。

【土師器鉢類・壺・甕】560は鉢で、内面にススが付着することから甑の可能性も考えられる。561は
胴部中央に最大径があり口縁部が受け口状となる。563 ～ 568は甕である。ナデ・ケズリ調整主体で、
ハケ調整は566に施される。

【須恵器甕】1083は堆積出土で、34号竪穴建物出土の1081と同一個体の可能性がある。
【ミニチュア】2019・2020の２点出土している。破片資料である。
【土製品】5016・5017は紡錘車で側面をナデ調整する。
【石器】6056は黒曜石製掻器、6259は石英斑岩製方割石である。
＜時期＞床面遺物は出土していないが、遺構の特徴と出土遺物の年代から、７世紀後半～８世紀前
半の可能性が考えられる。
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　36号竪穴建物跡（遺構図版76、写真図版36）
＜検出状況＞ⅡＤ19fグリッドの内容確認調査区に位置する。現況は水田であった。褐灰色で方形の
竪穴建物跡のコーナー部を検出した。
＜規模・形状＞西側が調査区外へ続く。規模は不明である。平面形は方形の可能性がある。検出面
から床面までの深さは31㎝である。
＜堆積土＞床面まで２層に区分した。褐灰色シルトと黒褐色シルト層である。
＜掘形＞不明である。
＜遺物＞土師器が少量出土している。
＜時期＞古墳時代から奈良時代である。
　
　37号竪穴建物跡（遺構図版77、写真図版36）
＜検出状況＞ⅡＤ18fグリッドの内容確認調査区に位置する。現況は水田であった。38号竪穴建物跡
と重複する黒褐色プランを検出した。
＜規模・形状＞西側が調査区外へ続く。規模は不明である。平面形は方形の可能性がある。検出面
から床面までの深さは28㎝である。
＜堆積土＞床面まで２層に区分した。38号竪穴建物跡と混同を避けるため３桁番号を付した。101・
102層とも黒褐色シルト層で上位層が炭化物を包含する。
＜配置＞38号竪穴建物跡と重複しこれに切られる。
＜掘形＞不明である。
＜遺物＞なし。
＜時期＞重複する38号竪穴建物跡より古く、古墳時代〜奈良時代の可能性が高い。
　
　38号竪穴建物跡（遺構図版77、遺物図版42・67・93・101・112、写真図版36）
＜検出状況＞ⅡＤ17fグリッドの内容確認調査区に位置する。現況は水田であった。37号竪穴建物跡
と重複する黒褐色プランを検出した。
＜規模・形状＞西側が調査区外へ続く。規模は不明である。平面形は方形の可能性がある。検出面
から床面までの深さは18㎝である。
＜堆積土＞湧水の中での調査のため堆積層の把握が困難であった。３層から多量の炭化材が出土し
たことから本遺構は焼失建物の可能性がある。
＜配置＞37・42号竪穴建物跡と重複しこれを切る。
＜掘形＞不明である。
＜遺物＞土師器、須恵器、石器、骨片が出土している。

【土師器鉢・壺】569・570は検出面出土で、569が鉢、570が壺である。569は大型片口に見られる器
形である。570は胴部中央に最大径があり、外面ケズリ調整で剥落が著しい。
＜時期＞重複する37・42号竪穴建物跡より新しい。出土遺物は検出面遺物のため遺構年代を決定す
る根拠にはならないが、７世紀後半～８世紀前の特徴を有する。
　
　39号竪穴建物跡（遺構図版78、遺物図版42・70・91・93・94・95・101・102・108、写真図版41）
＜検出状況＞ⅡＤ17fグリッドに位置する。現況は水田で、絶えず湧水する範囲である。40号竪穴建
物跡と重複する黒褐～黒色プランを検出した。

４　検出遺構
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＜規模・形状＞規模は（北-南）4.88ｍ、（西-東）3.50ｍで、平面形は隅丸方形である。検出面から床
面までの深さは24㎝である。床面積は13.67㎡である。
＜堆積土＞湧水の中での調査のため堆積層の把握が困難であったが13層に区分した。第13層が貼床
部である。床面は水平でない。
＜配置＞42号竪穴建物跡と重複するが、断面観察からは新旧関係を把握できなかった。
＜掘形＞全体的に掘り込むＤ類である。
＜遺物分布＞堆積土上部から多量の礫と遺物が出土している。
＜遺物＞土師器、石器が出土している。

【土師器坏・壺・甕】571は坏、572は壺、573・574は甕である。573は貼床出土で頸部に細沈線によ
る刻目がある。572は丸底壺胴部である。

【石器】6141は石核、6154は敲磨器、6173 ～ 6176は敲石、6262 ～ 6264は方割石、6313・6314は台石
である。
＜時期＞年代の根拠となる貼床土出土遺物から７世紀末～８世紀前半以降である。
　
　40号竪穴建物跡（遺構図版79、遺物図版42、写真図版41）
＜検出状況＞ⅡＤ21fグリッドに位置する。現況は水田である。調査区西壁際で41号竪穴建物跡と重
複する黒褐色プランを検出した。
＜規模・形状＞規模は（北-南）4.00ｍである。検出面から床面までの深さは58㎝である。
＜堆積土＞６層に区分した。第６層は貼床土の可能性があるが、判断できなかった。
＜配置＞41号竪穴建物跡と重複し、これを切る。
＜掘形＞不明である。
＜遺物＞土師器が出土している。

【土師器坏】575 ～ 577の坏を図示した。575は土坑１出土でミガキ調整、577は内外面ミガキ調整で
赤彩塗布される。
＜時期＞遺構の特徴と出土遺物から５世紀後半～６世紀初頭である。
　
　41号竪穴建物跡（遺構図版79、写真図版41）
＜検出状況＞ⅡＤ22グリッドに位置する。現況は水田である。調査区西壁際で40号竪穴建物跡と重
複する黒褐色プランを検出した。
＜規模・形状＞規模は不明で、床面までの深さは31㎝である。
＜堆積土＞２層に区分した。砂ブロックを包含する。
＜配置＞40号竪穴建物跡と重複し、これに切られる
＜掘形＞不明である。
＜遺物＞なし。
＜時期＞遺構の重複関係と遺構の特徴から古墳時代である。
　
　42号竪穴建物跡（遺構図版80、遺物図版43・74・96・102、写真図版41）
＜検出状況＞ⅡＤ16fグリッドに位置する。現況は水田で、絶えず湧水する範囲である。38号竪穴建
物跡と重複する黒褐色プランを検出した。
＜規模・形状＞規模は（北-南）3.54ｍ、（西-東）3.23ｍで、平面形は隅丸方形である。検出面から床
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面までの深さは26㎝である。床面積は8.60㎡である。
＜堆積土＞湧水の中での調査のため堆積層の把握が困難であったが７層に区分した。貼床土は５～
７層である。
＜配置＞38・43号竪穴建物跡と重複する。38号に切られ、43号との重複は不明瞭であった。
＜掘形＞全体的に掘り込むＤ類である。
＜遺物分布＞堆積土上部から礫と遺物が出土している。
＜遺物＞土師器、須恵器、土製品、石器が出土している。

【土師器坏・甕】578は坏、579 ～ 581は甕である。581は床面直上の第４層出土である。578は外面ナ
デ調整である。579・581は長胴甕で、外面はナデ・ハケ。ミガキ調整が施される。580の小型甕は外
底部をケズリ調整する。

【土製品】5031は堆積土上部出土である。
【石器】6194は磨石、6265・6266は方割石である。
＜時期＞遺構の特徴と出土遺物から７世紀後半～８世紀前半である。
　
　43号竪穴建物跡（遺構図版81、遺物図版43・44・67・113・114、写真図版42）
＜検出状況＞ⅡＤ16fグリッドに位置する。現況は水田で、中央に用水路が走る。用水路付近は湧水
が著しく土層観察は困難であった。用水路の北側は壁面ラインを的確に捉え、方形の黒褐色プラン
を検出した。一方、南側は西壁ラインが不明瞭であった。
＜規模・形状＞東半部が調査区外へ続く。調査区内規模は（北-南）6.78ｍ、（西-東）5.30ｍで、平面
形は方形でコーナー部は直角に近く角張る。検出面から床面までの深さは22㎝である。調査区内床
面積は24.54㎡で、全体床面積は不明である。湧水のため構成要素を把握できなかった。
＜堆積土＞貼床部までは６層に区分した。第６層が貼床層である。第３層が建物内を広く覆う。礫
と遺物は第１～２層に多い。
＜配置＞42号竪穴建物跡と重複し、これに切られる。44号竪穴建物跡と隣接する。45号竪穴建物跡
と重複し、これを切る。
＜掘形＞不明である。湧水のため根拠に欠けるが、全体を掘り込んでいる可能性が考えられる。
＜遺物分布＞堆積土上部に多く、床面出土遺物は少ない。
＜遺物＞土師器、須恵器、石器、石製品、陶磁器が出土している。

【土師器坏・高坏】582 ～ 589・591・592は坏、593は高坏である。堆積土出土主体であるが、591・
593が床面から出土している。592 ～ 587・589は外面をナデもしくはミガキ調整する。593の高坏脚
部は中空長脚で外面ナデ調整である。

【土師器甑・壺・甕】590は甕形を呈する甑で、単孔式である。破片が隣接する38・42号竪穴建物跡
にも分布する。594 ～ 596は甕類である。

【須恵器坏】1087は堆積土出土の底部回転ヘラ切で、７世紀後半～８世紀前半の特徴を有数する。
【石製品】7020は堆積土出土の頁岩製紡錘車、7030は床面出土の石製模造品である。
＜時期＞遺構の特徴と床面出土遺物の年代から、５世紀後半～６世紀初頭である。
　
　44号竪穴建物跡（遺構図版82、遺物図版102、写真図版42）
＜検出状況＞ⅡＤ17gグリッドに位置する。現況は水田で、43号竪穴建物跡に隣接する黒褐色プラン
を検出した。

４　検出遺構
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＜規模・形状＞東半部が調査区外へ続く。規模は不明である。平面形は方形の可能性があり、検出
面から床面までの深さは22㎝である。調査区内床面積は2.68㎡で、全体床面積は不明である。湧水の
ため構成要素を把握できなかった。
＜堆積土＞６層に区分した。第６層は貼床の可能性があるが判断できなかった。第６層には少量の
礫が混入する。
＜配置＞43号竪穴建物跡と隣接する。
＜掘形＞不明である。
＜遺物＞土師器、石器が少量出土している。

【石器】6267は堆積土出土のデイサイト製方割石である。
＜時期＞遺構の特徴と出土遺物の年代から、古墳時代から奈良時代である。
　
　45号竪穴建物跡（遺構図版82、遺物図版44・83、写真図版42）
＜検出状況＞ⅡＤ15gグリッドに位置する。現況は水田で、43号竪穴建物跡と重複する方形の黒褐色
プランを検出した。
＜規模・形状＞東半部が調査区外へ続く。規模は不明である。平面形は方形の可能性があり、検出
面から床面までの深さは24㎝である。調査区内床面積は3.67㎡で、全体床面積は不明である。
＜堆積土＞３層に区分した。第３層は貼床土で、43号竪穴建物跡貼床土と同類の堆積土である。
＜配置＞43号竪穴建物跡と重複し、これに切られる。
＜掘形＞不明である。湧水のため地山となるⅡ～Ⅲと区別がつかない。貼床土と地山の混合土を掘
削している可能性があるが、全体的に掘り窪められている。
＜遺物分布＞貼床出土遺物がある。
＜遺物＞土師器、石器が少量出土している。

【土師器壺】597は貼床出土の壺で、胴下部に最大径がある。外面胴下部をケズリ調整する。
【石器】6100は堆積土出土の黒曜石製剥片である。
＜時期＞遺構の重複関係と出土遺物の年代から、５世紀後半～６世紀初頭である。
　
　46号竪穴建物跡（遺構図版83、遺物図版44・45・46・67・80・94・102・108、写真図版42）
＜検出状況＞ⅡＤ13fグリッドに位置する。現況は水田で、絶えず水中ポンプによる排水作業を行い
ながらの調査となった。45号竪穴建物跡の北側で方形の黒褐色プランを検出した。
＜規模・形状＞東半部が調査区外へ続く。調査区内規模は（北-南）4.36ｍ、（西-東）2.40ｍで、平面
形は隅丸方形だが、南西部コーナー部がやや角張る。検出面から床面までの深さは29㎝である。調
査区内床面積は9.36㎡で、全体床面積は不明である。湧水のため構成要素を把握できなかった。
＜堆積土＞貼床部までを４層に区分した。粘土もしくは粘土質シルト層で構成される。第４層は貼
床土と地山層を含む地層であり、地山土との明確な境界が湧水のため把握できなかった。床面上で
の硬質部及び貼床範囲は建物中央に分布する。
＜配置＞47号竪穴建物跡と重複し、これを切る。
＜掘形＞不明であるが、貼床土が建物中央部に堆積することから、中央を掘り窪めるＢ類の可能性
が考えられる。
＜遺物分布＞建物南半の堆積土上部に礫、北壁付近の床面に土師器が多量に出土している。
＜遺物＞土師器、須恵器、石器、炭化種子、骨片が出土している。
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【土師器坏・高坏・鉢】598 ～ 604は坏、605・606は高坏、604は鉢である。床面出土は598・599・
604である。599・602など小型坏が一定量含まれている。坏の外面調整はナデ・ミガキが主体である。
601は内外面赤彩塗布されており、別遺構からの流入の可能性がある。高坏の外面調整はナデ・ミガ
キである。605の高坏坏部の形態は598・604と類似する。

【土師器片口】607は床面出土の小型片口である。内面に黒色付着物が残る。
【土師器壺・甕】608・610 ～ 613は壺、609・614 ～ 623は甕である。床面出土は608 ～ 611・614 ～
618である。壺は胴部中央に最大径を持ち、外面をハケ・ミガキ調整する資料が主体である。612は
口縁受け口状を呈する。610は胴下部が膨らむ器形である。甕は長胴甕主体であるが、615・617など
胴部が非常に長い。口縁部に最大径がある資料で占められる。外面調整はナデ・ハケ調整主体である。
609・615の甕は頸部に刻目を有し、口縁部受け口状である。

【須恵器坏蓋】1088は堆積土出土の天井部に回転ケズリが残る坏蓋で、把手がつくタイプと考えられ
る。７世紀後半～９世紀代である。

【石器】6057・6058は堆積土出土の黒曜石製掻器、6177は堆積土出土の敲石、6268 ～ 6272は方割石
で6268が床面出土である。6315は堆積土出土の台石である。
＜時期＞遺構の特徴と出土遺物の年代から、７世紀後半～８世紀前半である。
　
　47号竪穴建物跡（遺構図版84・85、遺物図版46・47・48・49・67・73・74・81・85・88・102・
103、写真図版43）
＜検出状況＞ⅡＤ13eグリッドに位置する。現況は水田で、絶えず水中ポンプによる排水作業を行い
ながらの調査となった。46号竪穴建物跡の西側で方形の褐灰色及び黒褐色プランを検出した。
＜規模・形状＞西側が調査区外へ続く。調査区内規模は（北-南）5.46ｍ、（西-東）5.46ｍで、四隅は
やや角張る。検出面から床面までの深さは35㎝である。調査区内床面積は24.53㎡である。湧水のた
めカマド以外の構成要素を把握できなかった。
＜堆積土＞床面までを11層に区分した。粘土質シルト層で構成される。床面より下位層は貼床土と
地山層を含む地層であり、地山土との明確な境界が湧水のため把握できなかった。堆積土は上部層
に炭化物と円礫を多く含む。第６層はカマド構築土である。
＜配置＞46号竪穴建物跡と重複し、これに切られる。また、１～３号不定形遺構・25号土坑と重複
するが、本遺構調査を優先して調査を行っていた途上で検出したことから、新旧関係は把握できて
いない。
＜掘形＞不明である。
＜カマド＞北壁中央に位置する。煙道は短煙道で、燃焼部は芯材に礫を使用する。ベースの黒褐色
粘質シルトの中に、燃焼部火床で微量の赤褐色ブロックや炭化物、袖部に砂礫と灰白色粒が混入する。
燃焼部内は支脚として礫１個を設置している。燃焼部堆積土から炭化物、骨片が出土している。骨
片中に獣骨が含まれていることから、食糧残滓の骨を廃棄したものと考えられる。袖部は灰白色粒
が微量混入しており、心材礫の下位層（カマド５層）は残存していた。燃焼部内及び床面カマド両脇
から多量の土師器が出土した。
　カマド全長；1.16ｍ、燃焼部長；0.92ｍ、煙道部長；0.24ｍ、燃焼部幅；0.75ｍ、
　燃焼部焼土範囲；0.45×0.34ｍ、被熱土厚；4㎝
＜遺物分布＞堆積土上部に礫と炭化材が分布することから、焼失建物の可能性が考えられる。炭化
材は建物中央には少なく壁付近に密集し、壁ラインと直行もしくは斜位方向に分布することから垂
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木の崩落の可能性が考えられる。カマドの設置された北壁付近の床面に土師器が多量に出土してい
る。
＜遺物＞土師器、弥生土器、須恵器、土製品、石器、炭化種子、骨片が出土している。

【土師器坏】624 ～ 635が坏である。堆積土出土である。外面はナデ・ケズリ・ミガキ調整で、ハケ
調整が見られない。丸底で口縁部が長く外反する器形が主体である。内面黒色処理は628 ～ 630・
635、内外面赤彩塗布は625・626・632・633・635である。なかでも626・635は赤彩塗布後の内面黒
色処理と考えられる。古墳時代中期から続く器形であるが、５世紀代よりは器壁が薄く調整が丁寧
である。624は橙色の口縁部直立の坏である。631は小型坏で平底である。

【土師器甑】636・637でいずれも単孔式である。636は床面出土で甕形を呈し外面ハケ調整である。
４号竪穴建物跡（６世紀中頃）からも外面ハケ調整の甑（66）が出土しており類似するが、本遺構出土
資料より66の方が器高が低い。637は底部を漏斗状に窄ませる形状で、孔部は狭い。

【土師器壺・甕】638 ～ 641は壺類、642 ～ 649は甕である。639・642がカマド出土、638・643が床面
出土である。638の壺は胴部中央に最大径を持ち、外面をナデ・ミガキ調整する。639 ～ 641は口縁
部片である。642は外面ハケ調整で短い口縁が外反する。643は壺型を呈するが外面にススが付着し
摩耗している。644 ～ 647は長胴甕で口縁部に最大径があるが、胴部中央径と差はほとんどない。胴
部中央から胴上部まで直立気味に頸部に至る。外面はナデ・ハケ・ケズリ調整後にミガキ調整される。
カマドと床面出土資料は古墳時代中期末～後期初頭の器形である。

【須恵器甕】1089が堆積土から出土している。
【弥生土器】4014はRL単節である。
【土製品】5018は堆積土出土の紡錘車で、孔部が側面に穿たれている。
【石器】6059 ～ 6061は堆積土出土の黒曜石製掻器、6110は堆積土出土の石核、6142は堆積土出土の
頁岩製石核、6273・6274は方割石で、6273が床面出土の砂岩製、6274がカクラン出土のデイサイト
製である。
＜時期＞遺構の特徴と出土遺物の年代から、６世紀である。なお、床面出土炭化材のＡＭＳ年代測
定の結果、２σで５世紀前半～６世紀中頃の範囲で、１σで５世紀前葉、５世紀中頃、５世紀後葉
～６世紀前葉の範囲に分かれる。
　
　48号竪穴建物跡（遺構図版86、遺物図版49・50・67・73・74・81・114、写真図版44）
＜検出状況＞ⅡＤ11eグリッドに位置する。現況は水田で、絶えず水中ポンプによる排水作業を行い
ながらの調査となった。47号竪穴建物跡の北側で方形の褐灰色及び黒褐色プランを検出した。
＜規模・形状＞北西コーナー部が調査区外へ続く。調査区内規模は（北-南）4.85ｍ、（西-東）5.43ｍで、
四隅はやや角張る。検出面から床面までの深さは18㎝である。調査区内床面積は22.38㎡で、全体推
定面積は23.39㎡である。湧水のためカマド以外の構成要素を把握できなかった。
＜堆積土＞貼床部までを５層に区分した。粘土層と粘土質シルト層で構成される。第２層に炭化物
と円礫を多く含む。第１・２層は水性堆積層の可能性がある。
＜配置＞47号竪穴建物跡と隣接する。建物中央を南北にカクラン（暗渠排水）が走る。
＜掘形＞不明である。建物中央部に小ピット状に窪みがあったが、全体傾向を判断できなかった。
＜カマド＞北壁中央からやや西寄りに位置する。隣接する５号不定形遺構があたかも古いカマド煙
道部の配置となるが、時期の異なる遺構と考えられる。カマドは長煙道で、燃焼部焼土範囲奥に礫
１個が支脚として使用されている。燃焼部内に甕（656）が横位で出土した。芯材に礫１個を使用する。

Ⅲ　遺構と遺物
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袖部は明黄褐色シルトである。
　カマド全長；2.45ｍ、燃焼部長；0.85ｍ、煙道部長；1.60ｍ、燃焼部幅；0.91ｍ、
　燃焼部焼土範囲；0.46×0.38ｍ、被熱土厚；10㎝
＜遺物分布＞堆積土上部に礫と遺物が分布する。礫のサイズは拳大～掌大が主体で、人頭大のよう
な大型は含まれない。遺物はカマド周辺と建物中央部に密集する。
＜遺物＞土師器、弥生土器、須恵器、土製品、石製品、石器、炭化種子、骨片、粘土塊が出土して
いる。

【土師器坏・高坏】650・651は坏、652は高坏である。堆積土出土で、建物中央部の遺物密集部に含
まれる。３点とも内面黒色処理される。650は底部ケズリ調整の丸底坏で口縁直立気味に立ち上がる。
651は内外面ミガキ調整である。652は高坏脚部で外面ミガキ調整である。

【土師器壺・甕】653・654は壺、655 ～ 660は甕である。656がカマド内出土で、他は堆積土出土である。
653は外面ハケ調整である。654はナデ調整で肩の張るタイプである。甕は659を除いて口縁部に最大
径があり、外面調整の主体はナデ・ハケ調整である。655・658は口縁受け口状である。

【須恵器瓶】1090は堆積土出土の長頸瓶頸部である。肉眼レベルでは胎土が東海産に類似しており、
湖西編年の７世紀後半～８世紀前半に位置づけられる。

【弥生土器】4015は平底で器壁が薄い。
【土製品】5009は堆積土出土の勾玉である。
【石器】6062・6063は堆積土出土の黒曜石製掻器である。
【石製品】7031は石製模造品で孔部を1個欠損し右端部に素材の剥離面が残ることから未成品の可能
性が考えられる。
＜時期＞遺構の特徴と出土遺物の年代から、７世紀後半～８世紀前半である。
　
　49号竪穴建物跡（遺構図版87、写真図版46）
＜検出状況＞ⅡＤ15eグリッドに位置する。現況は水田で、用水路に隣接する内容確認調査区内で竪
穴建物の壁ラインと考えられる黒褐色プランを検出した。
＜規模・形状＞内容確認調査であるが、調査区内は全掘した。調査区内で北東コーナー部を検出し
たと考えられる。規模は不明である。検出面～床面までの深さは11㎝である。
＜堆積土＞貼床部までを２層に区分した。粘土質シルト層で構成される。第１層に炭化物を含む。
＜配置＞43号竪穴建物跡の西側に隣接する。
＜掘形＞不明であるが、調査区内範囲は全体的に掘り窪められている。
＜遺物＞土師器が出土している。
＜時期＞遺構の特徴と出土遺物の年代から、古墳時代～奈良時代である。
　
　50号竪穴建物跡（遺構図版87、遺物図版50・81、写真図版46）
＜検出状況＞ⅡＤ14eグリッドに位置する。現況は水田で、用水路に隣接する内容確認調査区内で竪
穴建物の壁ラインと考えられる黒褐色プランを検出した。
＜規模・形状＞内容確認調査のため、検出面での遺構範囲と断面観察のためのトレンチ調査を行った。
調査区内で南半を検出したと考えられる。規模は不明である。検出面～底面までの深さは52㎝である。
＜堆積土＞４層に区分した。粘土質シルト層で構成される。貼床部は不明であるが、第２層より下
位が貼床部の可能性がある。
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＜配置＞47号竪穴建物跡の南側に隣接する。
＜掘形＞不明である。
＜遺物＞土師器、石器が出土している。

【土師器甕】662は堆積土下部出土の甕で、外面ハケ調整で口縁が短く開く。
【石器】6064は堆積土出土の黒曜石製掻器である。
＜時期＞床面出土遺物がないため不明であるが、堆積土出土遺物は７世紀後半～８世紀前半の特徴
を有する。
　
　51号竪穴建物跡（遺構図版88、遺物図版91、写真図版45）
＜検出状況＞ⅡＤ5ｄグリッドに位置する。現況は水田で、絶えず水中ポンプによる排水作業を行い
ながらの調査となった。西側が内容確認調査範囲で方形の褐灰色プランを検出した。また検出時に
1123の須恵器小型坏が出土した。
＜規模・形状＞北西コーナー部とカマド煙道部が調査区外へ続く。調査区内規模は（北-南）3.94ｍ、（西
-東）3.14ｍで、四隅はやや角張る。検出面から底面までの深さは15㎝である。調査区内床面積は9.80
㎡で、全体推定面積は9.87㎡である。湧水のためカマド以外の構成要素を把握できなかった。
＜堆積土＞２層に区分した。粘土質シルト層で構成される。第２層が貼床土である。
＜配置＞55号竪穴建物跡と隣接する。
＜掘形＞建物中央を掘り込むＢ類である。
＜カマド＞西中央に位置する。袖部と建物壁との境界は不明瞭であった。芯材に礫を用いる。袖部
は黒褐色粘土質シルトと明黄褐色シルトの混合土で構成される。
　カマド全長；不明、燃焼部長；0.89ｍ、煙道部長；不明、燃焼部幅；1.03ｍ、
　燃焼部焼土範囲；0.42×0.62ｍ、被熱土厚；7㎝
＜遺物分布＞北西部とカマド付近に礫が散在する。
＜遺物＞土師器、石器、炭化種子、琥珀が出土している。また、建物範囲の検出面上から須恵器が
出土している。

【須恵器坏】本遺構に確実に伴うと断定できないが、1123の坏が検出面から出土している。口径9.7㎝
の小型坏で７世紀第３四半期に出現する器形である。７世紀第３四半期にみられる小型坏と比べる
と、やや厚手の器形であることから１時期下る可能性を考慮して７世紀第４四半期頃としておく。
底部は回転ヘラ切り痕が見られる。

【石器】6157は堆積土出土のデイサイト製凹石である。
＜時期＞堆積土と遺構の特徴から、古墳時代～奈良時代の可能性が高い。床面出土遺物がないが、
検出面出土遺物の年代は７世紀第４四半期と捉えた。

　52号竪穴建物跡（遺構図版89、写真図版43）
＜検出状況＞ⅡＤ13eグリッドの内容確認調査区に位置する。現況は水田で、絶えず水中ポンプによ
る排水作業を行いながらの調査となった。東側が47号竪穴建物跡、南側を53号竪穴建物跡と隣接する。
竪穴建物跡の可能性のある黒褐色方形プランを検出した。
＜規模・形状＞47号竪穴建物跡の調査途上でプランが判明した。竪穴建物跡南東コーナー部を検出
したと考えられる。平面での形状把握のみ行った。
＜配置＞東側が47号竪穴建物跡、南側を53号竪穴建物跡と隣接する。重複関係は不明である。
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＜遺物＞なし。
＜時期＞堆積土から古墳時代～奈良時代の可能性がある。
　
　53号竪穴建物跡（遺構図版89、写真図版43）
＜検出状況＞ⅡＤ13eグリッドの内容確認調査区に位置する。現況は水田で、絶えず水中ポンプによ
る排水作業を行いながらの調査となった。北側が47・52号竪穴建物跡と隣接する。竪穴建物跡の可
能性のある黒褐色方形プランを検出した。
＜規模・形状＞47号竪穴建物跡の調査途上でプランが判明した。竪穴建物跡南西コーナー部を検出
したと考えられる。平面での形状把握のみ行った。
＜配置＞北側が47・52号竪穴建物跡と隣接する。重複関係は不明である。
＜遺物＞なし。
＜時期＞堆積土から古墳時代～奈良時代の可能性がある。
　
　54号竪穴建物跡（遺構図版89、写真図版46）
＜検出状況＞ⅡＤ7ｆグリッドに位置する。現況は水田で、絶えず水中ポンプによる排水作業を行い
ながらの調査となった。北側が55号竪穴建物跡と隣接する。方形の褐灰色プランを検出した。
＜規模・形状＞東半が調査区外へ続く。調査区内規模は（北-南）2.83ｍ、（西-東）1.46ｍで、北西と
南西コーナー部はやや角張る。検出面から床面までの深さは30㎝である。調査区内床面積は2.72㎡で、
全体推定面積は不明である。
＜堆積土＞３層に区分した。粘土質シルト層で構成される。第３層が貼床土で礫を多量包含する。
＜配置＞55号竪穴建物跡と隣接する。
＜掘形＞不明であるが、建物全体を掘り込むＤ類の可能性がある。
＜遺物＞なし。
＜時期＞堆積土と遺構の特徴から、古墳時代～奈良時代の可能性がある。
　
　55号竪穴建物跡（遺構図版89、写真図版46）
＜検出状況＞ⅡＤ6ｆグリッドに位置する。現況は水田で、絶えず水中ポンプによる排水作業を行い
ながらの調査となった。南側が54号竪穴建物跡と隣接する。方形の褐灰色プランを検出した。
＜規模・形状＞東半が調査区外へ続く。調査区内規模は（北-南）2.49ｍ、（西-東）1.12ｍで、北西とコー
ナー部が突出た形状となっている。検出面から床面までの深さは36㎝である。調査区内床面積は1.86
㎡で、全体推定面積は不明である。
＜堆積土＞２層に区分した。褐灰色粘土質シルト層で構成される。第１層に炭化物を包含する。
＜配置＞54号竪穴建物跡と隣接する。
＜掘形＞不明である。
＜遺物＞なし。
＜時期＞堆積土と遺構の特徴から、古墳時代～奈良時代の可能性がある。
　
　56号竪穴建物跡（遺構図版90、遺物図版50・67・74、写真図版46）
＜検出状況＞ⅡＤ6eグリッドに位置する。現況は水田で、絶えず水中ポンプによる排水作業を行い
ながらの調査となった。建物範囲のうち西側が内容確認調査範囲である。51号竪穴建物跡の南側で
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方形基調の不整形黒褐色プランを検出した。
＜規模・形状＞規模は（北-南）4.09ｍ、（西-東）3.14ｍで、台形に近い隅丸方形である。検出面から
床面までの深さは21㎝である。調査区内床面積は9.20㎡である。
＜堆積土＞４層に区分した。粘土質シルト層で構成される。第４層が貼床土である。床面上に大礫
が分する。
＜配置＞51号竪穴建物跡と隣接する。22号土坑と重複する。
＜掘形＞北半部をやや深めに掘り込んでおり、建物半分を掘り込むＣ類の範疇である。
＜遺物分布＞西半部に礫が分布する。土師器片が堆積土から出土している。
＜遺物＞土師器、須恵器、石器、土製品が出土している。

【土師器壺甕類】663は堆積土出土の壺甕類の口縁部片で外面にハケ調整が見られる。
【須恵器壺甕類】1091は堆積土出土の壺甕類口縁部片で回転ナデ調整である。
【土製品】5006は堆積土出土の土玉である。
＜時期＞堆積土と遺構の特徴から、古墳時代～奈良時代の可能性が高い。堆積土出土遺物は７世紀
後半～ 8世紀前半の特徴を有する。
　
　57号竪穴建物跡（遺構図版90、遺物図版50・51、写真図版46）
＜検出状況＞ⅡＤ2cグリッドに位置する。現況は砂利敷き道路で、絶えず水中ポンプによる排水作
業を行いながらの調査となった。３号掘立柱建物跡の西側で遺物の密集分布する範囲を検出したと
ころ、不整形な黄灰色と黒褐色のプランを検出した。
＜規模・形状＞調査区内規模は（北-南）1.70ｍ、（西-東）3.38ｍで、湧水のため壁ラインが歪んでい
るが、本来は方形基調と考えられる。第Ⅰ層除去後の検出面から床面までの深さは21㎝である。床
面積は3.50㎡で、全体面積は不明である。
＜堆積土＞４層に区分した。粘土質シルト層で構成される。第４層が貼床土で貼床内に礫が混入する。
床面では土師器が纏まって出土した。
＜配置＞３号掘立柱建物跡と隣接する。
＜掘形＞全体形状は不明であるが、調査区内では全体をほぼ同深度で掘り込んでいる。
＜遺物分布＞床面で土師器甕・甑が纏まっている。
＜遺物＞土師器が出土している。

【土師器甑・甕】664・665は甑、666・667は甕で、664・665・667は床面出土である。甑は甕形で、
単孔式である。甑は外面の調整を664がナデ・ミガキ、665がナデで、口縁部形状も似る。667は口縁
部受け口状で内外面ミガキ調整である。
＜時期＞堆積土と出土遺物の特徴から、７世紀中頃～８世紀前半である。
　
　３号掘立柱建物跡（遺構図版91、遺物図版51・73、写真図版47）
＜検出状況＞ⅡD2dグリッドに位置する。現況は水田である。絶えず湧水する範囲で灰色粘土質シル
トの円形周溝プランを検出し、その内部空間ではピットを検出した。
＜規模・形状＞掘立柱建物跡の東壁を基準とする建物軸と周溝の東側を基準とする軸はほぼ一致す
る。また、７世紀後半～８世紀前半の竪穴建物跡のうち、北壁中央にカマドをもつ建物の東壁を基
準軸とするラインとも一致する。したがって、溝部と掘立柱建物跡を一体の施設とし、７世紀後半
～８世紀前半の集落を構成する施設と捉えた。建物はピット９個で構成される。１尺＝30.3㎝を基準
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として、２×２間の総柱建物で、規模は3.03×3.03ｍ（10×10尺）である。周溝は規模が6.91×6.61ｍ、
検出面からの深さは27㎝である。
＜柱間寸法＞１尺＝30.3㎝とした場合、柱間寸法が1.515㎝（５尺）である。
＜配置＞15・16号溝と重複する。
＜堆積土＞建物を構成する柱穴及び周溝の堆積土は、褐灰～黒褐色土主体である。
＜遺構の性格＞９本で構成される２×２間の建物であることから、倉庫と考えられる。なお、2015
年までで岩手県内において古墳時代～奈良時代の掘立柱建物跡は、本例を除いて見つかっていない。
＜遺物＞周溝の堆積土から土師器、弥生土器が出土している。

【土師器高坏・甕】671は高坏、672は甕である。いずれも堆積土から出土している。671は体部～脚
部まで外面ケズリ調整である。

【弥生土器】4016は堆積土出土で羽状縄文が施文される。
＜時期＞堆積土と建物の軸方向から７世紀後半～８世紀前半と考えられる。堆積土出土であるが、
出土遺物の年代も７世紀後半～８世紀前半である。
　
　16号土坑（遺構図版92、写真図版47）
＜検出状況＞ⅡＤ23hグリッドに位置する。現況は水田である。32号竪穴建物跡の南側で楕円形プラ
ンを検出した。
＜規模・形状＞底面は凹凸がある。規模は1.00×1.10ｍ、検出面からの深さは25㎝、平面形は楕円形
である。
＜堆積土＞６層に区分した。焼土層が２枚（第２・５層）あり、その上に炭化物層（第１・４層）が形
成されている。
＜配置＞32号竪穴建物跡の東側に隣接する。
＜遺物＞土師器片が数点出土している。
＜遺構の性格＞廃棄穴と考えられる。焼土層の存在から、少なくとも２回の廃棄物焼却が行われた
と考えられる。
＜時期＞堆積土と出土遺物から古墳時代～奈良時代である。
　
　17号土坑（遺構図版92、写真図版47）
＜検出状況＞内容確認調査区内のⅡＤ21fグリッドに位置する。現況は水田である。40号竪穴建物跡
の東側で楕円形プランを検出した。
＜規模・形状＞確認調査を行った。検出面上での規模は0.73×1.08ｍ、検出面からの深さは11㎝、平
面形は楕円形である。
＜堆積土＞褐灰色シルトの単層である。
＜配置＞40号竪穴建物跡の東側に隣接する。
＜遺物＞なし。
＜遺構の性格＞不明である。
＜時期＞不明である。
　
　18・19号土坑（遺構図版92、写真図版47）
＜検出状況＞ⅡＤ6fグリッドに位置する。現況は水田である。重複する楕円形プランを検出した。

４　検出遺構
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＜規模・形状＞18号土坑規模は0.79×0.69ｍ、検出面からの深さは11㎝、平面形は楕円形である。
19号土坑規模は1.64×0.78ｍ、検出面からの深さは21㎝、平面形は楕円形である。
＜堆積土＞２基合わせて５層に区分した。第５層が18号土坑、第１・２・３・４層が19号土坑である。
２・５層に焼土と考えられる黄灰色シルト層が混入する。
＜配置＞18号土坑が19号土坑に切られる。
＜遺物＞土師器片が数点出土している。
＜遺構の性格＞廃棄穴と考えられる。
＜時期＞堆積土と出土遺物から古墳時代～奈良時代である。
　
　20号土坑（遺構図版92、写真図版47）
＜検出状況＞ⅡＤ4fグリッドに位置する。現況は水田である。楕円形プランを検出した。
＜規模・形状＞規模は0.72×0.49ｍ、検出面からの深さは22㎝、平面形は楕円形である。
＜堆積土＞褐灰色粘土質シルトの単層である。
＜配置＞51号竪穴建物跡東側に隣接する。
＜遺物＞なし。
＜遺構の性格＞不明である。
＜時期＞不明である。
　
　21号土坑（遺構図版93、写真図版47）
＜検出状況＞ⅡＤ4eグリッドに位置する。現況は水田である。長楕円形プランを検出した。
＜規模・形状＞規模は0.46×1.14ｍ、検出面からの深さは13㎝、平面形は長楕円形である。
＜堆積土＞黒褐色粘土質シルトの単層である。
＜配置＞３号掘立柱建物跡の南側に隣接する。
＜遺物＞土師器片が堆積土から出土している。
＜遺構の性格＞不明である。
＜時期＞不明である。
　
　22号土坑（遺構図版93、写真図版48）
＜検出状況＞ⅡＤ6eグリッドに位置する。現況は水田である。56号竪穴建物東壁上で不整楕円形プ
ランを検出した。
＜規模・形状＞規模は1.01×0.81ｍ、検出面からの深さは19㎝、平面形は不整楕円形である。
＜堆積土＞２層に区分した。灰色粘土質シルトで構成される。
＜配置＞３号掘立柱建物跡の南側に隣接する。
＜遺物＞なし。
＜遺構の性格＞不明である。
＜時期＞不明である。
　
　23号土坑（遺構図版93、写真図版48）
＜検出状況＞ⅡＤ14fグリッドに位置する。現況は水田である。47号竪穴建物跡の南側で溝状の長楕
円形プランを検出した。

Ⅲ　遺構と遺物
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＜規模・形状＞規模は1.45×0.42ｍ、検出面からの深さは９㎝、平面形は長楕円形である。
＜堆積土＞黒褐色粘土質シルトの単層である。
＜配置＞47号竪穴建物跡の南側に隣接する。
＜遺物＞なし。
＜遺構の性格＞不明である。
＜時期＞不明である。
　
　24号土坑（遺構図版93、写真図版48）
＜検出状況＞ⅡＤ2dグリッドに位置する。現況は水田である。３号掘立柱建物跡の北側で円形プラ
ンを検出した。
＜規模・形状＞規模は0.68×0.74ｍ、検出面からの深さは26㎝、平面形は円形である。
＜配置＞３号掘立柱建物跡の北側に隣接する。
＜遺物＞土師器片が堆積土から出土している。
＜遺構の性格＞不明である。
＜時期＞不明である。
　
　25号土坑（遺構図版93、遺物図版67・81、写真図版48）
＜検出状況＞ⅡＤ12eグリッドに位置する。現況は水田である。47・48号竪穴建物跡の間で長楕円形
プランを検出した。
＜規模・形状＞規模は1.80×0.73ｍ、検出面からの深さは15㎝、平面形は長楕円形である。
＜堆積土＞２層に区分した。第１層が黒褐色粘土質シルト、第２層が褐色粘土質シルトである。
＜配置＞47・48号竪穴建物跡と重複する。47号竪穴建物跡との新旧関係は不明である。48号竪穴建
物跡を切る。
＜遺物＞土師器、須恵器、石器が堆積土から出土している。

【須恵器甕】1092は堆積土出土の甕胴部片である。
【石器】6065は堆積土出土の黒曜石製掻器である。
＜遺構の性格＞不明である。
＜時期＞不明である。
　
　12号溝（遺構図版94、遺物図版51・67・71・81、写真図版49）
＜検出状況＞Ｆ・Ｇ区に跨り、東端がⅢＤ1iグリッドに位置する。現況は水田である。Ｆ区では暗渠
が設けられ、Ｇ区では26・29号竪穴建物跡と重複する。
＜規模・形状＞Ｇ区規模は長さ10.61m、幅1.51m、検出面からの深さ50cmである。
＜配置＞26・29号竪穴建物跡と重複し、これを切る。
＜遺物＞土師器、須恵器、陶磁器、羽口、石器が出土している。

【土師器坏・壺・甕】668は坏で、内外面赤彩塗布され29号竪穴建物跡重複範囲から出土している。
669は壺で、外面赤彩塗布されている。670は甕で外面ハケ調整→ケズリ調整である。

【須恵器甕】1093は甕頸部片である。26号竪穴建物跡重複範囲から出土している。
【陶磁器】3004・3005は近世～近代陶磁器で、3004は底面付近の堆積土から出土した。3004は擂鉢、
3005は内面に目跡が残る瀬戸産磁器碗で、型紙刷りである。

４　検出遺構
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【石器】6066・6067は黒曜石製掻器である。
＜時期＞近現代である。
　
　13号溝（遺構図版94、写真図版48）
＜検出状況＞内容確認調査区のⅡＤ21fグリッドに位置する。現況は水田である。遺構範囲の検出と
一部を断面観察のため断割った。
＜規模・形状＞長さ3.51m、幅0.48m、検出面からの深さ９cmである。
＜堆積土＞灰黄褐色シルトの単層である。
＜配置＞17号土坑、40号竪穴建物跡と重複する。
＜遺物＞なし。
＜時期＞不明である。
　
　14号溝（遺構図版94、遺物図版81、写真図版48）
＜検出状況＞北端部がⅡＤ9eグリッドに位置する。現況は水田である。
＜規模・形状＞調査区内規模は長さ16.83m、幅2.01m、検出面からの深さ39cmである。
＜堆積土＞５層に区分した。暗褐色～黒褐色粘土質シルト主体である。
＜配置＞48号竪穴建物跡と隣接する。
＜遺物＞土師器、石器が堆積土から出土している。

【石器】6069は黒曜石製掻器である。
＜時期＞堆積土と出土遺物から古墳時代～奈良時代の可能性がある。
　
　15号溝（遺構図版91、写真図版49）
＜検出状況＞北端部がⅡＤ2eグリッドに位置する。現況は水田である。
＜規模・形状＞調査区内規模は長さ1.61m、幅0.57m、検出面からの深さ16cmである。
＜堆積土＞灰色粘土質シルトの単層である。円礫が混入している。
＜配置＞３号掘立柱建物跡の周溝と重複する。また、16号溝と隣接する。
＜遺物＞土師器が堆積土から出土している。
＜時期＞不明である。
　
　16号溝（遺構図版91、遺物図版67・81、写真図版49）
＜検出状況＞北端部がⅡＤ2fグリッドに位置する。現況は水田である。
＜規模・形状＞調査区内規模は長さ1.73ｍ、幅0.68ｍ、検出面からの深さ41cmである。
＜堆積土＞黒褐色粘土質シルトの単層である。
＜配置＞３号掘立柱建物跡・15号溝と隣接する。
＜遺物＞土師器、須恵器、石器が堆積土から出土している。

【須恵器甕】1094は甕片である。
【石器】6068は黒曜石製掻器である。
＜時期＞不明である。

Ⅲ　遺構と遺物



− 72 −

　17号溝（遺構図版94、写真図版49）
＜検出状況＞ⅡＤ7eグリッドに位置する。現況は水田である。
＜規模・形状＞規模は長さ4.23ｍ、幅0.65ｍ、検出面からの深さ14cmである。
＜堆積土＞黒褐色粘土質シルトの単層である。
＜遺物＞なし。
＜時期＞不明である。
　
　１号不定形遺構（遺構図版95、写真図版48）
＜検出状況＞ⅡＤ13fグリッドに位置する。現況は水田である。
＜規模・形状＞規模は0.80×0.62ｍ、検出面からの深さ7cmである。
＜堆積土＞暗灰色粘土質シルトの単層である。
＜配置＞47号竪穴建物跡（６世紀代）と重複する。先行して47号竪穴建物跡の調査を行ったため、西
半を欠損しているが遺物出土状況から本遺構が新しいと考えられる。
＜遺物＞土師器が堆積土から出土している。
＜遺構の性格＞廃棄穴の可能性がある。
＜時期＞重複関係と出土遺物から、古墳時代〜奈良時代である。
　
　２号不定形遺構（遺構図版95、写真図版49）
＜検出状況＞ⅡＤ14fグリッドに位置する。現況は水田である。
＜規模・形状＞規模は0.92×0.85ｍ、検出面からの深さ14cmである。
＜堆積土＞３層に区分した。第２層の黒色粘土質シルトに焼け弾けた土師器片が多量にふくまれる。
＜配置＞47号竪穴建物跡（６世紀代）と重複する。先行して47号竪穴建物跡の調査を行ったため、西
半を欠損しているが遺物出土状況から本遺構が新しいと考えられる。
＜遺物＞土師器が堆積土から出土している。
＜遺構の性格＞廃棄穴もしくは土器焼成遺構の可能性がある。
＜時期＞重複関係と出土遺物から、古墳時代〜奈良時代である。
　
　３号不定形遺構（遺構図版95、写真図版49）
＜検出状況＞ⅡＤ14fグリッドに位置する。現況は水田である。
＜規模・形状＞規模は0.81×0.93ｍ、検出面からの深さ11cmである。
＜堆積土＞３層に区分した。第１層の黒褐色粘土質シルトに焼土ブロックが混入し、第２層はグラ
イ化した焼土層と考えられる。
＜配置＞47号竪穴建物跡（６世紀代）と重複する。先行して47号竪穴建物跡の調査を行ったため、西
半を欠損しているが遺物出土状況から本遺構が新しいと考えられる。
＜遺物＞土師器が堆積土から出土している。
＜遺構の性格＞廃棄穴の可能性がある。
＜時期＞重複関係と出土遺物から、古墳時代〜奈良時代である。

　４号不定形遺構（遺構図版95、写真図版49）
＜検出状況＞ⅡＤ11eグリッドに位置する。現況は水田である。

４　検出遺構
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＜規模・形状＞規模は1.65×0.50ｍ、検出面からの深さ14cmである。
＜堆積土＞３層に区分した。粘土質シルトで構成される。
＜配置＞48号竪穴建物跡と重複するが、新旧関係の判断は出来なかった。
＜遺構の性格＞不明である。
＜遺物＞土師器が堆積土から出土している。
＜時期＞不明である。

　Ｇ区ピット群（遺構図版 96・97、写真図版 49）
＜検出状況＞ⅡＤ21fグリッドよりも南側のＧ区Ｐ1 ～ 17とそれより北側のＰ18 ～ 104を一括する。
Ｇ区は湧水が著しく検出作業自体が困難であった。視認可能な遺構から着手したため、結果として
竪穴建物跡の調査が先行した。そのため、本来、竪穴建物跡と重複する範囲に存在した可能性のあ
るピットを認識できていない。Ｇ区内では北から３号掘立柱建物跡とその周辺、ⅡＤ9ｆグリッド付
近、ⅡＤ12fグリッド付近、ⅡＤ15fグリッド付近に密集分布する。ピット群の時期が判断可能なのは
３号掘立柱建物跡を構成するＧ区北端部のみである。
　
（７）Ｈ　区

　58号竪穴建物跡（遺構図版98、遺物図版51・67・73・74・89・94・103・113、写真図版50）
＜検出状況＞ⅢＤ3nグリッドに位置する。現況は水田で、方形の褐灰色プランを検出した。また、
東側は礫層が露出した。
＜規模・形状＞調査区規模は（北-南）3.10ｍ、（西-東）6.70ｍで、平面形は方形と考えられる。検出
面から床面までの深さは17㎝である。調査区内床面積は18.89㎡で、全体面積は不明である。構成要
素としてピット２個を検出した。
＜堆積土＞貼床部までは４層に区分した。第３・４層が貼床層である。第１層は遺物を多量に包含
する。第１・２層は西側からの流れ込みによって形成されている。
＜配置＞調査区東端に位置する。本遺構より東側は河川跡が存在する。
＜掘形＞中央を浅く、周縁部を深く掘り込むＡ類である。
＜ピット＞２個確認した。
＜遺物分布＞第１・２層に礫と遺物が多量に出土する。礫は西半部に密集する。
＜遺物＞土師器、弥生土器、須恵器、石器、土製品、陶磁器、骨片が出土している。

【土師器坏・高坏・鉢】673は鉢、674・675は坏。676は高坏である。674が床面出土である。いずれ
も外面ミガキ調整である。673は坏形を呈する。

【土師器甕】677 ～ 680を図示した。すべて堆積土出土で、677 ～ 679は口縁に最大径がある長胴タイ
プである。

【須恵器】1095は堆積土出土の𤭯口縁部片で、５世紀後半～６世紀初頭の特徴を有する。
【弥生土器】4017は床面出土、4018は堆積土出土である。4017はRL縄文を施す。
【土製品】5019は紡錘車で、上面が窪む。
【石器】6143はデイサイト製石核、6178・6179はのデイサイト製敲石、6275・6276はデイサイト製方
割石、6336は凝灰岩製砥石である。いずれも堆積土出土資料である。

【石製品】7032は床面出土の有孔石である。表面の擦痕は確認できない。
＜時期＞遺構の特徴と出土遺物の年代から、７世紀中頃～７世紀後半である。
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　59号竪穴建物跡（遺構図版99、遺物図版51・52・67・74・82・85・94・96・103・113、写真図版
50）
＜検出状況＞北西コーナーがⅢＤ4iグリッドに位置する。水路を挟んでＨ・Ｉ区に跨る長方形の黒褐
色プランを検出した。
＜規模・形状＞調査区規模は（北-南）6.48ｍ、（西-東）3.78ｍで、平面形は長方形である。検出面か
ら床面までの深さは25㎝である。床面積は23.49㎡である。構成要素として土坑２基を検出した。Ｈ
区とＩ区では調査時期が異なり、Ｈ区の遺構の検証を後にＩ区の調査で行うことができた。Ｈ区と
Ｉ区範囲で２棟の重複の可能性もあったが、壁ラインと床面標高はほぼ一致している。本遺構は建
物コーナーが直角に近く角張る。北西部のコーナーが角張り過ぎるのではないかと不審であったが、
Ｉ区の南西・南東コーナーも同様であった。
＜堆積土＞貼床部まで３層に区分した。第３層が貼床層である。第１層は遺物を多量に包含する。
建物中央部に第２層（焼土層）が広がる。焼土層は土坑１堆積土と考えられる。
＜配置＞24・25・26・29号竪穴建物跡に隣接する。
＜掘形＞北部（Ｈ区範囲）は不明である。南部（Ｉ区範囲）では、周縁部を深く掘り込む。
＜土坑＞２基確認した。２基とも多量の炭化物と広い焼土範囲を検出した。土坑１焼土面からは須
恵器坏が出土した（断面D-D’の遺物）。自然釉が付着し、二次被熱痕がある。工房的性格の可能性を
考慮し、土坑内土壌を水洗選別したところ、骨片が出土した。製鉄関連遺物や琥珀製品に関わる遺
物は検出されなかった。
　土坑１調査区内規模は、1.07×1.93ｍ、床面からの深さ14㎝、焼土範囲0.59×0.76ｍ、焼土層厚４㎝
で、平面形は長楕円形である。土坑２調査区内規模は、0.98×1.73ｍ、床面からの深さ６㎝、焼土範
囲0.89×0.74ｍ、焼土層厚７㎝で、平面形は不整形だが、底面が長方形である。
＜遺物分布＞土坑内を中心に遺物が密集分布する。坏と壺の個体数が多く、甕は少ない。
＜遺物＞土師器、弥生土器、須恵器、石器、土製品、陶磁器、骨片が出土している。

【土師器坏・高坏・盤？・鉢】681 ～ 687は坏、688は高坏である。689は盤？、690は鉢である。いず
れも堆積土出土である。681 ～ 684は口縁が直線的に立ち上がる。681は外面ハケ・ミガキ調整で、
内面黒色処理である。682は内外面ミガキ調整、683は外面体部をケズリ調整する。685・687は外面
赤彩塗布される。685 ～ 687は胎土と器形から５～６世紀と考えられる。本遺構周辺では29号竪穴建
物跡が５～６世紀である。688の高坏は脚部中空で透し孔１個を有する。689は盤と考えられるが、
当該期の岩手県内遺跡での出土は珍しい。690は鉢で内面黒色処理されている。

【土師器壺・甕】691 ～ 695は壺、696・697は甕である。床面出土は691・692である。壺は胴部球胴
形が主体で、691・695は胴部中央、692・694は胴下部に最大径がある器形である。外面はハケ調整
が主体である。696・697の甕は口縁部に最大径がある。

【須恵器坏・𤭯・瓶類】1096・1097は坏、1098は𤭯、1099は瓶類である。1096・1097は土坑１焼土面、
1098は土坑１底面、1099は堆積土出土である。1096は自然釉が掛かり、二次被熱によって、器面が
摩耗している。1097の底部は回転ヘラケズリ調整である。1098はＴＫ216段階と考えられる。1099は
東海地方湖西産に特徴的な肩の張るタイプと考えられる。胎土が粗雑なことから東北地方での模倣
による製作と考えられ、７世紀後半～８世紀代の特徴を有する。

【土製品】5035は用途不明の土製品である。複数の孔が穿たれている。
【石器】6072・6073は堆積土出土の黒曜石製掻器、6112は堆積土出土の黒曜石製石核、6180はデイサ
イト製敲石、6195・6196は磨石で、6195が堆積出土、6196が土坑１底面出土である。6277 ～ 6281は
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方割石で6279が床面、6280が土坑１出土である。6282は堆積土出土の凝灰岩製砥石である。
＜時期＞遺構の特徴と出土遺物の年代から、７世紀後半～８世紀前半である。
　
　26号土坑（遺構図版100、遺物図版52・53、写真図版51）
＜検出状況＞ⅢＤ4kグリッドに位置する。現況は水田である。59号竪穴建物跡の東側で不整形褐灰
色プランを検出した。
＜規模・形状＞規模は1.83×1.32ｍ、検出面からの深さは14㎝、平面形は長楕円形である。
＜堆積土＞３層に区分した。第１層に炭化物が混入する。第３層は焼土層である。
＜配置＞58号竪穴建物跡の東側に隣接する。
＜遺物＞土師器が出土している。

【土師器壺・甕】698の壺、699・700の甕が出土している。いずれも外面ナデ調整である。
＜遺構の性格＞廃棄穴の可能性がある。
＜時期＞堆積土と出土遺物から７世紀後半～８世紀前半である。
　
　27号土坑（遺構図版100、写真図版51）
＜検出状況＞ⅢＤ4ℓグリッドに位置する。現況は水田である。調査区壁付近で黒褐色プランを検出
した。
＜規模・形状＞調査区内規模は0.44×1.07ｍ、検出面からの深さは28㎝、平面形は楕円形と考えられる。
＜堆積土＞４層に区分した。黒褐色の土・粘土・シルト層に分けられる。第４層に炭化物が混入する。
＜遺物＞土師器が微量出土している。
＜遺構の性格＞不明である。
＜時期＞堆積土と出土遺物から古墳時代～奈良時代である。
　
　28号土坑（遺構図版100、遺物図版53・67、写真図版51）
＜検出状況＞ⅢＤ4mグリッドに位置する。現況は水田である。58号竪穴建物跡の西側で方形基調の
褐灰色プランを検出した。
＜規模・形状＞調査区内規模は1.38×1.86ｍ、検出面からの深さは22㎝、平面形は隅丸方形の可能性
がある。
＜堆積土＞２層に区分した。第１層の褐灰色粘土に炭化物が多く混入する。
＜配置＞58号竪穴建物跡の西側に隣接する。
＜遺物＞土師器、須恵器、弥生土器、石器が出土している。

【土師器坏・壺】701は坏、702は壺である。701は堆積土出土で体部ハケ調整である。702は底面出土
で外面ハケ調整後にナデ調整する。

【須恵器瓶類】1100は底面出土の高台付瓶類である。外面底部は回転ケズリ調整である。時期は８世
紀前半と考えられる。
＜遺構の性格＞廃棄穴の可能性がある。
＜時期＞堆積土と出土遺物から８世紀前半である。
　
　29号土坑（遺構図版100、遺物図版53、写真図版51）
＜検出状況＞ⅢＤ4jグリッドに位置する。現況は水田である。59号竪穴建物跡の東壁と重複する長楕
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円形の褐灰色プランを検出した。
＜規模・形状＞規模は0.62×1.23ｍで、検出面からの深さは不明である。平面形は長楕円形である。
カクラン土に覆われていたことから遺物回収を目的として全掘した。その結果、堆積土から土師器
が出土したことと、周辺の土坑と形状が類似することから、土坑として登録した。
＜堆積土＞褐灰色シルトと黒褐色シルトがカクランされている。
＜配置＞59号竪穴建物跡の東壁を切る。
＜遺物＞土師器、石器、陶磁器が出土している。

【土師器高坏・甕】703は高坏、704は甕である。いずれも堆積土出土で、703は外面ナデ調整、704は
外面ハケ調整である。
＜遺構の性格＞廃棄穴の可能性がある。
＜時期＞堆積土と出土遺物から７世紀後半～８世紀前半である。
　　
　30号土坑（遺構図版100、写真図版51）
＜検出状況＞ⅢＤ4mグリッドに位置する。現況は水田である。不整形の褐灰色プランを検出した。
＜規模・形状＞規模は0.47×0.57ｍで、検出面からの深さは26㎝である。平面形は不整楕円形である。
断面形状は東側がピット状に深い。
＜堆積土＞３層に区分した。褐灰色シルトと黒褐色シルトで構成される。
＜遺物＞土師器が出土している。
＜遺構の性格＞不明である。
＜時期＞不明である。
　
（８）Ⅰ　　　区

　内容確認調査範囲幅５ｍ、本調査区幅２ｍである本調査区は現水路があることから、実質幅１ｍ
分の調査となった。
　
　60号竪穴建物跡（遺構図版101、遺物図版53・67・70・91・103・114、写真図版52）
＜検出状況＞用水路沿いのⅢＤ5fグリッドに位置する。現況は水田で、方形の褐灰色シルトとにぶい
黄褐色シルトが混合するプランを検出した。
＜規模・形状＞調査区内規模は（北-南）5.00ｍ、（西-東）4.52ｍで、平面形は方形で南東コーナー部
は角張る。検出面から床面までの深さは25㎝である。床面積は不明である。構成要素としてピット
１個を確認した。期間的制約と内容確認調査のため、本遺構の東西ベルトより北の本調査区を含む
範囲を全掘し、南を遺物分布範囲の確認に留め床面まで掘り下げていない。南側は土屋根材の分布
を把握できる深さで終了している。
＜堆積土＞貼床部まで10層に区分した。第10層が貼床層である。第11層はⅤ層である。第５層に炭
化物が含まれ、第６層はにぶい黄褐色シルトで炭化物を含み、建物中央にマウンド状に堆積するこ
とから、土屋根材と考えられる。第６層に覆われて第7層が堆積し炭化材を多く含む。φ5㎝以上の
炭化材の大半が第７層出土である。第７層に覆われ床面よりも上位で、第８層の焼土層がある。火
災に伴う形成の可能性が考えられる。堆積土の観察から、焼失による建物廃絶が考えられる。本遺
構は土屋根材を用いている。土屋根材の上層の炭化物の存在から、屋根の上面に土の流出を防ぐ何
らかの植物材が葺かれていたと想定される。
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＜配置＞61号竪穴建物跡の北側と隣接する。
＜掘形＞南半部を未調査のため全体形状は不明であるが、北半は中央を浅く周縁を深く掘り込む。
＜ピット＞北半部で１個確認した。主柱穴と考えられる。
＜遺物分布＞土屋根材分布域外の壁際から遺物が多く出土している。北半部に甕類が多く分布する
ことから、北壁にカマドが設置されている可能性が考えられる。
＜遺物＞土師器、弥生土器、須恵器、石器、石製品、陶磁器が出土している。

【土師器坏・高坏】705 ～ 709は坏、710 ～ 712は高坏である。床面出土は705・706・709・710・712で、
土屋根層の直上は707・708である。707は内面体部の段が明瞭である。坏・高坏の外面はナデ・ケズ
リ調整で、ハケ調整はない。706は外面体部に曲線状の線刻がある。高坏はいずれも脚部中空で、ナ
デもしくはケズリ調整である。709の底面切り離し技法は静止糸切である。

【土師器甕】713 ～ 716は外面ナデ・ハケ・ケズリ調整で４点ともケズリ調整されている。713・714・
715は口縁部に最大径がある。
　【須恵器坏蓋・甕】1101は坏蓋で、摘部を欠損する。床面出土である。８世紀前半と考えられる。
1102・1103は甕で、1102は床面出土である。
　【ミニチュア】2023・2024が出土している。2023は口径10.7㎝あり、ミニチュアと考えるよりも小
型坏と捉えるべきかもしれない。ヘラナデ調整され、平底で口唇部が直線的に立ち上がる。2024は
壺型を呈する。手捏痕が明瞭である。
　【石器】6155・6156は堆積土出土のデイサイト製敲磨器、6282・6283は堆積土出土のデイサイト製
方割石である。
　【石製品】7035は堆積土出土の有孔石である。
＜時期＞遺構の特徴と出土遺物の年代から、８世紀中頃～後半である。坏・甕の外面調整がケズリ
主体となることと、坏底部の切り離し技法に静止糸切りが存在していることから、８世紀前半まで
とは異なる時期の土器製作技術である。
　
　61号竪穴建物跡（遺構図版102、遺物図版54・114、写真図版53）
＜検出状況＞内容確認調査範囲のⅢＤ7fグリッドに位置する。現況は水田で、方形の褐灰色プランを
検出した。
＜規模・形状＞調査区内検出規模は（北-南）1.62ｍ、（西-東）3.67ｍで、平面形は方形と考えられる。
検出面から床面までの深さは35㎝である。構成要素としてカマド１基を確認した。内容確認調査の
ため、建物範囲に土層観察用のトレンチを設定して深さを確認した。
＜堆積土＞貼床部まで４層に、構成要素のカマドを２層に区分した。第４層が貼床層である。第３
層はカマドを覆うカマド構築材の崩落層の可能性がある。第５層はカマド焼土、第６層はカマド袖
部である。
＜配置＞60号竪穴建物跡の南側と隣接する。
＜掘形＞不明である。
＜カマド＞長煙道で袖部上に土器が配置されている。
＜遺物分布＞トレンチ内ではカマド範囲に多く分布する。
＜遺物＞土師器、骨片、粘土塊が出土している。
　【土師器坏・壺甕類・甕】717 ～ 718は坏、719は壺甕類、720は甕である。720はカマド範囲で出土
した。717は外面ケズリ調整で内外面赤彩塗布、718は外面ハケ調整である。719の壺甕類は口縁受け
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口状である。720は長胴甕で、器高／口径比が高い。
＜時期＞遺構の特徴と出土遺物の年代から、７世紀後半～８世紀前半である。
　
　62号竪穴建物跡（遺構図版104、遺物図版54・68、写真図版53）
＜検出状況＞内容確認調査範囲のⅢＤ6iグリッドに位置する。現況は水田で、方形の褐灰色プランを
検出した。
＜規模・形状＞検出規模は（北-南）3.60ｍ、（西-東）3.42ｍで、平面形は方形である。検出面から床
面までの深さは14㎝である。構成要素としてカマド１基を確認した。内容確認調査のため、建物範
囲を４分割して２ブロックを床面まで調査した。
＜堆積土＞貼床部まで３層に区分した。第３層が貼床層である。
＜配置＞59号竪穴建物跡の南側と隣接する。
＜掘形＞不明である。
＜カマド＞煙道部軸方向が北東方向にある。長煙道で燃焼部焼土範囲0.40×0.42ｍである。堆積土を
４層に区分した。煙出部に炭化物が混入する。
＜遺物分布＞第１層から礫、床面から土師器坏が出土している。
＜遺物＞土師器、須恵器が出土している。
　【土師器坏】721は床面出土の丸底有段坏で、内外面ミガキ調整である。
　【須恵器甕】1104は堆積土出土の甕である。
＜時期＞遺構の特徴と出土遺物の年代から、７世紀後半～８世紀前半である。
　
　63号竪穴建物跡（遺構図版105、遺物図版54・94、写真図版53）
＜検出状況＞内容確認調査範囲のⅢＤ5kグリッドに位置する。現況は水田で、方形の褐灰色プラン
を検出した。
＜規模・形状＞建物北東端部が本調査区内で、それ以外は確認調査区である。検出規模は（北-南）5.06
ｍ、（西-東）4.92ｍで、平面形は方形でコーナーが直角に角張る。検出面から床面までの深さは24㎝
である。構成要素としてカマド？を検出した。内容確認調査のため、建物範囲に十字にトレンチを
設定して床面まで掘り下げた。
＜堆積土＞床面まで６層に区分した。第３層及び床面からに炭化材が出土した。火災痕跡の可能性
が考えられる。
＜配置＞59号竪穴建物跡の南側と隣接する。
＜掘形＞未調査である。
＜カマド？＞煙道部の可能性のある範囲を、北壁中央からやや西寄りで検出した。同時期の可能性
のある34・47号竪穴建物は短煙道である。
＜遺物分布＞トレンチ内分布であるが、北側に炭化材が多く出土している。
＜遺物＞土師器、弥生土器、石器が出土している。
　【土師器坏・甕】722 ～ 724は坏、725は甕で、いずれも堆積土出土である。722は内面赤彩、723・
724は内外面赤彩塗布される。すべて口縁部が外反する器形である。725は外面ナデ・ケズリ調整で
ある。
　【石器】6181は堆積土出土のデイサイト製敲石である。
＜時期＞遺構の特徴と出土遺物の年代から、５世紀後半～６世紀初頭である。
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　64号竪穴建物跡（遺構図版103、遺物図版54・68・71・113、写真図版53）
＜検出状況＞内容確認調査範囲のⅢＤ5mグリッドに位置する。現況は水田で、方形の褐灰色プラン
を検出した。
＜規模・形状＞用水路に隣接する範囲は現代耕作によってカクランされて消失していた。残存規模
は（北-南）1.35ｍ、（西-東）2.81ｍで、平面形は方形でコーナーが角張る。検出面から床面までの深
さは８㎝である。
＜堆積土＞褐灰色シルトの単層である。
＜配置＞18号溝と重複し、これに切られる。
＜掘形＞不明である。
＜遺物＞土師器、弥生土器、須恵器、石器、石製品が出土している。

【土師器坏・甕】726 ～ 728は坏、729は甕で、いずれも堆積土出土である。726は外面体部ケズリ調整、
727・728は外面ミガキ調整である。729は外面ナデ・ケズリ調整で、内面ハケ調整である。

【須恵器甕】1105は堆積土出土の大甕片である。
【陶磁器】3006は堆積土出土の近世陶器で内面釉剥ぎされている。
【石製品】7021は堆積土出土の頁岩製紡錘車である。
＜時期＞遺構の特徴と重複関係及び出土遺物の年代から、７世紀後半～８世紀前半の可能性が高い。
　
　65号竪穴建物跡（遺構図版106、遺物図版54・68・70・96・104、写真図版53）
＜検出状況＞内容確認調査区のⅢＤ4pグリッドに位置する。現況は水田で、方形の褐灰色プランを
検出した。
＜規模・形状＞検出規模は（北-南）5.08ｍ、（西-東）7.68ｍで、平面形は方形である。検出面から床
面までの深さは27㎝である。構成要素としてカマド１基を確認した。内容確認調査のため、トレン
チを十字に設定して床面までの深さを確認した。
＜堆積土＞床面までを４層に区分した。第５層は貼床部の可能性があるが、床面までを調査目的と
したため貼床層の深さを把握していない。第２・３層に板状の炭化材が出土しており火災痕跡の可
能性がある。
＜配置＞18号溝及び67号竪穴建物跡と重複し、これらに切られる。
＜掘形＞未調査である。
＜カマド＞断面B-B’でカマド範囲を確認した。煙道部は北壁中央で検出した。長煙道である。
＜遺物分布＞第１～２層に礫、遺物が多い。
＜遺物＞土師器、弥生土器、須恵器、石器、陶磁器が出土している。

【土師器坏・鉢】730 ～ 732は坏、733は鉢である。床面出土は733である。730・731は平底風の小型
坏で、内外面ミガキ調整である。733は内外面ミガキ調整と内外面黒色処理されている。

【土師器壺・甕】734 ～ 736は壺、737は甕である。すべて堆積土出土である。736の壺は肩の張る小
型壺で外面ミガキ調整である。737の甕は口縁部受け口状で外面ナデ調整である。

【須恵器坏・甕】1107は堆積土出土の坏で、回転ナデ調整である。７世紀後半～ 8世紀前半の特徴を
有する。堆積土1106は床面出土の甕胴部片である。

【ミニチュア】2025は堆積土出土の甕形、2026は床面出土の壺型である。外面ヘラナデ調整である。
【石器】6197はデイサイト製磨石、6284 ～ 6287は方割石で、6284 ～ 6286がデイサイト製、6287が砂
岩製である。すべて堆積土出土である。
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＜時期＞遺構の特徴と出土遺物の年代から、７世紀後半～８世紀前半である。

　66号竪穴建物跡（遺構図版107、遺物図版54・55・73・82、写真図版53）
＜検出状況＞本調査区のⅢＤ4pグリッドに位置する。現況は水田で、方形の黒褐色プランを検出した。
＜規模・形状＞東側は礫層が露出する河川跡範囲で、西側は67号竪穴建物跡と重複する。調査区内
規模は（北-南）1.72ｍ、（西-東）4.46ｍで、平面形は方形である。検出面から床面までの深さは13㎝
である。建物壁長から水路北側Ｈ区内に本遺構の北壁が確認できると想定されたが、河床礫が分布
し消失していた。
＜堆積土＞貼床土までを２層に区分した。第１層に炭化物と遺物が多量に含まれる。第２層が貼床
層である。
＜配置＞67号竪穴建物跡と重複するが新旧の判断はできなかった。
＜掘形＞全体を掘り込むＤ類の可能性がある。
＜遺物＞土師器、弥生土器、石器、陶磁器が出土している。

【土師器坏・高坏】738 ～ 743は坏、744は高坏である。貼床土出土は738、床面出土は741・744である。
738・739・743の大型坏は内面段が明瞭で、外面調整にナデ・ハケ・ミガキがある。741は小型坏で
口径12.0㎝である。744の高坏は口縁が直線的に開く器形である。

【土師器壺・甕】745・746は壺、747・748は甕である。いずれも堆積土出土である。745・746の壺は
口縁部形態が類似する。745は肩の張るタイプで外面縦方向のハケ（摩耗）調整後に横方向のケズリ調
整が見られる。746は胴部中央に最大径があり、外面ナデ調整後にミガキ調整される。747・748は長
胴甕で口縁部に最大径を有する。外面はハケ・ミガキ調整されている。

【弥生土器】4019 ～ 4021は堆積土出土で、沈線で弧状文を描く。
【石器】6074・6075は堆積土出土の黒曜石製掻器である。
＜時期＞遺構の特徴と出土遺物の年代から、７世紀後半～８世紀前半である。
　
　67号竪穴建物跡（遺構図版108、遺物図版56・68・73・74・88・94・96・104・114、写真図版53）
＜検出状況＞ⅢＤ4oグリッドに位置する。現況は水田である。方形の褐灰色プランを検出した。北
半が本調査区、南半が内容確認調査区である。
＜規模・形状＞東側は66号竪穴建物跡と、南側は65号竪穴建物跡と重複する。また北側はカクラン
により、堆積土の区分が困難であった。規模は（北-南）3.40ｍ、（西-東）3.72ｍで、平面形は方形で
ある。検出面から床面までの深さは15㎝である。北壁中央にカマドと考えられる焼土範囲、芯材礫
などが把握できたが、煙道部及び燃焼部はカクランされ消失していた。
＜堆積土＞貼床土までを３層に区分した。第１・２層に炭化物と遺物が多量に含まれる。第３層が
貼床層である。
＜配置＞東側は66号竪穴建物跡と重複するが断面観察では新旧を把握できなかった。南側は65号竪
穴建物跡と重複し、これを切る。
＜掘形＞南半部未調査のため不明である。北半の本調査区範囲では全体を掘り込んでいる。
＜焼土＞カマド燃焼部焼土と考えられる。焼土範囲は0.24×0.41ｍで、被熱土厚は２㎝である。
＜遺物＞土師器、弥生土器、須恵器、石器、土製品、石製品、陶磁器、骨片が出土している。

【土師器坏・甕】749は坏、750 ～ 753は甕である。床面出土は750である。749は外面ナデ調整で口縁
が直線的に外傾する。甕はいずれも口縁部に最大径のある器形で、750は外面ミガキ調整、751 ～
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753はハケ調整である。
【須恵器甕】1108は堆積土出土の大甕片で、内面が赤褐色を呈し、黒色付着物が見られる。同一個体
がカマド周辺から建物中央部に分布する。

【弥生土器】4022・4023はRL縄文を施す。
【土製品】5020は床面出土の紡錘車で上面が窪む。
【石器】6140は床面出土のホルンフェルス製両刃石器、6182は床面出土のデイサイト製敲石、6198は
床面出土のデイサイト製磨石、6288は堆積土出土のデイサイト製方割石である。

【石製品】7032は床面出土の頁岩製石製模造品、7039は床面出土の石製品素材と考えられる。
＜時期＞遺構の特徴と出土遺物の年代から、７世紀後半～８世紀前半である。
　
　31号土坑（遺構図版109、遺物図版73、写真図版54）
＜検出状況＞内容確認調査区のⅢＤ5ｍグリッドに位置する。現況は水田である。長楕円形の褐灰色
プランを検出した。
＜規模・形状＞検出規模は1.63×0.89ｍで、検出面からの深さは16㎝である。平面形は長楕円形である。
＜堆積土＞褐灰色シルトの単層である。
＜遺物＞土師器、弥生土坑が出土している。

【弥生土器】4024は堆積出土でRL縄文を施文する。
＜遺構の性格＞不明である。
＜時期＞不明である。
　
　32号土坑（遺構図版109、遺物図版56・94、写真図版54）
＜検出状況＞内容確認調査区のⅢＤ6kグリッドに位置する。現況は水田である。不整形の褐灰色プ
ランを検出した。
＜規模・形状＞検出規模は0.75×2.43ｍで、検出面からの深さは17㎝である。平面形は不整形である。
＜堆積土＞第１層が褐灰色シルト、第２層が黒褐色土である。
＜遺物＞土師器、石器が出土している。

【土師器坏・高坏・甕】754は坏、755は高坏、756は甕である。いずれも堆積土出土で、754は椀型を
呈し、755は脚部ケズリ調整で、体部ミガキ調整である。756は口縁部が外反し、外面ハケ調整である。

【石器】6183は堆積土出土のデイサイト製敲石である。
＜遺構の性格＞不明である。
＜時期＞不明である。
　
　18号溝（遺構図版111、遺物図版70・73・94・104、写真図版54）
＜検出状況＞複数の竪穴建物跡と重複するⅢＤ4nグリッドに位置する。現況は水田である。円形に
廻る黒褐色プランを検出した。
＜規模・形状＞調査区内規模は4.46×5.70ｍで、溝幅は西側で1.43ｍ、東側で0.97ｍ、検出面からの深
さは西側79㎝、東側87㎝である。平面形は円形で、３号掘立柱建物跡の周溝施設（6.91×6.61ｍ）と類
似することから、内部空間の検出を数回繰り返したが、ピット配置は建物にならなかった。
　また、古墳の可能性も考慮したが、規模が小さいことと、検出面上が水田造成によるカクランに
より主体部が確認できなかったこと、溝内出土遺物が破片資料で占められており、副葬品の可能性
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が低いことなどを根拠して否定される。
＜配置＞64・65号竪穴建物跡と重複し、これを切る。
＜遺物＞土師器、弥生土器、須恵器、石器が出土している。

【土師器坏・高坏・鉢】758は坏、759・760は高坏、761は鉢である。いずれも堆積土出土である。
【土師器壺・甕】762・763の壺は65号竪穴建物跡出土資料と接合する。いずれも胴部中央に最大径が
ある。764の甕は口縁部に段状沈線が廻る。

【ミニチュア】2027は外面ヘラナデ調整である。
【弥生土器】4025は隆帯と刺突を特徴とする後期の土器である。
【石器】6184はデイサイト製敲石、6289はデイサイト製方割石である。
＜遺構の性格＞不明である。ただし、周溝内部空間にピットが数個あることから、３号掘立柱建物
跡に類似する施設の可能性は否定できない。
＜時期＞堆積土と重複関係、堆積土出土遺物から７世紀後半～８世紀前半である。
　
　19号溝（遺構図版110、写真図版54）
＜検出状況＞ⅢＤ5qグリッドに位置する。現況は水田である。河川跡に隣接する溝状の黒褐色プラ
ンを検出した。
＜規模・形状＞東側を河川跡によって削平されている。規模は長さ3.06ｍで、幅は0.41ｍ、検出面か
らの深さは８㎝である。平面形は緩やかなカーブのある溝状である。
＜配置＞東側の河川跡に切られる。
＜遺物＞なし。
＜遺構の性格＞不明である。
＜時期＞不明であるが、河川跡を埋め立てる造成工事以前である。
　
　I区近・現代溝（遺構図版9、遺物図版56・68・83・85・104、写真図版54）
＜検出状況＞I 区のⅠb層を掘り込む近現代溝について一括する。遺構図版第９図のⅠ区で点線表現
のされているものが該当する。大半の溝が北西から南東方向に直線的に走る。
＜規模・形状＞幅20 ～ 50㎝が主体である。断面形は機械掘削のように垂直に立ち上がる。平面形は
直線的に伸びる。
＜遺物＞土師器、須恵器、石器、石製品が出土しており、一括する。

【土師器坏・甕】765は外面体部ケズリ調整の坏、757は口縁部が外反する甕である。
【須恵器坏・甕】1110は回転ナデ調整の坏、1109は甕である。
【石器】6076は黒曜石製掻器、6092は黒曜石剥片、6113は黒曜石製石石核、6290はデイサイト製方割
石である。

【琥珀】7002は琥珀玉である。
　
（９）J　　　区

　68号竪穴建物跡（遺構図版112、遺物図版57、写真図版55）
＜検出状況＞ⅢＤ24jグリッドに位置する。現況は水田で、Ⅳ層から湧水する。表土掘削で焼土と767
の土師器甕片が出土した。出土面を床面と捉えて検出を続けたところ、建物壁が不明瞭で、建物堆
積土が僅かに残存する黒褐色プランを確認した。
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＜規模・形状＞西側が調査区外へ続く。床面は削平が進み、南側と東側が消失している。貼床堆積
土は残存していたが、建物壁も消失していた。調査区内規模は（北-南）4.58ｍ、（西-東）2.80ｍである。
検出面から床面までの深さは７㎝である。調査区内床面積は不明である。構成要素として建物中央
に焼土１を検出した。
＜堆積土＞貼床土までを４層に区分した。貼床土は第３・４層である。第２層が建物中央の焼土で
ある。
＜配置＞69号竪穴建物跡の北側と隣接する。
＜掘形＞中央と周縁部を掘り込むＡ類である。
＜焼土１＞土師器甕767の南側で赤褐色シルトの焼土範囲を検出した。焼土範囲には炭化物と骨片が
分布する。規模は0.35×0.59ｍ、被熱土厚は４㎝である。
＜遺物分布＞焼土周辺に分布する。
＜遺物＞土師器、骨片が出土している。

【土師器坏・甕】766が第１層出土の坏、767が焼土出土の甕である。766は内外面赤彩塗布される。
767は外面ハケ調整である。
＜時期＞遺構の特徴と焼土出土遺物の年代から、７世紀後半～８世紀前半である。
　
　69号竪穴建物跡（遺構図版113、遺物図版57・58・82・83・85・86・104、写真図版55）
＜検出状況＞ⅢＤ25jグリッドに位置する。現況は水田で、Ⅳ層から湧水する。68号竪穴建物跡と同
様削平が進み、建物壁面を消失している。検出面では多数のピットと、ピット範囲内の焼土及び焼
土ブロックを確認できた。これらの存在からすでに床面もしくは床面よりも下位層に達していると
想定して検出を続けたところ、方形の掘形内部に多数のピットを確認した。
＜規模・形状＞北西側が調査区外へ続く。床面は削平が進んでいるが、貼床堆積土は残存していた。
掘形での調査区内規模は（北-南）4.87ｍ、（西-東）5.12ｍである。検出面から床面までの深さは７㎝
である建物推定面積は、24.70㎡である。構成要素としてピット24個を検出した。
＜堆積土＞貼床土までを３層に区分した。貼床土は３層である。第１・２層に遺物が包含されている。
＜配置＞68号竪穴建物跡の南側と隣接する。
＜掘形＞中央を深く掘り込むＢ類である。
＜ピット＞24個検出し、Ｐ15・16・22・18が主柱穴である。主柱穴の周辺には深い柱穴が分布する。
Ｐ16にはＰ17・8、Ｐ18にはＰ19、Ｐ22にはＰ23・24が隣接する。Ｐ17・19・24は底面標高値が近く、
主柱穴を構成する可能性があるとすれば、建替えが行われたと推定される。ピット内堆積土に焼土
を含む。地床炉ではなく、廃棄焼土と考えられる。とくにＰ３・５・６は焼土層が厚い。これら焼
土を堆積土内に包含するピットは廃棄穴と考えられる。
＜遺物分布＞ピット内と堆積土から出土している。
＜遺物＞土師器、石器、琥珀が出土している。

【土師器坏・甕】768 ～ 773は坏、774は鉢である。768はＰ20出土、771 ～ 773は貼床土出土、774は
Ｐ２出土である。768・770・772・773は内外面赤彩塗布である。771は大型坏で口縁が直線的に立ち
上がる。

【土師器甑・壺・甕】775は甑、776 ～ 778は壺、779 ～ 783は甕である。775はＰ６、777はＰ７焼土
上面、778は貼床内、779はＰ20、780はＰ２・６、782はＰ３、783はＰ９出土である。ピット出土資
料は破片資料で、完形品はない。775の甑は単孔式で、底部が窄まる漏斗状の形態である。776の壺
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の外面調整は胴部がナデ・ミガキ、底部がケズリである。
【石器】6077は黒曜石製掻器、6093は黒曜石製剥片、6291は石英斑岩製方割石である。いずれも貼床
土出土である。
＜時期＞遺構の特徴と出土遺物の年代から、５世紀後半～６世紀初頭である。

　70号竪穴建物跡（遺構図版114、遺物図版58・95、写真図版56）
＜検出状況＞ⅣＤ4kグリッドに位置する。現況は水田で、Ⅳ層から湧水する。黒褐色及び褐灰色か
らなるカマド煙道部と方形プランを検出した。カマド付近に礫と土師器の分布を確認した。
＜規模・形状＞南東側が調査区外へ続く。堆積土は削平が進んでいたが、床面直上堆積土と貼床土
が残存していた。調査区内規模は（北-南）2.97ｍ、（西-東）3.03ｍである。検出面から床面までの深
さは９㎝である。調査区内床面積は、4.20㎡で、全体面積は不明である。構成要素としてカマド１基
を検出した。
＜堆積土＞貼床土までを２層に区分した。貼床土は第２層である。第１層と床面上に遺物が包含さ
れている。
＜掘形＞中央を深く掘り込むＢ類である。
＜カマド＞北壁中央に位置する。煙道は長煙道で、燃焼部は心材に礫を使用する。カマド構築粘土
は黒褐色シルトをベースに灰黄褐色シルトと灰色粘土を混合している。燃焼部火床では骨片が出土
する。
　カマド全長：2.39ｍ、燃焼部長は0.89ｍ、煙道部長は1.50ｍ、燃焼部幅1.04ｍ、
　燃焼部焼土範囲は0.83×0.44ｍ、被熱土厚は３㎝
＜遺物分布＞カマド周辺に分布する。
＜遺物＞土師器、石器、骨片が出土している。

【土師器坏・甕】784は平底風の坏で、カマド焚口付近で出土した。内外面黒色処理される。785・
786は甕で口縁部に最大径を有する。外面はハケ調整される。

【石器】6185は堆積土出土のデイサイト製敲石である。
＜時期＞遺構の特徴と出土遺物の年代から、７世紀後半～８世紀前半である。
　
　71号竪穴建物跡（遺構図版115、遺物図版58・70・104・109、写真図版57）
＜検出状況＞ⅣＤ5ｐグリッドに位置する。現況は水田で、Ⅳ層から湧水する。褐灰色方形プランを
検出した。
＜規模・形状＞北半が調査区外へ続く。調査区内規模は（北-南）2.41ｍ、（西-東）6.92ｍである。検
出面から床面までの深さは26㎝である。調査区内床面積は、13.77㎡で、全体面積は不明である。構
成要素としてピット２個、壁溝を検出した。
＜堆積土＞貼床土までを８層に区分した。シルトと粘土で構成される。貼床土は第８層である。第
１層と第３層の境界付近に礫や炭化材が出土する。
＜掘形＞中央と周縁を掘り込むＡ類である。
＜ピット＞２個確認した。２個とも柱材が残り、主柱穴である。Ｐ１出土柱材についてＡＭＳ年代
測定を行っている。
＜遺物分布＞主に西半に分布する。
＜遺物＞土師器、石器が出土している。
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【土師器坏・甕】787は坏、789 ～ 790は甕である。いずれも堆積土出土である。787は内外面ミガキ
調整で黒色処理される。788は外面ナデ調整、789・790は外面ハケ調整である。790は底部に木葉痕
と指圧痕がある。

【ミニチュア】2028は坏形を呈し、外面に指圧痕が見られる。
【石器】6292は床面出土のデイサイト製方割石である。6316は床面出土のデイサイト製台石である。
＜時期＞遺構の特徴と出土遺物の年代から、７世紀中頃～８世紀前半である。なお、Ｐ１出土柱材
ののＡＭＳ年代測定の結果、２σで６世紀後半～７世紀中頃、１σでは７世紀初頭～７世紀中頃で
あった。柱材は外皮のない状態であることから、樹木の伐採年代より古い年代値が得られたと考え
られる。
　
　33号土坑（遺構図版116、写真図版58）
＜検出状況＞ⅣＤ5yグリッドに位置する。現況は水田である。馬歯片が出土した長楕円形の灰黄褐
色プランを検出した。
＜規模・形状＞検出規模は1.00×2.18ｍで、検出面からの深さは17㎝である。平面形は長楕円形である。
＜堆積土＞灰黄褐色シルトと褐灰色砂の２層で構成される。
＜遺物＞馬骨が出土している。
＜遺構の性格＞墓壙である。
＜時期＞近世以降である。周辺の中半入遺跡において古墳時代竪穴建物跡から馬頭骨が出土してお
り、同時期の可能性を考慮し、年代測定を実施した。結果は、２σで17世紀後半～ 18世紀初頭、18
世紀前葉～ 18世紀後葉、18世紀末～ 19世紀前葉、19世紀前半～ 19世紀後葉、20世紀前葉～ 20世紀
中頃の範囲が示された。
　
　20号溝（遺構図版117）
＜検出状況＞北西端がⅢＤ20eグリッドに位置する。現況は水田である。水路に並行する黒褐色プラ
ンを検出した。
＜規模・形状＞調査区内規模は長さ5.77m、幅0.34m、検出面からの深さ12cmである。
＜遺物＞なし。
＜時期＞不明である。
　
　１号河川跡（遺構図版118、遺物図版58、写真図版58）
＜検出状況＞ⅢＣ21sグリッドに位置する。現況は水田である。湧水の著しい範囲についてトレンチ
調査を行ったところ、遺物が微量包含されていることから、調査区内の全掘を行った。東西に流れ
ると考えられる。検出面上は黒褐色シルト範囲であった。
＜規模・形状＞検出規模は6.60×30.10ｍである。
＜堆積土＞Ⅲ層より上位を流れる。底面はⅥ層上面である。
＜遺物＞土師器が第１・２層から出土する。鉄滓、現代の鉄製品も出土している。

【土師器高坏・壺】791は高坏、792は壺である。いずれも第１層出土である。791は口縁が直線的に
開き、体部外面がハケ・ナデ調整である。792は二重口縁壺で、口縁部がミガキ調整、胴部がナデ・
ケズリ調整である。堆積土から割れずに出土した。いずれも古墳前期末～中期の特徴を有する。
＜遺構の性格＞河川跡である。ただし、792は大型で割れずに完形で出土したことから、河川跡内に
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墓壙が築かれた可能性も考えられる。
＜時期＞河川跡の形成は古墳時代～現代に至る。ただし、第１・２層に４世紀末～５世紀前半の遺
物が纏まって出土している。

　２号河川跡（遺構図版11、遺物図版58、写真図版58）
＜検出状況＞ⅢＣ25sグリッドに位置する。現況は水田である。湧水の著しい範囲についてトレンチ
調査を行ったところ、遺物が微量包含されていることから、調査区内の全掘を行った。南西から北
東に向かって流れると考えられる。検出面上は黒褐色シルト範囲であった。
＜規模・形状＞検出規模は20.50×11.00ｍである。
＜堆積土＞Ⅲ層より上位を流れる。底面はⅥ層上面である。
＜遺物＞土師器が出土する。

【土師器高坏・甕】793は高坏、794・795は甕である。793は外面ハケ・ミガキ調整で、器形が１号河
川跡の791と類似するが坏部の底部幅が広い。794は外面ケズリ調整である。
＜遺構の性格＞河川跡である。
＜時期＞河川跡の形成は古墳時代～現代に至る。１号河川跡と同様に４世紀末～５世紀前半の遺物
が出土している。
　
（10）Ｋ　　　区

　72号竪穴建物跡（遺構図版119、遺物図版59・70・71・82・87、写真図版59）
＜検出状況＞ⅡＣ16sグリッドに位置する。現況は水田で、水路沿いの調査区のため湧水及びカクラ
ンが著しい。水路の増設や付け替えが数回行われており、堆積土は一部消失していた。暗褐色～極
暗褐色のカマド煙道部と方形プランを検出した。
＜規模・形状＞南半が調査区外へ続く。調査区内規模は（北-南）2.24ｍ、（西-東）3.22ｍである。検
出面から床面までの深さは48㎝である。調査区内床面積は、4.70㎡で、全体面積は不明である。構成
要素としてカマド１基を検出した。
＜堆積土＞貼床土までを10層に区分した。貼床土は第10層である。黒褐色、黒色粘土質シルト主体
である。
＜掘形＞不明である。
＜カマド＞北壁中央に位置する。煙道は長煙道で、燃焼部内に礫の支脚が１個配置される。カマド
構築粘土は黒褐色粘土質シルトをベースとする。
　カマド全長；2.12ｍ、燃焼部長；0.40ｍ、煙道部長；1.72ｍ、燃焼部幅；0.66ｍ、
　燃焼部焼土範囲；0.79×0.38ｍ、被熱土厚；４㎝
＜遺物分布＞カマド周辺に分布する。
＜遺物＞土師器、石器、陶磁器、骨片が出土している。

【土師器坏・甕】796・797は坏、798 ～ 804は甕である。床面出土は797・801 ～ 804である。カマド
出土は799・800である。坏は外面ミガキ調整で796は内面黒色処理、797は内外面黒色処理である。
甕は口縁部に最大径があり、外面調整はナデ・ミガキが主体である。798は口縁部受け口状である。

【ミニチュア】2029は壺もしくは甕形で、指圧痕が外面に顕著である。
【陶磁器】3008・3009は同一個体の火鉢、3010は小皿、3011は三日月高台の皿で近現代である。
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【石器】6078は黒曜石製掻器、6130は黒曜石製剥片である。
＜時期＞遺構の特徴と出土遺物の年代から、７世紀後半～８世紀前半である。
　
　73号竪穴建物跡（遺構図版120、遺物図版59・60・68・71・82・85・111・113、写真図版59）
＜検出状況＞ⅡＣ16vグリッドに位置する。現況は水田で、水路沿いの調査区のため湧水及びカクラ
ンが著しい。オリーブ褐色方形プランを検出した。
＜規模・形状＞調査区幅が狭く、調査区内規模は不明である。検出面から床面までの深さは21㎝で
ある。
＜堆積土＞貼床土までを５層に区分した。貼床土は第２～５層である。第１層の暗オリーブ褐色粘
質シルトが建物堆積土である。第４・５層は建物内の中で極端に深い。第４・５層堆積範囲に別の
建物が重複している可能性も考えられるが、判断できなかった。
＜掘形＞調査区幅が狭く不明である。ただし、断面上では全体的に掘り込んでいる。
＜遺物＞土師器、須恵器、石器、陶磁器、骨片が出土している。

【土師器坏・高坏】805 ～ 808は坏、809は高坏である。貼床出土は805・807・808である。坏は外面
ミガキ調整主体で、805は内面有段である。809は脚部でナデ調整である。

【土師器壺・甕】811は壺、810・812・813は甕である。床面出土は813である。810は外面ハケ・ケズ
リ調整で、口縁部に最大径がある。813は外面ハケ・ミガキ調整である。

【須恵器坏・坏蓋・甕】1111・1112は坏、1113は坏蓋、1114は甕である。1112は床面、1113は貼床土
出土である。1112は底部回転ヘラケズリである。1113は摘部が偏平で厚手である。

【陶磁器】3012は堆積土出土の碗である。近現代と考えられる。
【石器】6079 ～ 6081は黒曜石製掻器、6116は黒曜石製石核、6324は堆積土出土のデイサイト製鉄床石、
6338は貼床出土の凝灰岩製砥石である。
＜時期＞出土遺物の年代から、８世紀前半～中頃である。
　
　74号竪穴建物跡（遺構図版121、遺物図版60・68・71・113、写真図版60）
＜検出状況＞ⅡＣ16yグリッドに位置する。現況は水田で、水路沿いの調査区のため湧水及びカクラ
ンが著しい。褐灰色方形プランを検出した。
＜規模・形状＞調査区幅が狭く、調査区内規模は不明である。検出面から床面までの深さは18㎝で
ある。
＜堆積土＞床面までを２層に区分した。貼床土はⅢ・Ⅳ層との混合によって判別できなかった。
＜掘形＞調査区幅が狭く不明である。
＜配置＞73・75号竪穴建物跡と重複する。73号竪穴建物跡との新旧関係は不明である。75号竪穴建
物跡は本遺構に切られる。
＜遺物＞土師器、須恵器、石器、鉄製品、陶磁器、骨片が出土している。また、重複する75号竪穴
建物跡堆積土と本遺構とで帰属が不明な遺物について一括記載する。

【土師器坏・高坏・壺】814は坏、815は高坏、816は壺である。いずれも堆積土出土で、814は内外面
赤彩である。815は短脚で外面をタテ方向にナデ調整する。816は壺でナデ調整である。

【須恵器甕】1115 ～ 1118は堆積土出土の甕である。1115は口縁部片で、回転ナデ調整である。1116
～ 1118は胴部片である。

【石器】6339は堆積土出土の凝灰岩製砥石で、摘部がある。
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＜時期＞出土遺物の年代から、７世紀後半～８世紀前半である。
　
　75号竪穴建物跡（遺構図版121、遺物図版60・68・71、写真図版60）
＜検出状況＞ⅡＣ16yグリッドに位置する。現況は水田で、水路沿いの調査区のため湧水及びカクラ
ンが著しい。暗褐色方形プランを検出した。
＜規模・形状＞調査区幅が狭く、調査区内規模は不明である。検出面から床面までの深さは24㎝で
ある。
＜堆積土＞床面までを３層に区分した。貼床土はⅢ・Ⅳ層との混合によって判別できなかった。
＜掘形＞調査区幅が狭く不明である。
＜配置＞74号竪穴建物跡と重複しこれに切られる。
＜遺物＞土師器、須恵器、石器、鉄製品、陶磁器、骨片が出土している。また隣接する76号竪穴建
物跡との帰属不明な資料についても記載する。

【土師器坏・高坏・壺】817 ～ 819は坏、820は壺甕類である。817・818は貼床出土、820は床面出土
である。817・819は内外面赤彩塗布され、817は口縁が短く外反する。820は胴部が球形で外面ハケ・
ナデ調整である。

【須恵器坏蓋】1119は堆積土出土の坏蓋である。受部形状から７世紀末～８世紀前半である。
＜時期＞床面出土遺物の年代から、５世紀後半～６世紀である。
　
　76号竪穴建物跡（遺構図版122、遺物図版60・68・72・74・82・87・95・104・115、写真図版61）
＜検出状況＞ⅡＤ15bグリッドに位置する。現況は水田で、水路沿いの調査区のため湧水し、複数の
遺構が重複する。暗渠排水や溝等の近現代施設によるカクランが著しい範囲である。褐灰色プラン
を検出したが、建物壁ラインは不明瞭であった。
＜規模・形状＞調査区幅が狭く、調査区内規模は不明である。検出面から床面までの深さは19㎝で
ある。
＜堆積土＞床面までを２層に区分した。貼床土はⅢ・Ⅳ層との混合によって判別できなかったが、
第８層は貼床土とⅢ・Ⅳ層の混合土と考えられる。
＜掘形＞調査区幅が狭く不明である。
＜配置＞５・６号不定形遺構と78号竪穴建物跡と重複しこれらに切られる。
＜遺物＞土師器、須恵器、石器、鉄製品、鉄滓、陶磁器、骨片が出土している。また隣接する77・
78号竪穴建物跡と堆積土出土のために帰属不明な資料についても記載する。

【土師器坏・高坏・壺】821 ～ 823は坏、824・825は甕である。821・822は76 ～ 78号竪穴建物跡貼床
相当層から、823 ～ 825は76 ～ 78号竪穴建物跡堆積土から出土している。821は平底坏で外面体部ケ
ズリ調整である。823は内面赤彩塗布されている。824・825は口縁部に最大径があるタイプで、外面
胴部はミガキ調整される。

【須恵器坏・甕】1120は甕で76号竪穴建物堆積土、1121は坏底部片で76 ～ 78号竪穴建物跡堆積土出
土である。1121底部は回転糸切痕が残る。

【陶磁器】3015～3020は水路下の76～78号竪穴建物跡堆積土から出土した。いずれも近現代陶磁器で、
3015は高坏、3016は蓋、3017は碗、3018・3019は皿、3020は壺類である。

【土製品】5010は勾玉で、孔部欠損する。76 ～ 78号竪穴建物跡堆積土出土である。
【石器】6082 ～ 6084は黒曜石製掻器、6131は頁岩製掻器である。これらは76 ～ 78号竪穴建物跡堆積

４　検出遺構
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土出土である。6186はデイサイト製敲石、6293はデイサイト製方割石である。6186・6293は76号竪
穴建物跡堆積土出土である。

【古銭】8016・8017は水路下の76 ～ 78号竪穴建物跡堆積土出土である。いずれも寛永通宝である。
＜時期＞堆積土から古墳時代〜奈良時代である。遺物が堆積土出土と貼床の可能性のある範囲のた
め、細別しがたい。ただし、出土土師器・須恵器は７世紀後半～８世紀、陶磁器は近現代である。

　77号竪穴建物跡（遺構図版122、遺物図版60・68・104、写真図版61）
＜検出状況＞ⅡＤ16cグリッドに位置する。現況は水田で、水路沿いの調査区のため湧水し、複数の
遺構が重複する。暗渠排水や溝等の近現代施設によるカクランが著しい範囲である。褐灰色プラン
を検出したが、建物壁ラインは不明瞭であった。
＜規模・形状＞調査区幅が狭く、調査区内規模は不明であるが、調査区内壁長は４.50ｍ以上ある。
検出面から床面までの深さは22㎝である。
＜堆積土＞床面までを単層と捉えた。貼床土はⅢ・Ⅳ層との混合によって判別できなかったが、第
３層は貼床土とⅢ・Ⅳ層の混合土と考えられる。
＜掘形＞調査区幅が狭く不明である。
＜配置＞５・６号不定形遺構と78号竪穴建物跡と重複しこれらに切られる。
＜遺物＞土師器、須恵器、石器、陶磁器、骨片が出土している。本遺構に帰属する可能性があるも
のの、隣接する76・78号竪穴建物跡と帰属不明な資料については上述の76号竪穴建物跡に記載した。

【土師器坏・甕】826は坏、827・828は甕である。すべて貼床土とⅢ・Ⅳ層の混合層である第３層か
ら出土している。826は厚手の器壁を有する坏で、外面ナデ、内面ミガキ調整である。口縁が短く、
半球形を呈するが、関東系土器のようなケズリ調整は見られない。827は外面胴部にハケ・ナデ・ミ
ガキ調整が見られる。

【須恵器甕】1122は貼床土とⅢ・Ⅳ層の混合層である第３層出土の甕胴部片である。
【石器】6294は貼床土とⅢ・Ⅳ層の混合層である第３層出土のデイサイト製方割石である。
＜時期＞堆積土の特徴から古墳時代〜奈良時代である。ただし、出土土師器・須恵器は７世紀後半
～８世紀前半と考えられる。
　
　78号竪穴建物跡（遺構図版122、遺物図版61、写真図版61）
＜検出状況＞ⅡＤ15cグリッドに位置する。現況は水田で、水路沿いの調査区のため湧水し、複数の
遺構が重複する。暗渠排水や溝等の近現代施設によるカクランが著しい範囲である。褐灰色プラン
を検出したが、建物壁ラインは不明瞭であった。
＜規模・形状＞調査区幅が狭く、規模は不明である。検出面から床面までの深さは24㎝である。
＜堆積土＞床面までを２層に区分した。貼床土はⅢ・Ⅳ層との混合によって判別できなかったが、
第９層は貼床土とⅢ・Ⅳ層の混合土と考えられる。
＜掘形＞調査区幅が狭く不明である。
＜配置＞と77号竪穴建物跡と重複しこれを切る。
＜遺物＞土師器が出土している。本遺構に帰属する可能性があるものの、隣接する76・77号竪穴建
物跡と帰属不明な資料については上述の76号竪穴建物跡に記載した。

【土師器甕】829・830は床面出土である。外面調整はハケ・ナデ・ミガキ調整である。いずれも底部
に木葉痕が残る。

Ⅲ　遺構と遺物



− 90 −

＜時期＞床面出土遺物の年代から７世紀後半～８世紀前半である。
　
　５・６号不定形遺構（遺構図版122、写真図版61）
＜検出状況＞ⅡＤ16cグリッドに位置する。現況は水田で、水路沿いの調査区のため湧水し、複数の
遺構が重複する。暗渠排水や溝等の近現代施設によるカクランが著しい範囲である。不整形褐灰色
プランを検出したが、建物壁ラインは不明瞭であった。
＜規模・形状＞不整形で、かつカクラン範囲内にあり、上端ラインの消失が著しいため５・６号と
も不明である。検出面から床面までの深さは15㎝である。
＜堆積土＞褐灰色粘土質シルトの単層と捉えた。下部に炭化材を包含する。
＜配置＞76・77号竪穴建物跡と重複し、これを切る。
＜遺物＞堆積土から土師器が出土している。
＜時期＞不明である。重複関係からは古墳時代以降である。
　
　Ｋ区ピット群（遺構図版123）
　Ｋ区Ｐ１～Ｐ５の５個確認した。Ｇ区から水路沿いに密集していることから、Ｇ区ピット群と同
じ群に含まれる可能性がある。時期は不明である。

５　出　土　遺　物

　ここでは、前節の検出遺構内出土遺物についての詳述を割愛し、主に遺構外出土遺物について記
載する。

（１）土　師　器

　掲載番号１～ 867が該当する。1 ～ 830が遺構内、831 ～ 867が遺構外出土である。４世紀後半～５
世紀前半、５世紀後半～６世紀初頭、６世紀中頃、７世紀中頃～８世紀前半、８世紀中頃～後半、
９世紀後半～ 10世紀前葉に分けられる。遺構外は主に形状の判断可能な個体について図示した。831
～ 842は 坏、843・845は 高 坏、846は 高 台 付 坏、847は 鉢、848 ～ 855は 壺、856 ～ 858は 壺 甕 類、
844・859 ～ 867は甕である。831・832はＣ区の５号竪穴建物跡付近で出土し、５号竪穴建物跡出土
土師器坏と特徴が類似する。835は外面体部ケズリ調整で口縁が直立する有段丸底坏で須恵器模倣形
態である。周辺には５～６世紀に帰属する８～ 12号竪穴建物跡がある。846はＨ区の東端で出土した
高台付坏で回転ナデ調整である。843は脚部に長方形の透し孔を有する。844はＪ区河川跡付近出土
の甕台部で、器壁が薄く幅の狭い工具でナデ調整される。863と同一時期と考えられる。845も同じ
くＪ区河川跡付近出土で、河川跡出土の高坏（791・793）と同一時期と考えられる。849は外面ミガキ
調整の壺で、器高が低く胴下部が膨らみ口縁部が外反する。底面は蛇の目状に中央部が窪み周縁部
が摩耗している。

（２）須　恵　器

　掲載番号1001 ～ 1150が該当する。1001 ～ 1122が遺構内、1123 ～ 1150が遺構外出土である。産地
が明確な資料はないが、胎土分析（第Ⅳ章参照）を実施したので、今後のデータ蓄積によっては産地
同定が可能になっていくことが期待される。岩手県内で本格的な須恵器生産が始まるのは平安時代

５　出土遺物
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からであるが、本遺跡では５世紀後半～６世紀初頭と７世紀後半～８世紀前半の竪穴建物跡から多
くの須恵器が出土している。
　５世紀後半～６世紀初頭の建物跡内からは、ＴＫ208～ＴＫ23～ＴＫ47期の須恵器が出土している。
32号竪穴建物跡出土の坏蓋（1069）、甕（1070）、𤭯（1071・1073）と、34号竪穴建物跡出土の𤭯（1077・
1078）が該当する。34号竪穴建物跡出土の坏（1076）はＴＫ47段階かそれ以降と考えられる。
　７世紀後半～８世紀の竪穴建物跡からも豊富に出土した。1067・1084・1085・1087・1096・1097・
1107・1111・1112が該当する。底部回転ケズリもしくは回転ヘラ切で丸底もしくは平底の坏である。
甕では体部を欠損し、竪穴建物内で口縁～頸部残存個体があり、1052・1068が該当する。この２点は、
器台転用された可能性がある。
　９世紀以降ではＣ区の竪穴建物跡、掘立柱建物跡から坏・甕（1014 ～ 1030）から纏まって出土して
いる。
　遺構外では1123・1125 ～ 1129・1131は坏、1124は坏蓋、1130は坏蓋もしくは壺肩部、1132 ～
1144は壺甕類、1145 ～ 1150は甕である。1123は51号竪穴建物跡検出面から出土した小型坏で、底部
回転ヘラ切である。７世紀後半に出現する器形だが、器壁が厚手であることから東海、及び畿内産
とは見なし難い。1129は高台付坏で、器壁が厚く底部径が広い８世紀代の器形である。1128の高坏
もしくは坏と1133の壺類はＴＫ23 ～ 47段階である。1128は類似の形状が仙台市大連寺窯跡から出土
している。

（３）ミニチュア土器

　掲載番号2001 ～ 2033が該当する。土師器から分離して報告する。遺構内出土は2001 ～ 2029、遺
構外出土は2030 ～ 2033である。指圧痕のつく資料とヘラナデ調整される資料がある。坏形のうち丸
底は2009 ～ 2011は手捏ね、2007・2014・2023・2025・2030の平底はヘラナデやハケ調整される。遺
構内出土の中で、カマド祭祀に使用されたと考えられるのは18号竪穴建物跡出土2008 ～ 2011である。
　傾向として、７世紀代までの竪穴建物跡で多く出土している。2030はＦ区、2031はＤ区、2032は
Ｇ区、2033はＫ区から出土している。

（４）陶　磁　器

　掲載番号3001 ～ 3042が該当する。遺構内出土は3001 ～ 3020、遺構外出土は3021 ～ 3042である。
遺構内であっても、各遺構の構築年代とは異なる時期の資料が多い。そのなかで８号溝は、12世紀
常滑窯産陶器片（3003）が出土したことから中世の可能性がある。
　遺構外では、古代に関連する陶器類が出土している。Ｃ区の東側の河川跡付近で、緑釉緑彩陶器
椀（3030）が出土している。内面に花弁文が描かれており、猿投産で９世紀後半と考えられる。近隣
では宮城県多賀城跡で出土している。3033はＤ区出土の緑釉陶器皿である。９世紀～ 10世紀と考え
られる。中世では3023の14 ～ 15世紀の瀬戸産灰釉瓶子、3027の15世紀の瀬戸産瓶類がある。

（５）縄文・弥生土器

　掲載番号4001 ～ 4036が該当する。第Ⅱ章において、水沢低位段丘面の地形から積極的な人類活動
痕跡を見出せるのは本格的な離水が始まる縄文晩期以降であるとした。その根拠となるような時期
の遺物が出土している。遺構内は4001 ～ 4025、遺構外は4026 ～ 4040である。弥生土器が主体をし
める。また北大Ⅰ式の可能性のある土器も少量出土している。

Ⅲ　遺構と遺物
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（６）土　製　品

　掲載番号5001 ～ 5035が該当する。遺構内出土は5001 ～ 5031、遺構外出土は5032 ～ 5035である。
5001 ～ 5007は玉、5008 ～ 5012は勾玉、5013 ～ 5022は紡錘車、5023・5024は土錘、5025 ～ 5035は
形状不明の土製品である。5027はミニチュアの脚部の可能性がある。5034は紡錘車未成品の可能性
が考えられる。

（７）羽口・支脚・鉄滓

　掲載番号5036 ～ 5046が該当する。羽口は5036 ～ 5041、支脚は5042 ～ 5046である。遺構内出土は
5036 ～ 5044、遺構外出土は5045・5046である。5036 ～ 5038は13号竪穴建物跡カマド周辺出土で、
年代測定及び共伴遺物の年代から７世紀後半～８世紀前半の製造である。小型で漏斗状に開き外面
ハケ・ケズリ調整である。支脚は5042 ～ 5044の残存状態が良く、中空で棒状タイプである。端部が
明確に広がる資料はない。鉄滓は13・14・19号竪穴建物跡から鍛冶滓が出土している。
　鉄滓は掲載していない。ただし、19号竪穴出土鉄滓２点の自然科学的分析を行っているのでⅣ章
６節を参照されたい。鉄滓・炉壁片・羽口片は全部で96点である。19号竪穴建物跡でまとまって出
土している以外は、そのほとんどが遺構外出土資料である。また、竪穴建物跡出土であっても堆積
土出土資料が主体で、床面や遺構底面での出土は限られる。製鉄関連の作業が行われた痕跡として
積極的に評価できるのは19号竪穴建物跡のみであるが、13号竪穴建物跡では鍛冶滓が堆積土から出
土し、羽口がカマド支脚転用されている。８号溝堆積土からは鉄滓と炉壁片が微量出土している。
分布密度では、Ｆ区に集中する傾向にある。Ｆ区内にある16・17・19・20・21号竪穴建物跡とＦ区
に隣接する12号溝から出土している。しかし、遺構内・遺構外を含めて大半が遺構検出面上か、カ
クラン内、近現代溝堆積土出土である。中世の年代測定値が19号竪穴建物跡と隣接する21号竪穴建
物跡（５世紀～６世紀）出土鉄滓も床面出土資料はなく、すべて堆積土出土資料であり、19号竪穴建
物跡からの流入と考えられる。鉄滓は重量が２～ 30ｇの小型が主体であり、100ｇを越える資料は19
号竪穴建物跡出土資料に限られる。

（８）石　　　器

　掲載番号6001 ～ 6341が該当する。6001 ～ 6125は黒曜石製石器、6126 ～ 6139は非黒曜石製剥片石器、
6140 ～ 6341は礫石器である。遺構内出土は6001 ～ 6069・6072 ～ 6110・6112・6113・6115・6116・
6120 ～ 6126・6128 ～ 6131・6135 ～ 6143・6145・6146・6148 ～ 6186・6188 ～ 6198・6201 ～ 6316・
6318 ～ 6339である。遺構外は6070・6071・6111・6114・6117 ～ 6119・6127・6132 ～ 6134・6144・
6147・6187・6199・6200・6317・6340・6341である。黒曜石製石器は掻器を中心に産地分析を行っ
た（第Ⅳ章参照）。５世紀後半～６世紀の竪穴建物跡出土資料は宮城県湯の倉産黒曜石の利用頻度が
極めて高い。一方、７世紀後半～８世紀になると湯の倉産以外にも在地の北上川流域産も活用する
ようになっている。総体としては湯の倉産に依存している傾向が窺える。6001 ～ 6125の黒曜石製石
器のうち、6001 ～ 6084・6118・6121・6123 ～ 6125は掻器、6085・6086は楔形石器、6087 ～ 6090・
6122は掻器刃部再生剥片、6091 ～ 6093は使用痕のある剥片、6094・6095・6120は両極剥片、6096か
ら6100は剥片、6101 ～ 6117・6119は石核である。接合資料は少ないが、掻器刃部再生剥片の存在は、
頻繁に刃部再生が行われた査証である。掻器は頁岩製が一定量有る。6135は台形石器？である。素
材端部に微細な調整がみられる。偶発的なものか、あるいは後期旧石器時代前半期かは判断できない。
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6126・6127は石鏃、6128は尖頭器、6129 ～ 6133は頁岩製掻器、6134は削器、6136 ～ 6139は黒色頁
岩製剥片類の接合資料である。礫石器は、6140が両刃石器、6141 ～ 6143が石核、6144・6145が片刃
石器、6146・6147は磨製石斧、6148 ～ 6156は敲磨器、6157 ～ 6187は敲石、6188 ～ 6200は磨石、
6201 ～ 6294は方割石、6295 ～ 6317は台石、6318 ～ 6324は鉄床石、6325は石皿、6326 ～ 6341は砥
石である。方割石の多さが目立つ。黒曜石製掻器出土遺構には方割石が伴う傾向にある。２分割も
しくは３分割に小割された資料が主体である。

（９）琥珀製品・琥珀塊

　掲載番号7001 ～ 7017が該当する。7001は琥珀塊で、産地分析を実施した（第Ⅳ章参照）。7002は孔
部を欠損する玉類である。微量ながら竪穴建物跡から琥珀破片が出土している。

（10）石　製　品

　掲載番号7018 ～ 7042が該当する。7018は平玉、7019は勾玉、7020 ～ 7023は紡錘車、7024 ～ 7032
は石製模造品、7033 ～ 7037は有孔石とその未成品、7038は石包丁、7039は石製模造品の素材？、
7040は石棒、7041は砥石？、7042は写真掲載の賽子である。石製模造品は５世紀～６世紀の竪穴建
物跡から出土する。頁岩製で占められ、滑石製はない。

（11）金　属　製　品

　掲載番号8001 ～ 8020が該当する。8001は19号竪穴建物跡（中世）出土の鉄鉗、8002は25号竪穴建物
跡（７世紀後半～８世紀前半）出土の轡の引手部、8003は５号竪穴建物跡（９世紀後半～ 10世紀前葉）
出土の火打金が遺構構築年代を反映した遺物である。そのほかは、近世以降の帰属資料である。
8002は７世紀後半～８世紀前半で本遺跡における馬飼養を反映した遺物と捉えられる。8004は釘、
8005・8006は鉄片、8007は銅製鏡、8008は鉄製注口、8009・8010は鋏、8011は針、8012・8013は煙管、
8014 ～ 8020は銭貨で、8015は洪武通寶の模鋳銭、8016・8017・8018は寛永通寶である。

（12）木　製　品

　掲載番号9001・9002が該当する。9001は８号溝出土の曲物蓋で中世の可能性がある。9002は19号
竪穴建物跡出土の漆椀で中世である。

（13）炭化種子・炭化材

　土壌サンプルから得られた資料は、第Ⅳ章で同定結果を掲載している。Ｂ区の３・４号竪穴建物
跡からはモモの種子、Ｆ区の16 ～ 18号竪穴建物跡でもモモ・オニグルミが出土している。Ｇ区では
イネの出現率が高い。24号竪穴建物跡張出部焼土範囲ではイネ・アワ・ヒエ・キビ・マメ科・穀類・
トチノキ・エノコロクサ属、マメ科など多種の穀物が検出された。

（14）動 物 遺 存 体

　馬歯以外の動物遺存体は、竪穴建物跡カマド燃焼部焼土面上に形成された骨片層出土か、竪穴建
物内床面に形成された骨片層出土である。５世紀後半～６世紀前半では34号竪穴建物跡ニホンジカ？
の末節骨が出土している。７世紀後半～８世紀前半の竪穴建物跡では、13号竪穴建物跡でトウホク
ノウサギ、14号竪穴建物跡で魚骨、18号竪穴建物跡でシカ？の末節骨、25号竪穴建物跡でシカ、27

Ⅲ　遺構と遺物



− 94 −

号竪穴建物跡で魚骨・イノシシ、35号竪穴建物跡で魚類・巻貝・偶蹄目、38号竪穴建物跡でイノシシ、
48号竪穴建物跡でイノシシ、59号竪穴建物跡でニホンジカ？、61号竪穴建物跡でニホンジカ、68号
竪穴建物跡でイノシシ、コイ科椎骨が出土している。狩猟が盛んであることを裏付ける結果であり、
各竪穴建物から皮鞣し道具が出土することと相関する。また、魚貝類を積極的に利用している実態
が判明した。

５　出土遺物
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第6図　調査区範囲及びグリッド設定図
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第８図　Ｄ・Ｅ・Ｆ区遺構配置図
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第10図  G区遺構配置図
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第13図　2号竪穴建物跡

第12図　１号竪穴建物跡

第４表　１号竪穴建物跡土層観察表

位置 層 土色・土性 粘性 締 混入物等 備考

1 号竪穴

Ⅰ a 10YR5/2 灰黄褐色土 4 2 現代耕作土　

Ⅰ b 10YR6/2 灰黄褐色土 4 2 酸化鉄 3% 現代耕作土　

Ⅰ c 10YR6/1 褐灰色土 4 2 細粒砂 5%　 現代耕作土 

Ⅱ a 10YR4/1 褐灰色土 3 2 グライ化層

1 2.5Y3/1 黒褐色土 3 1 細粒砂 3%　 グライ化層 遺物多量

Ⅱ b 7.5Y3/2 オリーブ黒色土 3 1 細粒砂 30%

Ⅳ 10YR1.7/1 黒色土

第５表　２号竪穴建物跡土層観察表

位置 層 土色・土性 粘性 締 混入物等 備考

2 号竪穴
1 10YR4/1 褐灰色土 1 1 炭化物φ 1㎝ 3% 砂粒 10% 酸化鉄 5％ 水性堆積？

2 10YR5/1 褐灰色土 1 3
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第14図　３号竪穴建物跡（１）



− 103 −

焼土範囲

炭化材範囲

礫範囲

凡　　例

1m0 1：50

31

42

41

32

36

37・38

44

35

39

30

43

Ⅲ　遺構と遺物

第15図　３号竪穴建物跡（２）

第６表　３号竪穴建物跡土層観察表（1）

位置 層 土色・土性 粘性 締 混入物等 備考

3 号竪穴

1 10YR6/1 褐灰色土 1 1 炭化物φ 1㎝ 3% 砂粒 20%
火災後の堆積層　第 2 層との層
理面が炭化材・礫の底面と一致
する

2 10YR7/1 灰白色土 1 1 炭化物φ 3㎝ 3％ 砂粒 30% 遺物多量 火災時の堆積層　主体が土屋根
材と考えられる灰白色土～粘土

3 10YR5/1 褐灰色土 1 1 炭化物φ 5㎜ 3%　

4 10YR3/2 黒褐色土 1 1 炭化物粒 1%　 壁溝部堆積土

5 10YR5/1 褐灰色土 1 1 炭化物φ 3㎝ 1%　焼土粒 1%　

6 10YR6/2 灰黄褐色砂 0 1 炭化物粒 1% 貼床土とⅢ層の混合層

P1 ～ 3

1 5YR4/8 赤褐色土 2 3 炭化物φ 1㎝ 3%

2 10YR6/1 褐灰色土 2 1 砂粒 20% 炭化物粒 1% 主柱穴堆積土

3 10YR3/3 暗褐色土 2 3 砂粒 5%　 掘り過ぎ？
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第16図　３号竪穴建物跡（３）

第17図　４号竪穴建物跡（１）

第７表　３号竪穴建物跡土層観察表（2）

位置 層 土色・土性 粘性 締 混入物等 備考

カマド

1 10YR4/1 褐灰色土 2 1 砂粒 5%
2 5YR3/2 暗赤褐色土 2 1 炭化物粒 3% 焼土粒 3% 砂粒 20%　
3 10YR3/2 黒褐色土 2 1 炭化物粒 5% 焼土粒 1% 砂粒 10% 
4 10YR5/2 灰黄褐色砂 0 2 粘土 5% 袖部
5 5YR5/3 にぶい赤褐色土 0 2 炭化物φ 1㎝ 5% カマド崩落土と焼土の混合層
6 5YR5/6 明赤褐色土 0 3 炭化物φ 1㎝ 1% 燃焼部底面焼土
7 5YR4/3 にぶい赤褐色 0 3 炭化物粒 1% 燃焼部底面焼土

第８表　４号竪穴建物跡土層観察表（1）

位置 層 土色・土性 粘性 締 混入物等 備考

4 号竪穴

1 10YR3/2 黒褐色土 2 3 炭化物φ 5㎜ 1%　 人為堆積
2 10YR5/2 灰黄褐色土 2 1 炭化物φ 1㎜ 1%　
3 10YR4/1 褐灰色土 0 1 炭化物φ 5㎜ 3% 溝堆積土
4 10YR6/3 にぶい黄橙色土 0 1 細粒砂 10% 溝堆積土
5 10YR3/1 黒褐色土 0 1 炭化物φ 5㎜ 1% 時期不明の柱穴
6 10YR5/1 褐灰色土 4 4 炭化物φ 5㎜ 1%　 カクラン？
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第18図　４号竪穴建物跡（２）

第19図　1～３号土坑

第９表　４号竪穴建物跡土層観察表（2）

位置 層 土色・土性 粘性 締 混入物等 備考

カマド

1 10YR2/3 黒褐色土 2 1 炭化物粒 1% 焼土粒 1% カマド構築土の崩落による形成
2 10YR4/3 灰黄褐色砂 2 2 炭化物φ 5㎜ 3% 焼土粒 3% カマド構築土の崩落による形成
3 10YR3/1 黒褐色土 2 2 炭化物粒 1% 遺物少量 煙道部 堆積土が第 1 層に類似
4 10YR3/3 暗褐色土 2 2 炭化物粒 1% 煙道部
5 10YR3/1 黒褐色土 3 2 炭化物φ 5㎜ 5% 煙道部・煙出部
6 10YR4/1 褐灰色土 4 3 炭化物粒 1%
7 10YR3/3 暗褐色土 3 3 炭化物φ 5㎜ 1% 焼土φ 5㎜ 3% 袖部
8 5YR5/6 明赤褐色土 3 2 炭化物φ 5㎜ 5% 焼土φ 5㎜ 10%
9 5YR6/6 橙色土 1 4 炭化物粒 1% 燃焼部底面焼土範囲　
10 10YR3/4 暗褐色土 2 4 遺物少量 被熱痕跡の見られない袖部
11 10YR3/3 暗褐色土 2 2 炭化物粒 1%

第10表　１・２号土坑土層観察表

位置 層 土色・土性 粘性 締 混入物等 備考

1 号土坑 1 10YR4/1 褐灰色土 2 1 炭化物粒 3% 人為堆積
2 10YR5/4 にぶい黄褐色砂 0 1

2 号土坑 1 10YR5/1 褐灰色土 0 1 炭化物粒 5％ 遺物多量 人為堆積
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第11表　３号土坑土層観察表

位置 層 土色・土性 粘性 締 混入物等 備考

3 号土坑
1 10YR2/3 黒褐色土 2 3 砂粒 10% 遺物多量
2 10YR4/1 褐灰色土 2 1 砂粒 2% 遺物少量
3 10YR5/1 褐灰色土 柱穴？

第12表　B区ピット土層観察表

位置 層 土色・土性 粘性 締 混入物等 備考
P1 ～ 4、P6
～ 8、P10 ～

13
1 10YR4/1 褐灰色土 2 1 砂 10％ P1 ～ 8：1 号柱穴列

P5 1 10YR4/1 褐灰色土 2 1 砂 10％ １号柱穴列
2 10YR4/1 褐灰色砂 0 1

P14 1 10YR4/1 褐灰色土 2 1 砂粒 10％
2 10YR4/2 灰黄褐色土 2 1 砂粒 10％

P15 1 10YR4/1 褐灰色土 2 1 炭化物粒 1％

P16 1 10YR4/1 褐灰色土 2 1 砂粒 5％
2 10YR6/1 褐灰色土 2 1 砂粒 10％

P17 1 10YR5/3 にぶい黄褐色土 2 1 砂粒 10％
P18 1 10YR4/1 褐灰色土 2 1 砂粒 10％

P19 1 10YR4/1 褐灰色土 2 1 砂粒 10％
2 10YR5/1 褐灰色土 2 1 砂粒 20％

P20 1 10YR5/1 褐灰色土 2 1 砂粒 20％
P21 1 10YR4/2 灰黄褐色土 2 1 砂粒 10％
P22 1 10YR4/1 褐灰色土 2 1 砂粒 10％
P23 1 10YR4/1 褐灰色土 2 1 砂粒 10％
P24 1 10YR4/1 褐灰色土 2 1 砂粒 20％
P25 1 10YR4/1 褐灰色土 2 1 砂粒 50％
P26 1 10YR4/1 褐灰色土 2 1 砂粒 5％
P27 1 10YR3/2 黒褐色土 2 1 砂粒 1％
P28 1 10YR4/2 灰黄褐色土 0 1
P29 1 10YR3/2 黒褐色土 2 1 砂粒 5％
P30 1 10YR3/2 黒褐色土 2 1 砂粒 5％ 焼土粒 1％
P31 1 10YR4/1 褐灰色土 2 1 砂粒 5％
P32 1 10YR3/2 黒褐色土 2 1 焼土粒 1％
P33 1 10YR4/1 褐灰色土 2 1
P34 1 10YR4/1 褐灰色土 2 1
P35 1 10YR4/1 褐灰色土 2 1 炭化物粒 2％
P36 1 10YR3/1 黒褐色土 2 1 炭化物粒 2％
P37 1 10YR4/1 褐灰色土 2 1
P38 1 10YR4/1 褐灰色土 2 1
P39 1 10YR4/1 褐灰色土 2 1
P40 1 10YR4/1 褐灰色土 2 4 砂粒 5％
P41 1 10YR4/1 褐灰色土 2 4 砂粒 5％
P42 1 10YR4/2 灰黄褐色土 2 1 砂粒 10％

P43 1 10YR4/2 灰黄褐色土 2 1 砂粒 10％
2 10YR4/1 褐灰色土 2 1 砂粒 10％

P44 1 10YR4/2 灰黄褐色土 2 1 砂粒 10％ 柱痕跡
2 10YR4/2 灰黄褐色土 2 1

P45 1 10YR4/1 褐灰色土 2 1 砂粒 5％
P46 1 10YR4/1 褐灰色土 2 1 砂粒 5％
P47 1 10YR5/1 褐灰色土 2 1 炭化物 5％ 砂粒 5％
P48 1 10YR5/1 褐灰色土 2 1 炭化物 5％ 砂粒 5％
P49 1 10YR5/1 褐灰色土 2 1 砂粒 5％
P50 1 10YR5/1 褐灰色土 2 1 砂粒 5％
P51 1 10YR5/1 褐灰色土 2 1
P52 1 10YR5/1 褐灰色土 2 1 炭化物 3％
P53 1 10YR5/1 褐灰色土 2 1
P54 1 10YR5/1 褐灰色土 2 1
P55 1 10YR5/1 褐灰色土 2 1 炭化物 5％
P56 1 10YR5/1 褐灰色土 2 1 炭化物 5％
P57 1 10YR5/1 褐灰色土 2 1 炭化物 5％
P58 1 10YR4/1 褐灰色土 2 1 炭化物 5％ 黒褐色土 5％
P59 1 10YR4/1 褐灰色土 2 1

P60 1 10YR4/1 褐灰色土 2 1
2 10YR3/3 暗褐色土 2 1

P61 ～ 69 1 10YR5/1 褐灰色土 2 1
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第20図　１号柱穴列、B区ピット群
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第13表　５号竪穴建物跡土層観察表

位置 層 土色・土性 粘性 締 混入物等 備考

5 号竪穴
（A-A'）

1 10YR3/2 黒褐色シルト 2 4 灰白色砂粒 5 ～ 7％
2 10YR3/2 黒褐色シルト 2 4 炭化物粒 1％
3 10YR2/2 黒褐色土 3 4 炭化物φ 3 ～ 8㎜ 1％
4 10YR3/1 黒褐色土 2 4  にぶい黄褐色砂 20 ～ 30％ 貼床土

5 号竪穴
（B-B'）

1 10YR2/2 黒褐色土 3 4 炭化物φ 3 ～ 8㎜ 1％
2 10YR3/1 黒褐色土 0 4 炭化物粒 1％ 灰黄褐色シルト 1 ～ 2％
3 10YR3/1 黒褐色土 0 4 炭化物 10％ P1　堆積土
4 10YR3/1 黒褐色土 0 4 にぶい黄橙色土 50％未満 黒褐色土とにぶい黄褐色土の混合
5 10YR2/1 黒色土 3 4 炭化物 3 ～ 5％
6 10YR5/1 褐灰色土 2 4 にぶい黄褐色シルト 10％
7 10YR3/1 黒褐色土 2 4  にぶい黄褐色砂 20 ～ 30％ 貼床土

P2
1 土器片多量 炭化物層 
2 10YR3/2 黒褐色土 0 4 炭化物粒 1％

P3
1 10YR3/2 黒褐色砂 0 4 炭化物φ 3㎜ 1％
2 10YR3/2 黒褐色砂 0 2 炭化物粒 50％ 炭化物層
3 10YR3/1 黒褐色シルト 0 4
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Ⅲ　遺構と遺物
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第22図　６号竪穴建物跡

P4

1 10YR3/1 黒褐色シルト 3 4 炭化物粒 3％ 灰白色土 1％ 10YR8/2 灰白色土は火山灰包含か？
2 10YR3/1 黒褐色シルト 2 4
3 10YR3/1 黒褐色土 2 4 炭化物 1％
5 10YR3/1 黒褐色土 2 4
5 10YR3/1 黒褐色土 3 4 炭化物 1％ カクラン ? 貼床 ?
6 砂（掘りすぎ）

P5
1 10YR3/1 黒褐色土 2 4 炭化物 10 ～ 15％
2 7.5YR5/5 にぶい褐色焼土 2 4

第14表　６号竪穴建物跡土層観察表

位置 層 土色・土性 粘性 締 混入物等 備考

6 号竪穴
（A-A'）

1 10YR2/2 黒褐色シルト 0 4 炭化物 20％
2 10YR5/2 灰黄褐色土 0 4 酸化鉄 10 ～ 15％
3 10YR2/2 黒褐色シルト 0 4 炭化物φ 5㎜ 1％
5 10YR3/1 黒褐色シルト 0 4 灰黄褐色土 20％
5 10YR3/1 黒褐色シルト 0 4
6 10YR3/1 黒褐色砂質土 0 4
7 10YR2/1 黒褐色シルト 0 4 灰黄褐色土 3 ～ 5％
8 10YR3/1 黒褐色シルト 5 3 にぶい黄橙色土 5 ～ 10％ 貼床土
9 10YR5/1 褐灰色土 2 3 黒褐色シルト 10 ～ 15％ 貼床土

6 号竪穴
（B-B'）

1 10YR2/2 黒褐色シルト 0 4 炭化物粒 20％
2 10YR2/2 黒褐色シルト 0 4 炭化物φ 5㎜ 1％
3 10YR3/1 黒褐色シルト 0 4
4 10YR3/3 暗褐色シルト 0 4 灰黄褐色土 50％未満 暗褐色シルトと灰黄褐色土の混合層
5 10YR3/1 黒褐色シルト 5 3 にぶい黄橙色土 5 ～ 10％ 貼床土（A-A'）の 8 層と同じ
6 10YR5/1 褐灰色土 2 3 黒褐色シルト 10 ～ 15％ 貼床土（A-A'）の 9 層と同じ

土坑 1
1 10YR3/1 黒褐色シルト 5 4 炭化物 1 ～ 2％
2 10YR2/1 黒色シルト 5 4

焼土 1
1 7.5YR6/6 橙色焼土 2 4
2 10YR3/2 黒褐色シルト 5 4 1 層の堆積土 1 ～ 2％
3 10YR2/1 黒色シルト 2 3
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第23図　７号竪穴建物跡

第24図　１号掘立柱建物跡

第15表　７号竪穴建物跡土層観察表

位置 層 土色・土性 粘性 締 混入物等 備考

7 号竪穴
1 10YR3/2 黒褐色土 5 4 炭化物粒 1 ～ 2％
2 10YR3/2 黒褐色土 5 4 炭化物粒 1 ～ 2％ にぶい黄褐色土 3％
3 10YR6/2 灰黄褐色土 2 4 黒色土 30％ 貼床土
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Ⅲ　遺構と遺物

第16表　１号掘立柱建物跡構成ピット土層観察表

第17表　４～８号土坑土層観察表

位置 層 土色・土性 粘性 締 混入物等 備考

C 区 P10 1 10YR3/1 黒褐色土 2 4 炭化物φ 10㎜ 2％
2 7.5YR5/1 灰色砂 0 3

C 区 P16
1 10YR3/1 黒褐色シルト 3 4 炭化物片φ 5㎜ 5％ にぶい橙色焼土 2％
2 10YR3/2 黒褐色シルト 5 4 にぶい橙色焼土 1％
3 10YR3/1 黒褐色土 3 4

C 区 P17

1 10YR5/1 褐灰色シルト 5 4
2 10YR5/1 褐灰色シルト 5 4 酸化鉄粒 30 ～ 50％
3 10YR1.7/1 黒色シルト 2 4 にぶい橙色焼土粒 10％ 炭化物粒 5％
4 10YR2/1 黒色シルト 5 4 にぶい橙色焼土粒 15％ 炭化物 3％
5 10YR2/1 黒色シルト 5 4 にぶい橙色焼土粒 5％炭化物 20％
6 10YR2/1 黒色シルト 5 4 にぶい橙色焼土粒 3％炭化物 5％ 
7 10YR6/6 橙色シルト 5 4 酸化鉄による変色

C 区 P22 1 10YR3/1 黒褐色シルト 5 4 炭化物粒 1％ 7 号竪穴建物跡第 1 層類似

C 区 P23 1 10YR3/1 黒褐色シルト 5 4 炭化物 1％ 7 号竪穴建物跡第 1 層類似
2 10YR2/1 黒色シルト 3 4

C 区 P38 1 10YR3/2 黒褐色シルト 2 4 炭化物φ 1 ～ 2㎝ 3 ～ 5％ 橙色焼土φ 3
～ 5㎜ 1 ～ 2％

2 10YR2/1 黒色シルト 5 4 灰黄褐色土 1 ～ 2％

C 区 P39 1 10YR3/2 黒褐色シルト 5 4 黒褐色土 3 ～ 5％
2 10YR3/2 黒褐色土 0 4

C 区 P40
1 10YR3/2 黒褐色シルト 2 4 炭化物φ 2㎝ 3 ～ 5％ 橙色焼土φ 5㎜ 1 ～

2％
2 10YR3/2 黒褐色土 5 4 炭化物 3％
3 10YR2/1 黒色シルト 5 4

位置 層 土色・土性 粘性 締 混入物等 備考

4 号土坑
1 10YR5/2 灰黄褐色土 0 4 酸化鉄多量
2 10YR5/2 灰黄褐色土 0 4 酸化鉄多量
3 N3/0 暗灰色粘土 5 4

5 号土坑
1 10YR3/2 黒褐色シルト 5 4 炭化物φ 3 ～ 7㎜ 1％
2 10YR3/1 黒褐色シルト 5 4
3 10YR1.7/1 黒色シルト 5 4 掘りすぎ？

6 号土坑

1 10YR3/2 黒褐色土 2 4 炭化物φ 6 ～ 8m1％
2 10YR4/1 褐灰色土 0 4
3 10YR3/1 黒褐色土 2 1
4 10YR5/1 褐灰色土 3 4
5 10YR2/1 黒色砂 0 1

7 号土坑

1 10YR3/1 黒褐色シルト 2 2
2 10YR3/1 黒褐色土 2 3 炭化物φ 7 ～ 10㎜ 1％
3 10YR3/1 黒褐色土 2 2 にぶい黄橙色土 1 ～ 2％ 炭化物粒 1 ～ 2％
4 10YR4/1 褐灰色土 2 2
5 10YR4/1 褐灰色土 2 2

8 号土坑
1 10YR5/1 褐灰色土 2 4 炭化物粒 1％
2 10YR2/1 黒色土 2 4
3 10YR5/2 灰黄褐色土 2 4

第18表　３～６号溝土層観察表

位置 層 土色・土性 粘性 締 混入物等 備考

3 号溝
1 10YR3/3 暗褐色シルト 2 4 灰黄褐色土 10 ～ 15％
2 10YR5/1 褐灰色シルト 5 4 灰黄褐色土 3 ～ 5％
3 10YR5/1 褐灰色シルト 5 4 灰黄褐色土 30％

4 号溝 1 10YR5/1 褐灰色シルト 5 4
2 10YR5/2 灰黄褐色砂 0 1

5 号溝 1 10YR3/2 黒褐色シルト 5 4 炭化物φ 5㎜ 1％
2 10YR3/1 黒褐色粘土 5 4

6 号溝 1 2.5Y3/1 黒褐色土 2 4

7 号溝 1 10YR7/3 にぶい黄橙色シ
ルト 2 4 酸化鉄粒多量
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第19表　C区ピット土層観察表	 （1号掘立柱建物跡構成ピットを除く）

位置 層 土色・土性 粘性 締 混入物等 備考

P1

1 10YR3/2 黒褐色シルト 0 4
2 10YR3/2 黒褐色シルト 2 4 炭化物φ 1㎝ 1％
3 10YR3/2 黒褐色土 0 4 1・2 層より薄色
5 10YR3/2 黒褐色土 0 4 1・2 層より薄色 灰黄褐色砂 10％

P2 1 10YR2/1 黒色土 5 4 褐灰色土 30％

P3
1 10YR3/1 黒褐色シルト 3 4
2 10YR3/1 黒褐色砂 0 3
3 10YR3/1 黒褐色土 3 4 黒褐色砂 10％

P5
1 10YR3/2 黒褐色土 5 3
2 10YR2/2 黒褐色シルト 5 4
3 10YR2/2 黒褐色粘土 5 4 上部に酸化鉄凝集

P6 1 10YR3/1 黒褐色シルト 3 4  灰黄褐色土 3％
2 10YR3/1 黒褐色シルト 5 4

P7 1 10YR3/1 黒褐色シルト 5 4
2 10YR2/1 黒色シルト 5 4 浅黄橙色土 15％ 

P8
1 10YR5/1 褐灰色土 2 4 灰黄褐色シルト 10 ～ 15％
2 10YR3/1 黒褐色シルト 2 4
3 10YR3/1 黒褐色土 2 4

P9 1 10YR3/1 黒褐色土 5 4 炭化物φ 3㎜ 1％

P11 1 10YR3/1 黒褐色土 3 4 炭化物φ 5㎜ 1 ～ 2％
2 10YR3/1 黒褐色土 3 4 炭化物φ 5㎜ 1 ～ 2％ 1 層より砂粒多量

P12 1 10YR3/2 黒褐色土 5 4 酸化鉄粒多量
P13・15 1 10YR3/1 黒褐色シルト 3 4 炭化物φ 2㎝ 10％ にぶい黄橙色土 10％

P18 1 10YR3/1 黒褐色土 3 4
P19 1 10YR3/3 暗褐色土 2 4

P20
1 10YR3/1 黒褐色土 2 4 炭化物φ 1㎝ 2％
2 10YR3/1 黒褐色土 2 4 炭化物φ 7㎜ 1％
3 10YR3/1 黒褐色土 2 4

P21 1 10YR3/1 黒褐色土 2 4 にぶい黄褐色シルト 5％
2 10YR3/1 黒褐色土 2 4 にぶい黄褐色シルト 15％

P25 1 10YR3/2 黒褐色シルト 3 4 炭化物φ 3㎜ 1％
2 10YR3/2 黒褐色シルト 2 4 灰黄褐色土 10％ 炭化物φ 7㎜ 2％

P26

1 10YR3/1 黒褐色シルト 2 4
2 10YR3/1 黒褐色シルト 0 4 にぶい黄橙色土 1 ～ 2％ 炭化物 1％
3 10YR3/1 黒褐色土 2 4 炭化物 1％
5 10YR5/1 褐灰色土 2 4 炭化物 2％

P27 1 10YR3/2 黒褐色シルト 2 4
2 10YR5/2 灰黄褐色土 0 4

P28 1 10YR3/1 黒褐色シルト 5 4
2 10YR3/1 黒褐色シルト 2 3 にぶい黄褐色シルト 30％

P29 1 10YR3/2 黒褐色シルト 2 4
2 10YR5/2 灰黄褐色土 0 4

P30 1 10YR3/2 黒褐色シルト 2 4
2 10YR5/2 灰黄褐色土 0 4

P31 1 10YR3/1 黒褐色シルト 5 4
2 10YR5/1 褐灰色土 0 4

P32 1 10YR3/1 黒褐色シルト 5 4
2 10YR3/1 黒褐色シルト 0 4 灰黄褐色土 30％

P33

1 10YR3/1 黒褐色シルト 5 4 炭化物 3 ～ 5％
2 10YR3/1 黒褐色シルト 5 4 炭化物 3 ～ 5％ 1 層より薄色
3 10YR5/2 灰黄褐色砂 0 4 黒褐色土 5％
5 10YR5/2 灰黄褐色砂 0 4

P35 1 10YR3/1 黒褐色土 3 4
2 10YR3/1 黒褐色土 0 4 砂粒 30％

P36 1 10YR3/1 黒褐色シルト 3 4
2 10YR3/1 黒褐色シルト 3 4 灰黄褐色シルト 3 ～ 5％ 

P37
1 10YR3/2 黒褐色シルト 2 4 炭化物φ 5 ～ 7㎜ 1 ～ 2％
2 10YR3/2 黒褐色シルト 2 4 灰黄褐色土 5％
3 10YR3/2 黒褐色シルト 5 4 灰黄褐色土 10％ 炭化物 1 ～ 2％
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第27図　C区ピット群
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第28図　８・９号竪穴建物跡

位置 層 土色・土性 粘性 締 混入物等 備考

8 号竪穴

1 10YR3/3 暗褐色シルト 2 4 褐色砂 20％ 黒色土粒 20%

2 10YR2/3 黒褐色シルト 2 4 黒褐色土粒 40%

3 10YR2/3 黒褐色シルト 5 1

4 10YR3/4 暗褐色砂質シルト 3 4

5 10YR3/4 暗褐色砂質シルト 3 3 貼床土

6 10YR2/1 黒色シルト 5 3 炭化物粒 1% 張出部堆積土

9 号竪穴
7 10YR4/2 灰黄褐色シルト　 3 4 黄褐色土と黒色土ブロックφ 2 ～ 5㎝ 20%

8 10YR2/3 黒褐色シルト　 3 3 黄褐色土粒 1%

第20表　８・９号竪穴建物跡土層観察表
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Ⅲ　遺構と遺物
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第29図　10号竪穴建物跡
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第31図　12号竪穴建物跡

位置 層 土色・土性 粘性 締 混入物等 備考

10 号竪穴

1 10YR3/2 黒褐色シルト 2 4 黄褐色土粒 1%

2 10YR3/2 黒褐色シルト 2 4 黄褐色土粒 30%

3 10YR2/3 黒褐色シルト 4 1

4 10YR2/1 黒色シルト 5 1 黄褐色土粒 5%

5 10YR3/3 暗褐色シルト 4 1 黄褐色土粒 30%

6 10YR3/3 暗褐色シルト 4 1 黄褐色ブロック 40% 貼床土

7 10YR4/2 灰黄褐色シルト 3 1 壁溝堆積土

11 号竪穴

1 10YR3/2 黒褐色シルト 3 3 黄褐色土粒 20% 黒褐色土φ 1 ～ 2㎝ 10%

2 5YR4/4 にぶい赤褐色土 3 1 廃棄焼土か

3 10YR2/1 黒色シルト 4 3 黄褐色土粒φ 1㎝ 5%

4 10YR3/1 黒褐色シルト 4 2 黄褐色ブロック 3% 貼床土

11 号竪穴土坑 1 1 10YR4/1 褐灰色粘性シルト 3 2 炭化物・土器片多く含む

11 号竪穴土坑 2 1 10YR4/1 褐灰色シルト 3 2 にぶい黄橙色土粒包含 炭化物・土器片包含

12 号竪穴 1 10YR2/3 黒褐色シルト 2 4 黄褐色土粒 5%

第21表　10～ 12号竪穴建物跡土層観察表
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第33図　13号竪穴建物跡（2）

位置 層 土色・土性 粘性 締 混入物等 備考

13 号竪穴

1 10YR4/1 褐灰色シルト 4 2 褐色シルト 5% 水性堆積？

2 N4/0 灰色粘土 5 1 円礫φ 2 ～ 5㎝ 1% 水性堆積？

3 10YR3/1 黒褐色粘土質シルト 4 2 褐色土ブロック 10%

4 2.5YR3/1 黒褐色粘土質シルト 4 2 オリーブ黄色土 20％ 貼床土

カマド

1 10YR3/1 黒褐色シルト 3 3 焼土粒 1％ 黄褐色土粒 3％

2 10YR6/2 灰黄褐色粘土質シルト 4 3 黄褐色土ブロックφ 2㎝ 5％

3 10YR3/1 黒褐色粘土質シルト 3 3

4 10YR4/1 褐灰色粘土質シルト 4 2 黒色土粒 5％ 黄褐色土粒 5％ 煙道部堆積土

5 7.5YR4/4 褐色粘質シルト 4 4 袖部

6 7.5YR3/3 暗褐色粘質シルト 4 4 明赤褐色焼土 30％ 袖部

7 7.5YR2/1 黒色粘質シルト 5 1 炭化物 3％ 袖部

8 7.5YR4/3 褐色粘質シルト 4 3

9 5YR5/6 明赤褐色シルト 4 2 燃焼部焼土

10 7.5YR4/3 褐色シルト 4 2 袖部

11 10YR2/2 黒褐色粘質シルト 5 2

12 10YR3/4 暗褐色シルト 2 4 貼床土？

土坑 1 1 10YR5/1 褐灰色シルト 4 2 焼土粒 3％ 炭化物 1％ 

第22表　13号竪穴建物跡土層観察表
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第34図　14号竪穴建物跡（１）
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第35図　14号竪穴建物跡（２）

位置 層 土色・土性 粘性 締 混入物等 備考

14 号竪穴

1 10YR5/1 褐灰色粘土質シルト 3 2 炭化物φ 1㎝ 5% 明黄褐土ブロックφ 1
㎝ 5% 酸化鉄凝集

2 N3/0 暗灰色粘土質シルト 4 2 明黄褐色ブロックφ 1㎝未満 1% 一部
ラミナ状堆積　 水性堆積？

3 10YR2/1 黒色粘質シルト 4 4 貼床土

カマド

1 7.5YR2/3 極暗褐色粘質シルト 4 4 7 層に類似

2 7.5YR3/3 暗褐色粘質シルト 5 3 炭化物φ 3㎜ 1％ 骨片 1％ 焼土ブロッ
ク 30％ 袖部　再構築か？

3 5YR6/8 橙色粘質シルト 4 3 焼土層

4 7.5YR3/2 黒褐色粘質シルト 4 2 炭化物φ 3㎜ 1％ 焼土ブロック 3％ 袖部　再構築か？

5 7.5YR4/2 灰褐色粘質シルト 4 4 カマド崩落土？

6 7.5YR3/2 黒褐色粘質シルト 5 2 貼床土

7 10YR3/1 黒褐色シルト 3 2 にぶい黄褐色砂質土ブロック 3％ 1 層に類似

8 10YR6/2 灰黄褐色粘土質シルト 3 2 黒褐色土ブロック 1％ カマド崩落土

9 10YR3/1 黒褐色粘土質シルト 4 2 骨片 3％ 焼土ブロック 5％ 炭化物 3％

10 10YR7/3 にぶい黄橙色砂質シルト 3 2 黒褐色土ブロック 5％

11 10YR8/6 黄橙色シルト 3 3 黒褐色土ブロック 1％ カマド崩落土？

12 10YR4/1 褐灰色粘土質シルト 4 3 黄橙色シルトブロックφ 3㎝ 10％

第23表　14号竪穴建物跡土層観察表
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Ⅲ　遺構と遺物
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第36図　15号竪穴建物跡

位置 層 土色・土性 粘性 締 混入物等 備考

15 号竪穴 1 10YR4/1 褐灰色シルト 3 2 炭化物・土器片多量 黄褐色シルトブロック 1％

土坑１
1 10YR2/1 黒色色シルト 4 3 黄褐色粘土質シルトブロック 5％

2 10YR4/2 灰黄褐色粘質シルト 4 2 黄褐色粘土質シルトブロック 1％

第24表　15号竪穴建物跡土層観察表
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第37図　９～ 13号土坑

第25表　９～ 13号土坑土層観察表

位置 層 土色・土性 粘性 締 混入物等 備考

9 号土坑 1 10YR2/3 黒褐色シルト 3 4 炭化物粒 20% 焼土粒 10%
2 10YR2/3 黒褐色シルト 2 4

10 号土坑 1 10YR4/1 褐灰色シルト 3 3 炭化物 5%
2 10YR3/1 黒褐色粘土質シルト 3 2 オリーブ黄色土ブロック 3%

11 号土坑
4 10YR2/2 黒褐色粘質シルト 5 2 炭化物φ 1㎝ 3%
5 10YR4/4 褐色粘質シルト 4 2
6 10YR3/2 黒褐色粘質シルト 4 2

12 号土坑
1 7.5YR4/1 褐灰色粘土質シルト 4 2 黄褐色ブロック 1%　炭化物 3%
2 10YR4/1 褐灰色粘土質シルト 4 1 黄褐色ブロック 3%
3 10YR3/1 黒褐色粘土質シルト 4 2 褐色ブロックφ 1 ～ 2㎝ 10%

13 号土坑 1 10YR4/1 褐灰色シルト 4 2 炭化物 1% にぶい黄褐色ブロック 1%
2 10YR3/2 黒褐色シルト 4 1 炭化物 1%
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第39図　８・11号溝

第38図　2号掘立柱建物跡
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第26表　8～ 11号溝土層観察表

位置 層 土色・土性 粘性 締 混入物等 備考

8 号溝（B-B'）
1 10YR2/3 黒褐色シルト 3 3

2 10YR4/1 褐灰色粘土質シルト 5 1 酸化鉄粒 10% グライ化

8 号溝（A-A'）

1 7.5YR4/2 灰褐色砂質シルト 3 2 炭化物少量

2 10YR5/1 褐灰色粘土質シルト 3 2 φ 2 ～ 3㎝円礫 酸化鉄凝集

3 10YR6/1 褐灰色砂質シルト 3 2 酸化鉄凝集

4 10YR6/1 褐灰色砂質シルト 3 1

9 号溝（A-A'） 1 10YR2/3 黒褐色シルト 4 4 灰白色土ブロックφ 1 ～ 2㎝ 5% 炭化物 1%

9 号溝（B-B'） 1 10YR2/3 黒褐色シルト 2 4 黄褐色土ブロックφ 1 ～ 2㎝ 2%

10 号溝 1 10YR2/3 黒褐色シルト 3 4 黄褐色土粒 2％ 黒色土粒 2%

11 号溝 1 10YR3/1 黒褐色砂質シルト 3 2 Ⅳ層・Ⅴ層ブロック 3％



− 127 −

Ⅲ　遺構と遺物
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第41図　D区ピット群

位置 層 土色・土性 粘性 締 混入物等 備考

P1 ～ P8 − − − − − ２号掘立柱建物構成

P11 1 10YR4/1 褐灰色粘土質シルト 3 3 酸化鉄の凝集多い

P12 1 10YR3/4 暗褐色シルト 3 4

P13 1 10YR4/3 にぶい黄褐色シルト 3 4

P14 1 10YR3/2 黒褐色粘質シルト 4 4

P15 1 10YR3/2 黒褐色粘質シルト 4 4

P16 1 10YR2/3 黒褐色粘質シルト 4 4

P17 1 10YR3/3 暗褐色シルト 4 4

P18 1 10YR2/3 黒褐色粘質シルト 4 4 炭化物φ 1㎝ 1％

P19 1 10YR3/2 黒褐色粘質シルト 4 4

P20
1 10YR6/1 褐灰色粘土質シルト 4 2 にぶい黄橙色ブロック 1％ 黒褐色シルト

ブロック 1％

2 10YR5/1 褐灰色粘土質シルト 4 2 にぶい黄橙色ブロック 2％

第27表　Ｄ区ピット土層観察表
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第42図　E区ピット群

第28表　Ｅ区ピット土層観察表

位置 層 土色・土性 粘性 締 混入物等 備考

P1 ～ 12 1 10YR3/2 黒褐色粘質シルト 2 2
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Ⅲ　遺構と遺物

第43図　16号竪穴建物跡（１）
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第44図　16号竪穴建物跡（２）

第29表　16号竪穴建物跡土層観察表

位置 層 土色・土性 粘性 締 混入物等 備考

16 号竪穴
（A-A'）

1 10YR3/2 黒褐色シルト 3 2 炭化物 1％

2 10YR3/1 黒褐色土 3 2 炭化物 1％ 土器片

3 10YR3/1 黒褐色土 5 2 炭化物 1％

4 10YR3/1 黒褐色土 3 2 灰白色土 1％

5 10YR2/2 黒褐色シルト 2 2

6 10YR2/2 黒褐色シルト 2 2 炭化物 2 ～ 3％

7 10YR2/1 黒色シルト 3 2 炭化物 1％

8 10YR2/1 黒色土 5 2 灰白色土 10％

9 10YR2/1 黒色土 3 2 灰白色シルト 10％ 貼床

16 号竪穴
（B-B'）

1 10YR3/2 黒褐色シルト 3 2 炭化物 1％

2 10YR3/1 黒褐色土 3 2 炭化物 1％ 土器片

3 10YR3/1 黒褐色土 5 2 炭化物 1％

4 10YR3/1 黒褐色シルト 2 4 暗灰黄砂 1 ～ 2％ 炭化物 2 ～ 3％

5 10YR3/1 黒褐色土 0 4 酸化鉄多量

6 10YR3/1 黒褐色土 0 4 酸化鉄少量

7 10YR2/1 黒色土 5 2 灰白色土 2 ～ 3％

8 10YR2/1 黒色土 5 2 灰白色土 10％

9 10YR2/1 黒色土 3 2 灰白色シルト 10％ 貼床

カマド
（C-C'）

1 2.5Y3/1 黒褐色シルト 3 2 炭化物 1％

2 2.5Y3/1 黒褐色シルト 3 2 黒色シルト 20％

3 7.5YR2/1 黒色シルト 2 2 褐灰色シルト 10% 混入　褐色焼土φ 5㎜
1%

4 5Y2/1 黒色シルト 2 2

5 7.5Y4/1 灰色シルト 0 4 炭化物 1％

6 5YR3/1 オリーブ黒シルト 0 2 炭化物 3％

7 2.5YR3/1 黒褐色シルト 5 2

8 2.5Y5/1 黄灰色シルト 5 4 黒色シルト 50％未満 黄灰色シルトと黒色シルトの混
合層

9 10YR3/2 黒褐色シルト 3 2 炭化物 50％未満 炭化物層

10 10YR4/1 褐灰色シルト 2 4 黒褐色シルト 40％

11 10YR3/1 黒褐色シルト 2 2 褐灰色シルト 2 ～ 3％

12 7.5YR4/3 褐色焼土 2 2 灰色粘土 20 ～ 30％ 燃焼部焼土

13 10YR3/1 黒褐色シルト 3 2 黒褐色焼土 5 ～ 7％

カマド
（D-D'）

1 10YR3/2 黒褐色シルト 3 2 炭化物 50％未満 炭化物層（C-C' ９層と同じ）

2 10YR3/1 黒褐色シルト 2 4

3 10YR4/1 褐灰色シルト 2 4 黒褐色シルト 5％ 炭化物 1 ～ 2％ 天井部崩落土（C-C'2 層と同じ）

4 10YR3/2 黒褐色シルト 3 4 褐灰色シルト 10% 混入　褐色焼土φ 5㎜
1% 燃焼部焼土層（C-C'12 層と同じ）

5 10YR3/1 黒褐色シルト 2 4
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Ⅲ　遺構と遺物

カマド
（D-D'）

6 10YR3/1 黒褐色シルト 0 4

7 10YR5/1 褐灰色シルト 0 4

8 10YR3/1 黒褐色シルト 2 4 褐灰色シルト 20％

9 7.5YR4/3 褐色焼土 2 2 灰色粘土 20 ～ 30％

10 10YR3/1 黒褐色シルト 3 2 黒褐色焼土 5 ～ 7％

11 5Y5/1 灰色シルト 2 4 黒褐色シルト 30％

P1

1 10YR2/1 黒褐色土 3 4 水酸化鉄多量

2 10YR2/1 黒色土 3 2 褐灰土 3 ～ 5％ 炭化物 1％ 柱痕跡

3 10YR2/1 黒色土 5 4 褐灰土 10 ～ 15％

4 10YR2/1 黒色土 3 2 褐灰土 50％未満 黒色土と褐灰土の混合層

P2

1 5Y5/1 灰色砂 0 1

2 10YR3/1 黒褐色土 灰色粘土 30％

3 10YR3/1 黒褐色粘土 灰色粘土 20％

4 10YR3/1 黒褐色粘土 5 4 灰色粘土 3％

P3

1 10YR2/1 黒色土 3 2 灰色シルト 50％未満 黒色土と灰色シルトの混合層

2 10YR2/1 黒色土 5 2 灰色シルト 10％

3 10YR2/1 黒色粘土 4

4 10YR2/1 黒色粘土 4 灰色シルト 3％

5 10YR2/1 黒色土 5 4 灰色シルト 3％

6 10YR2/1 黒色土 5 4 灰色シルト 1％

P4
1 10YR2/1 黒色土 3 2 褐灰土 3 ～ 5％ 柱痕跡

2 10YR2/1 黒色土 3 4 褐灰土 50％未満
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第45図　17号竪穴建物跡

位置 層 土色・土性 粘性 締 混入物等 備考

17 号竪穴
（A-A'）

1 10YR3/1 黒褐色土 0 4 灰白土 2 ～ 3％ 炭化物φ 5㎜ 1％
2 2.5Y4/2 暗灰黄砂 0 4 黒褐色土 50％未満 炭化物φ 1㎝ 1％
3 10YR3/1 黒褐色土 3 4 炭化物 50％未満 炭化物層
4 10YR3/1 黒褐色土 0 4 暗灰黄砂 1 ～ 2％ 炭化物 2 ～ 3％
5 10YR3/1 黒褐色土 0 4 炭化物 1 ～ 2％
6 10YR2/1 黒色土 2 2 炭化物 10 ～ 15％ 暗灰黄砂 2 ～ 3％
7 10YR3/1 黒褐色土 0 4 暗灰黄砂 3 ～ 5％
8 10YR2/1 黒色土 3 2 灰黄褐色シルト 30％ 貼床土

17 号竪穴
（B-B'）

1 10YR3/1 黒褐色土 0 4 灰白土 2 ～ 3％ 炭化物φ 5㎜ 1％
2 2.5Y4/2 暗灰黄砂 0 4 黒褐色土 50％未満 炭化物φ 1㎝ 1％ 暗灰黄砂と黒褐色土の混合層
3 10YR2/1 黒色土 2 2 炭化物 10 ～ 15％ 暗灰黄砂 2 ～ 3％
4 10YR3/1 黒褐色土 0 4 炭化物φ 1㎝ 10 ～ 15％
5 10YR3/1 黒褐色土 0 4 暗灰黄砂 5％ 炭化物 1％
6 10YR3/1 黒褐色土 0 4 暗灰黄砂 3 ～ 5％
7 10YR2/1 黒色土 3 2 灰黄褐色シルト 30％ 貼床土

P1
1 10YR4/1 褐灰色粘土 5 2 炭化物 1％
2 10YR3/1 黒褐色土 5 2 褐灰色粘土 3％ 炭化物 1％

第30表　17号竪穴建物跡土層観察表
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第46図　18号竪穴建物跡（１）
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第47図　18号竪穴建物跡（２）

位置 層 土色・土性 粘性 締 混入物等 備考

18 号竪穴
（A-A'）

1 10YR3/1 黒褐色土 3 4 灰褐色シルト 1 ～ 2％ 炭化物 1％

2 10YR2/2 黒褐色シルト 3 2 灰黄褐色シルト 5％

3 10YR3/1 黒褐色土 3 4 にぶい黄橙色シルト 20％

4 10YR3/1 黒褐色土 2 4 にぶい黄橙色土 7 ～ 10％ 炭化物 1 ～ 2％

5 10YR2/2 黒褐色土 3 4 炭化物 1 ～ 2％

6 10YR3/1 黒褐色土 3 2 にぶい黄橙色土 50％未満 22 号竪穴建物跡堆積土

7 10YR2/2 黒褐色シルト 5 2 にぶい黄橙色シルト 2 ～ 3％ 炭化物 7 ～
10％

8

9 10YR2/1 黒色シルト 3 4 褐灰色シルト 20％ 貼床土

10 10YR3/1 黒褐色シルト 2 2 貼床土

11 10YR2/1 黒色土 3 4 灰白色砂 15 ～ 20％ 貼床土

18 号竪穴
（B-B'）

1 10YR3/1 黒褐色土 3 4 灰褐色シルト 1 ～ 2％ 炭化物 1％

2 10YR3/1 黒褐色土 2 4 にぶい黄橙色土 7 ～ 10％ 炭化物 1 ～ 2％

3 10YR2/2 黒褐色土 3 4

4 10YR2/2 黒褐色土 3 4 炭化物 1 ～ 2％

5 10YR2/2 黒褐色土 3 2 にぶい黄橙色シルト 1％

6 10YR2/1 黒色土 3 2 にぶい黄橙色シルト 3 ～ 5％

7 10YR2/1 黒色シルト 3 4 褐灰色シルト 20％ 貼床土

8 10YR3/1 黒褐色土 3 2 灰白色砂 5 ～ 7％ 貼床土

9 10YR7/1 灰白色砂 3 4 黒褐色土 10 ～ 20％ 貼床土

10 10YR2/1 黒色土 3 4 灰白色砂 15 ～ 20％ 貼床土

11 10YR2/1 黒色土 0 4 灰色シルト 5 ～ 7％ 貼床土

12 10YR3/1 黒褐色シルト 2 2 貼床土

カマド
燃焼部

（C-C'）

1 10YR2/2 黒褐色シルト 3 4 灰褐色シルト 3％

2 10YR4/2 灰黄褐色シルト 2 2 黒褐色焼土 1 ～ 2％

3 10YR4/2 灰黄褐色シルト 2 4 黒褐色シルト 10％

4 10YR3/2 黒褐色土 3 2 褐色焼土 1 ～ 2％

第31表　18号竪穴建物跡土層観察表
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6 7.5YR3/1 黒褐色シルト 3 4

7 10YR5/2 灰黄褐色シルト 2 4 褐灰色シルト 40％ カマド袖部

8 10YR2/1 黒色土 5 4 灰黄褐色シルト 50％未満 貼床

9 10YR2/1 黒色シルト 3 2 灰色シルト 20％ 貼床

10 Ⅳ層

11 10YR2/1 黒色土 5 4 灰黄褐色土 10％ 貼床

12 10YR2/1 黒色土 5 2 炭化物 60％

13 10YR2/1 黒色土 5 4 Ⅳ層？

カマド
煙道部～
燃焼部

（D-D'）

1 10YR3/1 黒褐色シルト 2 4 褐灰色土 30％ 酸化鉄多量

2 10YR2/2 黒褐色シルト 3 4 灰黄褐色シルト 3％

3 10YR4/2 灰黄褐色シルト 2 4 カマド天井部崩落土

4 10YR3/1 黒褐色シルト 3 2

5 10YR3/1 黒褐色土 5 2

6 10YR2/1 黒色シルト 5 2

7 10YR3/1 黒褐色シルト 3 2 灰黄褐シルト 3％ 炭化物 1 ～ 2％

8 10YR4/1 褐灰土 2 4 灰黄褐シルト 1 ～ 2％ 炭化物粒 1 ～ 2％

9 7.5YR4/1 褐灰焼土 2 2

10 10YR4/2 灰黄褐色土 3 1 にぶい褐色焼土 20 ～ 30％ 炭化物 3 ～ 5％

11 7.5YR2/1 黒色シルト 2 2

12 10YR3/1 黒褐色土 3 4 灰色シルト 2 ～ 3％

13 10YR3/1 黒褐色土 3 2 灰色シルト 50％未満 煙道崩落土

14 10YR2/1 黒色シルト 3 2 炭化物 20％

15 10YR2/1 黒色シルト 3 2 灰色シルト 20％ 貼り床

P1

1 10YR3/1 黒色土 3 4 水酸化鉄多く

2 10YR2/1 黒色土 3 2 褐灰色土 3 ～ 5％ 炭化物 1％

3 10YR2/1 黒色土 5 4 灰色シルト 10 ～ 15％

4 10YR5/1 褐灰色シルト 3 4 黒色土 50％未満 褐灰色シルトと黒色土の混合土

5 10YR2/1 黒色土 5 4

P2

1 10YR2/1 黒色シルト 3 2 灰色シルト 50％ 黒色シルトと灰色シルトの混合
層

2 10YR3/1 黒褐色土 5 4

3 5Y5/1 灰色シルト 3 2 黒色シルト 40％

4 10YR3/1 黒褐色土 3 2

5 10YR3/1 黒褐色土 2 4 灰色シルト 50％



− 136 −

L=67.900m

1
2

3

S
1

S
S

2S
1

2

S S

3
S

3

B

B'

A
A
'

B B'A A'

ⅢＣ5q

L=67.900m

1m0 1：50

第48図　19号竪穴建物跡

位置 層 土色・土性 粘性 締 混入物等 備考

19 号竪穴

1 10YR6/2 灰黄褐色土 1 3 炭化物φ 5㎜ 1% 酸化鉄 3%　

2 10YR4/1 褐灰色粘土 5 3 炭化物φ 5㎜ 3% 遺物包含　

3 10YR2/3 黒褐色土 4 2 炭化物φ 5㎜ 3% 遺物包含　

第32表　19号竪穴建物跡土層観察表
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第49図　20号竪穴建物跡

第50図　23号竪穴建物跡

第33表　20号竪穴建物跡土層観察表

位置 層 土色・土性 粘性 締 混入物等 備考

20 号竪穴

1 10YR4/2 灰黄褐色砂 1 2 炭化物粒 1% 酸化鉄 1% 遺物包含

2 10YR4/1 褐灰色土 1 2 炭化物粒 1% 遺物包含

3 10YR4/1 褐灰色土 1 2 炭化物粒 2%　遺物包含 P1 堆積土

第34表　23号竪穴建物跡土層観察表

位置 層 土色・土性 粘性 締 混入物等 備考

23 号竪穴 1 10YR4/1 褐灰色土 2 4 古代建物貼床土？
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第52図　22号竪穴建物跡

第35表　21号竪穴建物跡土層観察表

位置 層 土色・土性 粘性 締 混入物等 備考

21 号竪穴

1 10YR4/2 灰黄褐色シルト 2 3 酸化鉄ブロック 5％ 摩耗した遺物多量 耕作土混入
2 10YR2/2 黒褐色土 4 4 Ⅲ・Ⅳ層の混合層
3 2.5Y8/2 灰白色シルト 2 1 黒色土 3％ 酸化鉄 1％ P3 堆積土
4 10YR3/2 黒褐色土 2 3 炭化物粒 3％ 酸化鉄 5％ 砂粒 5％ 貼床土

P1 1 10YR2/2 黒褐色土 2 1 灰白色シルト 3％ 遺物多量 人為堆積

P2・4・5・7 1 10YR4/2 灰黄褐色シルト 2 3 酸化鉄ブロック 5％ 摩耗した遺物多量
2 10YR2/2 黒褐色土 5 1 灰白色シルト 10％

焼土 2 1 5YR4/8 赤褐色土 4 炭化物φ 5㎜ 1％ 現地性

第36表　22号竪穴建物跡土層観察表

位置 層 土色・土性 粘性 締 混入物等 備考

22 号竪穴
カマド

1 10YR4/3 にぶい黄褐色粘
土 4 3 焼土粒 1％ カマド構築土包含

2 10YR4/2 灰黄褐色粘土 4 3 煙道天井部　地山ではない
3 10YR4/1 褐灰色シルト 3 3 煙道天井部崩落土包含
4 10YR3/4 暗褐色土 2 1 炭化物φ 3㎜ 5％
5 10YR3/3 暗褐色土 2 1 煙道部
6 5YR3/4 暗赤褐色土 5 3 燃焼部焼土
7 10YR6/2 灰黄褐色粘土 5 4 焼土粒 1％ 袖部
8 10YR4/1 褐灰色シルト 0 4 黒褐色シルト 40％ 煙出部 11 年度調査
9 10YR3/2 黒褐色シルト 0 4 褐灰色シルト 40％ 煙出部 11 年度調査
10 10YR3/2 黒褐色シルト 0 4 煙出部 11 年度調査
11 10YR2/1 黒色シルト 2 2 褐灰色シルト 20％ 煙出部 11 年度調査
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第37表　14・15号土坑土層観察表

位置 層 土色・土性 粘性 締 混入物等 備考

14 号土坑 1 10YR4/2 灰黄褐色砂 0 1

15 号土坑
1 10YR5/1 褐灰色砂 1 1

2 10YR3/2 黒褐色土 3 1
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第57図　24・25号竪穴建物跡（４）

位置 層 土色・土性 粘性 締 混入物等 備考

24 号竪穴

1 10YR5/2 灰黄褐色土 3 3 炭化物φ 1㎝ 3％ 遺物少量

2 10YR5/2 灰黄褐色土 4 1 酸化鉄 3％ 大礫包含 遺物少量

3 10YR8/2 灰白色シルト 2 1 砂粒 10％ 遺物微量 屋根材崩落土か？

4 10YR5/1 褐灰色粘土 5 3 砂粒 3％ 酸化鉄 3％ 遺物多量 第 2 層
境界に炭化物多量

5 10YR7/3 にぶい黄橙色シルト 2 1 砂粒 10％ 酸化鉄 1％ 壁際三角堆積

6 10YR5/1 褐灰色粘土 5 1 砂粒 5％ 酸化鉄 1％ 貼床土

7 10YR6/1 褐灰色シルト 2 3 周堤範囲？

カマド

1 5YR4/6 赤褐色土 0 3 炭化物粒 1％ 焼土

2 5YR4/4 赤褐色土 2 5 焼土

3 10YR4/2 灰黄褐色シルト 2 4 酸化鉄 5％ 黄褐色シルト 5％ 袖部

焼土 1
1 5YR4/4 にぶい赤褐色土 2 4 炭化物粒 3％

2 5YR3/3 暗赤褐色土 2 3 炭化物粒 1％ Ⅲ層由来の灰白色シルトが被熱

焼土 2 1 5YR4/4 にぶい赤褐色土 3 3 地床炉？

焼土 3 1 5YR4/4 にぶい赤褐色土 2 3 地床炉？

土坑 1
1 10YR4/1 褐灰色シルト 2 1 灰白色シルト 5％

2 10YR3/1 黒褐色シルト 5 1 灰白色シルト 3％

土坑 2 1 10YR2/2 黒褐色シルト 2 1 炭化物φ 1㎝ 5％

P1

1 10YR3/1 黒褐色土 5 2 グライ化した灰オリーブ色砂粒 20% 柱痕

2 5Y6/2 灰オリーブシルト 2 2 黒褐色土 10% 柱痕

3 5Y3/2 オリーブ黒シルト 2 2 黒褐色土 5%

P2
1 10YR6/1 褐灰色シルト 2 3

2 10YR7/3 にぶい黄橙色シルト 2 1 砂粒 10％ 酸化鉄 1％

P4 1 10YR3/1 黒褐色シルト 2 1 骨片微量 貼床土混入 床面上の廃棄穴か？

P5

1 10YR3/1 黒褐色土 2 1 貼床土の混入

2 10YR2/2 黒褐色シルト 2 1

3 10Y3/2 オリーブ黒色シルト 2 1

第38表　24号竪穴建物跡土層観察表

第39表　25号竪穴建物跡土層観察表	 ※24号竪穴と混同を避けるため土層は三桁

位置 層 土色・土性 粘性 締 混入物等 備考

25 号竪

101 10YR4/1 褐灰色土 5 3 酸化鉄 3%

102 10YR7/2 にぶい黄橙色土 5 1 炭化物φ 5㎜ 1% 砂質シルト 10%

103a 10YR5/2 灰黄褐色粘土 5 1 炭化物φ 1㎝ 3% 24 号竪穴建物跡埋没後の堆積

103b 10YR5/2 灰黄褐色シルト 4 1 炭化物φ 1㎝ 5% 遺物多量 24 号竪穴建物跡方向からの流れ込み

104 10YR6/2 灰オリーブ粘土 5 3 炭化物φ 1㎝ 1% グライ化粘土 貼床土

105 10YR3/1 黒褐色土 5 3 Ⅳ層の崩落土掘り過ぎ？
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第40表　26号竪穴建物跡土層観察表

位置 層 土色・土性 粘性 締 混入物等 備考

26 号竪穴

1 10YR5/2 灰黄褐色土 3 1 遺物多量 G2-1 層より軟質
2 10YR6/2 灰黄褐色土 4 1 炭化物粒 10%
3a 10YR3/1 黒褐色土 5 4 炭化物粒 10% 遺物微量
3b 10YR3/1 黒褐色土 4 1 3 層に比べて灰白色粒子少ない
4 10YR3/2 黒褐色土 4 4 酸化鉄 10％ 貼床とⅢ層の混合層

焼土 1 1 5YR3/6 暗赤褐色土 2 4 炭化物粒 1％ 12 号溝によって削られている

P1 ～ 4

1 10YR3/1 黒褐色土 2 1
2 10YR4/1 褐灰色土 2 1
3 10YR5/1 褐灰色砂 0 1
4 5YR4/2 灰オリーブ砂 0 1
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第41表　27・28号竪穴建物跡土層観察表	 ※土層の混同を避けるため27号竪穴は三桁

位置 層 土色・土性 粘性 締 混入物等 備考

27 号竪穴

101 10YR6/3 にぶい黄褐色シルト 1 1 酸化鉄 5％
102 10YR3/3 暗褐色土 2 1 炭化物φ 5㎜ 1％ 大礫包含
103 10YR5/3 にぶい黄褐色砂 0 1 炭化物φ 5㎜ 3％
104 10YR2/2 黒褐色土 4 2 炭化物φ 5㎜ 1％ 遺物多量
105 10YR4/1 褐灰色土 3 2 炭化物φ 1㎝ 5％ 建物北側からの流入
106 10YR5/1 褐灰色土 3 2 炭化物φ 5㎜ 1％ 酸化鉄 5％
107 10YR4/1 褐灰色土 2 4 炭化物φ 3㎜ 1％ 砂粒 5％ 貼床土

28 号竪穴

1 10YR3/2 黒褐色土 2 2 白色粘土 5％ 酸化鉄 5％
2 10YR4/2 灰黄褐色土 2 2 白色粘土 30％ 遺物包含
3 10YR3/2 黒褐色土 2 1
4 10YR4/1 褐灰色シルト 2 3 細粒砂 5％ 貼床土
5 7.5Y5/2 灰オリーブ色シルト 2 1 黒褐色土 3％ 貼床土
6 10YR5/1 褐灰色シルト 2 3 土坑 1
7 10YR4/1 褐灰色シルト 2 3 土坑 1
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第62図　27号竪穴建物跡カマド

位置 層 土色・土性 粘性 締 混入物等 備考

カマド

1 10YR3/3 暗褐色土 2 1 炭化物粒 1％ カマド天井崩落土
2 10YR4/2 灰黄褐色シルト 2 1 炭化物φ 1㎝ 3％ 炭化物層
3 10YR3/1 黒褐色土 2 2 炭化物粒 1％ 煙道堆積土
4 10YR5/2 灰黄褐色シルト 4 1 炭化物粒 3％ 骨片 10％ 焼土粒 3％ 骨片密集層
5 10YR2/1 黒色シルト 2 1 炭化物粒 30％ 炭化物層
6 5YR2/4 極暗赤褐色土 2 4 骨片 1％ 炭化物粒 1％ 袖部の被熱範囲
7 5YR4/4 にぶい赤褐色粘土 4 4 骨片 1％ 炭化物粒 3％ 燃焼部焼土層
8 10YR4/2 灰黄褐色粘土 4 4 黒色土 3％ 袖部

土坑 1
1 10YR3/2 黒褐色土 2 2 P1 ～ P4 の 1 層と同じ
2 10YR4/1 褐灰色シルト 2 2 灰黄褐色粘土 1％
3 10YR5/1 褐配色シルト 2 2 灰黄褐色粘土 5％

土坑 2 1 10YR3/1 黒褐色シルト 2 2
2 10YR2/1 黒色シルト 2 3

P1 ～ 4

1 10YR3/2 黒褐色シルト 2 2 炭化物φ 5㎜ 1％
2 10YR5/1 褐灰色土シルト 2 2 酸化鉄 5％
3 10YR4/1 褐灰色土シルト 3 4 酸化鉄 3％
4 10YR3/1 黒褐色土シルト 4 1 細粒砂 3％

第42表　27号竪穴建物跡土層観察表
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第63図　29号竪穴建物跡

第43表　29号竪穴建物跡土層観察表

位置 層 土色・土性 粘性 締 混入物等 備考

29 号竪穴

1 10YR4/1 褐灰色砂 0 1 水性堆積

2 10YR2/2 黒褐色土 3 3 酸化鉄φ 3㎝ 3% 

3 10YR3/1 黒褐色土 5 3 酸化鉄φ 1㎝ 1% 遺物包含

4 10YR2/1 黒色土 5 4 酸化鉄φ 1㎝ 3% 遺物微量 貼床土

土坑 1
1 10YR3/3 暗褐色土 2 1 酸化鉄 5％ 遺物包含

2 10YR4/1 褐灰色土 2 1 酸化鉄 5％ 砂粒 5％ 遺物包含
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Ⅲ　遺構と遺物
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第64図　30号竪穴建物跡

位置 層 土色・土性 粘性 締 混入物等 備考

30 号竪穴
1 10YR4/2 灰黄褐色シルト 4 1 酸化鉄 10% 遺物少量

2 10YR3/3 暗褐色土 4 3 貼床土？

第44表　30号竪穴建物跡土層観察表
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第65図　31号竪穴建物跡

位置 層 土色・土性 粘性 締 混入物等 備考

31 号竪穴

1 10YR4/1 褐灰色シルト 2 2 灰白色粘土 5％ 大礫多量 灰白色粘土は屋根材？ 

2 10YR3/2 黒褐色シルト 2 2 炭化物粒 1％ 土器包含

3 10YR3/1 黒褐色シルト 2 2 炭化物粒 3％ 

4 10YR2/1 黒色土 3 2 白色粘土 3％ 貼床土

第45表　31号竪穴建物跡土層観察表
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Ⅲ　遺構と遺物

第66図　32号竪穴建物跡（１）
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第67図　32号竪穴建物跡（２）
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Ⅲ　遺構と遺物
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第68図　32号竪穴建物跡（３）

位置 層 土色・土性 粘性 締 混入物等 備考

32 号竪穴

1 10YR3/1 黒褐色シルト 2 3 酸化鉄 3％ 遺物少量
2 10YR3/1 黒褐色シルト 2 1 白色シルト 3％
3 10YR2/3 黒褐色シルト 2 2 白色シルト 5％
4 10YR2/2 黒褐色土 2 1 遺物少量
5 10YR2/2 黒褐色土 2 1
6 10YR4/2 灰黄褐色シルト 2 1 白色シルト 20％

7 10YR5/4 にぶい黄褐色シ
ルト 2 4 黒色土 5％ 屋根材？

8 10YR4/2 灰黄褐色シルト 2 4 黒褐色土ブロックφ 3㎝ 1％ 酸化鉄 10％ 貼床土

カマド

1 10YR6/2 灰黄褐色土 2 1 炭化物粒 3％ 天井崩落土

2 10YR7/3 にぶい黄橙色粘
土 4 4

3 10YR4/1 褐灰色土 3 1 炭化物粒 3％
4 10YR3/1 黒褐色土 3 1 遺物少量 煙道部
5 10YR2/2 黒褐色シルト 3 1 炭化物φ 1㎝ 5％
6 10YR4/1 褐灰色シルト 3 1
7 10YR3/1 黒褐色土 2 3 煙道部
8 5YR4/4 にぶい赤褐色土 2 3 炭化物粒 3％ 燃焼部焼土
9 10YR4/1 褐灰色粘土 4 4 黒色土 5％ 酸化鉄 5％ 袖部

土坑 1
1 10YR3/1 黒褐色シルト 2 1
2 10YR2/2 黒褐色シルト 4 1

P1 ～ 3
1 10YR4/1 褐灰色シルト 2 1 灰白色シルト 5％ 人為堆積
2 10YR2/2 黒褐色シルト 4 1
3 10YR2/3 黒褐色シルト 2 2 灰白色シルト 10％ 酸化鉄 5％ 柱痕跡

P4 ～ 6 1 10YR4/1 褐灰色シルト 2 1

P7

1 10YR3/1 黒褐色シルト 2 1
2 10YR2/3 黒褐色シルト 2 2 灰白色シルト 10％ 酸化鉄 5％
3 10YR4/1 褐灰色シルト 2 1 灰白色シルト 5％
4 10YR2/2 黒褐色シルト 4 1

P8
1 10YR4/1 褐灰色シルト 2 1 灰白色シルト 5％
2 10YR2/2 黒褐色シルト 4 1

P9
1 10YR3/1 黒褐色シルト 3 3 灰白色シルト 5％
2 10YR2/2 黒褐色シルト 4 1

第46表　32号竪穴建物跡土層観察表
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Ⅲ　遺構と遺物
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第70図　33号竪穴建物跡（２）

位置 層 土色・土性 粘性 締 混入物等 備考

33 号竪穴

1 10YR2/3 黒褐色土 2 3 グライ化した砂 3％ 遺物包含
2 10YR3/1 黒褐色土 3 1 炭化材包含 酸化鉄 10％ 炭化材は屋根材か？
3 10YR3/1 黒褐色シルト 5 1 酸化鉄 1％ 壁際に見られる
4 10YR3/2 黒褐色シルト 3 4 酸化鉄 5％ 貼床土

カマド 1

1 10YR4/1 褐灰色シルト 2 1 カマド構築土 3％ 住居堆積土 1 層と同じ
2 10YR4/4 褐色粘土 5 4 天井崩落土
3 10YR4/2 灰黄褐色粘土 5 3 煙道部
4 10YR2/2 黒褐色粘土 2 2 炭化物粒 1％
5 10YR3/1 黒褐色土 2 2
6 10YR4/2 灰黄褐色シルト 2 1 カマド構築土 3％
7 10YR2/3 黒褐色土 2 2 炭化物粒 3％ 煙道部
8 5YR5/6 明赤褐色土 2 3 炭化物粒 3％ 骨片 1％ 燃焼部焼土
9 5YR5/6 明赤褐色粘土 2 4 炭化物φ 5㎜ 1％ 袖部被熱土
10 10YR4/2 灰黄褐色粘土 4 4 黒褐色土粒 1％ 袖部
11 10YR4/1 褐灰色シルト 2 4 炭化物粒 3％ 焼土ブロックφ 1㎝ 3％ カマド崩落土
12 10YR4/2 灰黄褐色粘土 2 1

カマド 2
1 10YR3/1 黒褐色シルト 2 3 炭化物粒 1％
2 10YR2/2 黒褐色土 2 1 炭化物粒 3％
3 10YR2/3 黒褐色シルト 2 3 煙出部

P1
1 10YR3/2 黒褐色シルト 2 1 柱痕跡
2 10YR3/1 黒褐色シルト 2 2
3 10YR3/1 黒褐色シルト 2 3 砂粒 3％

P2 1 10YR3/1 黒褐色シルト 2 1 P2 が P3 を切る

P3
1 10YR3/1 黒褐色シルト 3 1
2 7.5Y5/1 灰色シルト 2 3

第47表　33号竪穴建物跡土層観察表
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第72図　34号竪穴建物跡（2）
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第73図　34号竪穴建物跡（３）
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Ⅲ　遺構と遺物

位置 層 土色・土性 粘性 締 混入物等 備考

34 号竪穴

1 10YR4/1 褐灰色シルト 2 1 灰白色粘土粒 5％

2 10YR3/1 黒褐色シルト 2 1 炭化物粒 3％、灰白色粘土 1％大礫包含

3 10YR4/1 褐灰色シルト 2 1 炭化物粒 1％

4 10YR3/2 黒褐色シルト 2 2 炭化物粒 3％、灰白色粘土 1％、遺物多量

5 10YR4/1 褐灰色シルト 2 2 炭化物粒 1％、酸化鉄 10％

土坑 1

1 10YR4/1 褐灰色シルト 2 1 炭化物φ 5㎜ 5％

2 10YR3/1 黒褐色シルト 2 1 炭化物粒 3％

3 10YR4/1 褐灰色シルト 2 1 Ⅴ層由来の白色シルト 10％

土坑 2

1 10YR5/1 褐灰色シルト 2 2 Ⅴ層由来のシルトブロック 5％

2 10YR4/1 褐灰色シルト 2 1 Ⅴ層由来のシルトブロック 3％

3 10YR3/1 黒褐色土 2 1 Ⅴ層由来のシルトブロック 1％

土坑 3、
壁溝

（F-F'）

1 10YR4/1 褐灰色シルト 2 1 遺物少量

2 10YR3/1 黒褐色シルト 2 1 炭化物粒帯状に包含

3 10YR3/1 黒褐色シルト 2 2 Ⅴ層由来の白色シルト 10％

4 10YR4/1 褐灰色シルト 2 1

5 10YR2/2 黒褐色シルト 2 1 壁溝　

溝
（C-C'）

1 10YR5/1 褐灰色シルト 2 1 黒色土粒 3％

2 10YR4/1 黒褐色シルト 2 1 黒色土粒 1％

P1 ～ 3、
壁溝

1 10YR3/1 黒褐色土 3 1 P1・P3 に小礫数点 礫は根固め状配置

2 10YR2/2 黒褐色シルト 2 1 炭化物粒 3％ 壁溝

P4
1 10YR4/1 褐灰色シルト 2 1 炭化物φ 1㎝ 3％

2 10YR5/1 褐灰色シルト 2 1

P5 1 10YR2/2 黒褐色シルト 3 1 Ⅴ層由来のシルトブロック 5％

P6 1 10YR3/1 黒褐色シルト 2 3 土坑 2 を切る

P7 ～ 13 1 10YR2/2 黒褐色シルト 3 1 Ⅴ層由来のシルトブロック 5％ P6 と同じ堆積土

位置 層 土色・土性 粘性 締 混入物等 備考

カマド

1 10YR3/1 黒褐色土 2 1 炭化物φ 3㎜ 10％ 炭化物層

2 10YR2/2 黒褐色土 2 1

3 10YR3/3 暗褐色土 2 2 焼土粒 1％ 白色シルト 1％ 煙道部

4 10YR3/1 黒褐色土 2 1 炭化物粒 5％

5 5YR4/4 にぶい赤褐色土 2 3 炭化物φ 3㎜ 3％ 骨片 1％ 焼土層

6 10YR3/1 黒褐色粘土 5 4 オリーブ黒色粘土 10％ 遺物包含 袖部

7 10YR3/3 暗褐色土 2 4 焼土粒 5％ 焼土

8 10YR3/1 黒褐色土 2 2 灰白色粘土 10％ 芯材設置 Pit 堆積土

9 10YR3/1 黒褐色土 2 1 灰白色粘土 1％ 支脚設置 Pit 堆積土

10 10YR4/3 にぶい黄褐色シルト 2 4 焼土粒 10％ 袖構築前に形成

11 10YR2/2 黒褐色土 3 3 遺物包含 貼床土にさらに土を盛った痕
跡か？

12 10YR3/1 黒褐色土 3 4 オリーブ黒色粘土 5％

第48表　34号竪穴建物跡土層観察表（１）

第49表　34号竪穴建物跡土層観察表（２）
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Ⅲ　遺構と遺物
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第75図　35号竪穴建物跡

位置 層 土色・土性 粘性 締 混入物等 備考

35 号竪穴
1 10YR3/1 黒褐色シルト 3 1 大礫包含
2 10YR3/1 黒褐色粘土 4 1 遺物、炭化材包含
3 5YR3/2 オリーブ黒色粘土 4 1 グライ化したシルト包含 貼床？

カマド

1 10YR3/1 黒褐色シルト 2 3 煙道上部
2 10YR2/2 黒褐色粘土 2 2 白色シルト 1％
3 10YR2/3 黒褐色粘土 5 1

4 5YR4/3 にぶい赤褐色シル
ト 2 4 骨片 1％ 燃焼部焼土

5 10YR4/1 褐灰色粘土 5 4 焼土粒 1％ 黒色土 5％ 袖部

第50表　35号竪穴建物跡土層観察表
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第76図　36号竪穴建物跡

位置 層 土色・土性 粘性 締 混入物等 備考

36 号竪穴
1 10YR4/1 褐灰色シルト 2 1 オリーブ黒色シルト 5％

2 10YR3/1 黒褐色シルト 3 1 炭化物粒 3％

37 号竪穴
101 10YR3/2 黒褐色シルト 4 3 炭化物粒 5％

102 10YR2/2 黒褐色シルト 5 4 黒褐色シルト 10％ 暗褐色シルト 10％

38 号竪穴

1 10YR3/2 黒褐色シルト 4 3 炭化物粒 5％

2 10YR2/2 黒褐色シルト 3 1 炭化物粒 50％

3 10YR2/1 黒色粘土 4 3 黒褐色シルト 5％ 暗褐色シルト 15％

4 10YR2/1 黒色シルト 3 2 炭化物粒 3％

5 10YR1.7/1 黒色粘土 5 4 黒褐色シルト 3％

38 号竪穴
土坑 1 ～ 3

1 10YR2/1 黒色粘土 5 4

2 10YR3/1 黒褐色シルト 3 2 暗褐色シルト 30％

第51表　36・37・38号竪穴建物跡土層観察表	 ※混同を避けるため37号竪穴の土層は三桁
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Ⅲ　遺構と遺物
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第77図　37・38号竪穴建物跡
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第78図　39号竪穴建物跡

位置 層 土色・土性 粘性 締 混入物等 備考

39 号竪穴

1 10YR2/3 黒褐色シルト 3 1 炭化物粒 2%
2 10YR1.7/1 黒色シルト 2 1 炭化物粒 3％
3 10YR2/2 黒褐色シルト 3 2 炭化物粒 1％

4 10YR2/1 黒色シルト 3 2 にぶい黄褐色砂粒 5％ 黒色粘土 3％ 炭化
物粒 3％

5 10YR1.7/1 黒色粘土 4 3 にぶい黄褐色砂粒 5％
6 10YR2/1 黒色粘土 4 3 褐灰食粘土 20％
7 10YR1.7/1 黒色粘土 4 4 炭化物粒 5％ 黒褐色シルト 7％
8 10YR2/1 黒色粘土 5 4 にぶい黄褐色砂粒 10％
9 10YR2/2 黒褐色シルト 3 1
10 10YR3/1 黒褐色シルト 3 1
11 10YR2/2 黒褐色シルト 2 2 細粒砂 1％
12 10YR2/3 黒褐色シルト 2 2
13 10YR3/3 暗褐色シルト 3 4 貼床土

第52表　39号竪穴建物跡土層観察表
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Ⅲ　遺構と遺物
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第79図　40・41号竪穴建物跡

位置 層 土色・土性 粘性 締 混入物等 備考

40 号竪穴

1 10YR3/1 黒褐色シルト 2 3 水性堆積？

2 10YR1.7/1 黒色シルト 5 2 酸化鉄 10％

3 10YR3/1 黒褐色シルト 4 1 酸化鉄 5％

4 10YR4/2 灰黄褐色シルト 2 1

5 10YR3/1 黒褐粘土 5 1

6 10YR2/1 黒色シルト 4 1 遺物包含

41 号竪穴
7 10YR3/1 黒褐色シルト 4 1 砂ブロックφ 1㎝ 3％ 水性堆積？

8 10YR4/1 褐灰色シルト 4 1

第53表　40・41号竪穴建物跡土層観察表
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第80図　42号竪穴建物跡

位置 層 土色・土性 粘性 締 混入物等 備考

42 号竪穴

1 10YR2/2 黒褐色シルト 4 3 炭化物粒 3％

2 10YR2/3 黒褐色シルト 4 3 黒褐色シルト 10％

3 10YR4/2 灰黄褐色粘土 2 1

4 10YR2/1 黒色粘土 4 3 灰黄褐色粘土 30％

5 10YR3/2 黒褐色シルト 5 4 貼床土

6 10YR2/1 黒色シルト 4 2 黒褐色シルト 7％ 貼床土

7 10YR3/2 黒褐色シルト 4 1 貼床土

第54表　42号竪穴建物跡土層観察表
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Ⅲ　遺構と遺物
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第81図　43号竪穴建物跡

位置 層 土色・土性 粘性 締 混入物等 備考

43 号竪穴

1 10YR2/3 黒褐色シルト 2 1 炭化物粒 1％

2 10YR2/1 黒色シルト 3 3 暗褐色土 15％

3 10YR2/1 黒色粘土 4 3 黒色シルト 10％ 暗褐色シルト 5％

4 10YR2/2 黒褐色シルト 4 3 黒褐色シルト 5％

5 10YR3/2 黒褐色シルト 5 4 黒色粘土 1％ 貼床土

6 10YR2/2 黒褐色シルト 4 4 貼床土

第55表　43号竪穴建物跡土層観察表
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第82図　44・45号竪穴建物跡

位置 層 土色・土性 粘性 締 混入物等 備考

44 号竪穴

1 10YR2/2 黒褐色シルト 2 1 水性堆積？

2 10YR3/2 黒褐色シルト 2 3 砂粒 3％

3 10YR2/1 黒色土 3 1 水性堆積？

4 10YR4/1 褐灰色シルト 2 1

5 10YR3/1 黒褐色シルト 2 1

6 10YR2/2 黒褐色シルト 3 3

7 10YR3/1 黒褐色シルト 2 1 水性堆積？

位置 層 土色・土性 粘性 締 混入物等 備考

45 号竪穴

1 10YR3/1 黒褐色粘土質シルト 3 3 円礫φ 3㎝ 1％ Ⅰ層類似

2 10YR2/2 黒褐色粘土質シルト 4 3 炭化物 3％

3 10YR2/2 黒褐色シルト 4 4

第56表　44号竪穴建物跡土層観察表

第57表　45号竪穴建物跡土層観察表
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Ⅲ　遺構と遺物
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第83図　46号竪穴建物跡

第58表　46号竪穴建物跡土層観察表

位置 層 土色・土性 粘性 締 混入物等 備考

46 号竪穴

1 10YR3/1 黒褐色粘土質シルト 4 2 炭化物 1％ 河床礫φ 2㎝ 10％ 円礫φ 3㎝
15％ 砂粒多量

2 10YR4/1 褐灰色粘土質シルト 3 4 オリーブ灰色ブロック 5％

3 N3/0 暗灰色粘土 5 2 Ⅴ層ブロック 3％ 円礫φ 3㎝ 5％

4 10YR3/1 黒褐色粘土質シルト 4 2 オリーブ灰色シルトブロック 5％ 貼床土と地山の混合層
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Ⅲ　遺構と遺物
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第85図　47号竪穴建物跡（２）

第59表　47号竪穴建物跡土層観察表

位置 層 土色・土性 粘性 締 混入物等 備考

47 号竪穴

1 10YR8/4 浅黄橙色シルト 3 3 褐灰色シルトブロック 10％ シルトブロックはⅢ層由来か？

2 10YR5/1 褐灰色粘土質シルト 4 2 浅黄橙色ブロック 10％ 遺物多量

3 10YR3/1 黒褐色粘土質シルト 4 2 炭化物片 5％

4 2.5Y4/1 黄灰色粘土質シルト 3 3 炭化物 1％ 円礫φ 5㎝ 2％

5 10YR3/2 黒褐色粘土質シルト 3 2 炭化物 7％ 浅黄色ブロック 2％

6 5Y7/3 浅黄色シルト 3 2 炭化物 1％ 黄灰食ブロック 1％　 カマド構築土

7 2.5Y4/1 黄灰色粘土質シルト 3 2 炭化物 1％ 黒褐色シルトブロック 1％ Ⅳ層に類似

8 2.5Y5/1 黄灰色粘土質シルト 3 2 黒褐色シルトブロック 5％

9 5Y7/3 浅黄色シルト 3 2 褐灰色シルトブロック 3％

10 7.5Y6/1 灰色粘土質シルト 3 2 灰オリーブ色ブロック 3％

11 10YR5/1 褐灰色粘土質シルト 3 2 砂粒 5％

12 10YR3/1 黒褐色シルト 3 4 貼床土とⅣ層の混合土

カマド

1 10YR4/1 褐灰色粘土質シルト 4 3 竪穴建物堆積土

2 10YR3/1 黒褐色粘土質シルト 3 2 赤褐色ブロック 1％ 炭化物 2％ 焼土層

3 10YR3/1 黒褐色粘土質シルト 3 2 褐灰色シルトブロック 10％

4 10YR4/1 褐灰色シルト 3 2

5a 10YR3/2 黒褐色粘土質シルト 3 4 炭化物 3％ 袖部

5b 10YR2/1 黒色粘土質シルト 4 4 袖部

5c 10YR3/1 黒褐色粘土質シルト 3 4 砂礫φ 1㎜ 1％ 袖部

位置 層 土色・土性 粘性 締 混入物等 備考

48 号竪穴

1 10YR4/1 褐灰色粘土質シルト 3 2 黄橙色シルトブロック 3％ 炭化物 2％ 水性堆積？
2 10YR3/1 黒褐色粘土 4 2 炭化物 7％ 円礫φ 10㎝少量 水性堆積？
3 2.5Y4/1 黄灰色粘土 3 2 オリーブ灰色ブロックφ 1㎝ 3％
4 N4/0 灰色粘土質シルト 3 2 オリーブ灰色ブロックφ 5 ～ 10㎝ 7％
5 10YR3/1 黒褐色粘土質シルト 4 4 オリーブ灰色砂質シルト 7％ 貼床土

カマド

1 10YR4/1 褐灰色粘土質シルト 4 2 住居堆積土
2 10YR4/1 褐灰色粘土質シルト 4 2 炭化物 5％ 

3 10YR4/2 灰黄褐色粘土質シル
ト 3 2 浅黄橙色ブロック 15％ カマド崩落土

4 10YR3/2 黒褐色粘土質シルト 4 2 Ⅴ層ブロック 10％ 炭化物 7％
5 10YR4/1 褐灰色粘土質シルト 3 2 炭化物 1％

6 5YR7/6 橙色粘土質シルト 3 1 カマド燃焼部焼土 上部がより赤
化している

7 10YR3/1 黒褐色粘土質シルト オリーブ灰色砂質シルトブロック 7％ 貼床土
8 10YR7/6 明黄褐色シルト 3 4 黒褐色シルトブロック 3％ 袖部
9 10YR7/6 明黄褐色シルト 3 4 黒褐色シルトブロック 10％ 袖部
10 10YR3/1 黒褐色粘土質シルト 4 3 オリーブ灰色シルトブロック 10 貼床土に類似

第60表　48号竪穴建物跡土層観察表
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Ⅲ　遺構と遺物
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第87図　49・50号竪穴建物跡

第61表　49・50号竪穴建物跡土層観察表

位置 層 土色・土性 粘性 締 混入物等 備考

49 号竪穴
1 10YR3/1 黒褐色粘質シルト 4 4 炭化物 1％

2 10YR2/1 黒色粘質シルト 4 2 10YR4/4 褐色粘質シルト 40％ 貼床土

50 号竪穴

1 10YR4/1 褐灰色粘土質シルト 4 2

2 10YR5/1 褐灰色粘土質シルト 3 2

3 10YR2/1 黒色粘土質シルト 3 2 礫φ 3㎝ 1％ 貼床土？

4 10YR4/1 褐灰色粘土質シルト 3 2
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第88図　51号竪穴建物跡

第62表　51号竪穴建物跡土層観察表

位置 層 土色・土性 粘性 締 混入物等 備考

51号竪穴
1 10YR3/1黒褐色粘質シルト 4 4 炭化物1％

2 10YR2/1黒色粘質シルト 4 2 10YR4/4褐色粘質シルト40％ 貼床土

カマド

1 10YR4/1褐灰色粘土質シルト 4 2 竪穴建物堆積土

2 10YR5/1褐灰色粘土質シルト 3 2 明褐色焼土粒1％ 炭化物粒1％

3 10YR2/1黒色粘土質シルト 3 3 焼土粒1％ 袖部 Ⅳ層を混合土としたか？

4 7.5YR7/6橙色シルト 4 2 明黄褐色焼土ブロック3％ 燃焼部焼土

5 N4/0灰色粘土質シルト 3 3 オリーブ灰色シルトブロック10％ 貼床土

6 2.5Y3/1黒褐色粘土質シルト 4 2 円礫φ1㎝ 1％ 煙道部　一部Ⅳ層か？
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Ⅲ　遺構と遺物
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第63表　54・55号竪穴建物跡土層観察表

位置 層 土色・土性 粘性 締 混入物等 備考

54号竪穴

1 10YR4/1褐灰色粘土質シルト 3 3 炭化物1％

2 10YR5/1褐灰色粘土質シルト 4 2 オリーブ灰色ブロックφ5㎝％

3 10Y5/1灰色粘土質シルト 3 2 オリーブ灰色ブロックφ5㎝ 7％ 貼床土

55号竪穴
1 10YR4/1褐灰色粘土質シルト 3 3 炭化物1％

2 10YR5/1褐灰色粘土質シルト 4 4 オリーブ灰色ブロックφ3 ～ 5㎜ 5％
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位置 層 土色・土性 粘性 締 混入物等 備考

56号竪穴

1 2.5Y4/1黄灰色粘土質シルト 3 3 円礫φ2㎝ 5％

2 2.5Y3/1黒褐色粘土質シルト 4 2 黄灰色シルトブロック1％

3 2.5Y5/2暗灰黄色シルト 3 3 炭化物粒1％ 22号土坑堆積土

4 10YR3/1黒褐色粘土質シルト 4 3 オリーブ灰色ブロック3％ 貼床土

57号竪穴

1 2.5Y4/1黄灰色粘土質シルト 4 2 明黄褐色ブロックφ2 ～ 3㎝ 1％

2 2.5Y3/1黒褐色粘土 4 2 明黄褐色ブロック5％

3 7.5Y2/2オリーブ黒色粘土質シルト 4 2 炭化物粒5％が筋状に混入

4 7.5Y5/1灰色粘土質シルト 4 不明 オリーブ黒色シルトブロック10％ 貼床土　湧水多量

第64表　56号竪穴建物跡土層観察表
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Ⅲ　遺構と遺物
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第91図　３号掘立柱建物跡、15・16号溝

位置 層 土色・土性 粘性 締 混入物等 備考

周溝部

1 N5/0 灰色粘土質シルト 3 4 砂粒 1％ 円礫φ 1㎝ 1％

2 10YR4/1 褐灰色粘土質シルト 3 4 オリーブ灰色ブロックφ 1㎝ 3％ 円礫φ 10 ～
20㎝ 5％

3 7.5Y4/1 灰色粘土質シルト 3 2 オリーブ灰色ブロック 5％

15 号溝 1 5Y4/1 灰色粘土質シルト 3 2 オリーブ灰色ブロック 1％ 円礫φ 1 ～ 2㎝ 1％

16 号溝 1 2.5Y3/1 黒褐色粘土質シルト 4 2 黒褐色シルトブロック 5％

第65表　３号掘立柱建物跡、15・16号溝土層観察表
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第92図　16～ 20号土坑

位置 土色・土性 粘性 締 混入物等 備考

19 号土坑

1 2.5Y4/2 暗灰黄色粘土質シルト 3 3 Ⅳ層ブロックφ 1 ～ 2㎝ 1％
2 5Y2/1 黒色粘土質シルト 4 2 明黄褐色シルトブロックφ 1㎝ 1％
3 2.5Y4/1 黄灰色粘土質シルト 3 3 浅黄色シルトブロック 5％

4 2.5Y3/1 黒褐色粘土質シルト 3 2 黄灰色シルトブロックφ 1㎝ 1％ 円礫φ
20㎝ 1％

18 号土坑 5 2.5Y7/3 浅黄色粘土質シルト 3 2 黄灰色粘土質シルトブロック 1％ 黄灰色シルトは焼土か？
20 号土坑 1 10YR4/1 褐灰色粘土質シルト 3 2 黒褐色土ブロックφ 1㎝ 1％

位置 層 土色・土性 粘性 締 混入物等 備考

16 号土坑

1 10YR4/1 褐灰色シルト 2 4 酸化鉄 5％
2 5YR4/4 にぶい赤褐色シルト 2 1 炭化物φ 3㎜ 5％ 焼土層
3 10YR6/1 褐灰色シルト 2 3 酸化鉄 3％
4 10YR2/1 黒色土 2 1 焼土ブロックφ 2㎝ 3％ 炭化物層
5 5YR4/6 赤褐色土 2 4 焼土ブロックφ 3㎝ 焼土層
6 10YR3/1 黒褐色土 3 1

17 号土坑 1 10YR4/1 褐灰色シルト 2 4 炭化物φ 2㎝ 3％

第66表　16・17号土坑土層観察表

第67表　18〜 20号土坑土層観察表
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Ⅲ　遺構と遺物
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第93図　21～ 25号土坑

位置 層 土色・土性 粘性 締 混入物等 備考

21 号土坑 1 10YR3/1 黒褐色粘土質シルト 4 3 円礫φ 1㎝ 1％

22 号土坑
1 5Y4/1 灰色粘土質シルト 4 2 オリーブ灰色ブロック 7％ Ⅳ層ブロック 3％ 3 号掘立柱建物跡を切る

2 7.5Y4/1 灰色粘土質シルト 3 2 オリーブ灰色ブロック 10％

23 号土坑 1 10YR3/2 黒褐色粘土質シルト 3 3 にぶい黄褐色シルトブロック 15％ 明赤褐色
シルトブロックφ 1㎜ 1％ 明背褐色シルトは焼土？

25 号土坑
1 10YR2/2 黒褐色粘土質シルト 4 3 にぶい黄褐色シルトブロック 5％ 炭化物 1％

2 10YR4/4 褐色粘土質シルト 3 3 黒褐色シルトブロック 3％

第68表　21〜 25号土坑土層観察表
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第94図　12～ 14・17号溝

第69表　13・14・17号溝土層観察表

位置 層 土色・土性 粘性 締 混入物等 備考
13号溝 1 10YR6/2灰黄褐色シルト 2 4

14号溝

1a 10YR3/4暗褐色粘土質シルト 4 4 にぶい黄褐色ブロック10％
1b 10YR3/2黒褐色粘土質シルト 4 4 にぶい黄褐色ブロック1％
2 10YR2/2黒褐色粘土質シルト 4 2
3 10YR2/3黒褐色粘土質シルト 4 2 炭化物φ1㎜ 1％
4 10YR2/1黒色粘土質シルト 5 2
5 10YR4/2灰黄褐色粘土質シルト 5 2

17号溝 1 10YR3/1黒褐色シルト 2 2
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Ⅲ　遺構と遺物
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位置 層 土色・土性 粘性 締 混入物等 備考

1 号不定 1 N3/0 暗灰色粘土質シルト 4 2 炭化物 5％ Ⅴ層青灰色ブロック
3％ 上部に遺物少量

2 号不定

1 10YR4/1 褐灰色粘土質シルト 4 3 炭化物 3％

2 10YR2/1 黒色粘土質シルト 4 1 焼け弾けた土器片多量

3 5GY6/1 オリーブ灰色シルト 3 2 Ⅳ層ブロック 7％

3 号不定

1 10YR2/2 黒褐色粘土質シルト 4 4 焼土ブロックφ 3㎜ 5％

2 5Y4/2 灰オリーブ色粘土質シルト 4 3 炭化物 1％ グライ化した焼土層

3 10YR3/1 黒褐色粘土質シルト 4 2 Ⅳ層ブロック 7％

4 号不定

1 10YR4/4 褐色シルト 3 3 黒褐色シルトブロック 10％

2 10YR2/2 黒褐色粘土質シルト 4 4 にぶい黄褐色シルトブロック 3％ 
黒色シルトブロック 1％

3 10YR3/3 暗褐色粘土質シルト 3 3 黒褐色シルトブロック 1％

第70表　1～４号不定形遺構土層観察表
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第96図　G区南部ピット群

第71表①　Ｇ区ピット土層観察表

位置 層№ 土色・土性 粘性 締 混入物等 備考

P1 ～ 17 1 10YR4/1褐灰色シルト 2 1 砂粒1％
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Ⅲ　遺構と遺物
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第97図　G区北部ピット群

第71表②　Ｇ区ピット土層観察表

位置 層№ 土色・土性 粘性 締 混入物等 備考

P18
1 10YR2/2黒褐色粘土質シルト 4 3 褐灰色シルトブロック20％
2 10YR4/1褐灰色粘土質シルト 4 2 黒色シルトブロック3％

P19Ａ 1 10YR2/1黒色粘土質シルト 4 2

P19Ｂ
1 10YR2/3黒褐色粘土質シルト 3 4 炭化物1％
2 10YR2/1黒色粘土質シルト 4 2 炭化物1％

P20
1 10YR3/1黒褐色粘土質シルト 4 3 にぶい黄褐色シルトブロック3％ 炭化物1％
2 10YR3/1黒褐色粘土質シルト 5 2

P21
1 10YR3/2黒褐色粘土質シルト 4 4 炭化物1％
2 10YR4/2灰黄褐色粘土質シルト 4 2

P22 1 10YR2/1黒色粘土質シルト 4 3 炭化物3％
P23 1 10YR3/1黒褐色粘土質シルト 4 2 褐灰色シルトブロック3％

P24
1 10YR2/2黒褐色粘土質シルト 4 3 にぶい黄褐色シルトブロック30％
2 10YR2/1黒褐色粘土質シルト 4 2

P25 1 10YR2/1黒褐色粘土質シルト
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位置 層№ 土色・土性 粘性 締 混入物等 備考

P26
1 10YR3/2黒褐色粘土質シルト 4 4 炭化物10％ 柱痕跡
2 10YR2/1黒色粘土質シルト 4 3 炭化物1％
3 10YR5/1褐灰色粘土質シルト 5 2 黒色シルトブロック10％

P27
1 10YR3/3暗褐色粘土質シルト 4 4 にぶい黄褐色シルトブロック3％
2 10YR4/4褐色粘土質シルト 4 3 灰オリーブシルトブロックφ5㎝包含
3 10YR3/1黒褐色粘土質シルト 4 2

P28 1 10YR2/1黒褐色粘土質シルト
P29 1 10YR3/1黒褐色粘土質シルト 5 2
P30 1 10YR3/1黒褐色粘土質シルト 4 2 にぶい黄褐色シルトブロック10％ 炭化物1％
P31 1 10YR3/1黒褐色粘土質シルト 4 3 にぶい黄褐色シルトブロック2％
P32 1 10YR3/2黒褐色粘土質シルト 4 4 にぶい黄褐色シルトブロック5%　炭化物1％

P33
1 10YR4/4褐色シルト 3 4
2 10YR3/2黒褐色粘土質シルト 3 4 炭化物1％

P34 1 10YR3/1黒褐色粘土質シルト 4 3 にぶい黄褐色シルトブロック3%　炭化物1％
P35 1 10YR3/1黒褐色粘土質シルト 4 3 にぶい黄褐色シルトブロック3%　炭化物1％
P36 1 10YR3/1黒褐色粘土質シルト 4 3 にぶい黄褐色シルトブロック3%　炭化物1％

P37
1 10YR2/3黒褐色粘土質シルト 3 4 炭化物10％ 
2 10YR3/2黒褐色粘土質シルト 4 4 炭化物1％
3 10YR3/1黒褐色粘土質シルト 4 2 にぶい黄褐色シルトブロック3％ 炭化物1％

P38 1 10YR3/1黒褐色粘土質シルト 4 2 にぶい黄褐色シルトブロック3%　炭化物1％

P39
1 10YR3/1黒褐色粘土質シルト 4 3 黄褐色シルトブロック3％ 炭化物1％
2 10YR3/2黒褐色粘土質シルト 4 2

P40
1 10YR3/1黒褐色粘土質シルト 4 2 にぶい黄褐色シルトブロック3%　炭化物1％
2 10YR2/2黒褐色粘土質シルト 3 4 にぶい黄褐色シルトブロック1％

P41
1 10YR2/3黒褐色粘土質シルト 4 2 にぶい黄褐色シルトブロック1％
2 10YR3/1黒褐色粘土質シルト 4 2

P42 1 10YR3/1黒褐色粘土質シルト 4 3 にぶい黄褐色シルトブロック3%　炭化物1％

P43
1 10YR3/1黒褐色粘土質シルト 4 3 にぶい黄褐色シルトブロック3％ 炭化物1％
2 10YR4/2灰黄褐色粘土質シルト 4 2 炭化物1％

P44 1 10YR3/1黒褐色粘土質シルト 4 3 にぶい黄褐色シルトブロック3％ 炭化物1％

P45
1 10YR3/2黒褐色粘土質シルト 4 2 砂礫φ2㎜ 1％ にぶい黄褐色シルトブロック

3％
2 10YR3/1黒褐色粘土質シルト 4 2
3 10YR5/2灰黄褐色土質シルト 4 2 黒褐色粘土質シルトブロック5％

P46
1 10YR3/1黒褐色粘土質シルト 4 3 にぶい黄褐色シルトブロック3％ 炭化物1％
2 10YR4/2灰黄褐色粘土質シルト 4 2 炭化物1％

P47 1 5Y7/3浅黄色シルト 2 3 灰色シルトブロック40％
P48 1 5Y7/3浅黄色シルト 2 3 灰色シルトブロック40％
P49 1 7.5Y4/1灰色粘土質シルト 3 2 オリーブ灰色シルトブロック1％
P50 1 10Y5/2オリーブ灰色粘土質シルト 4 2 灰色粘土質シルトブロック5％

P51
1 7.5Y4/1灰色粘土質シルト 4 2 オリーブ灰色シルトブロック1％
2 10Y5/2オリーブ灰色粘土質シルト 4 2 灰色粘土質シルトブロック5％

P52 1 10YR3/1黒褐色粘土質シルト 4 3 にぶい黄褐色シルトブロック3％ 炭化物1％
P53 1 10YR3/1黒褐色粘土質シルト 4 3 にぶい黄褐色シルトブロック3％ 炭化物1％
P54 1 2.5Y4/1黄灰色粘土質シルト 4 2 灰黄色シルトブロックφ1㎝ 1％

P55 1 2.5Y3/1黒褐色粘土質シルト 3 2 黄褐色シルトブロック5％ 灰色シルトブロッ
ク3％ 炭化物1％

P56 1 2.5Y3/1黒褐色粘土質シルト 4 2 オリーブ灰色ブロック3％
P57 1 10YR2/1黒褐色粘土質シルト

P58
1 10YR2/2黒褐色粘土質シルト 4 3 にぶい黄橙色シルトブロック1％
2 10YR3/1黒褐色粘土質シルト 4 2

P59
1 10YR3/1黒褐色粘土質シルト 4 2 にぶい黄褐色シルトブロック1％
2 10YR4/1褐灰色粘土質シルト 4 2

P60
1 10YR4/2灰黄褐色粘土質シルト 4 3 にぶい黄褐色シルトブロック3％ 炭化物1％
2 10YR3/1黒褐色粘土質シルト 4 2 炭化物1％
3 5Y3/1オリーブ黒色粘土質シルト 4 2

P61
1 10YR2/2黒褐色粘土質シルト 2 3
2 10YR4/2灰黄褐色粘土質シルト 2 3
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Ⅲ　遺構と遺物

位置 層№ 土色・土性 粘性 締 混入物等 備考
P62 1 10YR3/1黒褐色粘土質シルト 4 2 にぶい黄褐色シルトブロック3％
P63 1 10YR3/1黒褐色粘土質シルト 4 2 褐灰色シルトブロック1％
P64 1 10YR3/1黒褐色粘土質シルト 4 3 にぶい黄褐色シルトブロック3％

P65 ～ P67 未注記
P68 1 10YR3/1黒褐色粘土質シルト 4 3 にぶい黄褐色シルトブロック1％
P69 1 2.5Y4/1黄灰色粘土質シルト 4 2 灰黄色シルトブロックφ1㎝ 1％
P70 1 2.5Y4/1黄灰色粘土質シルト 4 2 灰黄色シルトブロックφ1㎝ 1％
P71 1 2.5Y4/1黄灰色粘土質シルト 4 2 灰黄色シルトブロックφ1㎝ 1％

P72
1 2.5Y3/1黒褐色粘土質シルト 4 2 オリーブ灰色ブロック3％
2 2.5Y6/2灰黄色シルト 4 2 黄灰色シルトブロック5％

P73 1 2.5Y4/1黄灰色粘土質シルト 4 2 灰黄色シルトブロックφ1㎝ 1％
P74 1 2.5Y4/1黄灰色粘土質シルト 4 2 灰黄色シルトブロックφ1㎝ 1％
P75 1 2.5Y3/1黒褐色粘土質シルト 4 2 オリーブ灰色ブロック3％
P76 1 2.5Y4/1黄灰色粘土質シルト 4 2 灰黄色シルトブロックφ1㎝ 1％
P77 1 2.5Y3/1黒褐色粘土質シルト 4 2 オリーブ灰色ブロック3％
P78 1 2.5Y4/1黄灰色粘土質シルト 4 2 灰黄色シルトブロックφ1㎝ 1％
P79 未注記
P80 1 10YR3/1黒褐色粘土質シルト 4 2 にぶい黄褐色シルトブロック1％ 炭化物1％
P81 1 10YR2/2黒褐色粘土質シルト 4 2 にぶい黄褐色砂質シルトブロック3％
P82 1 10YR3/1黒褐色粘土質シルト 4 2

P83
1 10YR3/2黒褐色粘土質シルト 4 2 褐灰色粘質シルト40％
2 10YR2/2黒褐色粘土質シルト 4 2

P84 1 10YR3/1黒褐色粘土質シルト 4 3 にぶい黄褐色シルトブロック3％ 炭化物1％
P85 1 10YR3/1黒褐色粘土質シルト 4 2 褐灰色シルトブロック5％
P86 1 10YR3/1黒褐色粘土質シルト 4 2
P87 1 10YR2/1黒色粘土質シルト 4 2 褐灰色シルトブロック5％ 炭化物1％

P88
1 10YR4/1褐灰色粘土質シルト 4 2 黒色シルトブロック1％ 灰色シルトブロック

1％
2 10YR2/1黒色粘土質シルト 4 2 褐灰色シルトブロック5％

P89 1 2.5Y3/3暗オリーブ褐色粘土質シ
ルト 4 2 オリーブ褐色シルトブロック10％

P90

1 2.5Y3/1黒褐色粘土質シルト 4 3 黄褐色シルトブロック1％ オリーブ褐色シル
トブロック3％ 柱痕跡

2 2.5Y3/1黒褐色粘土質シルト 4 3 灰黄褐色シルトブロック3％

3 2.5Y3/3暗オリーブ褐色粘土質シ
ルト 4 2 黒褐色粘土質シルトブロック5％

P91
1 2.5Y5/2暗灰色粘土質シルト 4 3 黒褐色粘土質シルトブロック5％ オリーブ褐

色シルトブロック1％ 柱痕跡

2 2.5Y3/1黒褐色粘土質シルト 4 3 オリーブ褐色シルトブロック2％

P92 1 10YR2/2黒褐色粘土質シルト 5 2 にぶい黄褐色シルトブロック1％ 礫φ1㎝少
量

P93 1 10YR2/2黒褐色粘土質シルト 5 2 にぶい黄褐色シルトブロック1％ 礫φ1㎝少
量

P94 1 10YR2/1黒色粘土質シルト 4 2 にぶい黄褐色シルトブロック1％
P95 ～ P99 未注記

P100 1 10YR3/2黒褐色粘土質シルト 4 2 にぶい黄褐色しるとブロック1％ 炭化物1％
P101 1 10YR3/1黒褐色粘土質シルト 4 2 にぶい黄褐色しるとブロック10％ 炭化物1％
P102 1 10YR2/1黒色粘土質シルト 3 2 黄灰色シルトブロック2％
P103 1 10YR3/1黒褐色粘土質シルト 3 3 黄灰色シルトブロック1％
P104 1 10YR2/1黒色粘土質シルト 3 2
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第98図　58号竪穴建物跡

第72表　58号竪穴建物跡土層観察表

位置 層 土色・土性 粘性 締 混入物等 備考

58 号竪穴

1 10YR4/1 褐灰色シルト 2 1 白色シルト 1％ 遺物多量 水性堆積？

2 10YR4/1 褐灰色シルト 2 2 炭化物粒 1％ 水性堆積？

3 10YR3/1 黒褐色シルト 2 3 灰黄褐色シルト 3％ 貼床土

4 10YR2/2 黒褐色シルト 2 3 灰黄褐色シルト 5％ 貼床土
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Ⅲ　遺構と遺物
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第99図　59号竪穴建物跡

第73表　59号竪穴建物跡土層観察表

位置 層 土色・土性 粘性 締 混入物等 備考

59 号竪穴

1 10YR3/1 黒褐色シルト 2 3 炭化物φ 1㎝ 3％ 遺物多量

2 5YR5/6 暗赤褐色シルト 2 4 灰黄褐色シルト 1％ 焼土層

3 10YR4/1 褐灰色シルト 2 3 灰白色シルト 10％ 貼床土

土坑 1

1 10YR3/1 黒褐色シルト 2 1 炭化物φ 5㎜ 5％　焼土 5% 炭化物層

2 10YR4/1 褐灰色シルト 2 1 炭化物φ 1㎜ 1％

3 10YR4/1 褐灰色シルト 2 3 酸化鉄 3％

4 5YR3/4 暗赤褐色シルト 2 3 炭化物φ 1㎝ 5％ 焼土層

土坑 2

1 10YR3/1 黒褐色土 2 1 焼土ブロックφ 2㎝ 5％ 炭化物φ 3㎝ 5％

2 10YR2/2 黒褐色土 2 1 炭化物φ 1㎝ 1％

3 10YR3/3 暗褐色粘土 5 1 建物貼床土
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位置 層 土色・土性 粘性 締 混入物等 備考

26 号土坑
1 10YR4/1 褐灰色粘土 2 4 灰黄褐色シルトブロックφ 1㎝ 3％ 炭化物φ 5㎜ 1％
2 10YR2/1 黒褐色シルト 2 4 灰黄褐色シルト 1％
3 5YR5/6 明赤褐色シルト 2 4 炭化物粒 1％ 焼土層

27 号土坑

1 10YR2/2 黒褐色土 2 4 灰黄褐色シルト 1％
2 10YR3/1 黒褐色粘土 5 3 酸化鉄 5％
3 10YR3/1 黒褐色シルト 2 3 灰黄褐色シルト 3％
4 10YR3/1 黒褐色土 2 1 炭化物φ 1㎝ 1％ 遺物少量

28 号土坑 1 10YR4/1 褐灰色粘土 5 4 炭化物φ 1㎝ 3％ 遺物少量
2 10YR3/1 黒褐色シルト 3 4 遺物少量

29 号土坑 1 10YR4/1 褐灰色シルト 2 1 灰黄褐色シルト 10％ 遺物少量

30 号土坑
1 10YR4/1 褐灰色シルト 2 2 灰黄褐色シルト 3％
2 10YR3/1 黒褐色シルト 2 1 灰黄褐色シルト 3％
3 10YR3/1 黒褐色シルト 2 1 灰黄褐色シルト 1％

第74表　26～ 30号土坑土層観察表
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Ⅲ　遺構と遺物
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第101図　60号竪穴建物跡

第75表　60号竪穴建物跡土層観察表

位置 層 土色・土性 粘性 締 混入物等 備考

60 号竪穴

1 10YR4/1 褐灰色シルト 2 2 酸化鉄塊 1％
2 10YR4/1 褐灰色粘土 5 3
3 10YR4/1 褐灰色シルト 2 2 灰白色シルト粒 3％
4 10YR3/1 黒褐色シルト 2 1 酸化鉄塊 3％ 遺物少量
5 10YR4/1 褐灰色シルト 2 1 炭化物粒 1％ 屋根材より上位の堆積層
6 10YR4/1 にぶい黄褐色シルト 2 4 炭化物粒 3％ 土屋根材
7 10YR4/1 褐灰色シルト 0 1 炭化材φ 5㎝数点 炭化物粒 3％
8 5YR4/6 赤褐色シルト 0 1 火災に伴う焼土か？
9 10YR4/1 褐灰色シルト 0 1 灰白色シルトブロックφ 1㎝ 3％ 遺物少量
10 10YR4/1 褐灰色粘土 5 4 灰白色シルトブロックφ 1㎝ 5％ 貼床土
11 10YR2/2 黒褐色土 5 2 Ⅳ層

P1 1 10YR2/2 黒褐色土 2 1
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第103図　64号竪穴建物跡

第76表　61号竪穴建物跡土層観察表

第77表　64号竪穴建物跡土層観察表

位置 層 土色・土性 粘性 締 混入物等 備考

61号竪穴

1 10YR4/1褐灰色土 3 1 炭化物φ1㎝ 1％ 酸化鉄3％
2 10YR4/1褐灰色シルト 2 1 灰黄褐色シルト5％ 炭化物φ1㎝ 1％
3 10YR3/1黒褐色土 2 1 炭化物φ1㎝ 3％
4 10YR2/1黒色粘土 5 3 炭化物粒1％ 貼床土
5 5YR4/4にぶい赤褐色シルト 2 3 炭化物粒3％ カマド燃焼部
6 10YR6/2灰黄褐色粘土 5 3 カマド袖部

位置 層 土色・土性 粘性 締 混入物等 備考
64号竪穴 1 10YR4/1褐灰色シルト 2 2
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Ⅲ　遺構と遺物

A

A'

B

B'
C

C'

Ｌ=67.000m

1

3

Ｌ=67.000m

1

2 3

ⅢＤ7i

A A'

B B'

未掘範囲

未掘範囲

ト
レ

ン
チ

Ｌ=67.000m

1
2

34Ⅳ層

C C'

C－C'

m10 1：50

1m0 1：30

第104図　62号竪穴建物跡

第78表　62号竪穴建物跡土層観察表

位置 層 土色・土性 粘性 締 混入物等 備考

62号竪穴
1 10YR4/1褐灰色シルト 4 1 灰黄褐色シルト10％
2 10YR3/1黒褐色粘土 4 4
3 10YR3/1黒褐色粘土 4 4 貼床土

カマド

1 5YR4/4にぶい赤褐色土 2 2 炭化物粒3％ カマド燃焼部焼土
2 10YR5/1褐灰色シルト 2 1 酸化鉄φ3㎜ 3％
3 10YR2/2黒褐色シルト 2 1 炭化物φ5㎜ 1％
4 10YR3/1黒褐色シルト 2 1 炭化物粒10％
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第79表　63号竪穴建物跡土層観察表

位置 層 土色・土性 粘性 締 混入物等 備考

63号竪穴

1 10YR4/1褐灰色シルト 4 2 酸化鉄3％

2 10YR3/1黒褐色シルト 2 1 白色シルト1％

3 10YR3/1黒褐色粘土 5 2 酸化鉄3％ 炭化材少量 炭化材は火災痕跡か？

4 10YR3/1黒褐色シルト 2 2 炭化物粒3％

5 10YR4/2褐灰色シルト 3 2

6 10YR3/1黒褐色シルト 3 2
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Ⅲ　遺構と遺物
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第106図　65号竪穴建物跡

第80表　65号竪穴建物跡土層観察表

位置 層 土色・土性 粘性 締 混入物等 備考

65号竪穴

1 10YR4/1褐灰色シルト 2 1 遺物少量
2 10YR3/1黒褐色シルト 2 2 炭化物粒1％ 炭化材（板状）5×10㎝ 1点 
3 10YR2/2黒褐色粘土 5 2 灰白色シルト3％ 炭化材は火災痕跡か？
4 10YR3/1黒褐色シルト 2 2 炭化物粒3％ ミニチュア土器包含
5 10YR2/2黒褐色粘土 5 4 貼床土？
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第107図　66号竪穴建物跡

第81表　66号竪穴建物跡土層観察表

位置 層 土色・土性 粘性 締 混入物等 備考

66号竪穴 1 10YR3/1黒褐色シルト 2 1 炭化物φ5㎜ 1％ 遺物多量
2 10YR2/2黒褐色シルト 2 4 貼床土

位置 層 土色・土性 粘性 締 混入物等 備考

67号竪穴
1 10YR4/1褐灰色粘土 5 1 炭化物粒3％
2 10YR3/1黒褐色シルト 2 1 炭化物粒1％
3 10YR3/1黒褐色土 2 3 酸化鉄塊1％ 貼床土

焼土１ 1 5YR4/6赤褐色シルト 0 4 炭化材φ5㎜ 1％

第82表　67号竪穴建物跡土層観察表

第108図　67号竪穴建物跡
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Ⅲ　遺構と遺物
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第109図　31・32号土坑

第110図　19号溝

第83表　31・32号土坑土層観察表

第84表　19号溝土層観察表

位置 層 土色・土性 粘性 締 混入物等 備考

31号土坑 1 10YR4/1褐灰色シルト 2 1 近現代か？

32号土坑
1 10YR4/1褐灰色シルト 2 1

2 10YR3/1黒褐色粘土 5 1

位置 層 土色・土性 粘性 締 混入物等 備考

19号溝 1 10YR4/1褐灰色シルト 2 3 灰黄褐色シルト3％
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第111図　18号溝

第85表　18号溝土層観察表

位置 層 土色・土性 粘性 締 混入物等 備考

18号溝
（A-A'、B-B'）

1 10YR3/1黒褐色シルト 2 1 酸化鉄3％ 遺物少量

2 10YR3/1黒褐色シルト 2 2 灰白色シルト

3 10YR3/1黒褐色粘土 5 3

4 10YR3/1黒褐色シルト 2 1

5 10YR6/1褐灰色シルト 2 1 Ⅴ層由来土か？

6 10YR2/2黒褐色粘土 5 1 墳丘崩落土？

7 10YR3/1黒褐色シルト 2 1

8 10YR4/1褐灰色シルト 2 1 墳丘崩落土？

9 10YR3/1黒褐色シルト 2 1

C-C'

1 10YR3/1黒褐色シルト 0 1 遺物少量

2 10YR3/1黒褐色シルト 2 1 遺物少量

3 2.5Y6/1黄灰色シルト 0 2

4 10YR2/2黒褐色シルト 2 1 炭化物板状φ5㎜ 3％

P1 ～ 3 1 10YR3/1黒褐色シルト 2 1
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Ⅲ　遺構と遺物
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第112図　68号竪穴建物跡

第86表　68号竪穴建物跡土層観察表

位置 層 土色・土性 粘性 締 混入物等 備考

68号竪穴

1 10YR2/2黒褐色シルト 2 1 灰黄褐色シルト3％ 黒褐色シルト1％ 酸化鉄5％

2 7.5YR3/1黒褐色シルト 2 1 酸化鉄1％ 焼土粒微量

3 10YR3/3暗褐色土 2 1 炭化物粒1％ 貼床土

4 10YR6/3にぶい黄橙色シルト 2 4 貼床土

焼土１ 1 5YR4/6赤褐色シルト 0 4 炭化物粒1％ 骨片3％
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Ⅲ　遺構と遺物

第87表　69号竪穴建物跡土層観察表

位置 層 土色・土性 粘性 締 混入物等 備考

69号竪穴

1 10YR1.7/1黒色シルト 2 2 遺物少量

2 10YR4/4褐色シルト 2 1 酸化鉄1％ 黒褐色土5％ 遺物少量

3 10YR3/1黒褐色シルト 4 3 貼床土

P1

1 10YR7/6明黄褐色シルト 2 1 炭化物粒3％ 焼土粒1％ 廃棄焼土か？

2 10YR5/4にぶい黄褐色土 2 1

3 10YR3/1黒褐色シルト 0 1

P2
1 10YR7/4にぶい黄褐色土 2 1 焼土粒1％ 廃棄焼土か？

2 10YR3/1黒褐色シルト 2 1

P3
1 10YR6/3にぶい黄褐色シルト 2 1 廃棄焼土か？

2 10YR5/1褐灰色粘土 5 1

P4
1 10YR6/3にぶい黄褐色シルト 2 1 廃棄焼土か？

2 10YR3/1黒褐色土 2 1

P5
1 10YR6/4にぶい黄橙色シルト 2 1 炭化物φ1㎝ 1％ 廃棄焼土か？

2 10YR3/1黒褐色土 2 1

P6

1 10YR5/4にぶい黄褐色土 2 1 焼土ブロックφ1㎝ 1％ 炭化物φ5㎜ 1％ 廃棄焼土か？

2 10YR5/1褐灰色粘土 5 1

3 10YR3/1黒褐色粘土 5 3 Ⅳ層？

P7

1 10YR6/4にぶい黄橙色シルト 2 1 炭化物φ1㎝ 1％ 廃棄焼土か？

2 10YR5/4にぶい黄褐色シルト 2 1 炭化物φ3㎜ 1％ 廃棄焼土か？

3 10YR3/1黒褐色土 2 1

P8

1 10YR5/4にぶい黄褐色シルト 2 1 柱痕跡

2 10YR3/1黒褐色土 2 1 柱痕跡

3 10YR2/2黒褐色粘土 5 3

P9
1 10YR3/4暗褐色土 2 1 黄褐色土5％ 炭化物粒1％

2 10YR3/1黒褐色土 2 1

P10

1 10YR3/1黒褐色土 2 1

2 10YR3/1黒褐色土 2 1

3 10YR3/1黒褐色粘土 5 1

P11
1 10YR3/1黒褐色土 3 1

2 10YR3/1黒褐色土 2 1

P12 1 10YR5/1褐灰色粘土 5 1

P13
1 10YR5/4にぶい黄褐色シルト 2 1

2 10YR3/1黒褐色土 2 1

P14
1 10YR5/4にぶい黄褐色シルト 2 1

2 10YR3/1黒褐色土 2 1
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第114図　70号竪穴建物跡

第88表　70号竪穴建物跡土層観察表

位置 層 土色・土性 粘性 締 混入物等 備考

70号竪穴
1 10YR3/1黒褐色シルト 2 3 酸化鉄3％

2 10YR2/3黒褐色シルト 2 4 酸化鉄1％ 灰黄褐色シルト5％ 貼床土

カマド

1 10YR3/1黒褐色シルト 2 1 灰黄褐色シルト粒1％

2 10YR4/1褐灰色シルト 2 1 酸化鉄塊1％ 灰黄褐色シルト5％

3 10YR4/1褐灰色シルト 2 2 酸化鉄塊1％ 焼土粒1％

4 10YR4/1褐灰色粘土 4 1 焼土ブロックφ1㎝ 3％ 炭化物粒1％ カマド崩落土

5 7.5YR6/6橙色粘土 5 2 焼土10％ 炭化物φ5㎜ 3％ カマド崩落土

6 7.5YR5/4にぶい褐色シルト 2 4 炭化物φ1㎝ 1％ 骨片1％ 焼土層

7 10YR3/1黒褐色土 2 1 灰黄褐色シルト粒10％ カマド崩落土

8 10YR2/2黒褐色シルト 2 4 酸化鉄塊1％ 焼土粒1％ 灰色粘土20％ 袖部

9 10YR3/1黒褐色シルト 2 4 酸化鉄塊1％ 灰黄褐色シルト10％ 袖部
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Ⅲ　遺構と遺物
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第115図　71号竪穴建物跡

第89表　71号竪穴建物跡土層観察表

位置 層 土色・土性 粘性 締 混入物等 備考

71号竪穴

1 10YR4/1褐灰色シルト 2 1 灰黄褐色シルト粒1％
2 10YR3/1黒褐色粘土 5 3
3 10YR3/1黒褐色シルト 2 1
4 10YR3/1黒褐色シルト 2 2 灰黄褐色シルト粒3％
5 10YR2/2黒褐色粘土 5 2 酸化鉄塊1％
6 10YR3/1黒褐色シルト 2 1 灰黄褐色シルト粒5％
7 10YR2/2黒褐色粘土 5 1
8 10YR3/1黒褐色土 4 4 灰黄褐色シルト粒10％ 酸化鉄塊3％ 貼床土

P1・2 1 10YR3/1黒褐色土 2 1 柱痕跡
2 10YR2/2黒褐色粘土 2 3
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第117図　20号溝第116図　33号土坑

第118図　１号河川跡

第90表　33号土坑、20号溝、１号河川跡土層観察表

位置 層 土色・土性 粘性 締 混入物等 備考

33号土坑
1 10YR5/2灰黄褐色土 2 1 馬骨多量 人為堆積

2 10YR5/1褐灰色砂 0 1 人為堆積

20号溝 1 10YR3/1黒褐色土 2 1 酸化鉄5％

１号河川跡
1 10YR3/1黒褐色粘質シルト 4 3 礫φ3㎝ 1％

2 10YR1.7/1黒色粘質シルト 4 3
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Ⅲ　遺構と遺物
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第119図　72号竪穴建物跡

第91表　72号竪穴建物跡土層観察表

位置 層 土色・土性 粘性 締 混入物等 備考

72号竪穴

1 10YR3/4暗褐色シルト 2 4 炭化物φ1mm1%
2 7.5YR2/3極暗褐色シルト 3 4
3 10YR4/4褐色シルト 3 2 Ⅲ層崩落層か？
4 10YR2/2黒褐色粘質シルト 4 2
5 10YR4/3にぶい黄褐色粘質シルト 4 2 黒褐色粘質シルト30％
6 10YR3/1黒褐色砂質シルト 5 2
7 10YR3/2黒褐色粘質シルト 2 2 カマド1層と同じ？
8 10YR4/1褐灰色砂質シルト 2 2
9 10YR7/2にぶい黄橙色シルト 5 2 焼土 グライ化したものか
10 10YR1.7/1黒色粘質シルト 5 2 褐灰色粘質シルトブロック10% 貼床

カマド

1 10YR3/4暗褐色砂質シルト 2 2 Ⅲ層由来？
2 10YR2/2黒褐色粘土質シルト 3 2 にぶい黄褐色シルトブロック3％
3 10YR3/1黒褐色粘土質シルト 4 2
4 10YR1.7/1黒色粘土質シルト 4 2 袖部
5 5YR4/6赤褐色粘土質シルト 4 3 焼土層
6 10YR1.7/1黒色粘土質シルト 5 2 炭化物10％ サンプル土採取
7 10YR2/1黒色粘土質シルト 3 2 にぶい黄褐色シルトブロック1％
8 10YR2/1黒色粘土質シルト 4 2
9 10YR3/1黒褐色粘土質シルト 4 2 褐灰色粘土質シルト50％未満 貼床土
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Ⅲ　遺構と遺物
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第92表　73～ 75号竪穴建物跡土層観察表

位置 層 土色・土性 粘性 締 混入物等 備考

73号竪穴

1 2.5Y3/3暗オリーブ褐色粘土質
シルト 3 2 灰黄色シルトブロック10％ 黒褐色粘土質シ

ルトブロック帯状混入

2 2.5Y2/1黒色粘土質シルト 5 2 灰白色砂質シルトブロック25％ にぶい黄褐
色砂質シルト3％　

貼床土1　一部で黒色シル
トと灰白色砂質シルトの互
層となる

3 10YR2/3黒褐色粘土質シルト 4 2 灰白色砂質シルト1％ 灰白色砂質シルトはⅣ層由
来か？

4 5GY6/1オリーブ灰色シルト 3 2 Ⅴ層？

5 10YR1.7/1黒色粘土質シルト 4 3 オリーブ灰色シルトブロック10％ 貼床土2

74・75号
竪穴

1 2.5Y8/4淡黄色シルト 4 2 黒褐色シルトブロック1％ 74号竪穴建物跡

2 10YR4/1褐灰色粘土質シルト 3 3 淡黄色ブロック5％ 黒褐色ブロックも1％ 74号竪穴建物跡

3 10YR3/4暗褐色シルト 3 2 炭化物1％ 黄灰色ブロック5％ 75号竪穴建物跡

4 2.5Y4/1黄灰色シルト 4 2 淡黄色ブロック10％ 74号竪穴建物跡

5 10YR5/1褐灰色粘土質シルト 3 2 黄橙色シルトブロック3％ 75号竪穴建物跡
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第122図　76・77・78号竪穴建物跡

第93表　76～ 78号竪穴建物跡、5号不定形遺構土層観察表

位置 層 土色・土性 粘性 締 混入物等 備考

5号不定 1 10YR4/1褐灰色粘土質シルト 3 2 下位に炭化物集中 焼土ブロック3％程度 黄橙色
が縞状に入る

76・77・78号
竪穴

2 10YR5/1褐灰色粘土質シルト 4 2 黄橙色ブロック粒状に混在 77号竪穴

3 10YR3/1黒褐色粘土質シルト 4 3 黄橙色ブロックφ2 ～ 3cm7％塊状 77号竪穴貼床土

4 10YR4/1褐灰色粘土質シルト 3 3 黄橙色ブロック・黒色ブロックφ1 ～ 2cm10％ 76号竪穴

5 10YR5/1褐灰色粘土質シルト 4 3 黄橙色ブロックφ3 ～ 5cm10％ 76号竪穴

6 10YR3/1黒褐色粘土質シルト 4 3 オリーブ黄色ブロックと黒褐色シルトブロック
が層状に交互に入る ブロックφ10cm以上 76号竪穴貼床土

7 2.5Y5/1黄灰色粘土質シルト 3 3 黄橙色ブロックφ1cm粒状に7％ 黒色土粒1％ 78号竪穴

8 10YR3/1黒褐色粘土質シルト 3 2 淡黄色ブロックφ1cm2％ 78号竪穴

9 N4/0灰色粘土質シルト 4 2 オリーブ黄色ブロックφ20cm・φ5cm以下がモ
ザイク状 78号竪穴貼床土
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Ⅲ　遺構と遺物

P1
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m10 1：50

第123図　K区ピット群

第94表　K区ピット土層観察表

位置 層 土色・土性 粘性 締 混入物等 備考

P1

1 10YR2/3黒褐色粘質シルト 4 4

2 10YR4/3にぶい黄褐色粘質シルト 4 4

3 10YR4/2灰黄褐色粘質シルト 4 2

4 10YR2/1黒色粘質シルト 4 4 にぶい黄褐色シルトブロック5％

P2

1 10YR2/3黒褐色粘質シルト 4 2

2 10YR3/4暗褐色シルト 4 2

3 10YR4/1褐灰色粘質シルト 4 2

4 10YR3/1黒褐色粘質シルト 4 2

P3
1 10YR2/3黒褐色粘質シルト 4 2 にぶい黄褐色シルトブロック1％

2 10YR2/1黒色粘質シルト 5 2

P4
1 10YR3/3暗褐色粘質シルト 3 3

2 10YR2/2黒褐色粘質シルト 4 2 酸化鉄多い（30%以上）

P5

1 10YR3/3暗褐色粘質シルト 3 2

2 10YR4/2灰黄褐色粘質シルト 4 2

3 10YR3/1黒褐色粘質シルト 4 2

4 10YR4/1褐灰色粘質シルト 5 2
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第95表　地区別ピット計測表

地区 地区別ピット№ 開口部（ｍ） 検出面からの深（㎝） 底面標高（m） 備考

B P1 0.35×0.29 34.0 68.30 １号柱穴列

B P2 0.29×0.27 14.0 68.46 １号柱穴列

B P3 0.47×0.37 14.0 68.46 １号柱穴列

B P4 0.40×0.28 30.0 68.34 １号柱穴列

B P5 0.60×0.46 36.0 68.28 １号柱穴列

B P6 0.33×0.27 12.0 68.58 １号柱穴列

B P7 0.40×0.39 42.0 68.22 １号柱穴列

B P8 0.54×0.31 42.0 68.22 １号柱穴列

B P9 0.34×0.21 8.0 68.52 

B P10 0.38×0.31 30.0 68.30 

B P11 0.36×0.35 24.0 68.34 

B P12 0.38×0.33 24.0 68.34 

B P13 0.37×0.33 52.0 68.06 

B P14 0.31×0.30 42.0 68.16 

B P15 0.36×0.27 72.0 67.80 

B P16 0.44×0.30 36.0 68.16 

B P17 0.30×0.29 60.0 67.92 

B P18 0.36×0.26 30.0 68.22 

B P19 0.44×0.38 42.0 68.16 

B P20 0.40×0.32 36.0 68.28 

B P21 0.25×0.17 26.0 68.28 

B P22 0.32×0.25 36.0 68.16 

B P23 0.33×0.31 30.0 68.28 

B P24 0.36×0.29 38.0 68.22 

B P25 0.32×0.28 24.0 68.34 

B P26 0.29×0.20 24.0 68.34 

B P27 0.43×0.30 32.0 68.22 

B P28 0.26×0.22 32.0 68.22 

B P29 0.31×0.31 18.0 68.40 ４号竪穴建物跡と重複

B P30 0.44×0.37 30.0 68.22 ４号竪穴建物跡と重複

B P31 0.26×0.23 24.0 68.28 

B P32 0.37×0.25 6.0 68.34 

B P33 0.25×0.24 18.0 68.40 

B P34 0.22×0.20 18.0 68.40 

B P35 0.36×0.35 18.0 68.40 

B P36 0.44×0.33 20.0 68.40 

B P37 0.30×0.25 30.0 68.28 

B P38 0.30×0.26 12.0 68.46 

B P39 0.23×0.18 28.0 68.30 

B P40 0.33×0.29 34.0 68.24 

B P41 0.39×0.36 30.0 68.28 

B P42 0.62×0.54 18.0 68.40 

B P43 24.0 68.34 

B P44 0.37×0.34 32.0 68.28 

B P45 0.22×0.19 12.0 68.48 

B P46 0.31×0.28 20.0 68.40 

B P47 0.32×0.31 30.0 68.34 

B P48 0.37×0.36 42.0 68.22 

B P49 0.40×0.35 18.0 68.34 

B P50 0.41×0.32 26.0 68.34 
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Ⅲ　遺構と遺物

地区 地区別ピット№ 開口部（ｍ） 検出面からの深（㎝） 底面標高（m） 備考

B P51 0.33×0.32 32.0 68.22 

B P52 0.27×0.19 24.0 68.22 

B P53 0.33×0.26 12.0 68.34 

B P54 0.38×0.32 10.0 68.36 

B P55 0.37×0.30 24.0 68.22 

B P56 0.47×0.33 28.0 68.18 

B P57 0.23×0.18 24.0 68.22 

B P58 0.42×0.33 30.0 68.30 

B P59 0.48×0.38 20.0 68.28 

B P60 0.27×0.24 28.0 68.30 

B P61 0.46×0.37 24.0 68.34 

B P62 0.33×0.25 24.0 68.22 

B P63 0.53×0.53 36.0 68.10 

B P64 0.31×0.29 22.0 68.24 

B P65 18.0 68.28 

B P66 0.35×0.23 34.0 68.12 ４号竪穴建物跡と重複

B P67 0.28×0.27 36.0 68.10 

B P68 0.35×0.32 24.0 68.22 

B P69 14.0 68.40 ４号竪穴建物跡と重複

C P1 0.72×0.69 16.0 68.34 

C P2 0.31×0.39 20.0 68.22 

C P3 0.36×0.31 32.0 68.10 

C P4 0.31×0.29 28.0 68.18 

C P5 0.26×0.29 26.0 68.16 

C P6 0.25×0.27 30.0 68.12 

C P7 0.36×0.56 24.0 68.16 

C P8 0.65×0.68 22.0 68.06 

C P9 0.44×0.48 18.0 67.98 

C P10 0.51×0.48 22.0 67.94 １号掘立柱建物跡

C P11 0.37×0.31 22.0 67.94 

C P12 0.40×0.32 24.0 67.98 

C P13 24.0 68.04 

C P14 18.0 68.10 

C P15 24.0 68.04 

C P16 0.61×0.64 22.0 68.12 １号掘立柱建物跡

C P17 0.65×0.90 24.0 68.04 １号掘立柱建物跡

C P18 0.31×0.32 16.0 68.18 

C P19 0.36×0.37 8.0 68.28 

C P20 0.39×0.33 16.0 68.24 

C P21 0.26×0.33 12.0 68.28 

C P22 0.65×0.67 12.0 68.12 １号掘立柱建物跡

C P23 1.01×1.00 24.0 67.98 １号掘立柱建物跡

C P24 0.65×0.61 18.0 68.22 

C P25 0.50×0.47 12.0 68.10 

C P26 18.0 68.16 

C P27 0.36×0.37 18.0 68.28 

C P28 0.30×0.31 34.0 68.12 

C P29 0.40×0.32 36.0 68.10 

C P30 0.32×0.32 18.0 68.28 

C P31 0.27×0.26 40.0 68.06 

C P32 0.28×0.29 32.0 68.10 
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地区 地区別ピット№ 開口部（ｍ） 検出面からの深（㎝） 底面標高（m） 備考

C P33 0.30×0.27 24.0 68.16 

C P34 0.25×0.29 24.0 68.16 

C P35 0.32×0.22 24.0 68.22 

C P36 26.0 68.28 

C P37 0.77×0.77 22.0 68.18 

C P38 0.81×0.68 26.0 68.04 １号掘立柱建物跡

C P39 0.86×0.89 18.0 68.00 １号掘立柱建物跡

C P40 0.87×0.81 12.0 68.04 １号掘立柱建物跡

D P1 30.6 67.20 

D P2 0.38×0.32 32.8 67.24 ２号掘立柱建物跡

D P3 35.2 67.18 ２号掘立柱建物跡

D P4 0.35×0.35 32.8 67.23 ２号掘立柱建物跡

D P5 0.33×0.28 36.6 67.20 ２号掘立柱建物跡

D P6 0.43×0.43 43.0 67.11 ２号掘立柱建物跡

D P7 0.37×0.30 31.8 67.22 ２号掘立柱建物跡

D P8 0.38×0.34 40.8 67.10 ２号掘立柱建物跡

D P10 37.0 67.10 

D P11 0.43×0.43 27.2 67.02 

D P13 0.46×0.44 12.6 67.20 

D P14 0.39×0.38 9.0 67.23 

D P16 0.29×0.29 19.0 67.07 

D P17 0.27×0.24 11.2 67.15 

D P18 0.27×0.25 17.2 67.08 

D P19 0.29×0.26 15.4 67.05 

D P20 0.55×0.51 18.0 67.04 

E P1 0.37×0.33 14.8 67.36 

E P2 0.22×0.17 16.6 67.30 

E P3 0.29×0.24 11.4 67.35 

E P4 0.22×0.20 9.0 67.34 

E P5 0.17×0.17 7.2 67.36 

E P6 15.8 67.36 

E P7 0.24×0.22 12.6 67.33 

E P8 0.26×0.23 15.8 67.33 

E P9 0.24×0.22 24.2 67.31 

E P10 0.24×0.20 26.0 67.29 

E P11 0.29×0.27 24.0 67.28 

E P12 0.23×0.19 9.8 67.42 

G P1 0.32×0.30 30.2 66.40 

G P3 0.26×0.22 63.2 66.43 

G P4 0.33×0.30 27.4 66.38 

G P5 0.38×0.35 24.2 66.46 

G P6 0.19×0.20 21.8 66.48 

G P7 0.32×0.30 33.4 66.29 

G P8 0.32×0.32 18.0 66.45 

G P9 0.30×0.27 40.6 66.26 

G P10 0.37×0.37 19.6 66.44 

G P11 0.35×0.34 27.2 66.32 

G P12 0.24×0.24 15.0 66.46 

G P13 0.32×0.27 15.6 66.46 

G P14 0.32×0.27 26.2 66.39 

G P15 0.33×0.28 19.8 66.47 
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Ⅲ　遺構と遺物

地区 地区別ピット№ 開口部（ｍ） 検出面からの深（㎝） 底面標高（m） 備考

G P16 0.33×0.29 20.6 66.48 

G P17 0.32×0.29 19.8 66.36 

G P18 0.50×0.33 24.8 66.45 

G P19A 0.31×0.12

G P19B 0.41×0.33

G P20 0.46×0.40 37.8 66.33 

G P21 0.35×0.33 16.0 66.55 

G P22 0.29×0.21 32.2 66.39 

G P23 0.27×0.25 36.6 66.34 

G P24 0.30×0.24 18.4 66.52 

G P25 0.29×0.29

G P26 0.47×0.34 34.8 66.35 

G P27 0.36×0.35

G P28 0.32×0.23

G P29 0.37×0.30

G P30 0.35×0.31 2.8 66.73 

G P31 0.51×0.42 34.8 66.37 

G P32 0.65×0.30 30.6 66.40 

G P33 0.52×0.41 33.4 66.40 

G P34 0.25×0.23 22.6 66.50 

G P35 0.47×0.29 23.6 66.49 

G P36 0.36×0.29 24.4 66.47 

G P37 0.48×0.44 32.6 66.38 

G P38 0.38×0.32 24.2 66.47 

G P39 31.4 66.39 

G P40 0.38×0.32 31.0 66.39 

G P41 0.23×0.21 25.6 66.46 

G P42 0.44×0.25 21.8 66.49 

G P43 0.47×0.30 25.2 66.47 

G P44 0.47×0.38 18.6 66.48 

G P45 0.44×0.38 28.8 66.40 

G P46 0.38×0.33 14.6 66.24 

G P47 0.45×0.45 14.2 66.15 

G P48 0.36×0.31 17.8 66.08 

G P49 0.30×0.30 35.8 66.02 

G P50 0.37×0.35 25.4 66.12 ３号掘立柱建物跡

G P51 0.35×0.29

G P52 0.41×0.34 15.4 66.55 

G P53 0.34×0.30 21.0 66.02 ３号掘立柱建物跡

G P54 0.26×0.22 16.8 66.02 ３号掘立柱建物跡

G P55 0.31×0.30 23.8 65.94 

G P56 0.22×0.18 18.8 65.98 

G P57 0.37×0.36 21.8 66.50 

G P58 0.37×0.26

G P59 0.38×0.37 27.0 66.41 

G P60 0.38×0.32 11.4 66.55 

G P61 0.31×0.26 10.8 66.48 

G P62 0.48×0.36 18.0 66.40 

G P63 0.36×0.32 11.4 66.45 

G P64 0.42×0.27 3.6 66.58 

G P65 0.28×0.28 16.6 66.37 
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地区 地区別ピット№ 開口部（ｍ） 検出面からの深（㎝） 底面標高（m） 備考

G P66 0.24×0.21

G P67 0.35×0.30 17.4 66.36 

G P68 0.29×0.24 11.2 66.13 

G P69 0.27×0.27 25.4 65.97 ３号掘立柱建物跡

G P70 0.34×0.28 18.0 66.10 ３号掘立柱建物跡

G P71 0.35×0.31 24.6 65.97 ３号掘立柱建物跡

G P72 0.21×0.20 26.2 65.98 

G P73 0.31×0.26 20.0 66.06 

G P74 0.37×0.26 24.6 65.96 

G P75 0.26×0.24 22.8 66.00 ３号掘立柱建物跡

G P76 0.44×0.33 35.4 65.87 

G P77 0.25×0.22 15.6 66.06 ３号掘立柱建物跡

G P78 0.40×0.22 15.4 66.10 

G P79 0.38×0.36 13.4 66.35 

G P80 0.32×0.24 10.8 66.37 

G P81 0.31×0.30 12.4 66.37 

G P82 0.36×0.31 16.2 66.46 

G P83 0.29×0.27 16.6 66.48 

G P84 0.31×0.31 21.8 66.33 

G P85 0.28×0.25 10.4 66.46 

G P86 0.40×0.30

G P87 0.37×0.36 0.2 66.16 

G P88 0.30×0.23 11.2 66.18 

G P89 0.28×0.27 16.8 66.14 

G P90 0.33×0.27 21.4 66.15 

G P91 0.32×0.26 12.0 66.32 

G P92 0.28×0.28

G P93 0.34×0.25 11.8 66.37 

G P94 0.34×0.28

G P95 0.37×0.22

G P96 0.37×0.36

G P97

G P98 0.26×0.24

G P99 0.20×0.17

G P100 0.25×0.23 10.4 66.38 

G P101 28.2 66.12 

G P102 12.4 66.50 

G P103 0.25×0.22

G P104 0.60×0.55 14.0 66.22 ３号掘立柱建物跡

K P1 0.36×0.31 17.8 66.86 

K P2 0.50×0.46 41.0 66.60 

K P3 0.38×0.31 20.8 66.77 

K P4 0.30×0.29 10.6 66.86 

K P5 0.43×0.42 43.0 66.56 



− 215 −

Ⅳ　自 然 科 学 分 析

１　石田Ⅰ・Ⅱ遺跡における放射性炭素年代（AMS測定）　（株）加速器分析研究所

（１）　測 定 対 象 試 料

　石田Ⅰ・Ⅱ遺跡は、岩手県奥州市胆沢区南都田字石田（北緯39°8′50″、東経141°6′24″）に所在する。
測定対象試料は、３号竪穴建物跡堆積土出土木片（No.1：IAAA-122023）、炭化物（No.2：IAAA-
122024）、４号竪穴建物跡カマド内堆積土出土炭化物（No.3：IAAA-122025）、18号竪穴建物跡カマド
煙出部内堆積土出土炭化物（No.4：IAAA-122026）、19号竪穴建物跡床面出土炭化物（No.5：IAAA-
122027）、24号竪穴建物跡張出部焼土内出土炭化物（No.6：IAAA-122028、No.7：IAAA-122029）、24
号竪穴建物跡張出部焼土出土炭化物（No.8：IAAA-122030）、25号竪穴建物跡床面出土炭化物（No.9：
IAAA-122031）、26号竪穴建物跡床面出土木炭（No.10：IAAA-122032）、27号竪穴建物跡床面出土炭
化物（No.11：IAAA-122033）、33号竪穴建物跡２層出土炭化物（No.12：IAAA-122034）、33号竪穴建
物跡Pit1堆積土出土木片（No.13：IAAA-122035）、34号竪穴建物跡貼床内出土木片（No.14：IAAA-
122036）、47号竪穴建物跡床面出土木片（No.15：IAAA-122037）、Ｇ区北側堆積土出土馬歯（No.16：
IAAA-122038）、33号土坑堆積土出土馬歯（No.17：IAAA-122039）、13号竪穴建物跡カマド燃焼部焼
土出土炭化物（No.18：IAAA-122040）、71号竪穴建物跡P1柱材出土木片（No.19：IAAA-122041）の合
計19点である（表1）。木片、炭化物、木炭（No.1 ～ 15、18、19）には年代測定のみを行い、馬歯（No.16、
17）については年代測定と炭素・窒素含有量測定を実施する。
　No. １の木片は火災竪穴建物跡の屋根材、No.3の炭化物はカマド内に残存した燃料材、No.5の炭化
物は鍛冶工房跡の燃料材、No.10の木炭は竪穴建物跡の屋根材、No.13の木片、No.18の炭化物、No.19
の木片は竪穴建物跡の柱材と捉えられている。また、No.2の炭化物は種子、No.6、7の炭化物は炭化米、
No.8の炭化物はモモの種子と見なされている。
　この遺跡は古墳時代から平安時代の集落跡で、出土遺物から想定される各試料の年代は、No.1、2、
4が7世紀後半～ 8世紀前半、No.3が6世紀前半、No.5が8世紀～ 9世紀、No.6 ～ 9が7世紀後半～ 8世紀
初頭、No.10が8世紀前半、No.11 ～ 13が7 ～ 8世紀前半、No.14、15が5世紀後半～ 6世紀、No.18は7
世紀後半～ 8世紀である。No.16は時期不明で、古代から江戸時代頃までの可能性がある。No.17は江
戸時代の可能性が高いが、古代の可能性もある。No.19は、７世紀後半～８世紀前半と見られる遺構
から出土している。

（２）測 定 の 意 義

　各遺構の年代を把握し、他の遺構との関係性を検討する。３号竪穴建物跡出土試料２点については、
屋根材と考えられるNo.1が竪穴建物跡構築時、堆積土出土のNo.2が竪穴建物跡居絶時に近い年代を
示すかどうか検討を行う。24号竪穴建物跡出土炭化米No.6、7については、両者で年代をクロスチェッ
クする。

（３）化 学 処 理 工 程

１）木片、炭化物、木炭（年代測定試料）の化学処理
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１　石田Ⅰ・Ⅱ遺跡における放射性炭素年代（AMS 測定）

　ａ）メス・ピンセットを使い、根・土等の付着物を取り除く。
　ｂ）酸-アルカリ-酸（AAA：Acid Alkali Acid）処理により不純物を化学的に取り除く。その後、超
純水で中性になるまで希釈し、乾燥させる。AAA処理における酸処理では、通常1mol/ℓ（1M）の
塩酸（HCl）を用いる。アルカリ処理では水酸化ナトリウム（NaOH）水溶液を用い、0.001Mから1Mま
で徐々に濃度を上げながら処理を行う。アルカリ濃度が1Mに達した時には「AAA」、1M未満の場合
は「AaA」と表1に記載する。
　ｃ）試料を燃焼させ、二酸化炭素（CO2）を発生させる。
　ｄ）真空ラインで二酸化炭素を精製する。
　ｅ）精製した二酸化炭素を鉄を触媒として水素で還元し、グラファイト（C）を生成させる。
　ｆ）グラファイトを内径1mmのカソードにハンドプレス機で詰め、それをホイールにはめ込み、測
定装置に装着する。
２）馬歯（年代測定試料）の化学処理
　ａ）骨・歯試料はコラーゲン抽出（Collagen Extraction）を行う（表1に「CEx」と記載する）。試料を超
純水の入ったガラスシャーレに入れ、ブラシ等を使い、根・土等の付着物を取り除く。試料をビーカー
内で超純水に浸し、超音波洗浄を行う。
　ｂ）0.2Mの水酸化ナトリウム水溶液を試料の入ったビーカーに入れ、試料の着色がなくなるまで、
1時間ごとに水酸化ナトリウム水溶液を交換する。その後、超純水で溶液を中性に戻す。試料を凍結
乾燥させ、凍結粉砕用セルに入れ、粉砕する。リン酸塩除去のために試料を透析膜に入れて1Mの塩
酸で酸処理を行い、超純水で中性にする。透析膜の内容物を遠心分離し、得られた沈殿物に超純水
を加え、90℃に加熱した後、濾過する。濾液を凍結乾燥させ、コラーゲンを得る。得られたコラー
ゲンを2つに分け、一方を年代測定用、他方を炭素・窒素含有量測定用の試料とする。
　ｃ）抽出した試料を燃焼させ、二酸化炭素（CO2）を発生させる。
　ｄ）真空ラインで二酸化炭素を精製する。
　ｅ）精製した二酸化炭素を鉄を触媒として水素で還元し、グラファイト（C）を生成させる。
　ｆ）グラファイトを内径1mmのカソードにハンドプレス機で詰め、それをホイールにはめ込み、測
定装置に装着する。
３）馬歯（炭素・窒素含有量測定試料）の化学処理
　ａ）、ｂ）まで１）と同じ処理を行う。
　ｃ）スズコンテナに封入した試料を、超高純度酸素とともにEA（ガス化前処理装置：Thermo 
Fisher Scientific社製 Flash EA1112）内の燃焼炉に落とし、スズの酸化熱を利用して1000℃の高温で
試料を燃焼・ガス化させ、酸化触媒で完全酸化させる。
　ｄ）680℃の還元カラムで窒素酸化物を還元し、水を過塩素酸マグネシウムでトラップ後、45℃の
分離カラムでN2とCO2を分離する。この時、TCDで各々検出し、C含有量、N含有量を求める（表3）。

（４）測　定　方　法

　加速器をベースとした14C-AMS専用装置（NEC社製）を使用し、14Cの計数、 13C濃度（ 13C/12C）、14C
濃度（14C/12C）の測定を行う。測定では、米国国立標準局（NIST）から提供されたシュウ酸（HOxⅡ）を
標準試料とする。この標準試料とバックグラウンド試料の測定も同時に実施する。
炭素・窒素含有量測定は、元素分析計（Thermo Fisher Scientific社製Flash EA1112 Elemental 
Analyzer）を使用する。
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Ⅳ　自然科学分析

（５）算　出　方　法

　１）δ13C は、試料炭素の13C 濃度（13C/12C）を測定し、基準試料からのずれを千分偏差（‰）で表した
値である（表1）。AMS装置による測定値を用い、表中に「AMS」と注記する。
　２）14C年代（Libby Age：yrBP）は、過去の大気中14C濃度が一定であったと仮定して測定され、
1950年を基準年（0yrBP）として遡る年代である。年代値の算出には、Libbyの半減期（5568年）を使用
する（Stuiver and Polach 1977）。14C年代はδ13Cによって同位体効果を補正する必要がある。補正し
た値を表1に、補正していない値を参考値として表2に示した。14C年代と誤差は、下1桁を丸めて10年
単位で表示される。また、14C年代の誤差（±1σ）は、試料の14C年代がその誤差範囲に入る確率が
68.2％であることを意味する。
　３）pMC （percent Modern Carbon）は、標準現代炭素に対する試料炭素の14C濃度の割合である。
pMCが小さい（14Cが少ない）ほど古い年代を示し、pMCが100以上（14Cの量が標準現代炭素と同等以
上）の場合Modernとする。この値もδ13Cによって補正する必要があるため、補正した値を表1に、補
正していない値を参考値として表2に示した。
　４）暦年較正年代とは、年代が既知の試料の14C濃度を元に描かれた較正曲線と照らし合わせ、過去
の14C濃度変化などを補正し、実年代に近づけた値である。暦年較正年代は、14C年代に対応する較正
曲線上の暦年代範囲であり、1標準偏差（1σ＝68.2％）あるいは2標準偏差（2σ＝95.4％）で表示される。
グラフの縦軸が14C年代、横軸が暦年較正年代を表す。暦年較正プログラムに入力される値は、δ13C
補正を行い、下一桁を丸めない14C年代値である。なお、較正曲線および較正プログラムは、データ
の蓄積によって更新される。また、プログラムの種類によっても結果が異なるため、年代の活用に
あたってはその種類とバージョンを確認する必要がある。ここでは、暦年較正年代の計算に、
IntCal09データベース（Reimer et al. 2009）を用い、OxCalv4.1較正プログラム（Bronk Ramsey 2009）
を使用した。暦年較正年代については、特定のデータベース、プログラムに依存する点を考慮し、
プログラムに入力する値とともに参考値として表2に示した。暦年較正年代は、14C年代に基づいて較
正（calibrate）された年代値であることを明示するために「cal BC/AD」（または「cal BP」）という単位で
表される。

（６）測　定　結　果

　試料の14C年代は、３号竪穴建物跡堆積土出土木片No.1が1380±20yrBP、炭化物No.2が1330±
20yrBP、４号竪穴建物跡カマド内堆積土出土炭化物No.3が480±20yrBP、18号竪穴建物跡カマド煙
出部内堆積土出土炭化物No.4が1290±30yrBP、19号竪穴建物跡床面出土炭化物No.5が490±20yrBP、
24号竪穴建物跡張出部焼土内出土炭化物No.6が1270±20yrBP、No.7が1290±30yrBP、24号竪穴建物
跡張出部焼土出土炭化物No.8が1240±30yrBP、25号竪穴建物跡床面出土炭化物No.9が1240±
30yrBP、26号竪穴建物跡床面出土木炭No.10が1250±20yrBP、27号竪穴建物跡床面出土炭化物No.11
が1430±30yrBP、33号竪穴建物跡２層出土炭化物No.12が1290±20yrBP、33号竪穴建物跡Pit1堆積土
出土木片No.13が1430±30yrBP、34号竪穴建物跡貼床内出土木片No.14が1600±20yrBP、47号竪穴建
物跡床面出土木片No.15が1590±20yrBP、Ｇ区北側堆積土出土馬歯No.16が810±20yrBP、33号土坑
堆積土出土馬歯No.17が150±20yrBP、13号竪穴建物跡カマド燃焼部焼土出土炭化物No.18が1330±
30yrBP、71号竪穴建物跡Pit1柱材出土木片No.19が1430±30yrBPである。３号竪穴建物跡出土のNo.1
とNo.2の値は、誤差（±1σ）の範囲でわずかに重ならないが、おおむね近い年代値である。24号竪穴
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建物跡出土のNo.6 ～ 8の値は誤差範囲で重なり、近い年代を示す。33号竪穴建物跡出土のNo.12と
No.13の値は、誤差範囲で重ならず、年代差が認められる。
　暦年較正年代（1σ）は、No.1が640 ～ 665cal ADの範囲、No.2が657 ～ 759cal ADの間に2つの範囲、
No.3が1424 ～ 1444cal ADの範囲、No.4が675 ～ 767cal ADの間に2つの範囲、No.5が1420 ～ 1440cal 
ADの範囲、No.6が691 ～ 772cal ADの間に2つの範囲、No.7が672 ～ 767cal ADの間に2つの範囲、
No.8が691 ～ 805cal ADの間に3つの範囲、No.9が694 ～ 856cal ADの間に4つの範囲、No.10が690 ～
778cal ADの間に2つの範囲、No.11が611 ～ 647cal ADの範囲、No.12が680 ～ 768cal ADの間に2つの
範囲、No.13が611 ～ 647cal ADの範囲、No.14が421 ～ 532cal ADの間に3つの範囲、No.15が430 ～
533cal ADの間に3つの範囲、No.16が1220 ～ 1256cal ADの範囲、No.17が1677 ～ 1941cal ADの間に
4つの範囲、No.18が655 ～ 758cal ADの間に2つの範囲、No.19が607 ～ 645cal ADの範囲で示される。
　複数の試料が測定された遺構から検討すると、３号竪穴建物跡の屋根材と考えられるNo.1と堆積
土出土のNo.2は、暦年代範囲が重なっているものの、No.1が古く、No.2が新しいという傾向も表れて
いることから、竪穴建物跡構築時（No.1）と竪穴建物跡廃絶時（No.2）の前後関係を反映している可能
性がある。これらの年代値は、出土遺物から想定される時期ともおおむね一致する。24号竪穴建物
跡出土のNo.6 ～ 8の暦年代は重なる範囲が多く、出土遺物の時期とも矛盾しない。33号竪穴建物跡
出土のNo.12、13は、2σ暦年代範囲でも値が重ならず、年代差が認められる。出土遺物の時期に対
しては２点とも矛盾しない結果である。
　その他の試料では、No.4、9 ～ 11、14、15、18が出土遺物から推定される時期と矛盾しない値を
示している。No.3、5は推定時期よりも新しい値となった。No.16は時期不明だが、想定範囲内の年
代値と見られる。No.17は、遺物から可能性が高いと考えられる江戸時代を含む年代値となっている。
No.19は、遺構の出土遺物から考えられる時期よりも新しい年代値であるが、現代まで新しくならな
い。
　試料の状態を検討すると、木片、炭化物、木炭試料（No.1 ～ 15、18、19）の炭素含有率はすべて
50％を超え、化学処理、測定上の問題は認められない。馬歯No.16、17について見ると、コラーゲン
回収率はNo.16が4％、No.17が2％で、特に問題のない値である（Hedges and van Klinken 1992）。炭
素含有量、窒素含有量は、いずれも骨コラーゲンとしておおむね適正な値である。さらに炭素・窒
素量比（C/N比）は、2点とも重量比で2.8、mol比で3.2を示しており、現生動物骨と同程度である（DeNiro 
1985、Hare and von Endt 1990）。したがって、2点の馬歯の保存状態は問題ないと考えられる。
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表 1

測定番号 試料名 採取場所 試料
形態 処理方法 δ 13C (‰ ) (AMS)

δ 13C 補正あり

Libby Age （yrBP） pMC (%)

IAAA-122023 No.1 3 号竪穴建物跡　堆積土 木片 AaA -26.43 ± 0.49 1,380 ± 20 84.18 ± 0.26 

IAAA-122024 No.2 3 号竪穴建物跡　堆積土 炭化物 AaA -26.66 ± 0.48 1,330 ± 20 84.78 ± 0.26 

IAAA-122025 No.3 4 号竪穴建物跡
カマド内堆積土 炭化物 AAA -25.32 ± 0.27 480 ± 20 94.26 ± 0.28 

IAAA-122026 No.4 18 号竪穴建物跡
カマド煙出部内堆積土 炭化物 AAA -29.82 ± 0.40 1,290 ± 30 85.16 ± 0.27 

IAAA-122027 No.5 19 号竪穴建物跡　床面 炭化物 AAA -28.31 ± 0.38 490 ± 20 94.11 ± 0.28 

IAAA-122028 No.6 24 号竪穴建物跡
張出部焼土内 炭化物 AAA -23.43 ± 0.41 1,270 ± 20 85.42 ± 0.26 

IAAA-122029 No.7 24 号竪穴建物跡　張出部焼土内 炭化物 AAA -25.14 ± 0.30 1,290 ± 30 85.13 ± 0.27 

IAAA-122030 No.8 24 号竪穴建物跡　張出部焼土 炭化物 AAA -23.38 ± 0.41 1,240 ± 30 85.66 ± 0.27 

IAAA-122031 No.9 25 号竪穴建物跡　床面 炭化物 AAA -26.94 ± 0.47 1,240 ± 30 85.72 ± 0.28 

IAAA-122032 No.10 26 号竪穴建物跡　床面 木炭 AAA -25.73 ± 0.43 1,250 ± 20 85.59 ± 0.26 

IAAA-122033 No.11 27 号竪穴建物跡　床面 炭化物 AAA -25.06 ± 0.46 1,430 ± 30 83.72 ± 0.26 

IAAA-122034 No.12 33 号竪穴建物跡　2 層 炭化物 AAA -25.68 ± 0.34 1,290 ± 20 85.21 ± 0.26 

IAAA-122035 No.13 33 号竪穴建物跡
Ｐ it1　堆積土 木片 AAA -27.96 ± 0.55 1,430 ± 30 83.71 ± 0.26 

IAAA-122036 No.14 34 号竪穴建物跡　貼床内 木片 AAA -27.22 ± 0.38 1,600 ± 20 81.94 ± 0.25 

IAAA-122037 No.15 47 号竪穴建物跡　床面 木片 AAA -26.64 ± 0.44 1,590 ± 20 82.09 ± 0.25 

IAAA-122038 No.16 G 区北側　堆積土 馬歯 CEx -18.40 ± 0.40 810 ± 20 90.42 ± 0.28 

IAAA-122039 No.17 33 号土坑　堆積土 馬歯 CEx -16.70 ± 0.34 150 ± 20 98.16 ± 0.29 

IAAA-122040 No.18 13 号竪穴建物跡
カマド燃焼部焼土 炭化物 AaA -22.77 ± 0.46 1,330 ± 30 84.73 ± 0.27 

IAAA-122041 No.19 71 号竪穴建物跡 Pit1　柱材 木片 AAA -27.54 ± 0.41 1,430 ± 30 83.65 ± 0.26 

表 2（1）

測定番号
δ 13C 補正なし

暦年較正用 (yrBP) 1 σ暦年代範囲 2 σ暦年代範囲
Age　(yrBP) pMC　（％）

IAAA-122023 1,410 ± 20 83.93 ± 0.24 1,383 ± 24 640calAD - 665calAD (68.2%) 615calAD - 671calAD (95.4%)

IAAA-122024 1,350 ± 20 84.49 ± 0.24 1,326 ± 24 657calAD - 689calAD (62.9%)
754calAD - 759calAD ( 5.3%)

651calAD - 715calAD (79.2%)
744calAD - 769calAD (16.2%)

IAAA-122025 480 ± 20 94.20 ± 0.28 475 ± 24 1424calAD - 1444calAD (68.2%) 1414calAD - 1450calAD (95.4%)

IAAA-122026 1,370 ± 30 84.33 ± 0.26 1,289 ± 25 675calAD - 713calAD (42.0%)
745calAD - 767calAD (26.2%) 667calAD - 773calAD (95.4%)

IAAA-122027 540 ± 20 93.47 ± 0.26 487 ± 23 1420calAD - 1440calAD (68.2%) 1411calAD - 1446calAD (95.4%)

IAAA-122028 1,240 ± 20 85.70 ± 0.25 1,265 ± 24 691calAD - 751calAD (58.9%)
762calAD - 772calAD ( 9.3%)

670calAD - 780calAD (93.2%)
792calAD - 805calAD ( 2.2%)

IAAA-122029 1,300 ± 30 85.10 ± 0.26 1,293 ± 25 672calAD - 713calAD (43.8%)
746calAD - 767calAD (24.4%) 665calAD - 773calAD (95.4%)

IAAA-122030 1,220 ± 20 85.94 ± 0.26 1,243 ± 25
691calAD - 750calAD (46.6%)
762calAD - 780calAD (13.9%)
792calAD - 805calAD ( 7.7%)

685calAD - 870calAD (95.4%)

IAAA-122031 1,270 ± 30 85.38 ± 0.27 1,237 ± 26
694calAD - 748calAD (36.9%)
765calAD - 783calAD (13.2%)
789calAD - 811calAD (13.9%)
847calAD - 856calAD ( 4.2%)

688calAD - 875calAD (95.4%)

IAAA-122032 1,260 ± 20 85.46 ± 0.24 1,249 ± 24 690calAD - 751calAD (54.4%)
762calAD - 778calAD (13.8%)

680calAD - 827calAD (90.4%)
839calAD - 864calAD ( 5.0%)

IAAA-122033 1,430 ± 20 83.70 ± 0.25 1,427 ± 25 611calAD - 647calAD (68.2%) 585calAD - 657calAD (95.4%)

IAAA-122034 1,300 ± 20 85.09 ± 0.25 1,285 ± 24 680calAD - 715calAD (40.1%)
744calAD - 768calAD (28.1%) 670calAD - 773calAD (95.4%)

IAAA-122035 1,480 ± 20 83.20 ± 0.25 1,428 ± 25 611calAD - 647calAD (68.2%) 585calAD - 656calAD (95.4%)

Ⅳ　自然科学分析
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表 2（2）

測定番号
δ 13C 補正なし

暦年較正用 (yrBP) 1 σ暦年代範囲 2 σ暦年代範囲
Age　(yrBP) pMC　（％）

IAAA-122036 1,640 ± 20 81.57 ± 0.24 1,599 ± 24
421calAD - 441calAD (18.8%)
455calAD - 460calAD ( 3.5%)
484calAD - 532calAD (45.9%)

414calAD - 536calAD (95.4%)

IAAA-122037 1,610 ± 20 81.81 ± 0.24 1,585 ± 24
430calAD - 444calAD (11.9%)
449calAD - 463calAD (10.8%)
483calAD - 533calAD (45.5%)

420calAD - 540calAD (95.4%)

IAAA-122038 700 ± 20 91.65 ± 0.27 808 ± 24 1220calAD - 1256calAD (68.2%) 1185calAD - 1270calAD (95.4%)

IAAA-122039 10 ± 20 99.84 ± 0.29 148 ± 23
1677calAD - 1694calAD (11.4%)
1727calAD - 1777calAD (31.7%)
1799calAD - 1813calAD ( 9.3%)
1919calAD - 1941calAD (15.8%)

1667calAD - 1707calAD (16.1%)
1720calAD - 1783calAD (33.4%)
1796calAD - 1826calAD (11.3%)
1832calAD - 1884calAD (17.0%)
1914calAD - 1948calAD (17.5%)

IAAA-122040 1,290 ± 20 85.12 ± 0.25 1,330 ± 25 655calAD - 689calAD (64.8%)
754calAD - 758calAD ( 3.4%)

650calAD - 715calAD (81.1%)
745calAD - 768calAD (14.3%)

IAAA-122041 1,480 ± 20 83.22 ± 0.25 1,434 ± 25 607calAD - 645calAD (68.2%) 577calAD - 654calAD (95.4%)

[ 参考値 ]
表 3

試料名 C 含有量（％） N 含有量（％）

No.16 43.8 15.8

No.17 43.5 15.7

注）表 3 に結果を示した炭素と窒素の含有量の測定は、SI サイエンス株式会社の協力を得て行った。
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１　石田Ⅰ・Ⅱ遺跡における放射性炭素年代（AMS 測定）

参考　暦年較正年代グラフ
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２　石田Ⅰ・Ⅱ遺跡出土須恵器胎土分析　　　　　　 ㈱第四紀 地質研究所　井上　巖

Ｘ線回折試験及び化学分析試験

（１）実　験　条　件

　　（１）－１　試料
　分析に供した試料は第１表胎土性状表に示す通りである。
　Ｘ線回折試験に供する遺物試料は洗浄し、乾燥したのちに、メノウ乳鉢にて粉砕し、粉末試料と
して実験に供した。
　化学分析は土器をダイヤモンドカッターで小片に切断し、表面を洗浄し、乾燥後、試料表面をコー
テングしないで、直接電子顕微鏡の鏡筒内に挿入し、分析した。
　　（１）－２　Ｘ線回折試験
　土器胎土に含まれる粘土鉱物及び造岩鉱物の同定はＸ線回折試験によった。測定には日本電子製
ＪＤＸ―８０２０Ｘ線回折装置を用い、次の実験条件で実験した。
　Target: Cu, Filter: Ni, Voltage: 40kV, Current: 30mA, ステップ角度：０. ０２゜
　計数時間：０. ５秒。
　　（１）－３　化学分析
　元素分析は日本電子製5300ＬＶ型電子顕微鏡に2001型エネルギー分散型蛍光Ｘ線分析装置をセッ
トし、実験条件は加速電圧：１５ｋＶ、分析法：スプリント法、分析倍率：200倍、分析有効時間：
100秒、分析指定元素10元素で行った。

（２）Ｘ線回折試験結果の取扱い	

　実験結果は第１表胎土性状表に示す通りである。
　第１表右側にはＸ線回折試験に基づく粘土鉱物及び造岩鉱物の組織が示してあり、左側には、各
胎土に対する分類を行った結果を示している。
Ｘ線回折試験結果に基づく粘土鉱物及び造岩鉱物の各々に記載される数字はチャートの中に現われ
る各鉱物に特有のピークの強度を記載したものである。
　（２）－１　組成分類
　１）　Ｍｏｎｔ-Ｍｉｃａ-Ｈｂ三角ダイヤグラム
第１図に示すように三角ダイヤグラムを１～１３に分割し、位置分類を各胎土について行い、各胎
土の位置を数字で表した。
　Mont､ Mica､ Hbの三成分の含まれない胎土は記載不能として14にいれ、別に検討した。　三角
ダイヤグラムはモンモリロナイト（Mont）、雲母類（Mica）、角閃石（Hb）のＸ線回折試験における
チャートのピーク強度をパーセント（％）で表示する。
　モンモリロナイトはMont/Mont+Mica+Hb*l00でパーセントとして求め、同様にMica,Hbも計算し、
三角ダイヤグラムに記載する。
　三角ダイヤグラム内の１～４はMont,Mica,Hbの３成分を含み、各辺は２成分、各頂点は１成分よ
りなっていることを表している。　　
　位置分類についての基本原則は第１図に示す通りである。

Ⅳ　自然科学分析
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　２）　Ｍｏｎｔ- Ｃｈ, Ｍｉｃａ-Ｈｂ菱形ダイヤグラム
　第２図に示すように菱形ダイヤグラムを１～ 19に区分し、位置分類を数字で記載した。記載不能
は20として別に検討した。
　モンモリロナイト（Mont）、雲母類（Mica）、角閃石（Hb）、緑泥石（Ch）の内、
　ａ）３成分以上含まれない、ｂ）Mont,Chの２成分が含まれない、ｃ）Mica,Hbの２成分が含まれ
ない、の３例がある。
　菱形ダイヤグラムはMont-Ch, Mica-Hbの組合せを表示するものである。Mont-Ch,Mica-Hb のそれ
ぞれのＸ線回折試験のチャートの強度を各々の組合せ毎にパーセントで表すもので、例えば、Mont/
Mont+Ch*100と計算し、　Mica,Hb,Chも各々同様に計算し、記載する。
　菱形ダイヤグラム内にある１～７はMont,Mica,Hb,Chの４成分を含み、各辺はMont,Mica,Hb,Chの
うち３成分、各頂点は２成分を含んでいることを示す。
　位置分類についての基本原則は第２図に示すとおりである。
　３）化学分析結果の取り扱い
　化学分析結果は酸化物として、ノーマル法（10元素全体で100％になる）で計算し、化学分析表を作
成した。化学分析表に基づいてSiO2-Al2O3図、Fe2O3-TiO2図、K2O-CaO図の各図を作成した。これら
の図をもとに、土器類を元素の面から分類した。

（３）Ｘ線回折試験結果

　（３）－１　タイプ分類
　第１表胎土性状表には石田Ⅰ・Ⅱ遺跡出土土器と堤遺跡、沢田遺跡、谷地遺跡から出土した土器
が記載してある。
　第３表タイプ分類表に示すように土器はＡとＢの２タイプが検出された。
　　Ａタイプ：Hb を１成分含みMont,Mica,Chの３成分にかける。
　　Ｂタイプ： Mont,Mica,Hb,Chの４成分に欠ける。
　高温で焼成されているために鉱物は分解してガラスに変質している。
　検出されたのは堤―１のＡタイプを除く全てＢタイプである。
　　（３）－２　石英（Ｑｔ）-斜長石（Ｐｌ）の相関について
　土器胎土中に含まれる砂の粘土に対する混合比は粘土の材質、土器の焼成温度と大きな関わりが
ある。土器を制作する過程で、ある粘土にある量の砂を混合して素地土を作るということは個々の
集団が持つ土器制作上の固有の技術であると考えられる。
　自然の状態における各地の砂は固有の石英と斜長石比を有している。この比は後背地の地質条件
によって各々異なってくるものであり、言い換えれば、各地の砂はおのおの固有の石英と斜長石比
を有していると言える。
　第５図Ｑｔ-Ｐｌ図に示すようにＱｔの強度が小の領域から大の領域にかけて10グループと“その
他”に分類された。

Ｑｔ－１：Ｑｔが150 ～ 1000、Ｐｌが50 ～ 130の領域に分布する。青森県の犬走窯跡群と砂田窯
跡群の土器が集中する。

Ｑｔ－２：Ｑｔが480 ～ 1650、Ｐｌが50 ～ 160の領域に分布する。福島県の大戸窯跡群の土器が
集中し、宮城県の窯跡群の土器、岩手県の土器、秋田県の窯跡群の土器が青森県の犬走
窯跡群と砂田窯跡群の土器と混在する。
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Ｑｔ－３：Ｑｔが1270 ～ 2500、Ｐｌが60 ～ 210の領域に分布する。宮城県の窯跡群の土器、岩手
県と秋田県の窯跡群の土器が青森県の犬走窯跡群と砂田窯跡群の土器と混在する。

Ｑｔ－４：Ｑｔが2450 ～ 3200、Ｐｌが55 ～ 160の領域に分布する。秋田県の土器が集中し、宮城
県の関ノ入窯跡群と岩手県の杉の上窯跡群の土器が混在する。

Ｑｔ－５：Ｑｔが3150 ～ 4300、Ｐｌが700 ～ 1500の領域に分布する。秋田県の手形山窯跡群の土
器が集中する。

Ｑｔ－６：Ｑｔが1000 ～ 1600、Ｐｌが240 ～ 400の領域に分布する。宮城県の日の出山窯跡群の
坏類が集中する。

Ｑｔ－７：Ｑｔが2300 ～ 3200、Ｐｌが180 ～ 400の領域に分布する。宮城県の日の出山窯跡群の
坏類が集中する。

Ｑｔ－８：Ｑｔが3400 ～ 4300、Ｐｌが170 ～ 320の領域に分布する。秋田県の谷地Ⅱ窯跡群の土
器が集中する。

Ｑｔ－９：Ｑｔが1350 ～ 2000、Ｐｌが550 ～ 900の領域に分布する。秋田県の谷地Ⅱ窯跡群の赤
褐色土器と宮城県の日の出山窯跡群の土器が混在する。

Ｑｔ－10：Ｑｔが2800 ～ 3500、Ｐｌが380 ～ 780の領域に分布する。秋田県の手形山窯跡群の赤
褐色土器と谷地Ⅱ窯跡群の土器が集中する。

石田Ⅰ・Ⅱ遺跡出土土器と堤遺跡、沢田遺跡、谷地遺跡から出土した土器Qt-2とQt-3の領域に集中
し、Qt-2では石田Ⅰ・Ⅱ遺跡、堤遺跡、沢田遺跡、谷地遺跡から出土した土器が共存し
関連性がうかがわれる。焼成ランクー高の領域にあり、高温で焼成されている。

（４）化 学 分 析 結 果

　第２表化学分析表には石田Ⅰ・Ⅱ遺跡出土土器と堤遺跡、沢田遺跡、谷地遺跡から出土した土器
が記載してある。
　分析結果に基づいて第６図SiO2-Al2O3図（総合図）、第７図Fe2O3-TiO2図（総合図）、第８図K2O-CaO
図（総合図）を作成した。
　（４）－１　SiO2-Al2O3の相関について
　第６図SiO2-Al2O3図に示すように、石田Ⅰ・Ⅱ遺跡出土土器と堤遺跡、沢田遺跡、谷地遺跡から出
土した土器はⅠ～Ⅴの５タイプに分類した。
Ⅰタイプ：SiO2が53 ～ 60％、Al2O3が25 ～ 35％の領域に分布する。

秋田県の手形山窯跡群の土器が集中し、竹原窯跡群、青森県の犬走窯跡群、宮城県の日
の出山窯跡群の土器が混在する。

Ⅱタイプ：SiO2が55 ～ 64％、Al2O3が20 ～ 28％の領域に分布する。
秋田県,宮城県,青森県の土器が混在する。

Ⅲタイプ：SiO2が63 ～ 71.5％、Al2O3が17.5 ～ 27％の領域に分布する。
青森県、秋田県、岩手県、宮城県、福島県の各窯跡群の土器が集中する。

Ⅳタイプ：SiO2が66 ～ 72％、Al2O3が17 ～ 22％の領域に分布する。
Ⅴタイプ：SiO2が73 ～ 75.5％、Al2O3 ３が14.5 ～ 18％の領域に分布する。

秋田県の竹原窯跡群が集中し、日の出山窯跡群の土器が混在する。
　石田Ⅰ・Ⅱ遺跡、堤遺跡、沢田遺跡、谷地遺跡から出土した土器はⅢタイプの領域に集中し、石
田Ⅰ・Ⅱ遺跡、堤遺跡、沢田遺跡、谷地遺跡から出土した土器が共存し関連性がうかがわれる。Ⅳ

Ⅳ　自然科学分析
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タイプの領域には石田Ⅰ・Ⅱ遺跡の７世紀の甕が集中する。
　（４）- ２　Fe2O3-TiO2の相関について
　第７図Fe2O3 ー TiO2図に示すように、Fe2O3の領域によって、石田Ⅰ・Ⅱ遺跡出土土器と堤遺跡、
沢田遺跡、谷地遺跡から出土した土器はFe2O3：１～ Fe2O3：６の６タイプに分類した。

Fe2O3：１―Fe2O3が2.1 ～ 3.73％、TiO2が0.25 ～ 0.85％の領域に分布する。
福島県の大戸窯跡群の土器が集中する。

Fe2O3：２―Fe2O3が2.70 ～ 7.60％、TiO2が0.53 ～ 1.52％の領域に分布する。
青森県の犬走窯跡群、砂田窯跡群の土器が集中し、秋田県、岩手県、宮城県の各窯跡
群の土器もこの領域に混在する。岩手県の瀬谷子遺跡と杉の上遺跡の土器が共存する。

Fe2O3：３―Fe2O3が5.9 ～ 8％、TiO2が0.67 ～ 1.3％の領域に分布する。
宮城県の木戸窯跡群と日の出山窯跡群の土器が集中する。岩手県の瀬谷子遺跡と杉の
上遺跡の土器が共存する。

Fe2O3：４―Fe2O3が3 ～ 6.5％、TiO2が1.0 ～ 1.7％の領域に分布する。
秋田県の手形山窯跡群、谷地Ⅱ窯跡群、竹原窯跡群の土器が混在する。

Fe2O3：５―Fe2O3が6 ～ 8％、TiO2が1.2 ～ 2.1％の領域に分布する。
宮城県の日の出山窯跡群の土器が集中し、青森県砂田窯跡群の土器が混在する。

Fe2O3：６―Fe2O3が8 ～ 12.5％、TiO2が0.7 ～ 1.5％の領域に分布する。
宮城県の日の出山窯跡群の土器が集中し、青森県砂田窯跡群の土器が混在する。

　このように窯跡群ごとに領域が異なる傾向は第６図SiO2-Al2O3図の傾向とよく似ている。
　石田Ⅰ・Ⅱ遺跡、堤遺跡、沢田遺跡、谷地遺跡から出土した土器はFe2O3：２の領域に集中し、石
田Ⅰ・Ⅱ遺跡、堤遺跡、沢田遺跡、谷地遺跡の土器は共存する。Fe2O3：３とFe2O3：６の領域には
石田Ⅰ・Ⅱ遺跡の７世紀の甕が分布する。
　（４）－３　K2O−CaOの相関について
　第８図K2O−CaO図に示すようにK2OとCaOの値によってK2O：１～ K2O：２と２グループと “そ
の他”に分類した。

K2O：１―K2Oが1.0 ～ 2.9％、CaOが0.1 ～ 1.0％の領域に分布する。
青森県、岩手県、秋田県、宮城県の窯跡群の土器が集中する。

K2O：２―K2Oが1.3 ～ 2.8％、CaOが0 ～ 0.9％の領域に分布する。
福島県の大戸窯跡群の土器が集中する。

　石田Ⅰ・Ⅱ遺跡出土土器と堤遺跡、沢田遺跡、谷地遺跡から出土した土器はK2O：１の領域に集中
する。

（５）組　成　分　類

　Ｘ線回折試験と蛍光Ｘ線分析結果に基づいて、石田Ⅰ・Ⅱ遺跡出土土器と堤遺跡、沢田遺跡、谷
地遺跡から出土した土器を第３表タイプ分類表と第４表組成分類表に示すように分類した。
１）　第３表タイプ分類表に示すように、堤―１がAタイプでその他の土器は高温で焼成されている

ため鉱物は分解してガラスに変質し､ Ｂタイプになっている。
２）　第５図Ｑｔ－Ｐｌ図に示すように、Ｑｔ：小の領域からＱｔ：大の領域に向かって10タイプに

分類された。
３）　第６図SiO2−Al2O3図の分析結果からタイプⅠ～Ⅴの５タイプに分類された。石田Ⅰ・Ⅱ遺跡出
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土土器と堤遺跡、沢田遺跡、谷地遺跡から出土した土器はⅢタイプの領域に集中し、一部はⅣ
タイプの領域のものもあり、大きくは２種類の土のように見受けられる。

（６）ま　と　め

　第４表を分類された個体数の多いタイプから順に特徴を述べる。
　石田Ⅰ・Ⅱ遺跡出土土器と堤遺跡、沢田遺跡、谷地遺跡から出土した土器を第４表組成分類表に
示すように大きくはQt-2とSiO2のⅢタイプの組成を持つもの、Qt- ３とSiO2のⅢタイプの組成を持つ
もの、Qt- ３とSiO2のⅣタイプの組成を持つもの、この３タイプが大きく分けた時の胎土の組成であ
る。この基本的な組成をFe2O3の分類で細分すると多種にわたり、分散することがわかる。ここでは
上記の３タイプを中心として分類したものについて検討する。

１）　最も多く検出されたのは「Ｑｔ－３・Ⅲタイプ」で瀬谷子窯跡の胎土と関連するものである。
これらはFe2O3の分類で細分されるが石田Ⅰ・Ⅱ遺跡の土器は瀬谷子窯跡の土器に近く、鉄分
で幾分ばらつくが大きくは瀬谷子のタイプではなかろうか。次に「Ｑｔ－２・Ⅲタイプ」で石田
Ⅰ・Ⅱ遺跡の７世紀の甕類このタイプにあたる。「Ｑｔ－３・Ⅳタイプ」は石田Ⅰ・Ⅱ遺跡の７
世紀の甕で瀬谷子窯跡とは異なる傾向を示す。

２）　その他のタイプは多数検出され、統一性がなく、多種にわたる。
３）　沢田- １の「陶邑？」は第９図～第12図の陶邑系との対比では陶邑とは異なる領域にあり、陶

邑とは言い難い。むしろ瀬谷子窯跡と類似する組成を示しているように見受けられる。
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２　石田Ⅰ・Ⅱ遺跡出土須恵器胎土分析

第2図　菱形ダイヤグラム位置分類図

第1図　三角ダイヤグラム位置分類図
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Ⅳ　自然科学分析

第4図　Mo-Ch,Mi-Hb菱形ダイヤグラム

第3図　Mo-Mi-Hb三角ダイヤグラム
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２　石田Ⅰ・Ⅱ遺跡出土須恵器胎土分析

第
5図
　
Ｑ
ｔ
－
Ｐ
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図（
東
北
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方
の
古
窯
跡
）
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Ⅳ　自然科学分析

第
5図
　
Ｑ
ｔ
－
Ｐ
ｌ
図（
石
田
Ⅰ
・
Ⅱ
遺
跡
） 
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２　石田Ⅰ・Ⅱ遺跡出土須恵器胎土分析

第
6図
　
S
iO
2−
A
l 2O

3図
（
東
北
地
方
の
古
窯
跡
） 
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第
6図
　
S
iO
2−
A
l 2O

3図
（
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・
Ⅱ
遺
跡
） 
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２　石田Ⅰ・Ⅱ遺跡出土須恵器胎土分析

第
7図
　
Fe

2O
3−
Ti
O
2図
（
東
北
地
方
の
古
窯
跡
） 



− 235 −

Ⅳ　自然科学分析

第
7図
　
Fe

2O
3−
Ti
O
2図
（
石
田
Ⅰ
・
Ⅱ
遺
跡
）
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２　石田Ⅰ・Ⅱ遺跡出土須恵器胎土分析

第
8図
　
K
2O
−
C
aO
図（
東
北
地
方
の
古
窯
跡
）



− 237 −

Ⅳ　自然科学分析

第
8図
　
K
2O
−
C
aO
図（
石
田
Ⅰ
・
Ⅱ
遺
跡
） 
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２　石田Ⅰ・Ⅱ遺跡出土須恵器胎土分析

第
9図
　
Q
t−
P
l図
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Ⅳ　自然科学分析

第
10
図
　
S
iO
2−
A
l 2O

3図
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２　石田Ⅰ・Ⅱ遺跡出土須恵器胎土分析

第
11
図
　
Fe

2O
3−
Ti
O
2図
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Ⅳ　自然科学分析

第
12
図
　
K
2O
C
aO
図
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２　石田Ⅰ・Ⅱ遺跡出土須恵器胎土分析
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１
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状
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Ⅳ　自然科学分析

第
２
表
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学
分
析
表
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・

Ⅱ
-1

4
甕

7
～

8
世

紀
18

号
竪

穴
石

田
他

15
1.2

8 
0.0

0 
24

.74
 

60
.88

 
2.5

7 
0.6

1 
0.7

3 
0.7

4 
8.2

8 
0.1

8 
10

0.0
1 

石
田

Ⅰ
・

Ⅱ
-1

5
甕

7
～

8
世

紀
10

52
石

田
他

16
1.8

5 
0.0

0 
23

.72
 

60
.72

 
6.2

4 
0.5

9 
0.6

7 
0.8

4 
5.3

7 
0.0

0 
10

0.0
0 

石
田

Ⅰ
・

Ⅱ
-1

6
坏

7
～

8
世

紀
10

56
石

田
他

17
0.6

8 
0.0

0 
23

.98
 

62
.55

 
2.0

1 
0.1

5 
1.0

4 
0.2

0 
9.3

9 
0.0

0 
10

0.0
0 

石
田

Ⅰ
・

Ⅱ
-1

7
壺

・
甕

類
7

～
8

世
紀

10
53

石
田

他
18

1.2
0 

0.0
0 

20
.86

 
69

.53
 

1.6
9 

0.7
1 

0.5
6 

0.6
8 

4.6
5 

0.1
1 

99
.99

 
石

田
Ⅰ

・
Ⅱ

-1
8

甕
7

～
9

世
紀

10
59

石
田

他
19

1.5
3 

0.0
0 

23
.88

 
63

.59
 

2.0
7 

1.6
3 

0.5
8 

0.1
3 

6.5
8 

0.0
0 

99
.99

 
石

田
Ⅰ

・
Ⅱ

-1
9

甕
7

～
9

世
紀

19
号

竪
穴

石
田

他
20

1.0
8 

0.0
0 

24
.32

 
65

.39
 

1.1
1 

0.6
3 

1.2
8 

0.6
5 

5.4
8 

0.0
6 

10
0.0

0 
石

田
Ⅰ

・
Ⅱ

-2
0

甕
7

～
8

世
紀

20
号

竪
穴

石
田

他
21

0.3
5 

0.0
0 

20
.14

 
69

.26
 

2.3
4 

0.3
1 

0.7
3 

1.0
6 

4.8
3 

1.0
0 

10
0.0

2 
石

田
Ⅰ

・
Ⅱ

-2
1

壺
・

甕
類

7
～

8
世

紀
20

号
竪

穴
石

田
他

22
1.2

7 
0.0

0 
24

.09
 

66
.91

 
1.8

3 
0.6

9 
1.3

3 
0.0

0 
3.8

7 
0.0

0 
99

.99
 

石
田

Ⅰ
・

Ⅱ
-2

2
壺

・
甕

類
7

～
8

世
紀

10
62

石
田

他
23

1.3
6 

0.0
0 

23
.05

 
65

.56
 

1.9
5 

0.6
7 

1.1
2 

0.2
5 

5.9
3 

0.1
2 

10
0.0

1 
石

田
Ⅰ

・
Ⅱ

-2
3

坏
7

～
8

世
紀

10
61

石
田

他
24

0.6
2 

0.0
0 

23
.05

 
62

.43
 

2.7
9 

0.3
9 

1.0
9 

0.5
4 

9.0
9 

0.0
0 

10
0.0

0 
石

田
Ⅰ

・
Ⅱ

-2
4

甕
7

～
8

世
紀

10
60

石
田

他
25

0.4
2 

0.0
0 

20
.11

 
66

.97
 

2.1
4 

0.1
8 

0.9
1 

0.7
7 

8.5
0 

0.0
0 

10
0.0

0 
石

田
Ⅰ

・
Ⅱ

-2
5

甕
7

～
8

世
紀

10
65

石
田

他
26

0.7
0 

0.0
0 

19
.68

 
69

.14
 

2.3
4 

0.2
2 

0.7
6 

0.0
0 

6.5
1 

0.6
3 

99
.98

 
石

田
Ⅰ

・
Ⅱ

-2
6

甕
7

～
8

世
紀

10
63

石
田

他
27

0.6
1 

0.0
0 

25
.34

 
63

.17
 

2.2
6 

0.1
9 

0.8
4 

0.0
9 

6.9
2 

0.5
8 

10
0.0

0 
石

田
Ⅰ

・
Ⅱ

-2
7

坏
7

～
8

世
紀

10
66

石
田

他
28

0.8
4 

0.0
0 

20
.42

 
68

.77
 

2.4
3 

0.3
4 

0.7
4 

0.0
0 

6.4
6 

0.0
0 

10
0.0

0 
石

田
Ⅰ

・
Ⅱ

-2
8

甕
7

～
8

世
紀

25
号

竪
穴

石
田

他
29

0.7
4 

0.0
0 

23
.38

 
67

.17
 

1.2
1 

0.3
1 

1.2
2 

0.4
0 

5.5
7 

0.0
0 

10
0.0

0 
石

田
Ⅰ

・
Ⅱ

-2
9

甕
7

～
8

世
紀

27
号

竪
穴

石
田

他
30

1.0
7 

0.0
0 

24
.76

 
60

.20
 

2.6
7 

0.3
6 

0.8
7 

1.1
7 

8.6
7 

0.2
3 

10
0.0

0 
沢

田
－

1
坏

5
～

6
世

紀
報

文
;12

1
石

田
他

31
0.7

7 
0.0

0 
20

.61
 

59
.29

 
1.4

5 
0.4

7 
1.0

8 
0.7

2 
15

.51
 

0.1
0 

10
0.0

0 
堤

－
1

坏
8

世
紀

後
半

石
田

他
32

1.0
7 

0.0
0 

22
.25

 
60

.72
 

2.4
2 

0.4
3 

2.5
0 

0.5
9 

9.9
8 

0.0
4 

10
0.0

0 
堤

－
2

甕
8

世
紀

後
半

石
田

他
33

1.0
9 

0.0
0 

21
.55

 
67

.44
 

2.1
5 

0.3
8 

1.0
9 

0.2
3 

6.0
7 

0.0
0 

10
0.0

0 
谷

地
-1

坏
9

世
紀

瀬
谷

子
？

石
田

他
34

0.5
4 

0.0
0 

26
.10

 
63

.54
 

1.9
9 

0.2
0 

0.9
6 

0.2
9 

6.3
6 

0.0
0 

99
.98

 
谷

地
-2

坏
9

世
紀

瀬
谷

子
？

石
田

他
35

0.9
7 

0.0
0 

22
.08

 
65

.87
 

2.2
9 

0.3
4 

1.6
7 

0.5
4 

6.2
4 

0.0
0 

10
0.0

0 
谷

地
-3

坏
9

世
紀

瀬
谷

子
？

石
田

他
36

0.9
6 

0.0
0 

23
.09

 
65

.99
 

2.2
6 

0.2
6 

0.9
9 

0.6
1 

5.8
5 

0.0
0 

10
0.0

1 
谷

地
-4

坏
9

世
紀

瀬
谷

子
？

石
田

他
37

0.9
1 

0.0
0 

25
.85

 
62

.40
 

1.6
5 

0.2
6 

1.2
2 

0.3
6 

7.0
4 

0.3
0 

99
.99

 
谷

地
-5

坏
9

世
紀

瀬
谷

子
？

石
田

他
38

0.8
3 

0.0
0 

23
.21

 
65

.70
 

1.9
9 

0.3
8 

0.9
4 

0.0
0 

6.9
6 

0.0
0 

10
0.0

1 
谷

地
-6

甕
9

世
紀

瀬
谷

子
？

石
田

他
39

0.7
1 

0.0
0 

24
.19

 
61

.49
 

1.5
6 

0.4
0 

2.2
9 

0.7
1 

8.4
3 

0.2
2 

10
0.0

0 
谷

地
-7

甕
9

世
紀

瀬
谷

子
？

石
田

他
40

1.0
3 

0.0
0 

25
.23

 
63

.83
 

2.1
8 

0.2
6 

1.4
8 

0.6
1 

4.8
7 

0.5
1 

10
0.0

0 
谷

地
-8

甕
9

世
紀

瀬
谷

子
？

石
田

他
41

0.8
6 

0.0
0 

22
.39

 
67

.47
 

2.4
0 

0.4
4 

1.1
9 

0.0
0 

5.2
5 

0.0
0 

10
0.0

0 
谷

地
-9

甕
9

世
紀

瀬
谷

子
？

石
田

他
42

0.6
4 

0.0
0 

27
.44

 
56

.21
 

1.9
5 

1.0
7 

1.3
0 

1.3
5 

9.7
8 

0.2
7 

10
0.0

1 
谷

地
-1

0
甕

9
世

紀
瀬

谷
子

？
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２　石田Ⅰ・Ⅱ遺跡出土須恵器胎土分析

第
３
表
　
タ
イ
プ
分
類
表

第
４
表
（
1）
　
組
成
分
類
表

試
料

タイ
プ

備
　

　
　

　
　

　
　

　
考

Ｎ
o

分
類

遺
跡

名
器

形
時

期
掲

載
№

等
石

田
他

31
A

堤
－

1
坏

8世
紀

後
半

石
田

他
1

B
石

田
-1

甕
5～

6世
紀

10
01

石
田

他
2

B
石

田
-2

甕
7～

8世
紀

10
03

石
田

他
3

B
石

田
-3

甕
7～

8世
紀

10
08

石
田

他
4

B
石

田
-4

甕
7～

8世
紀

4号
竪

穴
石

田
他

5
B

石
田

-5
坏

7～
8世

紀
10

67
石

田
他

6
B

石
田

-6
甕

7～
8世

紀
10

68
石

田
他

7
B

石
田

-7
甕

7～
8世

紀
10

64
石

田
他

8
B

石
田

-8
甕

5～
6世

紀
8号

竪
穴

石
田

他
9

B
石

田
-9

甕
5～

6世
紀

10
号

竪
穴

石
田

他
10

B
石

田
-10

甕
5～

6世
紀

10
41

石
田

他
11

B
石

田
-11

甕
7～

8世
紀

10
43

石
田

他
12

B
石

田
-12

甕
7～

8世
紀

10
46

石
田

他
13

B
石

田
-13

甕
7～

8世
紀

18
号

竪
穴

石
田

他
14

B
石

田
-14

甕
7～

8世
紀

18
号

竪
穴

石
田

他
15

B
石

田
-15

甕
7～

8世
紀

10
52

石
田

他
16

B
石

田
-16

坏
7～

8世
紀

10
56

石
田

他
17

B
石

田
-17

壺
・

甕
類

7～
8世

紀
10

53
石

田
他

18
B

石
田

-18
甕

7～
9世

紀
10

59
石

田
他

19
B

石
田

-19
甕

7～
9世

紀
19

号
竪

穴
石

田
他

20
B

石
田

-20
甕

7～
8世

紀
20

号
竪

穴
石

田
他

21
B

石
田

-21
壺

・
甕

類
7～

8世
紀

20
号

竪
穴

石
田

他
22

B
石

田
-22

壺
・

甕
類

7～
8世

紀
10

62
石

田
他

23
B

石
田

-23
坏

7～
8世

紀
10

61
石

田
他

24
B

石
田

-24
甕

7～
8世

紀
10

60
石

田
他

25
B

石
田

-25
甕

7～
8世

紀
10

65
石

田
他

26
B

石
田

-26
甕

7～
8世

紀
10

63
石

田
他

27
B

石
田

-27
坏

7～
8世

紀
10

66
石

田
他

28
B

石
田

-28
甕

7～
8世

紀
25

号
竪

穴
石

田
他

29
B

石
田

-29
甕

7～
8世

紀
27

号
竪

穴
石

田
他

30
B

沢
田

－
1

坏
5～

6世
紀

報
文

;12
1

石
田

他
32

B
堤

－
2

甕
8世

紀
後

半
石

田
他

33
B

谷
地

-1
坏

9世
紀

瀬
谷

子
？

石
田

他
34

B
谷

地
-2

坏
9世

紀
瀬

谷
子

？
石

田
他

35
B

谷
地

-3
坏

9世
紀

瀬
谷

子
？

石
田

他
36

B
谷

地
-4

坏
9世

紀
瀬

谷
子

？
石

田
他

37
B

谷
地

-5
坏

9世
紀

瀬
谷

子
？

石
田

他
38

B
谷

地
-6

甕
9世

紀
瀬

谷
子

？
石

田
他

39
B

谷
地

-7
甕

9世
紀

瀬
谷

子
？

石
田

他
40

B
谷

地
-8

甕
9世

紀
瀬

谷
子

？
石

田
他

41
B

谷
地

-9
甕

9世
紀

瀬
谷

子
？

石
田

他
42

B
谷

地
-10

甕
9世

紀
瀬

谷
子

？

試
料

タイ
プ

備
　

　
　

　
　

　
　

　
考

Fe
Si

Qt
Ｎ

o
分

類
遺

跡
名

器
種

時
期

備
考

Qt
-2・

Ⅱ
タ

イ
プ

・
Fe

2O
3-8

8
2

2
石

田
他

15
B

石
田

Ⅰ
・

Ⅱ
-15

甕
7～

8世
紀

10
52

Qt
-2・

Ⅲ
タ

イ
プ

・
Fe

2O
3-

２
2

3
2

石
田

他
3

B
石

田
Ⅰ

・
Ⅱ

-3
甕

7～
8世

紀
10

08
2

3
2

石
田

他
9

B
石

田
Ⅰ

・
Ⅱ

-9
甕

5～
6世

紀
10

号
竪

穴
2

3
2

石
田

他
13

B
石

田
Ⅰ

・
Ⅱ

-13
甕

7～
8世

紀
18

号
竪

穴
2

3
2

石
田

他
14

B
石

田
Ⅰ

・
Ⅱ

-14
甕

7～
8世

紀
18

号
竪

穴
2

3
2

石
田

他
23

B
石

田
Ⅰ

・
Ⅱ

-23
坏

7～
8世

紀
10

61
Qt

-2・
Ⅲ

タ
イ

プ
・

Fe
2O

3-
６

6
3

2
石

田
他

24
B

石
田

Ⅰ
・

Ⅱ
-24

甕
7～

8世
紀

10
60

Qt
-3・

Ⅱ
タ

イ
プ

・
Fe

2O
3-

６
6

2
3

石
田

他
30

B
沢

田
－

1
坏

5～
6世

紀
報

文
;12

1
6

2
3

石
田

他
42

B
谷

地
-10

甕
9世

紀
瀬

谷
子

？
Qt

-3・
Ⅲ

タ
イ

プ
・

Fe
2O

3-
２

2
3

3
石

田
他

8
B

石
田

Ⅰ
・

Ⅱ
-8

甕
5～

6世
紀

8号
竪

穴
2

3
3

石
田

他
22

B
石

田
Ⅰ

・
Ⅱ

-22
壺

・
甕

類
7～

8世
紀

10
62

2
3

3
石

田
他

29
B

石
田

Ⅰ
・

Ⅱ
-29

甕
7～

8世
紀

27
号

竪
穴

2
3

3
石

田
他

33
B

谷
地

-1
坏

9世
紀

瀬
谷

子
？

2
3

3
石

田
他

34
B

谷
地

-2
坏

9世
紀

瀬
谷

子
？

2
3

3
石

田
他

36
B

谷
地

-4
坏

9世
紀

瀬
谷

子
？

2
3

3
石

田
他

40
B

谷
地

-8
甕

9世
紀

瀬
谷

子
？

2
3

3
石

田
他

41
B

谷
地

-9
甕

9世
紀

瀬
谷

子
？

Qt
-3・

Ⅲ
タ

イ
プ

・
Fe

2O
3-

３
3

3
3

石
田

他
7

B
石

田
Ⅰ

・
Ⅱ

-7
甕

7～
8世

紀
10

64
3

3
3

石
田

他
11

B
石

田
Ⅰ

・
Ⅱ

-11
甕

7～
8世

紀
10

43
3

3
3

石
田

他
27

B
石

田
Ⅰ

・
Ⅱ

-27
坏

7～
8世

紀
10

66
3

3
3

石
田

他
38

B
谷

地
-6

甕
9世

紀
瀬

谷
子

？
Qt

-3・
Ⅲ

タ
イ

プ
・

Fe
2O

3-
５

5
3

3
石

田
他

37
B

谷
地

-5
坏

9世
紀

瀬
谷

子
？

Qt
-3・

Ⅲ
タ

イ
プ

・
Fe

2O
3-

７
7

3
3

石
田

他
39

B
谷

地
-7

甕
9世

紀
瀬

谷
子

？

試
料

タイ
プ

備
　

　
　

　
　

　
　

　
考

Fe
Si

Qt
Ｎ

o
分

類
遺

跡
名

器
種

時
期

備
考

Qt
-3・

Ⅲ
タ

イ
プ

・
Fe

2O
3-

８
8

3
3

石
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Ｉ・断面―1

Ｉ・断面―2

Ｉ・断面―3

Ｉ ―1（掲載1001）

Ｉ ―2（掲載1003）

Ｉ ―3（掲載1008）

岩手県、石田Ⅰ・Ⅱ遺跡他・遺物写真

Ⅳ　自然科学分析
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Ｉ・断面―5

Ｉ・断面―6

Ｉ・断面―7

Ｉ―4（4 号竪穴出土）

Ｉ ―5（掲載1067）

Ｉ ―6（掲載1068）

Ｉ ―7（掲載1064）

Ｉ・断面―4

２　石田Ⅰ・Ⅱ遺跡出土須恵器胎土分析
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Ｉ・断面―8

Ｉ・断面―9

Ｉ・断面―10

Ｉ・断面―11

Ｉ―8（8 号竪穴出土）

Ｉ―9（10 号竪穴出土）

Ｉ―10（掲載1041）

Ｉ―11（掲載1043）

Ⅳ　自然科学分析
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Ｉ・断面―12

Ｉ・断面―13

Ｉ・断面―14

Ｉ・断面―15

Ｉ―12（掲載1046）

Ｉ―13（18 号竪穴出土）

Ｉ―14（18 号竪穴出土）

Ｉ・断面―15（掲載1052 出土）

２　石田Ⅰ・Ⅱ遺跡出土須恵器胎土分析
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Ｉ・断面―16

Ｉ・断面―17

Ｉ・断面―18

Ｉ・断面―19

Ｉ―16（掲載1056）

Ｉ―17（掲載1053）

Ｉ―18（掲載1059）

Ｉ―19（19 号竪穴出土）

Ⅳ　自然科学分析
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Ｉ・断面―20

Ｉ・断面―21

Ｉ・断面―22

Ｉ・断面―23

Ｉ―20（20 号竪穴出土）

Ｉ―21（20 号竪穴出土）

Ｉ―22（掲載1062）

Ｉ―23（掲載1061）

２　石田Ⅰ・Ⅱ遺跡出土須恵器胎土分析
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Ｉ・断面―24

Ｉ・断面―25

Ｉ・断面―26

Ｉ・断面―27

Ｉ―24（掲載1060）

Ｉ―25（掲載1065）

Ｉ―26（掲載1063）

Ｉ―27（掲載1066）

Ⅳ　自然科学分析
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Ｉ・断面―28

Ｉ・断面―29

Ｉ・断面―30

Ｉ・断面―31

Ｉ―28（25 号竪穴出土）

Ｉ―29（27 号竪穴出土）

Ｉ―30（沢田2014；121）

Ｉ―31（堤）

２　石田Ⅰ・Ⅱ遺跡出土須恵器胎土分析
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Ｉ・断面―32

Ｉ・断面―33

Ｉ・断面―34

Ｉ・断面―35

Ｉ―32（堤）

Ｉ―33（谷地）

Ｉ―34（谷地）

Ｉ―35（谷地）

Ⅳ　自然科学分析



− 254 −

Ｉ・断面―36

Ｉ・断面―37

Ｉ・断面―38

Ｉ・断面―39

Ｉ―36（谷地）

Ｉ―37（谷地）

Ｉ・断面―38（谷地）

Ｉ―39（谷地）

２　石田Ⅰ・Ⅱ遺跡出土須恵器胎土分析
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Ｉ・断面―40

Ｉ・断面―41

Ｉ・断面―42

Ｉ―40（谷地）

Ｉ―41（谷地）

Ｉ―42（谷地）

Ⅳ　自然科学分析
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３　石田Ⅰ・Ⅱ遺跡出土炭化種実（平成 23 年度分）　　　  吉川純子（古代の森研究舎）

（１）は　じ　め　に

　石田Ⅰ・Ⅱ遺跡は奥州市胆沢区の地下水が豊富な現水田地帯に立地し、大半が古墳時代に属する
50棟以上の竪穴住居が検出された大規模な集落跡である。当時の植物質食料などの利用状況を把握
する目的で本遺跡の住居覆土等が担当者により水洗選別され、残渣中炭化物の調査をおこなった。
今回分析に供した試料は現地取り上げされた比較的大きい種実８試料と選別試料５～６世紀１試料、
７～８世紀20試料、古墳時代１試料、10世紀１試料、それに７～８世紀の土壌試料４試料である。
土壌試料については0.25mm目の篩で水洗した。

（２）同　定　結　果

　本遺跡から出土した炭化物を表１～３に示す。表１は選別試料から得られた炭化種実等、表２は
現地取り上げ種実、表３は炭化材の同定結果である。５世紀の竈試料からは同定可能な炭化物を出
土しなかった。古墳時代の10号土坑からはイネを出土し、炭化材はクリ、コナラ属クヌギ節、ナナ
カマド属が確認された。10世紀の竪穴建物跡床面からは同定可能な種実は出土せず、多く堆積して
いた炭化材はほとんどがクリで少量タケ亜科が含まれていた。７〜８世紀の現地取り上げ試料はオ
ニグルミとモモが確認され、選別試料は７試料でオニグルミ、モモ、サクラ属、トチノキ、イネ、
アワ、キビ、ヒエ、エノコログサ属、メヒシバ、イシミカワ、サナエタデ近似種、マメ科、イネ科、
穀類が確認された。また16号竪穴建物跡ではカエデ属の炭化材が確認された。

（３）考　　　察

　本遺跡では炭化種実の出土が少なかったが、穀類のイネ、キビ、ヒエなどとオニグルミ、モモな
どが少量確認され、これらを食料として利用していたと考えられる。本遺跡の古墳時代10号土坑の
用途は不明であるが、炭化種実はイネのみ出土した。出土した炭化材は比較的年輪数の少ない細い
材と思われる破片が多く、燃料材の可能性が考えられる。確認された樹種も３種類でありナナカマ
ド属を含むことから当時の燃料としてこれらの樹種を使っていたことが推測される。大規模集落が
形成されていた７〜８世紀の竪穴建物跡からは主要な穀類であるイネ、アワ、キビ、ヒエとオニグ
ルミやモモ、炭化したトチノキなどを出土したことから、これらを食料として利用していたことが
考えられる。７〜８世紀の炭化材はカエデ属が確認され、おそらく近隣の調達しやすい材を用いた
と考えられる。10世紀では炭化種実は検出されなかったが、出土した炭化材試料の径はやや大きく
種類はほぼクリに限定され、出土地点が燃焼施設ではなく床面と言うことから焼失住居の可能性も
ある。本遺跡では24号竪穴建物跡をのぞいて炭化種実がほとんど検出されなかったが、燃焼施設は
酸素が供給され続けると燃焼が進むために炭化物が残りにくい。

  

 

３　石田Ⅰ・Ⅱ遺跡出土炭化種実（平成 23 年度分）
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Ⅳ　自然科学分析
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図版１　石田Ⅰ・Ⅱ遺跡出土の炭化種実と炭化材写真

　炭化種実：1.オニグルミ、内果皮破片（31） 2.モモ、核（24） 3.モモ、核破片部分炭化（25） 4.トチノキ、炭化種皮破片（15） 5.イネ、
炭化胚乳（15） 6.アワ、炭化種子（15） 7.キビ、炭化種子（15） 8.ヒエ、炭化種子（15） 9.イシミカワ、炭化果実（4） 10.サナエタデ
近似種、炭化果実（17） 11.マメ科、炭化種子（15） 12.メヒシバ、穎果（2）   スケールは1-3は10mm、4-12は1mm
　炭化材：13.タケ亜科（11）14.クリ（11）15.コナラ属クヌギ節（14）16.ナナカマド属（14）17.カエデ属（18）　C:横断面R:放射断
面T:接線断面　スケールは0.1mm

３　石田Ⅰ・Ⅱ遺跡出土炭化種実（平成 23 年度分）
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Ⅳ　自然科学分析

４　石田Ⅰ・Ⅱ遺跡出土炭化種実（平成 24 年度分）　　　吉川純子（古代の森研究舎）

（１）は　じ　め　に

　石田Ⅰ・Ⅱ遺跡は奥州市胆沢区の地下水が豊富な現水田地帯に立地し、古墳時代の竪穴建物が検
出された大規模な集落跡である。当時の植物質食料などの利用状況を把握する目的で採取された本
遺跡の焼土等の炭化物の調査をおこなった。今回分析に供した試料は土壌試料26試料で、５世紀末
～６世紀４試料、７世紀～８世紀14試料、古墳時代８試料である。土壌試料については0.25mm目の
篩で水洗し、実体顕微鏡で同定可能な炭化物を選び出し分類群・出土部位毎に計数した。５世紀末
～６世紀の試料３, ４, ５と７世紀～８世紀の試料18、古墳時代の試料38からは同定可能な炭化物は
検出されなかった。

（２）同　定　結　果

　本遺跡の５世紀末～６世紀および古墳時代から出土した炭化種実を表1に、７世紀～８世紀から
 
表 1　 古墳時代から出土した種実
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出土した炭化種実を表2に示す。５世紀末～６世紀のカマド付近炭化物からは炭化クリと炭化ブナ科
果皮を出土した。古墳時代の土坑からは炭化したオニグルミ、イネ、ヒエ属、オモダカ科を出土した。
古墳時代の焼土からは炭化したオニグルミ、イネ、マメ科を出土し、未炭種実はメヒシバ、ホタル
イ属などを出土し、特に68号竪穴建物跡からは沈水植物のサガミトリゲモ、浮葉植物のヒルムシロ属、
抽水植物のヘラオモダカ、ハリイ属、コナギ、イボクサなどが確認された。７世紀～８世紀のカマ
ドからは炭化イネを多く出土し、オオムギ、ヒエ属、オニグルミ、モモ、キハダ、アサ近似種、ウ
ルシ属が確認された。未炭化種実はメヒシバが多く、マタタビ、ヒエ近似種などとともに水生植物
のサガミトリゲモ、ハリイ属、ホタルイ属も少量であるが出土した。

（３）考　　　察

　本遺跡では穀類のイネ、オオムギなどとオニグルミ、クリ、モモなどが確認され、これらを利用
していたと考えられる。出土した穀類はイネが主体となっており、アワなどの雑穀類はほとんど出
土していないためイネを中心とした利用であったと考えられる。昨年度実施した種実分析では７〜
８世紀の24号竪穴建物跡のみからイネと同量程度の雑穀が出土しているが、今回は同時期でもイネ
主体であり、同一集落内では全体としてイネ主体で一部住居により偏りがある可能性が考えられる。
また本遺跡の68号竪穴建物跡の焼土範囲では炭化種実のイネよりも水生植物種実をかなり多く出土
した。昨年度の未炭化種実は少量であったが今年度は水生植物の種実を多く出土する建物があり、
要因としては廃絶直後にこの遺構が水域に覆われる立地であったか、あるいは水成堆積物を用いて
遺構が埋められた可能性も考えられる。ホタルイ属、コナギ、イボクサ、ハリイ属などは水田のよ
うな水深が浅く水が停滞する水域で生育するが、サガミトリゲモはある程度の水深があり流出入が
あるが流速がほとんどない水域に生育しているため、集落の周辺にこうした水域が存在した可能性
がある。
 
 
表 2　7世紀～ 8世紀から出土した種実

４　石田Ⅰ・Ⅱ遺跡出土炭化種実（平成 24 年度分）
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図版1　石田Ⅰ・Ⅱ遺跡出土の炭化種実

1.オニグルミ、炭化内果皮破片（10） 2.クリ、炭化果皮破片（6） 3.クリ、炭化子葉破片（35） 4.モモ、炭化核破片（32） 5.ウルシ属、
炭化内果皮（32） 6.マタタビ、種子（32） 7.イネ、穎付着炭化胚乳（16） 8.イネ、穎破片（32） 9.オオムギ、炭化種子破片（32） 10.ヒ
エ近似種、穎果（22） 11.ヒエ属、炭化種子破片（32） 12.アサ近似種、炭化果実（32） 13.ヘラオモダカ、果実（33） 14.ウリカワ、
果実（33） 15.オモダカ科、種子（33） 16.サガミトリゲモ、種子（33） 17.イボクサ、種子（33） 18.コナギ、種子（33） 19.ウキヤガラ、
果実（33） 20.ホタルイ属、果実（33） 21.ハリイ属、果実（33） 22.ヤナギタデ、果実（33）　   スケールは1mm
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５　石田Ⅰ・Ⅱ遺跡の琥珀産地同定　　　　　　　　　　 （財）元興寺文化財研究所

（１）は　じ　め　に

　琥珀と思われる資料は５世紀後半から６世紀のD区の10号竪穴建物跡の堆積土から出土し、写真１
に示したように表面は幾分劣化が進行しているが内部は透明度が高く、外観からの観察では比較的
状態の良いものであると推定した。これらの遺物が琥珀であるかどうかの確認をフーリエ変換赤外
分光分析（以下FT-IR）により行った。琥珀であることがわかれば琥珀の主な産出地から採取した地質
学的標準資料（標準琥珀）の分析結果と比較することによって産地推定を行うことが可能となる。そ
こで今回、フーリエ変換赤外分光（FT-IR）、熱分析（DT・TGA）により資料の科学分析を行ったので
その結果を報告する。

（２）分　析　試　料

　今回分析した資料は、すでに剥離した破片と黒丸の部分から採取し（写真1）、その中でできるだけ
健全な部分を選び実施した。

 

　同時に標準資料として、久慈市、いわき市、銚子市、瑞浪市から産出した資料を同様の分析方法・
条件で分析し、比較した。

（３）分析方法および条件

　分析装置は全反射フーリエ変換赤外分光光度計（FT-IR）（SENSIR TECHNOLOGIES製 TravelIR）
と熱分析装置（DT・TGA）（㈱島津製作所製 DTG-60）を使用した。
FT-IRによる分析では、試料に赤外線を照射することにより得られる分子の構造に応じた固有の周波
数の吸収を解析し、化合物の種類を同定することができる。主に有機物の構造を解析する手段とし
て用いられることが多く、琥珀を形成する樹脂の種類すなわち植物の種類によって分子構造が異な
ると考えられる。そのため、産地によってスペクトルに差が生じ、それを利用して産地推定に応用
されてきた１）２）３）。
　DT・TGAは試料に熱を加え、得られる質量変化から気化温度、また熱分解などの化学変化を知る
ことができる熱重量測定（TGA）と、試料の融解などの状態の変化や化学反応の温度を知ることがで
きる示差熱分析（DTA）があり、これらから試料の熱に対する挙動を調べることができる。
　測定はFT-IRは極微量（約0.5mg）の試料をそのまま測定部に置き検出器にTGSを用い、分解能
4cm-1で測定した。また、DT・TGAは試料の砕片（約1mg）をアルミニウムセルに入れ、200ml/分の
流量の窒素ガスを流しながら10℃ /分で昇温させ、その時の重量変化と熱量変化を測定した。

写真1.　分析資料と採取位置（黒丸で囲った部分）

５　石田Ⅰ・Ⅱ遺跡の琥珀産地同定
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Ⅳ　自然科学分析

（４）結果および考察

　FT-IRとDT・TGAは有機化合物の分子構造を反映するため、劣化によりその構造が変化すると、
本来のスペクトルや挙動とは異なる結果となる場合もある。特に劣化が激しいと、FT-IRでは全体的
に吸収はブロードとなり特徴的な吸収が消失し、新たに異なった位置にピークが表れることがある。
また、DT・TGAは分解温度が低温化するため、低温度から重量減少が始まる。そのため琥珀である
かどうかの判断および産地推定は、できるだけ健全な部分を選んで分析を行うことが必要である。
　まずFT-IRの3500 ～ 2800 cm−1、1710 cm−1、1500 ～ 800 cm−1付近のスペクトルの吸収位置より
琥珀であることが確認できた（図1）。さらに3500 cm−1および1710 cm−1付近の吸収強度から劣化の程
度は見た目より進行していることが確認できた。次に指紋領域と呼ばれる有機化合物を同定する際
の目安となる1300 ～ 750cm−1付近のスペクトルの吸収位置および強度と、産地の判明している標準
琥珀から得られたスペクトルと比較し、産地推定を試みた（図1、図2）。国内の主産地である久慈市、
いわき市、銚子市、瑞浪市産のスペクトルと比較した結果、今回の試料は1250 ～ 850cm−1付近の指
紋領域の吸収が1050 ～ 1000 cm−1の強い吸収に隠れて特徴的なピークが確認できず産地推定が困難
な結果となった。異なる破片で測定を行ったが同じ結果となった。今までにもこのような強いピー
クは確認されたことがあるが、現時点ではこのピークの由来は不明である。
　熱分析の結果では出土資料のTGAは低温度から減少が始まり、徐々に減少するといった結果となっ
た（図3）。低温度での現象は瑞浪産の琥珀と似ていたが、完全に分解・消失する温度は瑞浪市産（440℃）
より高く久慈市、いわき市、銚子市産（480℃）と近い結果となった（図4）。このことから出土試料は
劣化が進行し、それに伴って生成した成分が低温度側で分解が始まったと考えられる。またDTAで
はその挙動は久慈市、いわき市産に近い結果を示した（図5、6）。
　以上の結果より、今回分析した資料の産出地はFT-IRでは推定できなかったが、DT・TGAから久
慈市、およびいわき市産の可能性が高いと推定できた。さらに、遺跡は地理的に久慈市に近いこと
を考慮するならば出土資料は久慈市産の可能性がより高いと推測される。今回の資料は外観から推
定した状態よりは劣化が進行していることが分析により確認できた。また、FT-IRでは特徴的なピー
クが確認できず琥珀の産地推定はDT・TGAによる結果のみからとなった。そのため、産地を断定す
るには至らなかった。
　なお、今回の分析法以外に最近劣化の影響を受けにくい熱分解-ガスクロマト/質量分析法が実施さ
れることが増えており、今回の資料もこれらを併用すればより精度の高い産地推定となると考える。
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図3.　出土琥珀のTGA曲線 図6.　標準琥珀のDTA曲線

図2.　日本の主産地から産出した標準琥珀の
赤外吸収スペクトル

図1.　出土琥珀の赤外吸収スペクトル 図4.　標準琥珀のTGA曲線

図5.　出土琥珀のDTA曲線

５　石田Ⅰ・Ⅱ遺跡の琥珀産地同定
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Ⅳ　自然科学分析

６　石田Ⅰ・Ⅱ遺跡出土鉄関連資料の自然科学的調査結果
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　岩手県立博物館　赤沼英男

（１）は　じ　め　に

　奥州市胆沢区南都田字石田に所在する石田Ⅰ・Ⅱ遺跡は、「経営体育成基盤整備事業 南下幅北部地
区」の事業に伴い平成23年６月14日～ 12月２日、平成24 年４月９日～８月29 日の２回に渡り緊急発
掘調査された遺跡である。古墳時代前期～平安時代まで断続的に集落が形成されていたことが明ら
かとなっている。竪穴建物跡は78棟に及び、特に古墳時代中期末～後期初頭と、古墳時代後期後半
～奈良時代前半に比定されるものが多くを占める。出土遺物として、土師器、須恵器、土錘、紡錘車、
鉄製品、黒曜石製スクレイパーなどが見出された。須恵器は、当該地域において、窯跡が発見され
ておらず、遠隔地からの搬入品で構成される。石田Ⅰ・Ⅱ遺跡の西側には、沢田遺跡が隣接する。
ここでは、古墳時代中期後葉～後期前葉に比定される円墳４基と墓壙11基、および平安時代に比定
される竪穴建物跡１棟などが確認され、古墳時代の遺構から赤彩土師器甕、黒曜石剥片、琥珀玉、
鉄斧、ガラス玉等が出土した1）。
　石田Ⅰ・Ⅱ遺跡と沢田遺跡の調査によって、古墳時代にある集団が当該地域に入り、他地域と物
質文化交流を行っていた可能性を考えることができる。岩手県内における古墳出土鉄関連資料の自
然科学的調査例は乏しい。石田Ⅰ・Ⅱ遺跡の近傍には前方後円墳としては日本最北端に位置する角
塚古墳や、中半入遺跡が分布するが、石田Ⅰ・Ⅱ遺跡から出土した資料を自然科学的方法で調査し、
ほぼ同時期と推定される他地域から出土した類似資料との組成を比較検討することによって、古墳
時代における物質文化交流の実態を解明するうえでの重要な情報が得られる可能性がある。本稿で
は鉄器および鉄滓の自然科学的調査を実施した。以下に、調査結果を報告する。

（２）調　査　方　法

　（２）－１　調査資料の概要
　調査資料は表１に示す４資料である。No. １は鉄鉗、No ２は馬具（轡）で、それぞれF区19号竪穴
建物跡北東区堆積土、G区25号竪穴建物跡南東区から検出した。No. ３・No. ４は19号竪穴建物跡出
土鉄滓で、いずれも椀状を呈し、茶褐色を呈する錆と黒褐色を呈する鉄滓が混在しており、No. ３に
はところどころに木炭の噛み込みがみられた。年代測定と共伴土器によりNo. １は中世、No ２は古
墳時代末～奈良時代に比定されている1）。
　（２）－２　調査試料の摘出
　No. １およびNo. ２からの調査試料摘出は、岩手県立博物館で実施された保存処理の過程で行われ
た。保存処理に先立ち撮影されたＸ線透過写真の読映結果に基づき、残存状況が良好と判断された
部位から、ダイヤモンドカッターを装着したハンドドリル（以下、ハンドドリルという）を使って、0.1
～ 0.2gの試料を摘出した。No. ３およびNo. ４については図３および図４に示す矢印の部位から、ハ
ンドドリルで約１cm程の切り込みを入れ、調査試料を摘出した。鉄器および鉄滓から摘出した試料
をさらに２分し大きい方を組織観察に、小さい方を化学成分分析に供した。
　（２）－３　調査方法
　鉄器および鉄滓から摘出した組織観察用試料をエポキシ樹脂に埋め込み、エメリー紙、ダイヤモ
ンドペーストを使って研磨した。研磨面を金属顕微鏡で観察し、鉄器についてはメタルに見出され
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た代表的非金属介在物を、鉄滓については成因を推定するうえで重要と判定された領域をエレクト
ロン・プローブ・マイクロアナライザー（EPMA：JEOL→（JEOL JXA-8230）JXA-8230）で分析した。
EPMA分析終了後、鉄器から摘出した試料についてはナイタール（硝酸2.5mlとエチルアルコール
97.5mlの混合溶液）で腐食し、組織観察した。
　鉄器および鉄滓から摘出した化学分析用試料は表面に付着する土砂、錆をハンドドリルで丹念に
削り落とし、エチルアルコール、アセトンで超音波洗浄した。試料を130℃で２時間以上乾かし、ほ
ぼメタルからなるNo.1・No.2については直接、No.3・No.4についてはメノー乳鉢で粉砕した後テフロ
ン分解容器に秤量し、塩酸、硝酸、およびフッ化水素酸を使って溶解した。溶液を蒸留水で定溶とし、
全鉄（T.Fe）、銅（Cu）、ニッケル（Ni）、コバルト（Co）、マンガン（Mn）、リン（P）、イオウ（S）、錫（Sn）、
アンチモン（Sb）、ヒ素（As）、モリブデン（Mo）、チタン（Ti）、ケイ素（Si）、カルシウム（Ca）、バリウ
ム（Ba）、ジルコニウム（Zr）、クロム（Cr）、アルミニウム（Al）、マグネシウム（Mg）、バナジウム（V）、
ナトリウム（Na）、およびカリウム（K）の22元素を、高周波誘導結合プラズマ発光分光分析法（ICP-AES
法）で分析した。

（３）調　査　結　果

　（３）－１　鉄器から摘出した試料のマクロおよびミクロ組織
　No.1（図1a1）から摘出した試料のマクロエッチング組織はほぼ一様に腐食されていた（図1b1）。マ
クロエッチング組織領域Reg.1は炭素量0.1 ～ 0.2mass%の鋼、領域Reg.2は炭素量0.1mass%以下の鋼
と判定される（図1c1・d1）（東北大学金属材料研究所編1953・佐藤編1968）。No.2Sa1（図2a1）のマクロエッ
チング組織には主としてフェライトからなる組織と、パーライトとフェライトからなる組織が層状
に並んだ領域がみられた。層状組織は少なくとも３つの異なる方向に分布していた（図2b1）。パーラ
イトとフェライトの分布状況から、推定炭素量は0.2 ～ 0.3mass%である（図2c1・d1）。
　No.1から摘出した試料のメタルには灰色で角状を呈するウルボスピネル（Ul）、チタノマグネタイ
ト（Tmag）、鉄かんらん石と推定される鉱物相｛（Fa）｝、および微細粒子が混在するガラス化した領
域（Ma）からなる非金属介在物と、ウスタイト（Wus）、鉄かんらん石（Fa）および微細粒子が混在する
ガラス化した領域からなる非金属介在物が認められた｛図1e1・2・f1、表2（1）・（2）｝。No.2から摘出し
た試料のメタルにはガラス化した領域（Gl）、ウスタイトとガラス化した領域からなる非金属介在物
が観察された｛図2e1・f1、表2（1）・（2）｝。No.2から検出された２つの非金属介在物を構成するガラ
ス化した領域は、FeO-CaO-SiO2-Al2O3系で、図2e1の非金属介在物は他に10.3mass%ものP2O5、
1.45mass%のK2Oを、図2f1の非金属介在物は他に1.38mass％のMgOを含有していた｛表2（2）｝。
　（３）－２　鉄器から摘出した試料の化学組成
　No.1Sa1およびNo.2Sa1のT.Feはそれぞれ93.23、93.09mass％で、主としてメタルからなる試料が分
析された（表３）。No.1Sa1からは0.013mass%のCu、0.029mass%のNi、0.057mass%のCoが、No.2Sa1か
らは0.093mass%のCu、0.059maa%のNi、0.048mass%のCoが検出された。上記２試料から分析された
微量成分のほとんどは錆化前の地金に含有されていた、とみなすことができる。

（３）－３　鉄滓から摘出した試料の組織観察結果
　No. ３から摘出した試料にはいたるところに大小多数の空隙がみられ、灰色の片状物質（①）が多数
混在していた（図３b1・d1）。マクロ組織領域（Reg.1）内部のEPMA反射電子組成像（BEI）は、灰色を
呈する粒状のウスタイト（Wus）と暗灰色のガラス化した領域（Gl）によって（図３c1）、マクロ組織領域

（Reg.2）・（Reg.3）内部のEPMA反射電子組成像（BEI）は共に、ウスタイト、やや暗灰色を呈する鉄か

６　石田Ⅰ・Ⅱ遺跡出土鉄関連資料の自然科学的調査結果
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んらん石（Fa）、およびガラス化した領域によって構成されていた｛図３d1・2・e1・2、表4（1）・（2）｝。
図３b1・d1に観察された多数の灰色片状鉱物（①）もEPMA分析によって、ウスタイトを主体とする鉱
物相であることが確かめられた｛表４（1）｝。
　№４から摘出した試料のマクロ組織にもNo. ３同様多数の空隙がみられ、ところどころに金属光沢
を呈する微小領域が観察された（図４b1）。マクロ組織領域（Reg.1）内部は灰色を呈する粒状領域

（Mag）、やや暗灰色を呈する粒状領域（Hem）、やや暗灰色を呈する柱状領域（Fa）、および微細粒子
が混在するガラス化した領域（Ma）によって構成されていた（図4c1）。EPMA分析によって、領域

（Mag）、領域（Hem）のFe-LαおよびFe-Lβのスペクトルはそれぞれマグネタイト、ヘマタイトの標
準試料とほぼ合致することが確かめられた（図４c2・3）。領域（Mag）はマグネタイト、領域（Hem）はヘ
マタイトと判定される。EPMA分析による定量分析によって、柱状領域（Fa）は鉄かんらん石とみる
ことができる｛表４（2）｝。マクロ組織領域（Reg.2）内部は主としてやや暗灰色を呈する領域（Fa）、金
属光沢を呈する領域①、およびガラス化した領域（Gl）から構成されていて、EPMA分析より領域（Fa）
は鉄かんらん石、領域①はFe-S系（黄鉄鉱と思われる）であることがわかった｛図４d1・2、表４（2）｝。
No. ３マクロ組織領域Reg.1・2を構成するガラス化した領域はいずれもFeO-CaO-Al2O3-SiO2-K2O-
Na2O-P2O5系、領域Reg.3を構成するガラス化した領域はFeO-Al2O3-K2O-SiO2で、化学組成に差異がみ
られた｛表４（2）｝。
　（３）－４　鉄滓から摘出した試料の化学組成
　表５はNo. ３・No. ４鉄滓の化学成分分析結果である。２試料のT.Feはそれぞれ65.71mass%、
38.78mass%で、鉄含有量が大きく異なっている。No.3からは他に5.58mass%のSi、1.54mass%のK、
No. ４からは10.1mass%のSi、3.53mass%のAl、1.38mass%のKが検出された。

（４）考　　　察

　（４）－１　調査鉄器の製作に使用された地金の組成
　鉄器製作の素材となる鉄は炭素量によって銑鉄と鋼に分類される。現代の金属工学の分類基準に
従えば、炭素量2mass%未満の鉄を鋼、炭素量2mass%以上の鉄を銑鉄という（日本鉄鋼協会編　
1981）。生産方法、生産設備、生産道具、および生産に使用された素材などが異なる現代の分類基準
を直ちに古代の鉄器・鉄塊に当てはめることはできない。当時の設備および道具で溶融可能であっ
た鉄を銑鉄、溶融不能で加熱・鍛打により加工・整形した鉄を鋼として扱ったものと考えられ、生
産設備に明瞭な差異がある現代の金属工学の分類基準と合致するとは言い難い。
　組織解析によって、No. １およびNo. ２はいずれも炭素量0.3mass%以下の亜共析鋼を素材としてい
た。熱処理の実施はみられなかったが、No. ２についてはフェライトおよびフェライトとパーライト
からなる層状組織の分布方向が異なる組織が見出された。馬具の形状を整えるため様々な方向に鍛
伸操作が施されたものと推定される。
　No. １およびNo. ２では、非金属介在物における鉄チタン酸化物の有無という点で構成鉱物組成に
差異がみられた。製品鉄器製作に使用された地金の組成が異なっていたこと（この場合、製鉄原料ま
たは地金の製造方法の違いに起因すると考えられる）を示している。
　（４）－２　微量元素組成比に基づく調査鉄器の分類
　鋼製鉄器の素材として使用された鋼は、製錬をはじめとする複数の操作を経て製造される。出発
物質として同一の製鉄原料が使用されたとしても、製造方法や製造条件に応じ、最終的に得られる
鋼の組成にはばらつきが生じる。従って、金属考古学的調査結果、とりわけ摘出した試料の化学組

Ⅳ　自然科学分析
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成や非金属介在物組成を単純に比較するという解析方法では、実態を反映した資料の分類結果を得
ることは難しい。３－２で述べたとおりNo.1Sa1およびNo.2Sa1についてはほぼメタルからなる試料が
分析されているためその心配はない。Cu、Ni、およびCo三成分は鉄よりも錆にくい金属のため、一
度メタルに取り込まれた後はそのほとんどが鉄中にとどまると推定される2）。従って、合金添加処理
が行われていなかったとすると、その組成比は鋼製造法の如何に係わらず製鉄原料の組成比に近似
すると推定される3）。
　図５（1）・（2）は表３に示すNo.1およびNo.2から摘出し試料に含有されるCu、Ni、およびCo三成分比、
すなわちCo*｛（msas%Co）/（mass%Ni）｝とCu**｛（mass%Cu）/（mass％ Ni）｝、およびNi**｛（mass％
Ni）/（mass％ Co）｝とCu**｛（mass％ Cu）/（mass％ Co）｝を求めプロットした図である。図から明
らかなように、No.1およびNo.2の分布域は大きく異なる。この結果はNo.1およびNo.2が鉄チタン酸化
物の有無という点で鉱物組成の異なる鋼を用いて製作された可能性が高いことを指摘した非金属介
在物の調査結果とよく整合する。
　図５（1）・（2）には、５世紀代に比定される岩手県沢田遺跡出土鉄斧（Rf1）4）、６世紀～７世紀代に
比定される茨城県稲敷市東大沼７号墳主体部石棺内出土直刀（Rf2-4）、同市福田６号墳主体部出土直
刀（Rf5・6）、同市水神峰古墳主体部箱式石棺内出土直刀（Rf7）、茨城県土浦市高崎山古墳西支郡第2・
3号主体部出土直刀（Rf8・9）、同市中台遺跡21号墳石室出土直刀（Rf10・11） （赤沼　2003）、岩手県花
巻市熊堂古墳出土方頭大刀（Rf12）、青森県八戸市丹後平15号墳主体部出土方頭大刀（Rf13）、および
北海道平取町カンカン２遺跡出土直刀（Rf14）（赤沼　2009）のCu、Ni、Co三成分比をプロットした。
　No.2（轡）の近傍にはRf9とRf11、Rf13Eg・Rgの４試料が分布する。図5（1）c1・2は左記５試料に
含有されるNiとCo、NiとCuの相関を示した。NiとCo、NiとCuの相関係数はいずれも0.98以上である。
領域I1に分布する鉄器は茨城県内古墳群から出土した鉄器、および律令政府との関係がきわめて強い
方頭大刀で構成されている。この結果は石田Ⅰ・Ⅱ遺跡出土轡が製品としてまたは鉄器を製作する
ための原料鉄として、関東以西からもたらされた可能性が高いことを示している。
　No.1（鉄鉗）の近傍には、岩手県から出土した蕨手刀（Rf15Sa1 ～ Rf18Sa1）および北海道のオホーツ
ク文化に伴って出土した曲手刀子（Rf19Sa2）がプロットされている。図５（2）c1・2にはNo.2および
No.2の近傍に分布する５試料に含有されるNiとCo、およびNiとCuの相関を示した。NiとCo、Niと
Cuの相関係数はいずれも0.96以上であり、石田Ⅰ・Ⅱ遺跡出土鉄鋏の素材となった地金の組成は他
の岩手県出土蕨手刀および北海道のオホーツク文化に伴う遺跡から出土した鉄器の組成に近似する。
No.1はNo.2よりも後代に製作された鉄器の可能性が高い。別途行われた放射性炭素年代測定による
と、No.1は中世に比定されるという1）。図5（2）に示す蕨手刀の作刀年代は７世紀後半から８世紀代
と推定されており（赤沼　2009）、相当の時期差が生じる。この点については蕨手刀の製作に使用さ
れた地金は中世に入っても製造され続けた、あるいは鉄鉗が蕨手刀のような利用目的を果たした鉄
器を再利用して製作されたという見方を入れることによって一応説明できる。ほぼ同じ組成の鉄器
がオホーツク文化特有の曲手刀子にみられたという事実からは、海を渡った鉄の物質文化交流が８
世紀～９世紀に東北地方と北海道との間で展開されていたことをみてとれるが、これらの点につい
ては今後の研究課題としたい。
　（４）－３　遺跡内における鉄関連生産活動
　製錬産物である鉄は炭素量に応じ、鋼と銑鉄に分類される。製錬炉で得られた鉄から極力鋼部分
を摘出し、含有される不純物を除去するとともに、炭素量の増減を行って目的とする鋼を製造する。
そのようにして製造された鋼を使って、製品鉄器が製作されたとする見方がある（大澤　1984）。製
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錬炉で直接に鋼が作り出されるという意味でこの方法は、近世たたら吹製鉄における鉧押法によっ
て生産された鉄塊を純化する操作に近似する。また、この方法によって得られた鉄｛炭素量が不均一
で鉄滓が混在した鉄（主に鋼からなるが銑鉄も混在すると考えられている）｝を精製し目的とする鋼に
変える操作は、精錬鍛冶と呼ばれている。古代に鋼を溶融する技術は未確立であったと考えられる
ので（溶融温度は炭素量によって異なるが、炭素量0.1 ～ 0.2mass％の鋼を溶融するためには少なくと
も炉内温度を1550℃以上に保つ必要がある）、主として鋼から成る鉄から鉄滓を分離・除去する際の
基本操作は加熱・鍛打によったと推定される。組成が不均一な鉄から純化された鋼を得る操作に精
錬鍛冶という用語が用いられたのは、上述の事情によるものと推察される。
　夥しい数の鉄仏や鉄鍋、鉄釜をはじめとする鋳造鉄器の普及が示すように、遅くとも9世紀には銑
鉄を生産する技術、すなわち炉内で生成した銑鉄を炉外に流し出す製錬法が確立されていた、とす
る見方が提示されている（関　1996）。得られた銑鉄を溶解し鋳型に注ぎ込むことによって鋳造鉄器
が製作される。また、生産された銑鉄を脱炭することにより鋼の製造も可能となる。この方法によ
る鋼製造は銑鉄を経由して鋼が製造されるという意味で、間接製鋼（鉄）法に位置づけられる（赤沼・
福田　1997）（赤沼・佐々木・伊藤　2000）。
　No.3鉄滓から摘出した試料にはウスタイトからなる鉱物相を主体とする片状物質が多数混在して
いた。片状物質は固体鉄を加熱・鍛打する際に排出される鍛造剥片と推定される。この物質の検出
によって、遺跡内では固体鉄の加熱・鍛打が行われていた可能性が高い。ウスタイトからなる片状
鉱物の回りはウスタイト、やや暗灰色を呈する鉄かんらん石、およびガラス化した領域によって構
成されていた。炉床もしくは炉床付近に溶融もしくは部分溶融状態にあるスラグが形成され、その
中に鍛造剥片が落ち込み固化した可能性を考えることができるが、生産設備や道具に関する情報が
乏しい現状においてこれ以上の言及は難しい。この点については今後の課題としたい。
　No.4鉄滓は溶融または部分溶融したスラグが固化した資料とみることができる。No.3同様多数の
空隙があり、ガラス化した領域中にマグネタイトとヘマタイトが析出した組織と、ガラス化した領
域内に金属光沢を呈するFe-S系化合物、鉄かんらん石が析出した組織が確認された。鉄浴付近に生
成した溶融またはほぼ溶融状態にあるスラグが固化した資料と推定される。この資料の成因として
は、Fe-S系鉱物を随伴する鉄鉱石を始発原料とする製錬、または鋼製造過程での生成を考えること
ができる。鋼製造については固体鉄を加熱・鍛打する際に破砕された鉄滓が火窪炉の中に入り込み、
火窪炉の底で固化することによって生成した、とする見方と、溶銑を脱炭し鋼を製造する過程で生
成した、とする見方がとれる。後者の場合、ア、あらかじめ粘土状物質を用いて作成した椀形の容
器また設備の中に溶融銑鉄（溶銑）を準備し、必要に応じて造滓材を加えた後、空気酸化によって銑
鉄を脱炭し鋼を製造する操作、イ、椀形の容器あるいは設備の中に溶銑を生成させ、引き続き外熱
を加えながら酸化鉄を含む造滓材と長時間接触させ鋼を製造する操作、ウ、アとイの併用が考えら
れるが、現状においてNo.4の成因を特定することは難しい。この点については鉄滓と共に出土した
羽口の形態と先端部に固着する鉄滓の組成等の調査結果をも加味し、今後更なる解明を図りたい。
　No.1 ～ No.4の検出状況とこれまでに実施した４資料の自然科学的調査結果を重ね合わせると、遺
跡内では利用目的を果たした鉄器の再利用と鋼の製造が行われていた可能性が高い。No.2轡は再利
用された鉄器、No.1鉄鋏は鉄器製作時に使用された道具、No.3およびNo.4は鉄器または鋼製造時に排
出された鉄滓とみることができるが、この点についても今後の研究課題としたい。
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（５）ま　と　め

　石田Ⅰ・Ⅱ遺跡出土鉄器および鉄滓の自然科学的調査結果について述べてきた。これまでの調査
結果を整理すると、以下の３点を指摘できる。

１）　轡および鉄鉗の地金は、非金属介在物組成の点でも含有される微量元素組成の点でも異なっ
ていた。これまでに実施した出土鉄器および鉄塊の調査結果を加味すると、轡は古墳時代末～
８世紀、鉄鉗は奈良時代以降の地金をみることができる。考古学の発掘調査結果および放射性
炭素年代測定結果を加味すると、鉄鉗は中世の可能性が高いとされた。奈良時代に使用された
地金とほぼ同じ組成の地金が中世においても製造され続けた、奈良時代に使用され利用目的を
果たした鉄器が、中世に再利用された、という２点を考慮に入れ、その来歴を検討する必要が
ある。

２）　轡については関東以西から製品としてまたは製品を製作するための原料鉄としてもたらされ
たものと推定される。残欠状態で検出されているが、その理由として埋蔵中の劣化に加え、後
代に鋼素材として再利用された可能性を考える必要がある。

３）　出土した鉄滓の形状と組成から、遺跡内では固体鉄の加熱・鍛打による鋼の純化と、純化し
た鋼を造形し目的とする鋼製鉄器を製造する鍛冶操作が実施されていた可能性が高い。加えて
鋼そのものを製造する操作が実施されていた可能性も考えることができる。この点については
ほぼ同時代に比定される鉄関連資料の金属考古学的調査結果の蓄積を図り解明することとした
い。
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６　石田Ⅰ・Ⅱ遺跡出土鉄関連資料の自然科学的調査結果
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７　岩手県奥州市石田Ⅰ・Ⅱ遺跡出土黒曜石製遺物の原産地推定
明治大学文化財研究施設運営委員

杉原重夫
明治大学文化財研究施設

金成太郎
明治大学文学部RA

佐藤裕亮・弦巻千晶

（１）は　じ　め　に

　考古学研究では，遺物が遺跡へと至るまでの来歴を辿ることによって，個々の時代における人々
の行動様式や流通関係に迫ることが可能となる。特に狩猟・採集によって生計を立てていたと考え
られている石器時代においては，石器に使用する石材の原産地推定が，空間的な人の動きに迫るた
めの有効な分析方法となる。なかでも，火山の噴出物として生成された黒曜石は，結晶構造をもたず，
斑晶の含有量が少ないことから元素組成が安定おり，このような黒曜石の岩石学的特質に着目して，
今日まで様々な理化学的分析方法を用いた原産地推定が行われている。特に蛍光X線分析装置を用い
た分析は，装置の操作や測定の前処理が容易である点や，特に資料を非破壊で測定できるなどといっ
たメリットにより，考古資料の扱いに適している。また，比較的短い時間で測定できるという点で，
分析対象が出土遺物全般におよぶ石器研究においては非常に有効な測定手段といえる。以上のよう
な経緯で，今回も蛍光X線分析装置を用いた原産地推定を行った。石器石材（黒曜石・サヌカイト等）
の元素組成を根拠とした原産地推定のフローチャートを図１に示す。

（２）測　定　方　法

　蛍光X線法を用いて黒曜石の正確な元素分析値を得るには，内部が均質で表面形態が一様な試料を
作成し，検量線法などによって定量的に分析を行うのが一般的である。そのためには，試料を粉砕
してプレスしたブリケットを作成するか，もしくは溶融してガラスビードを作成する必要がある。
しかしながら，遺跡から出土した遺物は，通常，非破壊での測定が要求されるため，上記の方法を
とることは困難である。そのため，遺物に直接X線を照射する定性（半定量）分析が行われている。こ
のような直接照射によって発生する蛍光X線の強度そのものは，試料の状態や装置の経年変化によっ
て変動する可能性が高いが，特定元素の強度同士の比を採った場合はその影響は小さいと考えられ
ている。今回は測定強度比をパラメータとして原産地推定を行った。

（３）試 料 の 前 処 理  

　比較用の産出地採取原石については，必要に応じて新鮮な破断面または研磨面を作製し，超音波
洗浄器によるクリーニングを行った。遺跡出土石器は，多くの場合新鮮で平滑な剥離面があるため，
試料表面をメラミンスポンジとアルコールで洗浄してから測定を行った。特に汚れがひどい遺物の
み超音波洗浄器を用いた。

（４）装置・測定条件

　蛍光X線の測定にはエネルギー分散型蛍光X線分析装置JSX-3100s（日本電子株式会社）を用いた。

７　岩手県奥州市石田Ⅰ・Ⅱ遺跡出土黒曜石製遺物の原産地推定
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X線管球は，ターゲットがRh（ロジウム）のエンドウインドウ型を使用した。管電圧は30kV，電流は
抵抗が一定となるよう自動設定とした。X線検出器はSi（ケイ素）/Li（リチウム）半導体検出器を使
用した。試料室内の状態は真空雰囲気下とし，X線照射面径は15mmとした。測定時間は，240secで
ある。測定元素は，主成分元素はケイ素（Si）， チタン（Ti），アルミニウム（Al），鉄（Fe），マンガン（Mn）， 
マグネシウム（Mg），カルシウム（Ca），ナトリウム（Na），カリウム（K）の計9元素，微量元素はルビ
ジウム（Rb），ストロンチウム（Sr），イットリウム（Y），ジルコニウム（Zr）の計4元素の合計13元素と
した。また，X線データ解析ソフトには，明治大学文化財研究施設製；JsxExtを使用した。

（５）原産地推定の方法

　黒曜石はケイ酸，アルミナ等を主成分とするガラス質火山岩であるが，その構成成分は産出地に
よる差異が認められる。とりわけ微量元素のRb，Sr，Y，Zrでは産出地ごとの組成差がより顕著となっ
ている。望月は，この産地間の組成差から黒曜石の産地推定が可能であると考え，上記の4元素にK，
Fe，Mnの3元素を加えた計7元素の強度比を組み合わせることで産地分析を行っている（望月ほか
1994，望月1997）。これら7元素による原産地分析の有効性は，ガラスビードを用いた定量分析によっ
ても裏付けられている（嶋野ほか2004）。ここでも，上記した望月の判別方法に準拠する形をとるこ
ととし，原産地推定のパラメータにRb分率｛Rb強度×100/（A＝Rb強度＋Sr強度＋Y強度＋Zr強度）｝，
Sr分率（Sr強度×100/A），Mn強度×100/Fe強度，log（Fe強度/K強度）を用いて判別図を作製し，判
別分析はZr分率（Zr強度×100/A）を加えて行った。

（６）黒曜石原産地の判別

　（6）－1．判別図
　判別図は，視覚的に分類基準が捉えられる点，および判定基準が分かりやすいというメリットが
ある。また，測定結果の提示に際し，読者に理解しやすいという点も有効であろう。まず，各産出
地採取試料（基準試料）の測定データを基に２種類の散布図（Rb分率vs Mn×100/Fe，Sr分率vs log

（Fe/K））を作製し，各原産地を推定するための判別域を決定した。次に遺物の測定結果を重ね合わ
せて大まかな判別を行った。基準試料の測定強度比の平均値を表1に示す。
　（6）－2．判別分析
　判別図や測定値の比較による原産地の推定は，測定者ごとの恣意的な判断を完全に排除すること
は難しい。そこで，多変量解析の一つである判別分析を行った。判別分析では，上記のパラメータ
を基にマハラノビス距離を割り出し，各原産地に帰属する確率を求めた。距離と確率とは反比例の
関係にあり，資料と各原産地の重点間の距離が最も短い原産地（群）が第一の候補となる。なお，分
析用ソフトには明治大学文化財研究施設製；MDR1.02を使用した。また，判別結果の参考資料として，
各原産地（重点）間のマハラノビス距離を提示した（表2）。

（７）黒曜石原産地の名称と地理的な位置づけ

　北海道・東北地方の黒曜石原産地（附図1）の選定にあたっては，日本の黒曜石産出地データベース
（杉原・小林2004，2006）を使用し，この中から，既存の文献・資料を参考にして現地調査を行い，
石器石材に利用可能と思われる黒曜石の産出地を選択した（金成ほか2007，2010）。
　黒曜石原産地（obsidian source）の判別にあたっては，各産出地を火山体，島嶼，河川流域，岩石
区等の地形・地質的条件によって枠組みを行い，これを「地区；area」と名づけ，現在，黒曜石を産

Ⅳ　自然科学分析
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出する地点（露頭・散布地など）を「原石産出地（単に産出地とよぶ）；point」とした。今回の原産地推
定に使用した「系；series」は，「地区」内の「産出地」のうち，蛍光X線分析の結果に地形・地質情報を
参考にして判別された地理的に隣接する「産出地」群である。また，それぞれの「系」内の黒曜石産出
地については，火道や貫入岩の位置，噴出物の産状や分布状態，黒曜石の岩石学的特徴（含有する斑
晶鉱物，球顆の有無，色調，透明度など）についても検討を行い，この原産地設定が火山地質学的に
有意義であることを確認している。ただし，同一の「系」内の産出地でも，複数の判別域が存在する
場合や，異なる「系」同士で判別が困難な例も存在する。同一「系」内の地域において岩石学的に有意
に元素比が異なる原石が混在して産出する場合は，「A，B，C…」の様に区分する。黒曜石産出地には，
噴出源に近い一次産出地のほか，河川や海流によって遠方に運ばれた二次産出地があり，ここでの
判別域は，必ずしも考古学的原産地（石器時代における採取地）を示すのではないことは言うまでも
ない。

　

 a）北海道地方
　「名

な よ ろ

寄地区」：名寄盆地周辺の智
ち え ぶ ん

恵文丘陵や忠
ちゅうれっぷ

烈布丘陵では，丘陵地を構成する第三紀中新世の陸
成堆積物（川西層：北海道立地下資源調査所1994）中から洗い出された黒曜石が，河床礫として産出
する（吉谷ほか1999a；向井ほか2000）。黒曜石円礫の表面は不透明で灰黒色をなし，特徴的な爪痕状
の溝や虫食い状の窪みが認められる。黒曜石の産出量が多いのは，忠烈布丘陵を刻む忠烈布川上流
や朝日川の河床であり，智恵文丘陵における黒曜石の産出は少ない。
　「白滝地区」：白滝地区は，日本における最大級の黒曜石産出地である（木村1995；北海道埋蔵文化
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財センター 1998；向井ほか2000；杉原2003）。この地域については，古くからカルデラの存在が指摘
されており（国府谷ほか1964），黒曜石はカルデラ内に形成された溶岩ドームから噴出したものと考
えられる。このうち赤石山（標高1,147m）では，ビュートまたはメサ状の地形の山頂部に厚さ約50m
の黒曜石溶岩が認められる。ここから産出するのは数cm ～数mm大の球顆を含む黒色黒曜石，球顆
をまったく含まない漆黒色の黒曜石，真紅の流れ模様をもつ黒曜石，赤褐色部分がブロック状に入
る黒曜石など岩相は多様である（鈴木2007；直江2009の赤石山系）。八号沢の露頭では，赤石山の黒
曜石溶岩の基底部付近が露出している。
　また，赤石山南方約3kmでメサ状の地形として残る標高872mの山頂部にも厚さ5m前後の黒曜石質
溶岩が認められ，この山体を刻む十勝石沢露頭や白土の沢からは多量の黒曜石岩塊が周辺の河谷に
供給されている。十勝石沢川（通称でんぷん沢）沿いで見られる黒曜石礫は，すべてこの山頂部から
の転石である。ここから産出する黒曜石は梨肌状とよばれるザラザラした割れ面に特徴がある（鈴木
2007；直江2009の梨肌系）。梨肌状の黒曜石は，このほか赤石山南西側の流紋沢川付近の林道でも転
石として認められるが，供給源は不明である。
　さらに，あじさいの滝，IK露頭の黒曜石原産地は，赤石山東麓の標高800 ～ 850m付近に位置して
おり，肉眼観察結果では赤石山山頂の漆黒色の黒曜石と酷似するが，後述の通り蛍光X線分析では十
勝石沢露頭や白土の沢の黒曜石と同じ化学組成を示す（鈴木2007；直江2009のあじさい滝系）。
　幌加沢，幌加蜂の巣沢（あじさいの滝下流），幌加湧別川では，上記の黒曜石が河床礫として混在
して産出する。これらのほかに，幌加湧別川支流の野宿の沢やカルデラ内で黒曜石溶岩の下位に広
く分布する第三紀鮮新世の火砕流堆積物（国府谷ほか1964の幌加湧別溶結凝灰岩の一部）からも黒曜
石を産出するが，詳しい調査は行われていない。白滝地区の黒曜石は湧別川沿いの河岸段丘や現河
床にも多く認められ，約60km離れた湧別川河口のオホーツク海の海底からも発見されている（赤松
ほか1996）。
　「社

さ な ぶ ち

名淵地区」：遠軽市街地北方で湧別川に合流するサナブチ川では，社名淵付近において，河床
から黒曜石の小円礫が採取できる（向井・和田2003；向井2003）。これらの黒曜石はサナブチ川上流
域の社名淵層（八幡ほか1988）の礫岩層中に含まれていたものが，洗い出されたと考えられる。また，
サナブチ川と上モベツ川の分水界領域には第三紀中新世の藻別層（八幡ほか1988）と呼ばれる流紋岩
溶岩が広く分布し，ここから黒曜石や真珠岩（パーライト）が産出する。上モベツ川沿いには黒曜石
岩脈の露頭があり，ここから崖錐堆積物として供給された黒曜石が上モベツ川沿いに河床礫として
分布する（旭川市博物館2003）。ただし，この露頭や河床で採取されるのは脆く崩れ易い松脂岩（ピッ
チストーン）である。これらの地域には，ほかにも多数の貫入岩があり，黒曜石の産出も知られてい
るが詳細は不明である。また，湧別川沿いでも社名淵付近の丘陵地から供給されたと考えられる黒
曜石が認められる。なお，黒曜石の割れ面はプラスチックのような樹脂状光沢があり独特である。
　「生

い く た は ら

田原地区」：生田原では背
せたにうしやま

谷牛山（標高624ｍ）の南東麓及び，周辺を流れる仁
に い た っ ぷ

田布川沿いで黒曜
石が採取できる（向井ほか2004）。この地域では背谷牛山溶岩（安山岩）の下位に中新世の流紋岩（生田
原層：山田ほか1963；野地ほか1967）が分布しており，この中から産出すると考えられる。
　「置戸地区」：置戸町の置戸山（標高550m）と所山（標高580m）の2 ヶ所では，第三紀鮮新世における
流紋岩質溶岩の噴出に伴い黒曜石を産出する（鈴木1964；沢村・秦1965；向井ほか2002；旭川市博物
館2003）。これらの山塊はいずれも独立した溶岩ドームないし溶岩流の地形（またはその名残）と考え
られるが，地表面は崖錐堆積物やロームに覆われていて，露頭における岩体の確認はできていない。
置戸山の黒曜石は南西麓の林道沿いの崖錐堆積物や北麓沿いの訓子府川で認められるだけである。

Ⅳ　自然科学分析
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一方，所山の黒曜石は，山頂付近や林道沿いの崖錐堆積物中に直径50cm大から拳大の岩塊や角礫と
して分布する。これらの黒曜石は，墓地の沢川やオンネアンズ川が合流する常呂川沿いに北見市内
まで河床礫として認められる（杉原ほか2009）。
　「ケショマップ地区」：遠軽町丸

ま る せ っ ぷ

瀬布と北見市留
る べ し べ

辺蘂町にまたがる華
け し ょ ま っ ぷ

勝真布山（標高1,162m）では，
山麓部分を構成する凝灰角礫岩層（トムイルベシベ層：酒匂ほか1964）から黒曜石の角礫を産出し，
分布地域周囲の沢に多くの転石として認められる。これらの黒曜石は，河床礫として丸瀬布方面で
は七ノ沢から武利川へ，留辺蘂方面ではケショマップ川から無加川へと運ばれていている（旭川市博
物館2003）。
　「旭川・滝川地区」：旭川市の高

たかさご

砂台（雨
う ぶ ん

粉台），近
ちかぶみ

文台および滝川市江
え べ お つ

部乙町や，周辺の秩父別町
中山，新十津川町大和，北竜町美

び ば う し

葉牛の盆地周辺では低い丘陵や段丘を構成する砂礫層（鮮新世の旭
川層下部）中から黒曜石の円礫～亜円礫を産出する（鈴木1955；向井1999；向井・和田2001）。噴出源
から石狩川水系によって運ばれてきたと考えられるが，その噴出地点は不明である。これらの黒曜
石は表面が風化して灰色に変質していて，不均質に溶蝕された虫食い状の溝がある。黒曜石には漆
黒色で破断面が透き通ったものや灰色で斑晶が認められるものなども存在する。
　「十勝地区」：十勝平野では，丘陵地や台地を構成する堆積物（段丘礫層）中や現河床に広範囲にわ
たり黒曜石が産出する（大場・松下1965；佐々木1979；松澤ほか1981；旭川市博物館2003；向井・和
田2004；吉谷2004）。その供給源の1つとして音

おとふけ

更川水系最上流部の十勝三股付近が指摘されている（吉
谷ほか1999a）。十勝三股付近の十一の沢（旧十三の沢）やタウシュベツ川沿いでは，人頭大から直径
10cm前後の亜角礫～円礫の黒曜石が多量に産出し，いずれも河床礫や崖錐堆積物中の転石である。
吉谷ほか（1999b）により糠平湖上流部で軽石流堆積物中から黒曜石の産出が指摘されているが，その
噴出源については未だ明らかでない。十勝三股一帯の盆地については，約１Maに大規模火砕流の噴
出によって形成された長径約14kmのカルデラ（十勝三股カルデラ）の存在が明らかになっている（石
井ほか2008）。しかし黒曜石の産出地が南クマネシリ岳南・西麓の流紋岩質岩類である十勝幌加層（山
岸・松波1976）の分布地域に限られていること，タウシュベツ川産黒曜石のフィッション・トラック
年代（4.1±0.4Ｍａ：未公表，以下FT年代）から黒曜石を生成した噴火は，このカルデラが形成される
かなり以前であると考えられる。十勝三股付近から産出した黒曜石は，上士幌付近から音更川のほ
か芽

め と う

登川，居
お り べ

辺川，士幌川，利別川流域に広がる広大な十勝平野に分布する。なかでも芽登川上流
の旭ヶ丘付近（旭丘牧場）の光地園面を構成する上旭ヶ丘礫層（松澤ほか1978；十勝平野，地質図及び
地形面区分図編集委員会編 1981）からは大量に黒曜石礫が産出し，これより下流部の低位の段丘群で
も認められている。こうした段丘礫や河床礫として産出するものは，衝突痕に覆われているものが
多い。これらの産出地の黒曜石は漆黒色のものが多いが，なかには赤色の流れ縞模様があるもの（紅
十勝・花十勝）も産出する。
　このほか十勝川とその支流である然

しかりべつ

別川，鎮
ちんねる

錬川，久山川，佐幌川流域では，台地からの洗い出
しと考えられる黒曜石の円礫が認められる。藁科・谷島（1992）は十勝川と然別川に挟まれた美

び ま ん

蔓台
地において，台地を構成する美蔓礫層（松澤ほか1978）中から黒曜石を採取している。美蔓台地から
産出する黒曜石は，上士幌周辺のものと供給源が異なると考えられるが，噴出源の火山は明らかで
ない。
　「赤井川地区」：赤井川カルデラ周辺の丘陵地のうち，余市川支流の土木川の河床とその上流に続
く林道沿いで，人頭大から直径数cm程度の黒曜石が崖錐堆積物や河床礫として多量に産出し，同じ
丘陵地を刻む曲川や白井川沿いの沢でも採取されている（旭川市博物館2003；向井ほか2004）。この
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黒曜石を含む流紋岩質噴出物は余市川南岸沿いに露出する厚い白色火砕流堆積物の上位を占めると
考えられるが，黒曜石の岩体自体は観察されていない。この地域は外側の余市川カルデラと内側の
赤井川カルデラの二重の陥没地形を形成しており（太田ほか1954；横山ほか2003），黒曜石がどの噴
火活動に関連する堆積物なのかは明らかでない。だが，FT年代（2.4±0.2Ma：未公表）からは赤井川
カルデラの形成初期かそれ以前の噴出物である可能性が強い。なお，赤井川カルデラ内でも黒曜石
の小礫が転石として認められるが，それらはカルデラ内に噴出した永沢火山噴出物（横山ほか2003）
に含まれる黒曜石レンズに由来するものであろう。
　「豊浦地区」：内浦湾（噴火湾）に臨む豊浦町大岸付近では，豊泉川の河床から黒曜石の亜角礫が産
出する（旭川市博物館2003；向井2005a）。黒曜石は二次的に堆積した可能性がある火砕流または泥流
堆積物中から産出するが, この地域の地質層序（土居ほか1958）や東方の洞爺カルデラの活動との関係
は不明である。
b）東北地方
　「小泊地区」：青森県小泊村付近では小泊岬を中心に第三紀冬部層（対馬・上村1959；奥海・前田
1963）の流紋岩溶岩に伴い白色の火砕流堆積物としてパーライトが産出し，この中に黒曜石の小礫（マ
レカナイト）が認められる。小泊中学校脇の大露頭から産出する黒曜石の小礫は灰色～黒灰色で直径
5cm前後のものが多い。小泊岬対岸の折腰内（オートキャンプ場付近）でも黒曜石の小礫が採取でき
る。
　「西青森地区」：青森市西部の鶴ヶ坂，鷹森山，戸

と か ど

門，大釈迦などでは，丘陵地を構成する第三紀
鮮新世の軽石質凝灰岩（鶴ヶ坂層）や，この上位に重なる更新世の砂礫層（岡野層・前田野目層）中に
黒曜石の小円礫（直径5cm以下）が含まれている。また，丘陵を刻む天田内（あまだない）川，新城川
などの河谷にも黒曜石が認められる。これらの黒曜石の供給源は岩木山のほか複数あると考えられ
る（杉原・鈴木2005；向井2006；杉原ほか2008a；齋藤ほか2008）。
　「岩木山地区」：青森県西海岸にまたがる七里長浜の出来島海岸などで，円磨された黒曜石が海浜
礫として，あるいは海食崖に露出する砂礫層中に認められる（新渡戸・鈴木1983；佐々木1997；向井
2005b，2006）。また岩木山北麓（十

と つ ら ざ わ

面沢～十
と こ し な い

腰内～建石付近）では山麓扇状地の土石流堆積物（黒木
1995）や，これに続く台地を構成する海成堆積物（山田野層：小貫ほか1963）や泥流堆積物（鈴木1972）
に，人頭大から直径5cm前後の円礫～亜円礫の黒曜石が含まれている。これらの堆積物中の黒曜石は，
岩木山の新期火山噴出物（青森県農林部土地改良第一課1987）に由来すると考えられるが，溶岩流や
岩屑なだれ堆積物などが未区分のため、火口の位置や噴出時期は明らかでない。これらの黒曜石が
鳴沢川などの河川によって日本海に運ばれて出来島海岸に漂着したと考えられる。このほか岩木山
西方の中村川上流の乗廻橋付近では峡谷底から拳大以下の黒曜石礫が産出するが，この黒曜石は，
峡谷沿いに露出する軽石質火山灰層（大秋層田代凝灰岩部層：藤田・根本2002；青森県農林水産部農
村整備課2004；福田ほか2008；島口2009）からの転石と考えられる。しかし，岩木山北麓の火山麓扇
状地堆積物中の黒曜石礫とは堆積時期や産状が異なることから，その起源や噴出年代については今
後の調査が必要である。
　「深浦地区」：青森県深浦町付近の六角沢の河床や岡崎浜の海浜からは，黒色半透明な黒曜石の小
さな亜角礫を産出する（近堂1985；井上1989；佐々木1997；向井2006）。これらの黒曜石は，この付
近一帯に広く分布する流紋岩質火砕流堆積物に由来するものと考えられ，その大きさは最大直径約
5cmで，1 ～ 3cm大のものが多い。露頭が少ないためその産状は明らかでないが，なかにはパーライ
ト状の火砕流堆積物からマレカナイトとして産出するものも含まれると考えられる。
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　「男鹿地区」：男鹿半島では，金ヶ崎海岸と脇本～船越海岸で黒曜石の海浜礫が採取できる（磯村
1972，1993，1994；井上1985；佐々木1997；向井2005c）。男鹿半島では，真山～毛無山の山稜から
加茂川流域及び金ヶ崎の海岸などに流紋岩質の溶岩や火砕岩が広く分布し，真山流紋岩（類）とよば
れている（西男鹿団体研究グループ1972；藤岡1973；深瀬2000；大口ほか2008；小林ほか2008）。真
山流紋岩（類）は全体的にガラス質で，金ヶ崎海岸の海浜礫で産出する黒曜石は，この岩体に由来す
ると考えられる。かつて金ヶ崎海岸沿いの道路敷設工事の際には，「テーブル大」の黒曜石岩塊が産
出したことがあるという（五十嵐1968）。脇本付近の海食崖沿いに露出する鮪

しびかわ

川層（北里1975）中の砂
礫層からは表面がやや風化した黒曜石の円礫が認められる。鮪川層は更新世中期の堆積物とされて
おり（白石ほか2008），ここから産出する黒曜石は真山流紋岩（類）からの二次堆積と考えられる。脇
本～船越海岸の黒曜石礫は鮪川層中に含まれていたものが，浸食されて海岸に打ち上げられたこと
が想定できる。
　「北上地区」：北上川沿いに南北に連なる盆地内の丘陵地や台地を構成する砂礫層中には，まれに
直径数cm以下の黒曜石礫が認められる。このうち，雫石盆地西縁部の晴山沢や荒沢では，第三系の
山津田層（須藤・石井1987；土井ほか1998）最上部のデイサイト質軽石凝灰岩層（火砕流堆積物）や礫
層中に黒曜石礫が含まれる。また，小赤沢付近でも第四系の橋場層の砂礫層中に握り拳大の黒曜石
の亜円礫が産出する（鈴木1983；井上1989）。このほか，奥州市水沢区の胆沢扇状地末端の折居付近
では，段丘礫層に覆われる礫層（折居層：木野1963）中に黒曜石が含まれている（佐島1975）。また，
一関市花泉町金沢，老松，日形や一関市真滝，滝沢などにおいて丘陵地を構成する砂礫層（滝沢層：
中川1961）中に直径5cm前後の黒曜石の円礫が認められる（佐島1975；井上1989；佐々木1997；向井
2006）。黒曜石の礫径は，北上川の上流で大きく下流で小さい傾向にあり，下流ほど円磨度が増す（吉
谷ほか2001）。これらの表面は灰色不透明な水和層の皮膜で覆われていたり，虫食い状の窪みが認め
られたりする。内部については新鮮な黒色でガラス光沢を示すものが多いが，やや透明度の低い灰
黒色のものも含まれる。なお，これら北上川沿いの地帯では，北上川最上流域のいわゆる仙岩地域
の火山群が黒曜石の供給源として想定できる。
　「月山地区」：山形県では月山・湯殿山と北方の山麓及び丘陵にかけての地域に，月山火山を起源
とする火砕流堆積物や，これからの泥流や岩屑なだれの堆積物が広く分布し，この中から各地で黒
曜石が産出することが知られている（百瀬1975；神保ほか1964；山形県企画調整部土地対策課1979）。
このうち西川町志津の月山荘付近の道路沿いでは，ガラス質凝灰岩中に数cm以下の黒曜石角礫が認
められる（百瀬1975；井上1989；向井2006）。また湯殿山の南側山腹を刻む田代沢や大越沢では，河
床に多量の黒曜石の円礫が散乱している。また，鶴岡市大網付近の長防山（天保堰沿い）や天狗森，
今野川に分布するパーライト（百瀬1975；本多・清水1962）は火砕流堆積物と考えられ，小豆大のマ
レカナイトが多量に含まれるほか，拳大の黒曜石も含まれている。さらに鶴岡市北部一帯には月山
からの流れ山と考えられる独立した小丘陵が多数認められ，羽黒町上野新田（小野木山）などで，こ
の流れ山堆積物（笹川岩屑流）から黒曜石の円礫～亜円礫が産出する（百瀬1975；土谷ほか1984；井上
1989；大場・石原2000；佐々木1997；向井2006）。
　「湯の倉地区」：宮城県宮崎町湯の倉では，鳴瀬川上流にある田川の支谷（澄川）の谷壁に黒曜石の
岩脈が露出し，周囲の火砕流堆積物と接する部分の幅150 ～ 200cmに角礫状の黒曜石が産出する。ま
た，黒曜石礫は周辺の火砕流堆積物中にも含まれているほか，田川の河床でも円礫として採取する
ことが可能である（井上1985；佐々木1997）。この火砕流堆積物は，永志田層（庄司1958；宮城県企画
部土地対策課1993）などとよばれている。

７　岩手県奥州市石田Ⅰ・Ⅱ遺跡出土黒曜石製遺物の原産地推定
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「色
し か ま

麻地区」：宮城県色麻町愛宕山付近（根岸）では，丘陵を構成する東原層（北村ほか1981）とよばれ
る砂礫層が20 ～ 30mの厚さで発達する。この砂礫層の限られた層準内に黒曜石の円礫が多量に含ま
れる（佐々木1997）。黒曜石礫は直径5cm程度のものが多く，いずれも風化のため周囲がパーライト
状に白濁変質して脆いものが多いが，内部にクルミ大～枇杷の種状のマレカナイトが含まれている。
　「秋

あ き う

保地区」：仙台市西部の丘陵性山地には，第三紀中新世の流紋岩質凝灰岩を含む火山性堆積物
が広く分布することが知られている。このうち名取川上流部にあたる仙台市秋保町馬場町北（大雲寺
の北側）には，流紋岩によって構成される丘陵が認められている（宮城県企画部土地対策課1985）。こ
の丘陵は火山岩頸（volcanic neck）の地形と考えられる。岩脈縁辺部（幅50cm前後）には黒曜石が認め
られ，山麓では崖錐堆積物（ローム）中に黒曜石が角礫として多く散乱する（向井2006）。ただしこの
黒曜石は斑晶鉱物を多く含むことから，割れ面が平滑にはならない。また土蔵付近の丘陵地では，
安山岩や流紋岩を含む砂礫層（白沢層の馬場凝灰岩）中に黒曜石の円礫～亜円礫が含まれている（高
橋・野田1965；井上1985）。これらの砂礫層中の黒曜石は谷筋沿いの林道（水上南）で転石として認め
られるほか，土蔵付近では水田の耕作土からも採取できる（井上1985；佐々木1997）。土蔵付近の黒
曜石は，表面が風化している。

（８）石器の原産地推定結果

　今回測定したのは，岩手県奥州市石田Ⅰ・Ⅱ遺跡から出土した黒曜石製遺物である。測定した遺
物は240点であり，原産地が判別できた遺物は188点であった。
　原産地推定の結果は，湯の倉地区湯の倉系が156点（83.0%）と大半を占め，北上地区北上系Aが30点

（16.0%）であった。他に，赤井川地区赤井川系が2点認められた。

（９）お　わ　り　に

　黒曜石製遺物の原産地推定は，明治大学文化財研究施設に設置されている「黒曜石原産地推定シス
テム」で行ったものである。なお，この報告書を参考に論文を作成する場合は，原産地推定の結果を
遺物の出土状況からも検討していただきたい。
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図1　石材遺物（黒曜石・サヌカイト）の原産地推定
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附図1　石器時代における北海道・東北地方の黒曜石原産地
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表 1　北海道・東北地方における黒曜石の測定値（強度比）

原産地 Rb 分率 Sr 分率 Zr 分率 Mn × 100/Fe Fe/K

名寄系 A；n=56
平均値 : 29.833 24.045 34.294 2.203 1.951 
標準偏差 : 0.618 0.536 0.687 0.049 0.029 

名寄系 B；n=11
平均値 : 35.318 12.436 32.930 1.502 1.569 
標準偏差 : 0.520 0.546 0.447 0.060 0.037 

赤石山系；n=151
平均値 : 46.106 10.067 24.195 3.680 1.281 
標準偏差 : 0.898 0.758 1.001 0.152 0.057 

十勝石沢系；n=116
平均値 : 53.323 4.043 19.929 4.531 1.227 
標準偏差 : 1.047 0.798 1.109 0.111 0.030 

社名淵系；n=20
平均値 : 30.000 13.220 39.543 3.202 1.875 
標準偏差 : 0.524 0.578 0.619 0.059 0.039 

生田原系；n=63
平均値 : 30.382 9.716 45.544 1.623 1.797 
標準偏差 : 0.667 0.512 0.825 0.047 0.039 

置戸山系；n=25
平均値 : 26.077 21.607 40.115 3.015 2.149 
標準偏差 : 0.632 0.484 0.822 0.061 0.066 

所山系；n=37
平均値 : 35.898 18.367 30.963 3.261 1.376 
標準偏差 : 0.637 0.507 0.681 0.081 0.039 

ケショマップ系；n=64
平均値 : 27.392 27.766 32.599 2.787 2.467 
標準偏差 : 0.693 1.016 0.749 0.140 0.031 

旭川 A・滝川系 A；n=18
平均値 : 31.057 27.312 28.911 3.086 2.081 
標準偏差 : 0.554 0.563 0.641 0.061 0.070 

旭川系 B；n=10
平均値 : 25.402 31.911 32.118 2.920 3.080 
標準偏差 : 0.674 0.883 1.363 0.050 0.058 

上士幌・美蔓系 A；n=115
平均値 : 40.080 15.058 26.337 3.815 1.307 
標準偏差 : 0.882 0.767 0.957 0.086 0.039 

美蔓系 B；n=20
平均値 : 31.686 24.980 29.892 2.402 2.160 
標準偏差 : 0.995 0.591 0.927 0.055 0.141 

赤井川系；n=42
平均値 : 38.780 16.126 28.212 4.893 1.232 
標準偏差 : 0.805 0.736 0.944 0.075 0.025 

豊浦系；n=20
平均値 : 23.931 27.156 36.450 4.380 1.740 
標準偏差 : 0.753 0.755 0.616 0.121 0.041 

小泊系；n=25
平均値 : 46.466 12.029 26.507 3.530 0.965 
標準偏差 : 0.760 0.517 0.985 0.101 0.019 

西青森系；n=29
平均値 : 40.315 17.398 25.571 3.734 1.433 
標準偏差 : 0.508 0.583 0.858 0.072 0.026 

岩木山系；n=52
平均値 : 27.767 30.425 25.726 12.997 1.236 
標準偏差 : 0.960 1.159 1.052 0.259 0.043 

深浦系；n=40
平均値 : 15.165 0.712 73.257 2.205 2.697 
標準偏差 : 0.419 0.392 0.611 0.075 0.061 

男鹿系；n=47
平均値 : 40.413 22.654 21.978 16.547 0.832 
標準偏差 : 0.659 0.627 0.857 0.155 0.017 

北上系 A；n=44
平均値 : 19.355 24.082 41.901 3.799 2.822 
標準偏差 : 0.793 0.951 0.855 0.140 0.117 

月山系；n=55
平均値 : 31.056 28.769 26.088 11.960 1.048 
標準偏差 : 1.426 1.595 1.488 0.341 0.042 

湯の倉系；n=16
平均値 : 9.236 35.733 46.111 2.670 8.494 
標準偏差 : 0.867 0.713 0.574 0.034 0.175 

色麻系；n=21
平均値 : 6.586 32.440 48.731 5.399 8.168 
標準偏差 : 0.567 0.823 0.723 0.067 0.182 

土蔵系；n=16
平均値 : 7.102 40.016 40.913 2.471 17.913 
標準偏差 : 0.631 0.619 0.870 0.031 0.408 

馬場町北系；n=19
平均値 : 6.774 38.002 42.559 2.900 13.192 
標準偏差 : 0.610 0.806 1.204 0.065 0.497 

四方峠系；n=29
平均値 : 7.158 39.927 42.665 4.553 9.778 
標準偏差 : 1.060 1.348 1.180 0.136 1.057 

前川系；n=17
平均値 : 12.172 32.479 46.576 2.511 4.460 
標準偏差 : 0.461 0.661 0.700 0.046 0.078 
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図2-2　石田Ⅰ・Ⅱ遺跡の判別図（Sr分率）

図2-1　石田Ⅰ・Ⅱ遺跡の判別図（Rb分率）
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８　自然科学分析に関する所見

（１）放射性炭素年代について

　３・24・34号竪穴建物跡ではクロスチェックを目的として、複数点の測定を行っていただいた。
予想していた範囲の年代値と、大きくズレが生じた年代値がある。３号竪穴建物跡出土資料の№１・
２は７世紀後半を中心とする年代であり、土器編年と整合性がある。４号竪穴建物跡出土の№３は
15世紀の年代が出た。４号竪穴建物跡範囲にはＢ区ピット群が存在し、カマド範囲や建物内には時
期不明のピットが重複する。したがって、この中に中世のピットが含まれている可能性が考えられる。
目的としていた６世紀の年代は得られなかった。18号竪穴建物出土の№４は、７世紀後半～８世紀
の年代が得られ、土器編年と整合性がある。19号竪穴建物跡出土№５は、堆積土出土須恵器から、
奈良時代の可能性を考えていたが、結果は15世紀前半で、Ｂ区のピット群範囲と同年代である。本
遺跡では、３号溝（Ｃ区）出土3003の瀬戸産灰釉瓶子の年代と整合的である。本遺跡に15世紀村落の
存在が想定される。24号竪穴張出部出土の№６・７・８の３点は、クロスチェックを目的としている。
一年性植物（炭化米を測定）２点と燃料材（クリ材）１点で、３点とも７世紀末～８世紀となり、土器
編年と整合性がある。３点中２点の１σで７世紀後半～８世紀前半、１点で７世紀後半～８世紀初
頭を示している。25号竪穴建物出土の№９は、１σで最も高い確率で７世紀末～８世紀前半である。
土器編年と整合性がある。26号竪穴建物跡の№10は、１σで高い確率が７世紀末～８世紀前半である。
土器編年と整合性がある。24 ～ 26号竪穴建物跡は重複関係があるり、年代測定値から明確な差を見
出すことはできなかったが、概ね７世紀後半～８世紀前半の建物群であることを検証できたと言え
る。27号竪穴建物跡の№11は、１σで７世紀前半である。土器編年とも整合性がある。33号竪穴建
物跡の№12・13は、№12が屋根材、№13が柱材である。１σで７世紀後半～８世紀前半と７世紀前
半となった。№13の柱材に古材を利用した古木効果が想定される。34号竪穴建物跡の№14は、１σ
で最も高い確率が５世紀後半～６世紀前半である。土器編年と整合性がある。47号竪穴建物跡の№
15は、１σで最も高い確率が５世紀後半～６世紀前半で、土器編年と整合性がある。Ｇ区北部堆積
土出土の№16（馬歯）は１σで13世紀前半～中頃である。当初、古墳時代～奈良時代の数値を期待し
ていたが、中世であった。本遺跡で明確な13世紀の遺構・遺物はない。奥州市における平泉藤原氏
の滅亡後については、不明な点も多い。本遺跡と隣接する沢田遺跡でも12世紀の陶磁器類が複数出
土しており、平泉藤原氏の時代に在地有力者がいたことは間違いない。後続する13世紀の勢力の考
古学的資料として、№16の数値が活用できる可能性はある。33号土坑は、土壙墓で、馬の頭骨を中
心に馬骨が良好な状態で出土した。この中から№17として馬歯を測定した。古墳時代の年代を期待
していたが、１σで最も高い確率が、18世紀の近世であった。石田地区には「午房谷地」の地名が残る。
秋田へと続く街道沿いの馬の休憩地としても利用されたらしい。本遺跡において、馬文化との関連
性を示すものとして35号竪穴建物跡出土鉄製品（轡の引手部）が７世紀後半～８世紀前半、№16の馬
歯の測定値がある。周辺遺跡では中半入遺跡で５世紀代の竪穴建物跡出土の馬頭骨、角塚古墳出土
の裸馬の埴輪などがあり、当地域が古くから馬文化に親しんでいることを再確認できた。13号竪穴
建物跡出土の№18は、製鉄関連遺物である鞴羽口を支脚転用したカマド内資料である。１σで７世
紀後半であり、土器編年と整合的である。本遺跡では、13・14号竪穴建物跡カマド内及びその周辺
で鞴羽口が出土している。当地域において７世紀代の製錬作業の痕跡は確認されていないが、少な
くとも製鉄業に関わったことのある人物所有の建物と推察される。71号竪穴建物跡主柱穴出土の柱

８　自然科学分析に関する所見
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材を№19として測定した。１σで７世紀前半である。土器編年とは整合的であるが、やや古い年代
値の可能性がある。材の芯に近い部分とすれば、№13の柱材同様、古木効果が影響していると推察
される。
　以上19点の年代測定値から、５世紀～６世紀、７世紀後半～８世紀前半、中世の13世紀、15世紀、
近世の18世紀の痕跡を認識できたと言える。

（２）須恵器胎土分析について

　岩手県において奈良時代の須恵器窯は見つかっていない。したがって、８世紀以前の須恵器は、
南東北以南からの搬入品と考えられていた。胆沢地方において、最も早く須恵器窯の操業が行われ
たのは、奥州市水沢区見分森公園にある見分森窯と想定されている。胆沢城造営に伴い、９世紀に
奥州市江刺区において瀬谷子窯の操業が開始されるまでは、岩手県内における須恵器生産体制の実
態はほとんど分かっていない。
　依頼した石田Ⅰ・Ⅱ遺跡の資料は、５世紀後半～ 10世紀に帰属する。比較資料として、奥州市内
の遺跡出土資料を合わせて分析いただいた。以下に遺跡の特徴を示す。

①　石田Ⅰ・Ⅱ遺跡：５世紀後半～６世紀と、７世紀後半～８世紀前半の集落の資料。
②　沢田遺跡：５世紀末～６世紀初頭の資料１点分析。５世紀後半～６世紀の墳墓と集落、９世

紀の郡衙もしくは寺院の存在が想定される遺跡である。
③　堤遺跡：８世紀後半以降と考えられる資料２点分析。７世紀末～８世紀前半の資料も出土し

ているが、主体は８世紀後半～９世紀の集落遺跡である。
④　谷地Ⅱ遺跡：９世紀の資料10点。瀬谷子窯跡に隣接している。廃絶後の竪穴建物跡から大量

の須恵器が出土した。遺跡立地から、瀬谷子窯製品の舶載時に破損品や二級品の廃棄を行っ
た遺跡と考えられる。立地と出土状態から、瀬谷子窯製品主体と想定される。

第四紀地質研究所保有の須恵器窯跡分析データ

　第四紀地質研究所保有の瀬谷子窯跡分析データと谷地Ⅱ遺跡のデータは調和的であるが、坏より
も甕のデータと調和的である。筆者は、胎土分析発注前に、以下のように想定していた。
　Ａ．５世紀末～６世紀の資料（石田Ⅰ・Ⅱ- １、沢田- １）は陶邑産

Ⅳ　自然科学分析

東北地方北部

青森県五所川原市　　犬走窯跡　　（10世紀中頃）
青森県五所川原市　　砂田窯跡　　（10世紀中頃）
岩手県奥州市江刺区　瀬谷子窯跡　（９世紀）
岩手県紫波郡矢巾町　杉の上窯跡　（９世紀前半）
秋田県　　　　　　　川前窯跡　　（８世紀前半）
秋田県　　　　　　　手形山窯跡　（８～９世紀後半）
秋田県秋田市　　　　古城廻窯跡　（９世紀）
秋田県　　　　　　　谷地Ⅱ窯跡　（８世紀）
秋田県　　　　　　　竹原窯跡　　（８世紀中頃）

東北地方南部

宮城県石巻市　　　　関ノ入窯跡　（９世紀前半）
宮城県大崎市　　　　木戸窯跡　　（８世紀前半）

宮城県黒川郡大衡村　彦右エ門橋窯跡（８世紀後半）
宮城県利府町　　　　硯沢Ｂ３窯跡（８世紀前半）
宮城県柴田郡村田町　北日ノ崎窯跡（７世紀後半）
宮城県色麻町　　　　日の出山窯跡（８世紀前半）
福島県会津地方　　　大戸窯跡（８～９世紀）

陶邑群

大阪府　　陶邑Ⅰ　　　　　大阪府堺市　大庭寺
大阪府　　陶邑Ⅱ　　　　　大阪府　　　桜井谷
大阪府　　狭山池　　　　　大阪府　　　緑ｹ丘
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　Ｂ．６世紀後半～７世紀の資料（石田Ⅰ・Ⅱ- ６）は関東～東北産
　Ｃ．７世紀末～８世紀の資料（石田Ⅰ・Ⅱ- ５）は東北産

　胎土分析によって、陶邑産と断定できる資料はないとの報告を得た。しかし解析データ（第２表化
学分析表等）上、石田Ⅰ・Ⅱ- １（掲載1001）はQt-Pl相関図、SiO2-Al2O3相関図、Fe2O3-TiO2相関図、
K2O-CaO相関図とも陶邑Ⅰ群との相関が強い。石田Ⅰ・Ⅱ- １は胎土がやや粗く、大量生産体制に入っ
た５世紀後半～６世紀初頭頃の陶邑産須恵器の特徴を有していると考えられる。陶邑産の可能性も
否定できないので、本書では「陶邑産？」として遺物観察表に記載した。沢田- １は肉眼上、陶邑編年
のⅠ型式５段階（中村1981）の特徴を有する。沢田- １（2014報文掲載121）は、Qt-Pl相関図、Fe2O3-
TiO2相関図、K2O-CaO相関図では、陶邑Ⅰ・Ⅱ群との相関が強いが、SiO2-Al2O3相関図ではグループ
外である。SiO2-Al2O3相関図上で最も近いグループは陶邑Ⅰ群である。この資料も陶邑産の可能性を
否定できないので、「陶邑？」で報告した。なお、この２点の資料は、複数の研究者に実見していた
だいたが、「陶邑で良い」、「東海系で類似品を検索してはどうか」、「東北（大蓮寺系）では」、など意
見が集約できない。すなわち、肉眼分類の限界を認識できた。
　石田Ⅰ・Ⅱ- ６（掲載1068）は大甕で、口縁部に横位沈線区画と区画内に斜位の刺突文を充填してい
る。大甕で同文様を施す事例が宮城県色麻町色麻古墳群で見つかっている。色麻古墳群出土資料と
同一窯資料の可能性は考えても良いであろう。この資料はQt- ６群で、ほかの石田Ⅰ・Ⅱ遺跡出土須
恵器とは明確に分離された。第四紀地質研究所データの日の出山窯跡との相関があるように見える。
仮に日の出山窯跡資料だとすれば、大崎平野から現在の東北自動車道ルートを北上して搬入された
可能性が想定できる。
　石田Ⅰ・Ⅱ- ５（掲載1067）は7世紀後半～８世紀前半の特徴を持つ須恵器である。平底風でやや厚
みのある個体である。石田Ⅰ・Ⅱ- ６と同じくQt- ６群に分類されている。
また、先行研究では岩手Ａ群とされるものが、仙台市大蓮寺窯跡試料の分析値領域が一致するとの
成果が示されている（三辻2002）。今回の検討では、岩手県内産とは明確に示すことはできないが、
瀬谷子窯産と胎土の類似する粘土堆積物があることを判明している。
　以上のことから、５～６世紀において、南東北地方以南からの搬入品のうち、大阪府陶邑産を否
定する根拠はないこと、７世紀～８世紀の須恵器のうち、Qt- ６群は岩手県域外からの搬入品である
可能性が高く、日の出山窯の可能性があること、瀬谷子窯産と類似の傾向をもつ資料があり、岩手
県内において８世紀須恵器窯の存在の可能性を示唆する結果を得た。

（３）炭化種子同定の結果について

　種子同定は、古墳時代中期末～後期初頭の５世紀後半～６世紀初頭の竪穴建物跡、古墳時代後期
後半～奈良時代前半の７世紀後半～８世紀前半の竪穴建物跡から採取した土壌サンプルの水洗選別
資料から同定を行っていただいた。土壌サンプル採取は、焼土の検出される付属施設及びその周辺
で行った。目的は、古墳時代～奈良時代の食物利用のあり方を検討することである。サンプル採取
施設の性格上、燃料材の混入も考慮する必要がある。
　古墳時代中期末～後期初頭の34号竪穴建物跡カマド付近ではイネが見つかっていない。クリ、ブ
ナ科炭化果皮が検出されている。カマド内からは、燃焼部内の骨片層で「ニホンジカ？」、「不明哺乳類」
の大量小骨片が出土している。この竪穴建物跡では堅果類や動物性蛋白源を摂取していたと解釈可
能である。ただし５世紀後半～６世紀初頭の竪穴建物跡は複数存在していたが、良好な残存状態の

８　自然科学分析に関する所見
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分析資料は、34号竪穴建物跡資料のみであった。したがって同定は34号竪穴建物跡のみで行ってい
るので、この結果をもって５世紀後半～６世紀初頭が直ちに穀類の摂取の低い時期とは言えない。
しかし、現状では胆沢扇状地において５世紀～６世紀の水田・畠等の明確な生産領域を発見するに
至っていないので、穀類の消費の実態は判然としない。
　７世紀後半～８世紀前半は古墳時代後期末～奈良時代前半に相当する。高い頻度でイネの炭化種
子が検出されているほか、オニグルミ、クリ、ヒエ属なども利用されている。堅果類は縄文時代以
来の伝統的なメージャーフードである。今回の調査成果として、少なくとも古墳時代末以降は、本
遺跡において米食が定着していることは認識可能である。なお、コメが現地栽培なのか搬入品であ
るのかは今後の課題である。24号竪穴建物跡焼土１採取の炭化米の年代測定値は７世紀後半～８世
紀初頭（1σ）である。焼土１は建物張出部に位置する。イネの検出量は、仮に稲藁を燃料材として用
いた際に、稲穂に残存したイネの落下と考えると、あまりにも多すぎる。焼土１は何らかの調理痕
跡と考えたほうが無難である。24号竪穴建物跡焼土１範囲出土イネ炭化胚乳は形状も不揃いである
ことから、同時期・同所での収穫物と考えるよりも、別時期か、あるいは同時期であっても水田面
が異なる可能性が考えられる。炭化イネ胚乳の形態はいずれも形状が良く残っていることから、水
分を多量に吸った「飯」の形態にはなっておらず、「コメ」の状態で、調理されたものであろう。その
ような解釈が成り立つならば、「炒める」、「蒸す」などの調理が行われており、「茹でる」、「炊く」な
どの胚乳が水分で膨張する調理形態ではないと考えられる。なお、68号竪穴から多量のサガミトリ
ゲモ、イボクサなどの水成植物が報告され、サガミトリゲモは水深のある流水のほとんどない水域
に生育するとの考察をいただいた。Ｊ区中央部に位置する68号竪穴は、梅雨時期の調査で、調査区
水抜き作業を怠った時期が何度かあり、68号竪穴焼土１検出面上はブルーシートが水に浮いた状態
で放置し、梅雨時期でも調査がしやすい別の遺構を先行した期間がある。その結果、指摘のような
水成植物が繁殖したと考えられる。水に沈んだブルーシートより上位に緑色の苔が繁茂していたよ
うに記憶している。したがって、68号竪穴に関しては古墳時代の環境を反映した結果ではなく、調
査時の不注意によると考えられる。

（４）琥珀産地同定の結果について

　琥珀分析は、中半入遺跡（植田2002）膳性遺跡（岩手県立博物館1982）で実施されており、いずれも、
久慈琥珀の可能性が高いとされてきた。中半入遺跡ではフーリエ変換型赤外線分光光度計による分
析（以下、ＩＲ分析）と核磁気共鳴スペクトル分析（以下、ＮＭＲ）が行われ、ＩＲ分析で福島県いわ
き産と岩手県久慈産を分離できなかったが、ＮＭＲでは久慈産と近似値が得られた。今回の石田Ⅰ・
Ⅱ遺跡では予算の都合上ＩＲ分析に留め、中半入遺跡と同じくいわき産との分離が困難であるが、
遺跡立地から近距離にある久慈の可能性があるとされた。本県における琥珀産地をめぐる問題は、
単に久慈産を使用したか否かに留まらない。琥珀は近畿・九州の古墳副葬品や中国大陸国家への朝
貢物としても利用されており、古代国家にとって各琥珀産地の掌握が、一時的にせよ政治的重要案
件であった時期があったかもしれない。古墳時代に遡る遺跡が久慈市域で発見されていなかったが、
近年久慈川沿いの海岸段丘面上で中田遺跡（６世紀後半～７世紀前半）と新町遺跡（４世紀後半～５世
紀）の調査が行われており、産地と消費地の関係性が明らかになりつつある。産出量及び推定埋蔵量
とも群を抜く久慈琥珀の分布論的検討は、搬入ルートや搬入量推定など古代社会の活動の一端に光
を当てるものであり、今後も継続して検討すべき課題である。

Ⅳ　自然科学分析
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（５）鉄製品・鉄滓分析について

　鉄製品は、中世の鉄鉗（8001）と７世紀後半～８世紀前半の轡の引手部（8002）、鉄滓は鉄鉗が出土
した19号竪穴建物跡出土である。当初、19号竪穴建物跡からは奈良時代に出現する須恵器高台付坏と、
平安時代の回転ナデの土師器坏が堆積土から出土しており、古代と考えていたが、床面炭化材の年
代測定値が15世紀であった。分析により、25号竪穴出土の轡は関東以西より搬入された可能性が指
摘された。また、鉄鉗は、北東北から北海道のデータとの整合性が確認された。鉄滓からは、鍛冶
工程で生ずる可能性が指摘された。№３は鍛錬鍛冶の痕跡を残し、№４は鋼の製造に関わるとの結
果を得た。当初予想の奈良時代資料ではなかったが、19号竪穴建物跡出土のデータは、中世資料と
して貴重である。県内の内陸地域における最近の中世鉄製品の分析は、平泉町柳の御所跡、紫波町
下川原Ⅰ・Ⅱ遺跡、花巻市高木中館跡など12世紀資料が豊富である。砂鉄や鉄鉱石の供給地がいか
なる場所にあるのかも含めて検討の必要性がある。
　轡の引手部は、初現期から存在する簡素な形態である。県内では沿岸部の山田町房の沢Ⅳ遺跡の
古墳群から出土しており、時期・形態とも本遺跡と類似する。また、奥州市膳性遺跡出土環状鉄製
品について、馬具の可能性が指摘されている。内陸地域の７～８世紀古墳群においては蕨手刀のよ
うな武器類の出土は注目されるが、馬具は少ない。馬の存在を想起させる遺物は微量ながらこれま
でも出土していたが、放牧地の推定や馬小屋に相当する施設の検出など、今後検討すべき課題は多い。

（６）黒曜石原産地推定について

　黒曜石は実測図掲載資料125点と表掲載資料398点の計523点出土している。このうち、240点で蛍
光Ｘ線分析を行い、188点の判別が示された。宮城県湯の倉地区湯の倉系156点（83.0％）、北上地区北
上系Ａ30点（16.0％）、北海道赤井川地区赤井川系２点となった。本書第一分冊に掲載した産地推定結
果は第二分冊の肉眼判定に併記した。
　筆者は、経験的に肉眼レベルにおいて、岩手県内出土資料を以下のように捉えている。自然面に
角礫面が残り、透き通らない漆黒色で灰白色の縞や球化流紋岩の見られるのは湯の倉産、自然面に
円礫面が残り、半透明で不純物混入の少ないものは北上川流域産と捉えている。また、角礫面が残り、
不純物が少なく漆黒色から半透明でサイズの大きいものを青森県深浦産、角礫面が残り、不純物が
少なく飴色を呈するものを秋田県男鹿半島産と捉える。したがって、北海道赤井川産が含まれてい
ることを肉眼で判別できない。破片資料であれば北上川流域産、良くて青森県深浦産と誤認するで
あろう。得られた集計データ（湯の倉主体、北上川流域客体、遠隔地微量）からは、中半入遺跡と同
傾向であると言える。中半入遺跡では2000点近い黒曜石が出土し、９割近くを上記湯の倉産の肉眼
的特徴を有する資料で占められると報告されている。かつて、北上川流域産は縄文時代遺跡出土の
原石サイズと出土遺跡の分布論的検討から花泉地区の２次堆積層内が産地であると結論したことが
ある（米田2007）。この推論自体は現在も変更する必要性はないと考えているが、古墳社会において、
近傍の花泉地区を選択せずやや遠隔地の湯の倉産を積極的に利用する現象が改めて明らかとなった。
在地において少なくとも縄文時代晩期まで伝統的な産地であった北上川流域産よりも湯の倉産に比
重を置く理由はなんなのか、検討すべき課題である。　　　　　　　　　　　　　　　　　　（米田）
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Ⅴ　総　　　括

１　調　査　成　果

　第Ⅲ章１節記載の通りである。遺跡範囲は南都田字上石田地内である。調査前現況は水田、畑地、
宅地、農道であった。遺跡は胆沢扇状地低位段丘の水沢低位段丘面上に位置している。調査面積は6,901
㎡で、本調査は5,051㎡、確認調査1,850㎡である。
　調査区はＡ～Ｍ区の計13 ヵ所に分けた。検出遺構は、竪穴建物跡78棟、掘立柱建物跡３棟、土坑
33基、溝20条、不定形遺構６基、ピット247個、河川跡２条である。遺構は５世紀後半～６世紀と、
７世紀中頃～８世紀、９世紀後半～ 10世紀前葉に大別される。
　出土遺物は、土師器、須恵器、陶磁器、縄文土器、弥生土器、剥片石器（黒曜石製掻器、剥片、砕片、
石鏃等）、礫石器（敲磨器、敲石、磨石、方割石、鉄床石、砥石）、鉄製品（馬具、鉄鉗等）、土製品（勾
玉、紡錘車等）、石製品（石包丁、石製模造品、紡錘車等）、羽口、炉壁、鉄滓、粘土塊、炭化材、炭
化種子、骨片、琥珀塊である。

２　古墳時代前期後半～後期初頭

（１）前期後半～中期中葉の資料について

　４世紀後半～５世紀中葉を想定している。１号河川跡及び２号河川跡のあるＪ区西部で出土した。
遺構内出土資料はないが、J区１・２号河川跡から二重口縁壺（792・865）、高坏（791・793）、甕（863）
などが出土している。１号河川跡出土二重口縁壺（792）は大型品で、底部から胴部にかけての膨らみ
が直線的で胴部中央に最大径をもつ。二重口縁壺は岩手県内での出土数は少ないが、久慈市新町遺跡、
北上市猫谷地、奥州市中半入・西大畑遺跡でも出土している。当該期の壺類は球胴タイプが多く、
北上市猫谷地遺跡ＣＪ50竪穴住居跡出土資料も球胴タイプでやや下膨れする。中半入遺跡では、５
世紀の104・113号住居跡から出土しているが、胴部が下膨れするタイプである。本遺跡792と類似形
状の壺胴部は今のところ確認できていないが、中半入遺跡古墳時代前期の302号住居跡出土甕Ａ類が
類似の胴部形状である。このことから、792は上半部が壺、下半部が甕の形状に影響を受けている可
能性が考えられる。863は不明瞭ではあるが東海地方のＳ字状口縁甕の影響を僅かに残す器形の可能
性がある。Ｓ字状口縁甕は中半入遺跡でも出土しており、僅かながらも胆沢平野に東海地方からの
影響を示す資料が存在している。ただし、本遺跡のＳ字状口縁形状は、東海地方産のような明瞭な
屈曲を持っていない。

（２）中期後半～後期初頭の遺構・遺物

ａ）遺　　　構
　５世紀後半～６世紀初頭を想定している。竪穴建物跡（以下、竪穴と略す）では、１・８・９・10・
11・12・21・29・32・34・40・43・45・47・63・69号竪穴建物跡が該当する。このうち、床面出土
遺物を伴わない９～12号竪穴については、堆積土下部の遺物をもって当該期に含めた。計16棟である。
土坑では14・15号土坑が該当する。調査区幅の狭いＡ・Ｄ区の1・８～ 12号竪穴の規模や内部施設に
ついては不明であるが、Ｆ・Ｇ・Ｊ区では規模・形態の判明した建物が複数ある。５世紀後半はカ
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マドの普及期だが、32・34・47号竪穴でカマドが付設されている。32号竪穴は東壁に長煙道タイプ、
34・47号竪穴は北壁に短煙道タイプである。ただし32号竪穴カマド煙道部は極端に長くない。湧水
の激しい47号竪穴では確認できなかったが、壁から主柱穴に向けて延びる間仕切り溝もしくは転ば
し根太痕跡と考えられる溝跡を32・34号竪穴で確認している。建物の遺存状態は良好ではないものの、
カマド未検出の21・43・69号竪穴にはなかった。間仕切りもしくは転ばし根太痕跡については、カ
マド設置の大型建物との相関が窺われる。また、当該期の竪穴建物は、建物コーナー部が直角に近
い角張った形状であり、壁長５ｍ以上の建物では明瞭である。古墳時代後期後半以降の竪穴建物跡
に隅丸方形が多いことと対照的である。カマドの支脚には34・47号竪穴で礫を、32号竪穴では土製
支脚（5042・5043）をそれぞれ用いる。本遺跡の支脚は一貫して棒状である。東北・北海道の土製支
脚集成・検討を行った柏木大延によれば、土製支脚は円筒状（Ａ類）、棒状中実（Ｂ類）、棒状中空（Ｃ類）
に分けられ、本遺跡の5042・5043は棒状（円柱；柏木分類ＢⅠ類）に該当する。周辺遺跡では膳性遺
跡（10後半～11世紀）・今泉遺跡（7後半～8世紀初頭）で棒状（類三角；柏木分類ＢⅢ類）が出土している。
また時期は異なるものの、5042・5043と同じＢⅠ類は、仙台平野北部周辺の亀岡Ⅱ遺跡で出土して
いる（柏木前掲）。
ｂ）34号竪穴建物跡について
　34号竪穴建物跡は以下の特徴を有し、重要な成果となった。

①床面出土遺物は５世紀後半～６世紀初頭で、このうち須恵器𤭯はＴＫ23段階と考えられる。
②建物北壁に短煙道カマドが設置される。
③建物南壁中央の張出部に方形土坑、いわゆる張出ピットを有する。
④床面上に間仕切りもしくは根太痕跡の溝がある。
⑤カマド脇から多量に遺物が出土した。坏は赤彩塗布を主体とし僅かに黒色処理も存在する。甕

では、非赤彩塗布で明赤褐色を呈する537が、器台転用された甕（544）の中に納まった状態で出
土した。

　①に関連すると𤭯は、中半入遺跡でＴＫ216 ～ 208 ～ 23 ～ 47段階まで存在し、個体数はＴＫ208
～ 23段階が多い。また、時期は異なるが水沢区今泉遺跡で６世紀末～ 7世紀前半の建物堆積土から
ＴＫ23 ～ 47段階が出土している。胆沢扇状地においてはＴＫ23段階が豊富であると言える。𤭯は用
途が不明とされ、孔部に竹筒を指して液体を注ぐ祭祀道具と考えられているが、唾壺の可能性が指
摘されており、推測ながらも馬を駆って移動した古墳時代において埃の立つなかでの𤭯の必要性が
あったのではないかとの意見（岩本2010）もある。東北地方においても馬文化を検討する上で念頭に
入れるべき指摘である。
　②に関連すると、胆沢扇状地においてカマド設置竪穴建物跡自体の数は多くないが、本遺跡の34・
47号竪穴、中半入遺跡120号住、中半入第２次ＳＩ01、面塚遺跡ＳＩ02など短煙道が存在する。５世
紀中頃以降のカマド導入期は長煙道よりも短煙道が主体であったと考えられる。
　③に関連すると、北東北地方の古墳時代遺跡では初例である。近年、張出ピットを持つ竪穴建物
について、集成作業が進んでおり、少なくともこれまでは福島県域を北限としていた（1）こと、検出
数は５・６世紀に多く（小高・坂口200）、７世紀に入っても残存する（鶴間2011）ことが明らかとなっ
ている。それが、宮城県域を越えて一気に胆沢扇状地まで北限が移動したことになる。岩手県と比
べて古墳時代遺跡調査件数の遥かに多い仙台平野で未検出なことは、移民入植問題と関連して非常
に重要である。福島県域からの直接的な移民の可能性を考慮すべきであろう。また、張出ピット自

２　古墳時代前期後半〜後期初頭
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体は、貯水、食物貯蔵、戸口胎盤埋納などの見解があることが整理されており、祭祀的な意味合い
を示す現象は指摘できず、現状では広く貯蔵施設として理解すべき（鶴間前掲）とされている。なお、
張出ピットに限らず、建物内貯蔵穴に周堤帯を廻らす事例がある。胆沢扇状地では中半入遺跡120号
住が該当する。34号竪穴は該当しないが、貯蔵穴部周縁を高くして木製蓋を設置したとの見解（鶴間
前掲）がある。
　④に関連すると、カマドの設置された32・34号にのみ確認されていることに注目している。建物
内でカマドを配置することで、上座が決まり空間分割の意識が顕在化すると考えられる。野外調査
時に調査区壁内検出された32号竪穴カマドは、湧水による誤認の可能性が少なからずあり新しい時
期の竪穴付属の可能性も考えられたが、床面との高低差もなく、間仕切溝の方向などの関係性から、
５～６世紀カマドでよいとの判断に至った。32・34号竪穴とも主柱穴と連結するようには設置され
ていない。
　⑤に関連すると、八戸市田向冷水遺跡でも本遺跡537と同様に非赤彩塗布土器が出土しており、胴
部に黒斑があることも共通している（2）。また、胆沢扇状地の各遺跡において特に坏類は赤彩塗布さ
れる資料が多いが、仙台平野では主体ではない。一方、福島県域では５世紀末～６世紀前半の佐平
林式と舞台式が赤彩塗布の文化である。張出ピットだけでなく、遺物においても福島県域との比較
検討が必要である。石田Ⅰ・Ⅱ遺跡に隣接する沢田遺跡では土坑墓や古墳周溝部から出土した甕・
坏は赤彩塗布資料（ＴＫ23 ～ 47段階とされる）である。報文において、福島県白河市佐平林遺跡出土
資料との類似性も指摘されている。また、沢田遺跡土坑墓は大礫を組み合わせており、北関東（特に
群馬県）・信州方面に分布する「小石槨墓」との類似性も指摘されている。残念ながら筆者の検索では
福島県での類例を見出せていない。その点では、土器の類似性と対照的に、墓制は地域間で整合し
ない。ただし数年前のデータではあるが、竪穴式石槨のなかでも箱式石棺であれば、中通り26例、
浜通り39例、会津地方10例あり５世紀代に出現している（3）。石槨を有する遺構という観点で、北東
北から関東までの広域での検討が必要である。また、現在仙台平野での事例は報告されていないため、
石田Ⅰ・Ⅱと沢田遺跡の成果は、前述の仙台平野を飛び越えた分布という現象を補足するものである。
以上のデータは、５～６世紀の北東北地方への移民問題を積極的に検討する資料が整いつつあるこ
とを表している。この赤彩塗布の文化はさらに北上し、北海道札幌市Ｋ39遺跡でも確認されている。
Ｋ39遺跡出土赤彩塗布坏類（図83－24 ～ 28）は石田Ⅰ・Ⅱ遺跡１号竪穴出土資料との形態的類似性も
伺われる。現状では北東北より北方の赤彩文化は、福島県域に起源をもつと考えて良いのではなか
ろうか。ただし、胆沢扇状地を通って北上するルートのみなのか、あるいは福島県浜通り地域から
太平洋岸沿いを北上して八戸市域の田向冷水を経由してさらに北上するルートもあるのかは、今後
の検討課題である。

３　古墳時代後期前葉～中葉

　住社式並行期の資料は、４号竪穴カマド内およびその周辺出土資料が該当する。坏の形状は典型
的な住社式段階であり、甑も大型で前時期よりも胴部に丸みをもつ。胆沢扇状地を主体とした岩手
県南部編年二段階（６世紀中葉～後葉）に該当し、胆沢扇状地内では膳性遺跡・上餅田遺跡が同段階
に入る（高橋2007）とされる。

Ⅴ　総括
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４　古墳時代後期後葉～奈良時代

　年代は７～８世紀を想定している。本遺跡で７世紀前半と認識可能な竪穴はなく、７世紀中頃から急激に
増加している。７世紀後半以降は、須恵器坏が少量伴うようになり、少量ながら須恵器坏の模倣形態の土師
器坏もある。盛岡市台太郎遺跡、宮城県御駒堂遺跡等で出土している半球形で口縁部の短い典型的な北武蔵
型坏は、本遺跡では出土していない。また、回転ロクロ坏の普及期に見られる静止糸切痕跡のある坏が、60
号竪穴から１点出土している。

（１）７世紀～８世紀の竪穴建物と出土遺物

　竪穴建物跡の大半が該当し、７世紀後半～８世紀前半にピークがある。Ｂ区２棟（２・３号竪穴）、
Ｄ区３棟（13 ～ 15号竪穴）、Ｆ区６棟（16 ～ 18・20・22・23号竪穴）、Ｇ区24棟（24 ～ 28・30・31・
33・35・38・39・42・44・46・48 ～ 57）、Ｈ区２棟（58・59号竪穴）、Ｉ区７棟（60 ～ 62・64 ～ 67号
竪穴）、Ｊ区３棟（68・70・71号竪穴）、Ｋ区７棟（72 ～ 78号竪穴）の計54棟が該当する。調査区範囲
全域に分布するが、８世紀中頃以降の竪穴は北部に分布していない。
　竪穴建物跡は全体形状が把握可能な建物数が限られるため、分布傾向を出していないが、該期の
集落では、建物北壁ないしは北西壁にカマドをもち、建物軸方向に斉一性があり、大型建物では器
材の出現率が高いことが指摘されている（八木2010）。本遺跡でも同傾向であり、カマドはその多く
が北西壁中央設置で、東壁を基準としてみれば北西方向に建物軸が傾く。また、５世紀後半～６世
紀初頭の竪穴建物と異なり、竪穴のコーナー部が丸みを帯びる隅丸方形主体である。
ａ）土屋根材のある建物
　本遺跡では、屋根材に土を用いていると考えられる建物が確認されている。32号（５～６世紀）、
34・60号竪穴（７世紀後半～８世紀）である。32号竪穴は床面上に灰白色土粒を含む粘土質シルトが
マウンド状に堆積していた。34・60号では堆積土上部～中部に、灰白色～黄褐色粘土質シルトない
しは粘質土の上下に薄い炭化物層が筋状に発達していた。さらに、粘質土の上位に偏平な礫が張り
付くように出土している。このような出土状態から、火山灰で埋没した群馬県中筋遺跡復元例と同
様に、屋根の骨組材の上に茅葺し、その上に保温材となる土を敷き、それらの流出を防ぐためさら
にその上にまた萱を敷くモデルが想定される。本遺跡では、粘質土上位出土礫を、重石としての用
途があったと想定しておく。
ｂ）24号竪穴建物跡について
　24号竪穴建物跡は、本遺跡７～８世紀竪穴建物のなか（トレンチのみの内容確認調査例除く）で、
最大である。その特徴を以下に列挙する。

①北壁中央にカマドを持ち、建物床面中央部に複数の焼土を有する。カマドと正対する南壁中央
部にテラス状の張出部を持ち、張出部内に焼土を有する。

②他の同時期の竪穴建物の掘形がＡ類（外縁部掘り込みタイプ）主体なのに対し、Ｂ類（中央部掘り
込み）である。

③出土土器量が非常に多い。他の竪穴建物に比べて、高坏の出現率が高く、高坏の中でも透かし
孔を有する資料が出土している。

④張出部の焼土１の分析から炭化米をはじめとする多量の穀類が出土した。
⑤土器編年とのクロスチェックを試みて、焼土１出土の炭化材（燃料材）１点と炭化米２点（1年性

植物）のＡＭＳ炭素年代測定を行った。結果は、３点とも１σの７世紀後半～８世紀のなかでは

４　古墳時代後期後葉〜奈良時代
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７世紀末～８世紀前半の比率が高い。
⑥25号竪穴と重複する。25号竪穴は26号竪穴と重複する。新旧関係は24→25→26号竪穴である。

　①に関しては、本遺跡の７～８世紀建物跡で張出部を有するのは24号竪穴のみである。５世紀後
半～６世紀初頭の34号竪穴の張出ピットではなく、炉と考えられる使用方法である。④の記載通り
多量の穀類が出土しており、炭化米は水分を吸って変形した状態ではなく、粒の形状を留めていた。
祭祀的な場所の可能性も否定はしないが、カマドとは異なる調理の場の一つか、穀物調理ではなく、
稲藁で入口部を燻して藪蚊の侵入を防ぐ蚊取線香の用途もありうる。ただし稲藁で燻す程度とする
には炭化米出土量が多すぎる。現状ではその機能・用途について限定しがたい。
　②に関しては、全体形状把握が困難であるか、湧水により掘形の不明な竪穴建物が多く、明確に
判断できないが、少なくとも、小～中型はＡ類主体である。５～６世紀の大型竪穴建物は掘形Ａ類
であることと異なる。
　③は特徴的で、重複する25号竪穴でも透かし孔を有する高坏が出土している。透かし孔を有する
高坏は一般集落での出土は少なく、城柵官衙遺跡やその周辺で多い。このことは透かし孔を有する
須恵器高坏の模倣が、須恵器の供給地である城柵官衙遺跡の周辺あるいは拠点集落で行われたこと
を示しており、その出土量の多い遺跡は、有力豪族管理下の可能性が想定される。
　⑤・⑥は相互補完的データである。次節でこれらのデータをもとに出土土器の分類を行う。
ｃ）24・25・26号竪穴建物跡出土資料を中心とした土器分類
　堆積土の切り合いから24号→25号→26号竪穴の新旧関係が把握できた。第125 ～ 127図に器形の判
断可能な資料を中心に並べた。また、年代測定値で７世紀前半代の数値を得た27号竪穴と静止糸切
痕をもつ坏が出土した60号竪穴資料も掲載する。近年では、辻秀人氏を中心とした古代東北・北海
道の土器研究（辻編2007）がある。このなかの宮城県北部地域の成果報告（佐藤2007）は、本遺跡地域
との関係性を考えるうえで重要であることから、分類基準は基本的にこれに従った。ただし、佐藤
分類の意図した基準に当てはまらない資料については、筆者が分類基準を追加した。完形に近い資
料を中心に各器種の分類を図中に示している。
ⅰ）坏類　

＜坏Ａ＞　底部が丸底で、口縁部が外反し、内面に稜を形成する椀形の坏。古墳中期から継続する
器形である。
＜坏Ｂ＞　底部が丸底で、屈曲して長い口縁部が外反あるいは直線的になる坏。いわゆる外反・外
傾の有段丸底坏である。
＜坏Ｃ＞　底部が丸底で、体部で屈曲し、長い口縁が内弯する坏。いわゆる内傾・内弯の有段丸底坏。
＜坏Ｄ＞　底部が丸底で、体部で屈曲し、口縁が直立する坏。口縁と底部の境界は稜、もしくは段
を形成する。須恵器模倣と考えられる器形である。
＜坏Ｅ＞　半球形の椀形の坏。北関東地方の坏に類似する器形を含む。内外面ミガキ・黒色処理さ
れるものは金属器模倣の可能性が考えられる。この器形をもって直ちに北関東系に限定されるもの
ではない。半球形であれば本類に含めた。
＜坏Ｆ＞　平底もしくは平底風のもので、口縁部が直線的である。
＜坏Ｇ＞　ロクロによる回転ナデ調整の坏。須恵器生産遺跡では８世紀前半には一時的に登場する
が、継続せず、９世紀に主体となる。
ⅱ）椀　口径／器高の比率が0.6前後からそれ以上の深身のもの。同年代の坏にくらべて深身となる。
＜椀Ａ＞　深い半球形の胴部から底部に、短めの口縁部が外反するもの。

Ⅴ　総括
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＜椀Ｂ＞　平底または平底風の底部から屈曲して立ち上がり、体部から口縁部にかけて内弯気味に
外傾するもの。
＜椀Ｃ＞　ロクロによる回転ナデ調整のもの。
ⅲ）高坏　坏Ｂ・Ｃ・Ｅ・Ｆの坏身に脚のついたもの。脚部は高脚や円形、長方形の透かし孔をもつ
ものがある。透かし孔をもつ高坏は一般集落では出土しない傾向にある。須恵器や金属器の模倣と
考えられる。
＜高坏Ａ＞　坏Ｂ・Ｃ・Ｆに脚のつくもの。
＜高坏Ｂ＞　坏Ｅに脚のつくもの。金属器模倣と考えられる。
ⅳ）鉢

＜鉢Ａ＞　有段丸底坏の口径20㎝前後以上のもの。
＜鉢Ｂ＞　口径20㎝前後以上の平底もしくは平底風で、被熱痕跡がないもの。
ⅴ）壺　

＜壺Ａ＞　胴部が球胴形で、直線的な口縁がつくもの。須恵器模倣と考えられる。
＜壺Ｂ＞　底部が平底で胴部が球形に膨らみ、短めの口縁部が外反する甕。頸部有段が多い。球胴
甕と呼ばれていた器形であるが、コゲなど二次被熱痕跡がみられないことから壺としている。
＜壺Ｃ＞　底部が平底で、胴部が球形に膨らみ、頸部のしまりが弱く、短めの口縁が外反する壺。
壺Ｂに比べて口縁が大きい。
ⅵ）甕　サイズに応じて分類した。
＜甕Ａ＞（大型）　Ａ１：胴部の丸みがある、Ａ２：胴部が楕円形、Ａ３：胴部下半が膨らむ、Ａ４：
胴部最大径が上半にある、Ａ５：ロクロによる回転ナデ調整、Ａ６：胴部がバケツ形で、甑と類似
形状
＜甕Ｂ＞（中型）　Ｂ１：甕Ａを小型化した相似形、Ｂ２：甕Ａの器高を低くした器形、Ｂ３：ロク
ロによる回転ナデ調整
＜甕Ｃ＞（小型）　Ｃ１：非ロクロのもの、Ｃ２：ロクロによる回転ナデ調整。スス・コゲなど火に
掛けられた痕跡を有する資料を本類に入れているが、カマド内支脚に転用された小型壺が含まれて
いる可能性もある。
ⅶ）須恵器　24号竪1063 ～ 1065の甕胴部片、25号竪穴1067の底部回転ヘラケズリのツキ、26号竪穴
1068の大甕口縁部、27号竪穴1101のツキ蓋が出土している。

　坏Ａは、24号竪穴358が該当するが、28号竪穴など５世紀後半～６世紀初頭帰属の遺構からの流入
であろう。坏Ｂは客体的である。24号竪穴343・353・356、25号竪穴404・407が該当し、26・27・60
号竪穴には見当たらない。坏Ｃは本遺跡で主体を占める器形である。いずれの建物にも一定数含ま
れている。坏Ｄは24号竪穴345・359が該当する。坏Ｅは357が該当する。ただし、北関東系のような
明るい色調やケズリ調整はなく、ナデ・ミガキ調整である。坏Ｆは24号竪穴347・351・354、25号竪
穴401・408、60号竪穴708が該当する。中でも351・354は平底で丸底に成形する段階に至る前に焼成
した可能性が考えられる。類似の現象が宮城県塩沢北遺跡出土坏について指摘されている（辻2007）。
354の胴部斜行ナデ調整についても、大胆に丸底に削る前段階の痕跡と考えられる。
　宮城県北・沿岸部で８世紀中頃以降、坏Ｃ・Ｆに集約されていく（佐藤前掲）。本遺跡ではわずか
５棟の竪穴建物しか検討していないが、静止糸切痕のある坏が出土した60号竪穴で、坏Ｃ・Ｆに集
約される。坏Ｂ客体、坏Ｃ主体で、次第につきＢが減少していく様相は、宮城県北・沿岸部と同様

４　古墳時代後期後葉〜奈良時代
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第124図　24号竪穴建物跡出土土器集成
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４　古墳時代後期後葉〜奈良時代

第125図　25・26号竪穴建物跡出土土器集成
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第126図　27・60号竪穴建物跡出土土器集成
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である。椀・鉢は少ない。417は鉢Ｂで、盤的な用途も想定される。壺は壺Ｂ主体で壺Ｃ客体である。
壺Ｃは24・27号竪穴の古い年代の建物から出土している。
　甕Ａは甕Ａ１が見当たらない。甕Ａ２主体で、60号竪穴にＡ４が１個体ある。Ａ２の中でも古相
では27号竪穴448・449、24号竪穴379・380など長胴化が顕著であるが、次第に26号竪穴430・431・
432等の寸詰まりの甕Ｂ２的な器形へと変化している。また、古相ではケズリ調整は客体であるが、
新相では主体となっている。宮城県北・沿岸部では、８世紀中葉以降に甕Ａ４が主体となり、器面
調整もハケからケズリへ転換する（佐藤前掲）。本遺跡も同傾向である。甕ＢではＢ１・Ｂ２の両者
が継続しているが、ケズリ調整主体へと変化している。
　須恵器は、1067の坏が７世紀第４～８世紀第１・２四半期に収まる。1068の甕は横位陳線区画内
を列点文が充填されている。1067はⅣ章の自然科学的分析で宮城県日の出山窯跡製品の胎土に近い
とされた。日の出山窯周辺の色麻108号墳からは、７世紀代の同様の口縁部文様をもつ広口壺が出土
している。1101の坏蓋は摘部欠損により時期認定が難しいが、８世紀代の器形である。
　以上、土師器の分類を通じて特に坏と甕の様相を確認した。先行研究で確認されている現象の一
部であるが、東北地方では、７世紀中頃に甕の長胴化がピークを迎え、須恵器坏蓋で口径10㎝未満
が登場する。坏蓋を模倣した土師器坏も７世紀中頃以降に増加していく。７世紀後半から平底坏が
次第に増加し始め、８世紀中頃には主体となっていく。また、調整技術もハケ・ナデ・ミガキ調整
からケズリ調整主体へと変化していくようである（辻編2007）。先行研究成果と本遺跡竪穴建物の重
複順序を考慮して、本遺跡では７世紀中頃（27号竪穴）、７世紀後半（24号竪穴）、７世紀末～８世紀
初頭（25号竪穴）、８世紀前半（26号竪穴）、８世紀中頃（60号竪穴）と捉えておく。なお、実施した年
代測定値の古木効果や建物廃絶年代に近い数値などを考慮にいれると、測定値は上記年代と整合的
である。
ｄ）３号掘立柱建物跡について
　３号掘立柱建物跡（以下、３号掘立と略す）は、周溝を廻らした内部空間に２×２間の９本からな
る総柱建物跡で倉庫形式と考えられる。時期は、周溝出土遺物と、周辺遺構の建物軸との一致から
７世紀後半～８世紀前半と考えられる。岩手県では古代掘立柱建物跡の集成から、奈良時代以前の
掘立柱建物跡が未確認であるとされていた（西澤2012・2013）が、今回の調査で、奈良時代以前に遡
る建物が検出できたことは大きな成果である。本遺跡の７世紀後半～８世紀前半集落において、東
側は河川跡もしくは湿地帯で、北側もそれに準ずる環境である。遺構の分布密度からは、３号掘立
よりも西側と南側に集落の中心があると判断できる。したがって、３号掘立は集落の北東縁辺部に
立地する倉庫と想定される。また、同様の条件にあるⅠ区の18号溝も類似規模であった。18号溝の
内部空間に建物を確認できなかったが、類似の遺構の可能性がある。
　ところで、集落外縁に１～２棟の倉庫形式の掘立柱建物跡配置例は、南関東地方の一般集落でも
見られ（３）、「ムラはずれの掘立柱建物」と認識されている。また宮城県加美町東山官衙遺跡に隣接す
る壇の越遺跡でも２×２間の総柱建物が計55検出され、周囲を材木塀で囲むＳＢ2852建物跡や、周
溝を伴う建物も複数確認されており、３号掘立の類例を宮城県域に求めて再検討する必要がある。

５　平　安　時　代

　２点出土した緑釉陶器のうち、猿投産緑釉緑彩陶器皿（カラー写真図版８；3030）は９世紀後半（黒
笹90号窯式期）に位置付けられており、国府多賀城でも出土している。県内の緑釉陶器及び灰釉陶器

５　平安時代
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の集成が行われている（村田2010）が、黒笹90号窯式期資料は胆沢城で数多く確認されており、本遺
跡が官衙胆沢城の周辺に位置することと強い関連性が窺われる。
　土師器では、９世紀後半～ 10世紀前葉の中に納まるが、明確に９世紀代に限定される資料はなく、
須恵器出土量が極端に少なくなる10世紀代の可能性が高い。Ｂ・Ｃ区で多く出土したのは、10世紀
前葉～中葉に位置付けられる資料で、器高が低く高台部が付かない。県内では井上による該期の様
相把握が行われている（井上1997）。

６　中　　　世

　全体的な様相は不明であるが、Ｃ区西部の３号溝から14 ～ 15世紀の瀬戸産灰釉瓶子（3002）、Ｄ・Ｅ
区に跨る８号溝から12世紀の常滑産甕片が出土している。また、Ｂ区ピット群中にある４号竪穴出土
炭化物とＦ区の製鉄関連遺構と目される19号竪穴建物跡出土炭化材の年代測定値が中世となった。

７　黒曜石製石器の流通・消費とその背景

　考察的内容となることを断わっておく。ここでの結論は、黒曜石製石器流通の背景に関わる議論が、
これまでの大まかなものから、細部の議論へと移行可能であり、その資料が整いつつあることを本
遺跡資料が示していることである。
　本遺跡出土黒曜石の出土位置は竪穴建物堆積土が主体で、床面資料は少ない。黒曜石資料は、５
～６世紀の竪穴建物跡出土資料は、ほぼ宮城県湯の倉産に限られた。一方、７～８世紀の竪穴建物
跡出土資料は湯の倉産主体で、北上川流域産も利用されている。湧水のある低地帯で約200年の年代
差があれば、建物跡は完全に埋没していると想定されるので、ここでは堆積土出土資料を含めても
その帰属時期に大きな齟齬はないとの前提で論を進める。
　北上川流域産は、県内の黒曜石産地分析結果集成から花泉地区での採取を主とすることをすでに
論じている（米田前掲）。この北上川流域産は少なくとも縄文時代を通じて利用された伝統的産地で
あり、在地住民にとっては周知の産地であったはずである。しかし、５～６世紀の利用が湯の倉産
にほぼ限定されるということは、５～６世紀の本遺跡住人が、単純に北上川流域産地を知らないと
考えるべき現象である。近傍産地を開発せず、もっぱら湯の倉産に固執することは、本遺跡５～６
世紀住人が、宮城県北地域との密接な交流があるか、出自がその地域にある移民なのであろう。土
器においても在地弥生土器の影響を受けた器形を瞬時に見出し難いことは、在地の伝統が途絶えそ
うなほど細々と続く人口過疎地帯へ出自の異なる集団が流入した可能性を物語る。移民問題は、南
からの数回の流入に関する論考もあり（松本2006）、北東北における古墳社会の形成過程を検討する
うえで、重要な視点である。本遺跡への移民が４世紀後半にあったとすれば、５世紀後半の住人は、
移民三世相当と新規移民の混合であろうから、在地化した移民と新規移民の間に若干の階層性もし
くは格差が生じているはずで、遺構・遺物を詳細に検討していけばある程度その差を判断可能にな
るかもしれない。これまでは、黒曜石製掻器を「北の道具」、「蝦夷の道具」と捉えておくことまでが
議論の主体であった。しかし、自然科学的産地推定のデータ蓄積によって、黒曜石流通の背景を推
定可能になり、東北北部地方≒蝦夷地域のような大まかな議論から脱却し、例えば「蝦夷」扱いされ
る人々の指導的立場にいる存在は、はたして在地化移民であったのか、新規移民であったのかなど、
細部の検討を行う段階に来ている。

Ⅴ　総括
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　さて、古墳時代の黒曜石製掻器は円形掻器、指形掻器と分類される形状で皮なめし道具とされる。
また、黒曜石製掻器とともに皮なめし作業に使用された可能性が指摘されているのが方割石である

（高木2007）。方割石の大半は、磨面が不明瞭な分割礫であるが、中半入遺跡と同様、本遺跡でも被
熱痕跡と思しき赤化や煤付着が見られる。扁平礫２分割は重量があるが、３分割以上は小型化して
おり定型的である。一方、黒曜石掻器も大型と小型がある。狭義のリダクションによる大型→小型
への形態変化を想定できなくもないが、小型の中にはあまりにも小さい資料が存在する。リダクショ
ンによる結果と捉えるよりも、単純に大・小の形態差を最初から準備していたと考えたほうが分か
りやすい。本遺跡搬入の湯の倉産は、自然面に角礫面を残す山石であるが、搬入されているサイズ
は決して大きくはなく拳大よりも小さい。そのサイズを最初から必要とする作業があるか、作業者
の手のサイズに適応したサイズと想定される。
　旧石器時代彫刻刀形石器研究の成果ではあるが、男性が石器や骨角器製作と異なり、皮なめし作
業では性別分業が行われている可能性を指摘している（鹿又2012）。一歩論を進めれば、男女差に留
まらず女性や子供も行える家庭内分業を可能とするのが、皮革加工作業と認識できる。このような
作業に準備される道具のサイズ差は、本遺跡の黒曜石製石器と方割石のサイズ差に表れているよう
に、家族構成員それぞれの作業や手のサイズを反映していると考えるのが妥当であろう。特定産地
の材料を使用して、家族全員が参加する作業が生業として確立しているならば、材料の枯渇を補う
ために近傍産地の確保・開発は必要不可欠であるが、行われていない。であるならば、仮説として
胆沢扇状地への季節労働の可能性も想定される。すなわち、秋から冬にかけて豪雪を避けて日本海
側地域から脊梁山脈を越えてくるシカなどの群性動物対象の狩猟・皮革獲得を目的とした労働も視
野に入ってくる。集落内成員のうち、一部が留まり続け、狩猟シーズンに集落内人口が増大するモ
デルを提示できるかもしれない。本遺跡データの活用によって、地域間対比と集落内様相の検討の
果てにあるのは、古墳文化人とそれ以外の人のような大まかな議論ではもはやない。
　一方、７～８世紀に湯の倉産を主体としながらも北上川流域産の利用比率が高まってくることは、
宮城県北域との関係性が途切れることなく、近傍産地の開発が進められたことを示しており、バッ
クアップ機能を有する領域内経営の安定の結果であり、県内に７世紀後半以降に増加する遺跡数・
古墳群数と相関する。

８　馬文化を示す遺物

　本遺跡では、古墳時代～近世の馬関連遺物が出土している。馬歯２点の年代測定値は、中世と近
世であった。午房谷地の地名が残っていることからも馬との関係が深い地域である。また本章４節
で７世紀末～８世紀初頭に位置付けた25号竪穴から轡の引手部が出土している。
　周辺遺跡では、中半入遺跡で５世紀後半～６世紀の竪穴建物から馬頭骨、玉貫遺跡で７～８世紀
の馬具、角塚古墳で５世紀の裸馬の埴輪片が出土しており、古墳時代から胆沢扇状地で古くから馬
飼養文化が浸透していたことが裏付けられる。馬具資料は、墓の副葬品としての出土することが多
いが、集落内でも微量確認されている。宮古市房の沢Ⅳ遺跡、八戸市丹後平古墳群・丹後平遺跡な
どの古墳周溝内出土や、大槌町夏本遺跡、山田町沢田Ⅰ遺跡、盛岡市紫波城跡、紫波町稲村Ⅱ遺跡
などでも確認されている。中世でも花巻市高木中舘跡、平泉町柳の御所跡のほか、青森県七戸城跡
北館、秋田県鹿来館などで出土している。
　本遺跡出土轡引手部は、簡素な形状であり上記の中ではほぼ同時期の房の沢Ⅳ遺跡に類例を見る

７　黒曜石製石器の流通・消費とその背景
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ことができる。また、Ⅳ章の科学的分析によって、遠隔地からの搬入品で再生品の可能性が指摘さ
れた。当該期の蕨手刀については、かつて「蝦夷の武器」と考えられていた時期もあったが、現在では、
北関東および長野県方面からの製品搬入の可能性が指摘されている（八木2010）。７世紀代の鉄入手
方法は、武器だけでなく馬具を含む他の製品、鉄製品素材などの形で搬入されていたと考えられる。
13・14号竪穴カマドから、支脚転用された羽口が出土しており、本遺跡内で製錬作業が行われたか
は不明であるが、鉄の加工技術を持った集落であったことは疑いないので、轡の再加工が遺跡内で
行われた可能性は十分にある。本県における製鉄技術を問う上で、轡引手部の出土は貴重となった。

註

（１）坂口　一氏御教示による。
（２）宇部則保氏御教示による。
（３）佐久間正明氏ご教示による。
（４）末木啓介氏ご教示による。
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調査期間 調査面積 調査原因
市町村 遺跡番号

石
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遺跡
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沢区

南
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石
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48秒
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12秒

2011.06.14 〜
2011.12.02
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経営体育成
基盤整備事業
南下幅北部
地区

所収遺跡名 種別 時代 主な時代 主な遺構 主な遺物 特記事項

石田Ⅰ・Ⅱ
遺跡 集落跡

縄文
弥生

縄文土器、石鏃、磨製石斧

古墳時代の集落で、
岩手県では初めて5
世紀後半～ 6世紀初
頭の張出ピットを持
つ竪穴建物跡が見つ
かった。
7世紀後半～ 8世紀の
竪穴建物跡からは、
須恵器、馬具、多量
の土師器が出土して
いる。土師器には須
恵器模倣坏や透かし
孔を有する高坏が多
数出土している。

弥生土器、石包丁

古墳～奈良

竪穴建物跡 74棟
土師器、須恵器、土製品、
黒曜石製石器、磨石、方割
石、琥珀、鉄製品、鉄滓、
羽口、石製模造品、木製品、
骨片

掘立柱建物跡 １棟
土坑 18基
溝 ２条
不定形遺構 ３基
河川跡 ２条

平安時代
竪穴建物跡 ３棟 緑釉緑彩陶器、陶硯、土師

器、須恵器掘立柱建物跡 １棟
土坑 ２基

中世
竪穴建物跡 １棟

陶磁器
溝 ２条

近世～近現代
掘立柱建物跡 １棟
土坑 １基
溝 ４条

時期不明

土坑 13基
溝 12条
柱穴 247個
不定形遺構 ３基

要　　　約

　石田Ⅰ・Ⅱ遺跡は、岩手県奥州市胆沢区南都田に所在する。胆沢扇状地の低位段丘面上に位置する。古墳時代の集落に関
わる遺構が多数見つかった。胆沢扇状地内に位置する本州島最北の前方後円墳とされる角塚古墳に近接した遺跡で、角塚古
墳造営頃の竪穴建物跡が複数見つかっている。また、7世紀後半～ 8世紀前半の竪穴建物跡からは須恵器模倣坏や透かし孔
を有する高坏が複数の竪穴建物跡から出土している。一般集落でこれらの遺物量は少なく、本遺跡が胆沢扇状地内において
有力な集落であったことを示唆する。７世紀後半～８世紀の明確な鉄関連遺構は見つからなかったが、鍛冶作業に関連する多
数の遺物が出土している。このほかに、縄文時代晩期～弥生時代の土器、平安時代の緑釉緑彩陶器、中世陶器、近世～近
現代の陶磁器が出土している。
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